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刊行のことば

　幼児がどのような文購造を使って話しているかは，学問的にはまだ十分な検討が行われていな

いと言ってよい。

　この研究は，幼児の文構造研究の分野を開拓しようとし，幼児の話しことばを，Q＞単文や複文

の構造と用法，（2漣体修飾語や文末の構造と用法，（3）接続詞の用法などの面から分析したもので

ある。

　対象を，集団生活をしている，保育園・幼稚園児にとり，5・6歳児を中心にして，3歳児か

らの発達を見た。

　この研究は，コミュニケーション研究の一つとして，幼児のコミュニケーション能力の発達を

文形成の上からとらえようとしたものであり，言語効果研究室員大久保愛が，甕長高門太郎と計

画・実施にあたった。その間，屋久茂子・鈴木美都代が調査・整理分析等の作業を助けた。本書

の執筆は大久保愛が損嚇した。

　この研究を進めるにあたり，東京自由保育園，赤いとり幼稚園，小川幼稚園，神谷保育園の先

生がたにご協力をいただき，また，補充資料採集のため，特定幼児の父母のかたがたにご参加い

ただいた。記して，厚くお礼を申しあげる。

日召巧…1】48年3月

国立国語研究所長　岩淵悦太郎
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はじめに
　　一この報告書の構成

　幼児の話しことばがどのような構造をしている文（sentense）から成り立っているかについての

研究は少ない。特に幼児後期の話しことばの構造についての研究は幼児前期に比べて文が複雑に

なることもあって，皆無であるといっても過言ではない。

　この研究は，幼稚園と保育園（各二園計四園〉の協力を得て，幼児（年少児，年中児，年長児，

年齢3歳3から6歳6まで）の話しことばを録音，文字化したものを資料として行なったもので

ある。3万近くの文を分析した。

　文構造の分析研究に当っては，最近までの現代語構文の研究法を参考にしながら，幼児の話し

ことばの文構造研究に適当と思われる方法をさぐっていくという研究法をとったが，定説の部分

はともかく，学問上間題のあるところなどあって，幼児の文構造の発達を概観するにとどまった。

今後この調査研究が踏み台となって，より細かく，幼児の文構造の発達の研究並びに研究法の生

まれることを期待する。

　この報告書は1部2章，2部6：章，付録2から成っている。

　第1部ではこの調査の研究概要，及び録音を文字化した幼児の話しことばの実際を紹介，解説

した。

　第2部では，以下のように6章にわけて，調査研究の結果をくわしく報皆した。第1章　文構

造の分析の方法，第2章　幼児の単文の構造と用法，第3章　幼児の複文の構造と用法，第4章

連体修飾語の構造と用法，第5章　文末の形式と用法，第6章　接続詞の胴法。付録として，1

幼児の話す長さ，2　補足文の構造の分析。

　なお，おわりに，この研究に関するまとめと将来の課題について付記した。
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第1部



第1章調査研究の概要

この調査研究はこれからのべる目的および計画のもとに行なわれた。

L1　目的

　幼児のコミュニケーション機能の発達は，言語の獲得あるいは言語活動の形式の分化の中にさ

まざまな形であらわれるが，これを，幼児の文表現が成立し，文形式が形成されていく過程でと

らえようとする。

　そのために，まず伝達機能の単位としての文をとりあげ，文を構文，陳述の両側爾から文法的

に分析する。

　選ばれた幼児は，まず，到達点としての5～6歳児を対象にする。次に，発達的観点に立って1～

6歳児の問題を扱う。ただし，ここで報告するのは前者5～6歳児のものであり，その比較のた

め3，4歳児も扱ってある。

1．2　調査担当者

　この調杳は室長高橋太郎（1970年9月まで），芦沢節（1970年9涌より）のもとで，主として

大久保愛が担当し，研究補助員屋久茂子（1968年5月まで〉，鈴木美都代（1968年6月より〉が，

調査および「幼児のことばカード集jの作成，構文の整理分析等の作業を助けた。その他臨時補

助者中島通善，原ロ嘉代，設楽晴美の助力も得た。

1．3　調査のあらまし

　この調査は，1965年からはじまり，197／年に一応完結した。以下に調査のあらましをのべる。

1．3－1　　言十画準…｛蒲

　第1年Eは，調査の計画のための準備を行なった。

　（1）対象への接近の観点の検討一このような調査についての内外の文献調査，幼稚園，保育園

の園児の観察，手持ちの録音資料の分析等を行なった。

　②調査法の検討一録音採集の方法，記録の方法などの検討。文構造をみる上での効果的調査

法は何か。そのため，集団的，個入的に録音をとって検討してみた。また，記録法としては，カー

ド方式についての検討とか，発音式か現代かなつかい式か，かな表記か音声詑号表記か，などの

表記法の検討も同縛に行なった。

1．3－2　録音資料の採集

　以上の検討の結果，以下の方法で，幼児の話しことばの採集を行なった。

　Q＞場彌一大きく（a）つくられた場画，（b）自然の場蘭が考えられる。（b）の自然の場面で話しこと

ばの採集をするのができれば理想的であるが，録音機の性能とか，採集の場所などを考え，また

分析の目的が文構造ということなどのため，（a）の場面で採集することにした。（a）の中でも，幼児

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　4　一



同士の対話をとることもできるが，場面を圏定してやれる利点から，調査者のいる別室に幼児を

招き，調沓者と幼児である被験者との問答形式で話しことばをとることを採爾した。（以下この調

盗を「問答式」と略称する）結論的には，文の構造の分析には，この方法が自由の場より整った文

形式がとれたのではないかという慧昧で有効であったと思っている。ただ，伝達機能の弼の調査

としては，この「問答式」では不十分である。そのためには，たとえば「役割遊び」などの場晦

を設定しての二丁も考えられる。しかし，こんどの場合は行なわなかった。補充資料としては，

自由の場での幼児の話しことばの一つとして，幼児をもつ3家庭に委託して採集してもらい，この

欠を補った。σ麹由の場」と略称する）

　「問答式」の問に当る部分については，前もって検討した。幼児の生活を観察して，幼児の生

活場if＃の全体がおおえるように努めた。

　②話題について一10の間を用意した。以下のようである。

　（a）本人（幼児）の名まえと年齢

　（b＞家族について（構成メンバー，だれが好きか，帯親の仕事など）

　（c）新しい，あるいは印象深い経験（運動会，お祭，夏休み，旅行，休日など〉

　（d）園や家庭での生活（昨日何をしたか，どういう遊びをするか，幼稚園での生活，友だちのこ

　　と，趣味，夢など〉

　（e）園へ，あるいは家への道順

　（f）六親から聞いた話や自分で読んだ本

　（9＞テレビで見た漫画，その他の筋や感想

　（h）社会的話題（ニュースその他〉

　（i）筋のある絵を見せて話を作らせる

　（」）その他

　これらを幼児に質問することによって，文構造の形態ばかりでなく，幼児の精神的傾向もあわせ

て兇られるようにした。すなわち，経験したものの再生力や，他人に筋道をたてて話す能力や，

話を作り構罪する創作力，構成力などもみられたt）　，幼児が何に関心をもっているかの興昧のあ

りかたもわかるようになっている。これら資料は，薪幼児のことばカード集」として印刷した。印

刷の藤では，文の分析用としても使用するため，カードに裁断できるように組んだ。のちに見本

を示す。

　（3特間について一時間は制限せず，できるだけたくさんしゃべらせるようにした。それは何

分闘に何文字，あるいは何文節しゃべるかを調査するのをB的とせず，どのような文構造を使用

するかをみるためだからである。（長くしゃべった子で30分，平均10分前後だった。）

1．3一・3　調査鴎および幼児数

　この調査には，次の園の先生がたにお世話になった。

　東京板橋区：，東京自由保育園（1965，66，70年各9月）

　東京北区，赤羽台幼稚園（現在，「赤いとり幼稚園」と改称）（1965，66，70年各9月）

　東京千代田区，小）1］幼稚園（1968年6月）

　東京北区，神谷保育園（1968年5月）
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園児の人数は次表のとおり。

調査園および人数 ＊　年中，年長が同一幼児の人数，男22，女16，計38名

年　　長　　（5：5　～6：6　＞ 年　　　中　　（　4　：1　～　5　：6　） 年　少（3：3～4：4）

男　　　女 計 男 女 計 男 女 計

T
園

3
0
名
＊
1
2

2
3
名
＊
8

　53
魔Q0

　14
魔P2
　8
魔W

　22
魔Q0

7 5 12

A
園

　35
魔P0

　27

魔W
　62
魔P8

　12
魔P0

　12

魔W
　24
魔P8

16 6 22

K
園

17 14 31 12 8 20

0
園

31 13 44 10 5 15

計 65 50 U5 74 47 ／21 45 24　　　69

　この中には1965年に年中児だったものが1966年に年長児になって，同じ質問に答えたものが

いる。＊で示した。男22名，女16名である。これで岡一丁の場合の発達もみられる。

　これら園児の家庭の職業，兇弟関係の記録もある。おおざっぱな職業分布は，東京自由保育園

は，商人，小企業の工場主などが中心で，赤羽台幼稚園はホワイトカラー，小川幼稚園は小企業，

商人，公務員，神谷保育園はブルーカラーのニュアンスがある。

1．3－4　「幼児のこ：とばカード集」およびカードの作成

　前にのべた話題を中心に，一人の幼児と溺釜で向い合って，調査考が質問するという問答形式

で，幼児の話しことばを録音テープに採集する。そのテープを文節分かち書き，かな表記で文字

化する。それをのちにのべる形式で「幼児のことばカード集」と分析胴カードにしたものが，こ

の研究の資料となっている。以後用例としてあげるときの理解のため，少しくわしく述べる。

　「幼児のことばカード集」およびカードは次のようになっている。カード集の最：初にあげた凡

例から関係のあるところを述べる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡　　例

1　カード毎に有名，幼児略名，性刷，年齢，幼児毎のカードナンバー，採集年を，この順で入れた。

　また，環境とことばの関係もみたいと思い，その一つの方法として兄弟姉妹の記入をした。「本」は

被験者本拠の意である。

赤＝旗羽台幼稚園　自＝：東京輿由保育園　／5＝：小川幼稚園　神＝神谷保育園　ft　＝：年長児　中＝年

中児　少篇年少児　a・b・c……，A・B・C……，　a’・b「・c〆……＝幼児名のかわりに用いた

記号である。（本人の名一字をとり漢字で示したカード集もある）

2　カードのはじまりに前のカードのあと二行を繰返し、そのカードだけでも文脈がわかるようにし

　た。長い点線で区別した。

3　発話者のうち，対象になる幼児の発話をかたかな・調杢者の発話を漢字まじりひらがな・外来語

4

をかたかな・書き，横書きとした。

幼児の発話にかぎり文節分かち書きを用い，文節毎に一字あけた。（発話のとぎれた場合は文節中

でも一字あけた）

5　表記は現代かなつかいとし，長音符号は，語をのばして発音している場合と外来語のみに使った。

6



　　「ネー」「ナー二」「ジェッター」など。

6　一枚のカードに幼児のことばをなるべくたくさん入れたいため，調査者の発話は，必要最少目に

　とどめた。録音のとおりでない。

7　幼児の発音はできるだけ忠実に写すよう心がけたが，アクセント，イントネーションは記録され

　ていない。

8　以下に，使用した記号の説明をする。

　　　○謙幼児の発話のはじまりを示す

　　　。＝ふつうの文末

　　　；鎧倒撒あるいは補足文

　　　，鑑長文での句来，文の中断，文節中のとぎれ

　　　　？瓢疑問文

　　　　！・：感嘆

　　（　）嵩発話の不明瞭

　　8　一＝ecにき・え・ばあい

　　……篇聞（ポーズ）

　　　＃篇調査者の合つちヂうん」「ん］の略

　　　然＝調盗者の応答「そう」「そうね」などの略

　ことば　　　　＝岡時発言
　ことば
　　〔　〕＝・＝ことばや状況の注釈

　　／／＝文中に別の発話者のことばが入ってきたばあい

　　「　」瓢本石話法ほか

次頁の表は「幼児のことばカード集」の一ページを縮めたものである。これを八つに裁断する

と分析用カードができる。カード集各70部カード1枚について80枚ずつをつくった。分析用カー

ドは，次のようである。

赤中一1男（4：8）～1　　　　1965

　いくつですか？

○ミッツ。

　ん～

○ミッツ。然
　あのねおうちだれとだれいます？

○パパト　ジュンコチャント　オバアサン。　然

　だれ一番好き？

○パパ。

　どして？

○パパ　ヤサシイカラ。　然

　大きな声で言ってよね。パパのお仕事知ってる～

　補充調査用として，「自由の場」での録音もとったが，この報告書では「文末の形式と用法」（第

2部第5章）で使嗣したのみである。自鐵の場での発話では，これまでの経験からそう複雑な文

形式が出ず，「問答形式」でのあらたまった場での文形式に吸収されるように思われたからである。

しかし，たしかなことは，今後の調査に待たなければならないが，この本では，そこまでは扱っ

ていない。

　自由の場で採集した幼児は次のようである。
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赤中一1　拷　（弓’9　．）　一1　　　　　i965

　いくつですか7

0｛ツツ。

　ん？

oミツツ。　然

　あのねおうちだれとだれいますf

Oパパト　ジ＝ン，チtント　オバアサン。　然

　だれ一網好き7

0／tパe

　どして？

oパパ　ヤサシイカラ。　然

　大きな海で醤ってよね。パパのお仕蟻知ってる？

赤中一i男（μ：8）一5

　どして7
。ヒ・麟1（イ〉ン妊（ノ）。

1965

＿　．．＿鱒．＿＿＿．」．軌『＿（ン）．．．．．．＿．＿＿，＿＿＿■■■■．的．

　幼稚圓は楽しいけどなにが一欝楽しい？

Oヨウチエン7　＃　ボールナゲ。

　ぼくんちね幼稚園から行くにはどう行けばいいの7

0マガッテ　イケパ　（イイノ）ρ

　テレど晃る？尤【屡こ一番好き1

0アツジン。

　どんなの？敏人のお懸は。

Oそンスタートカ　ロポットカ　ナンデモ　デンノ。

　でどういうことするの？

赤中一1 勇（“＝9）一2　　　　1つ65

0パパ　ヤサシイカラe　然

　大きな碑で書ってよね。パパのお仕凄知ってる7
－s一一1一　一　一一t　t　t　一一一一一一一1一一一一d　一一一一一一ll－S－tJJ一一a　一一1一　一　一一一一一一一一　p一　一　一Jt4一　一」一ttt－tJt　t一一一t　t　t－t　t　t－ttt　t　t　t　t　t

Oン。

　な一に7

0アノネ　器　オミヲッヶ　ックツタリ　／ん！／　錫ソパ　ックッ

　タリ　スンノ。　然

　お母さんなにしてらっしゃる7

0オカアサン？　＃　アノー　廷チ？ワンアラd　シテンノ。　然

　きのうね幼推園から帰。てなにし裏した？

σヨゥチエンカラ　カエッテ　キタラ？　＃　ス　マナブfヤンノ

　ウチ　イソタノ。

赤し↓1－1　ジ3 （U　：9）一6　　　　　1965

0モンスタートカ　Uボットカ　ナンデモ　デンノ。

　でどういうことするの2

製鷺驚欝＝．f…勝塀鑓芦
　どんなとこおもしろい？

o二丁

　鉄人のなかでねどういうところが一番おもしろい7

0／mウタロウ。

　どうして．正太郎がいいの？

Oシ■ウジaウキ　モツテル　ト：ロ　／ん？／　シmウジュゥキ。

赤中一x瑠（ll：＄）一一5　　　1965

0ヨウチエンカラ　k工・7テ　キタラ望　＃　ス　マナプチャンノ

　ウチ　イツタノ。
ドロロロロロ　ヒロ　　ロロロコ　のコロリコサリにココ　コ　コロ　　コらコリリロロコ　　　　コ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コココのコ　　　リココロココ　ロヒロ　　リロロ　

　でなにしたの？

O（ソ）イデネ　＃　アソン　ブー　ナラシテモネ　＃　デテ　コナ

　イカ（ラ）　モィチド　ヤッテ　ξタラネ　＃　マダ　デテ　コナ

　イカラ　毒　カイシマ　イツタノカナート　噂モッテ　毒　サ（ッ

　キ）　アノ　カエッチャッタノ。　然

　運動会おもしるかったでしょう。なにがたのしかった1

0スズワV。　然

　tetsみの呂h。あのB磁Bなんかねえ。なにする？

Oニチョウビ？　＃　オヤスミノ　｝キ？　妻　パパパ？　＃　パパ

勇ミ．p＿二　岩（鞠；s）　＿～　　　　 1965

0ソー）ウV”　sウキ　モグテル　トコロ　／ん？／　シyウil　aウキ。

　焦
　　コ　コ　コ　コのロロロヒロ　ココ　コの　ロロロロ　　ロ　トロのササロやつコ　トレ　　　　に　　　ロヤママコ　　ココほコ　　　　のロ　　　コロ　ドコロコロロロロマのロほ　　　サ　　サ　コ　　ロ　ロロロコのコロロ　　　ヒトほらコ

　お母さんね絵本読んでくださったりお毒してくださる7どんなお贈

　碧いた？

oをモ．タロウサン。

　やってみて。

orモーモタロサン」　’1テ　　（イウノ）。

　そのお謡槻かせてよ。失生に。

Oンe　＃　ダ．カラネー　＃　キソ（イ）ノネー　＃　アノーネー

　アノ　オパサンガ　センタク　シテルトネー　妻　アノーネ　カワ

　デネ七ンクク　ンテ　ィター　堪パアサンが冬一　アノーネ　ウー

赤中一i男（4：9）一η　　　1955
　お体みの日ね。あの日曜日なんかねえ。なにする？

oニチョウビ？　＃　オヤスミ／　トキ？　幹　ババハ？　＃　パパ
　ロののロロマ　　コココら　ロ　　ロコロロ　　　のロロコロヒロ　　ロコ　ト　　　リ　　　コ　ひロ　　　　ヒコ　　トリ　　ロ　サコロヤサに　コひロ　ヒ　ドのロロに　　　　　　　ロコロロ　ロ　ロココロ　コ　ロコ　　　コロコ　コ　　　　　　ロコロマロロ

　（ハ）ネー　＃　ジドウシヤ　ナンデモ　ックンテ　クンル（ノ）o

　それからどういう二とするの？

oアノネー　＃　工一トネー　＃　パパ？　＃　工一ト塞　ナンカ

　イロンナ　モノ　ツクソテネー　羅　ボクニネ　券　クレンノ。

　然

　大きくなったらなんになりたい？

O謂麺キクナvタラ？　鼻　ピコゥキ。

　どして？

・…㌔イ（・）・グ・1み

那ゆ一二場（4＝呂〉一3　　　19S5
　アノ　オバサンガ　センタク　シテルトネー　ギ　アノーネ　カワ

　ナ．ネ　センタツ　シテ　ィター　オバアサンガネー　アノーネ　ゥー
コ　コ　　　ロ　コ　　　ロロロロロロロロリ　ヒロロロリ　ロロ　ロロ　ヒロヒヒロ　サロロコロロロコ　ロ　コ　コロ　　ロヒヒゴロコ　ヒの　　コほコロヤロコ　ロロロコ　サコロロ　　コ　コロロロササロ　ロロ　　ロロロ　ロロコるのコロコ

　そモガネ　ナガレテ　キテネー　毒　ビックリシテネー　毒　ソィ

　デ　オシイサンノ　譜ミヤゲデ　モツテ　ヵエツタノ。　壽　ソイ

　デ＄一　モグ　　アノ　ソィデ．　21バアサント　塊ジイサンガ　　コノ

　モモヲ　タベヨウト　周モツテタ（ラ）　ナカカラ　ポキ置ント

　アカチ噌ンガ　デテ　キタノ。　幹　ソイデ　コレハ　モモヵラ

　ゥマレタ　モモカラ　デテ　キタカラネ，毒　モモタロウツテ　ナ

　ヲ　ッケタンダッう㌔　然　ソィデ　オ再キク　ナヴテネ　毒　ハ

　タラクヨウニナソタノq　＃　ソィデネAニガシマニ　イクカラ

　ォニタイジニ　ィッタンダヨ。　妻　ダヵラ　調晶　イッテネ　弾

一19一

対象児　　宮鵬さおり　1965年5月生　3歳児　　　渡辺真史　　1963年4月生　5歳児

　　　　　　　　泉奈津子　　1964年6月生　4歳児

　　このようにして出来た「幼児のことばカード集」は7冊，そのうち「問答形式」6冊，「自由の

場」1冊，カードの枚数（ことなり）問答形式5，152枚，臨由の場1，530枚で，問答形式の内訳

は，年少863枚，年中1，996枚，年長2，293枚となっている。
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第2章　幼児の話しことばの実態

2．1　話題に対する幼児の反応

　幼児の話しことばがどんなものか，われわれは常に聞いていてわかっているつもりだったが，

実は一三しかわかっていなかったということを，幼児の話しことばを録音，文字化してみてはじ

めて理解できた。あらたまった場面でも案外しゃべれるということも知った。くわしいことは徐々

にのべることにして，まず，前述の話題で聞いた場合の金体的な反応をのべておくことにする。

　（a）名前と年齢については，名前を言わない幼児もいたがほとんどの幼兇が答え，幼児音の残っ

ている幼児もみられた。年少に多く，年長に少ない。年齢については，まちがえる幼児や答えな

い幼児もいたが大部分が筈えた。「よっつj「いつつ」が多く，中には「マン○サイ」fOサイデスj

という幼児もみられた。

　（b）家族についての質問では，構成メンバーを聞いたため助詞「と」で名前を並べてのべる形

式が多く出た。すなわち「ノリコトネ　ママト　オトウサント　ボク。」というように。だれが好

きかでは，母親が圧倒的に多かったが，父親という幼児もいて，やさしい，おみやげを買ってき

てくれるなどと理由づけていた。父親が何の仕事をしているかについては知らないという幼児が

多かった。家で仕事をしている父親の仕事については，具体的にこんな仕事をしていると答えて

くれた。三親はせんたく，掃除をしたり，弟妹のことをみているという発欝が多かった。

　（c）印象深い経験としては，この調査の時期が9月（一部5，6月の時期もある）だったので，夏

休みのこと，運動会のことを聞いた。また，それとは関係なく，N曜Nなどの休1ヨの生活のこと

を聞いたり，遠い所に行ったことの経験を話してもらった。

　（d）園や家庭での生活については，幼稚園ではどういうことをするか，何をするのが好きか，家

では何をするか，だれと仲良しか，毘虫採集など好きか，夢をみることがあるか，家のまわりに

何があるかなど蘭いた。話がはずまない場合は，今穂をしていたか，きのう何をしたか，などの

質間形式にした場合もある。幼児の趣味，たとえば図鑑などをみて古い時代の動物などを知って

いる幼児とか乗物にくわしい幼児は，話がそこにくると，生き生きと話してくれた。話がはずま

ないときは好きな食べものを覇いたこともある。

　（e）家から園への道順，あるいは園から家への道順を聞いてみた。これについては，それぞれの

幼児の家の位綴をしらべ，話した事実と一致しているかどうかのたしかめが必要であるが，こん

どの場合は文構造をみるのを目的にしたので，全部の幼児についてのたしかめは行なわなかった。

しかし，ほとんどの子どもの三三では臼的地にたどりつくことは不可能である。この年齢でこう

いう質問はまだ無理のようである。これは分析資料としては一部にしか用いなかった。

　（f＞爾親から聞いた話や自分で読んだ話を，調杏者に話してもらった。どの幼児もが欄いた話を

話してはくれなかった。忘れたというのが多かった。また，親が話してくれないとか，小さいと

きは話してくれたが今は話してくれないので話せないという幼児もいた。しかし，一方，たいへ

んよく覚えていて楽しく話してくれた幼児もいた。次表のような作晶である。（順不問，調べられ
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るものは調べたがどういう本が土台になっているかわからないのもある。表記は漢字まじりにし

た）その他，母親が物語絵本とか，テレビ漫画の絵本を買ってくれて，読んでくれたり，臨i分で

も読むというのがあった。

幼児が話してくれたお話

年　　　長 年　　　中 年　　　少

さるかに合戦 さるかに合戦 桃太郎

桃太郎 桃太郎 浦島太郎

浦島太郎 かぐや姫 赤ずきん

金太郎（坂田の金時） 看切雀 ちびくろサンボ

こぶとり爺さん シンデレラ姫 三匹のこぶた

いなばの白うさぎ 赤ずきん 三匹の山羊のがらがらどん

シンデレラ姫 どろんこハリー

赤ずきん ちびくろサンボ

どろんこハリー ガリバー

家なき子 ヘンゼルとグレーテル

孫悟空 三匹のこぶた

ジャックとマメの木 三匹の山羊のがらがらどん

ブレーメンの音楽隊 しなの五人のきょうだい

親指姫 おだんごぱん

あわてどろぼう いたずらチュウチュウ

子鹿のバンビ たいへんたいへん

いばったおんどり すてこのゼミ

エルマーの冒険 チムとゆうかんな船長

はめるんのふえふき あまんじゃく

くろうさぎとしろうさぎ 玉ねぎ玉ちゃん

イソップえぱなし かたつむりのお話

はなのすきなうし

ふしぎのli司のアリス

いやいやえん

　（9）テレビで見た漫画やその他の筋や感想を聞くと，本のときと比べて，どの子もはずんだ声で

みているテレビ番組の名まえを書ったり，出てくる登場人物の名前をあげたりした。ただ，その

内容を聞くと，いっぱいみてるから，あるいは前みたのでわからない，などの理由で話してくれ

ない幼児が多かった。概据してのべることはむずかしいし，そうかといって，どの時点での物語

を話したらよいのか迷ったからでもあろう。たまたま，きのう好きな番組をみていた幼児がくわ

しく話してくれるというケースもあったかもしれない。

　次表は幼児が見ていると言ったり，その一部を話してくれたりしたテレビ番組である。（坂元昂

「幼児向け番組とその周辺（上）」放送文化1968．6とか，当日寺の新聞縮刷の放送・番組を参考にし

て検討しなおしたが，それらに見出せない番組名もあった）かっこの中の年数は採集した年であ

る。
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幼児がみているといったテレビ番組

年　　長

いいものつくろ　　　（1965）

宇宙少年ソラン

宇宙人ピピ

オバケのQ太郎

スーパージェッター

チャコちゃんハーイi

鉄人28号

鉄腕アトム

トムとジェリー

ビッグX

ひょっこりひょうたん島

ブーフーウー

ポパイ

まんが大行進

遊星少年パピイ

ワンダースリー

ジヤングル大；帝

ぼっこちゃん

ウルトラマン　　　（1966）

おそ松くん

おはなはん

おはよう！こどもショー

サンダーバード

チャコちゃんハーイ

鉄腕アトム

ひょっこりひょうたん島

マグマ大使

ウッドベッカー

宇宙少年ソラン（？）

子等ものがたり

年　　中

宇宙エース

少年ジェット

スーパーマン

0戦はやと
多失ノY28一男層

ビッグX

ブーフーウー

ポパイ

遊星少年パピイ

私の秘密

エイトマン

奥様は魔女

ジャングル大帝

ターザン

孝必密探イ貞クルクル

遊星仮面

アップダウンクイズ

ウルトラセブン

ウルトラマン

怪物くん

カエルのぼうけん

臣人の墨

ゲゲゲの鬼太郎

コメットさん

ジャイアント・Wボ

チャコちゃん

冒険少年シャダー

ポパイ

マイティ・ジャック

魔法使いサij一

遊星野醸

リボンの騎士

ロンパー・ルーム

わんぱく探偵団

ノぐ一マン

ハリスの旋風

ヤダモン

ひょっこりひょうたん島

（1965）

（1968）

ママとあそぼうiピンポンパン

年　　少

ウルトラQ

ウルトラセブン

ウルトラマン

黄金バット

怪物くん

カエルのぼうけん

キャプテン・ウルトラ

薫人の星

コメットさん

ジャイアント・ロボ

臓法使いサリー

アタックNo．！

ウルトラマン

怪物くん

ゲゲゲの鬼太郎

光速エスパー

サインはV

タイガーマスク

チビうくん

ひみつのアッコちゃん

マグマ大使

ムーミン

も一れつア太郎

オバケのQ太郎

キ・ングコング

ポパイ

（1968）

（1970）

みんなであそぼう！ピンポンパン

　（h）社会的話題についし、は，大口方の幼児から聞くことができなかった。ひとり年長の男子が吉

展ちゃん事件のニュースをみた話を少し長くしてくれた。あとは交通事故，地震などについて視

聴したことがあるといった程度である。
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6＞筋のある絵を見せて話を作らせるというのでは，一一つは幼児向きの絵本（「よいこのがくしゅ

う」学研1963．4）から選んだもの。あと三つは，幼児の夏休み帳に出ていたものを使わせてもら

った。三こまの絵からなっていて（のちに実物を示す），それらを幼児にみせ，お話をつくらせる

というものである。絵をみて話す場合は，絵が目の前にあるので，ともかく何かをしゃべらねば

ならないというのでほとんどの幼児が何らかの反応を示して懸る。それは絵本を読んでもらったの

しまうまとらいおんの話

撃`M一一1
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とかテレビをみてその話を，思い出して（栂生〉話すとき，金く話せない幼児がいるのと文蝦1的で

ある。（付録！として，話題によってどのような反応のちがいがあったかを文節数その他で示す。）

　（Dその他の中には，次のような問がある。

　（イ）大きくなったらなにになりたいか

　＠右，左が言えるか
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の数はどれだけ唱えられるか，10から！まで逆に唱えられるか

C⇒絵「しまうまとらいおん」に書かれている文字が読めるか

困その他，幼児が積極的に話したもの

三こまの絵からなる話

1　うさぎとかめ

鈎　偽 へ塩《も
准

＼
訊導愚

2　男の子と花

3　ねずみとくま

’　　9

　　1
ﾊ

6，

60劣、　◎矛
つ ’
／
≦
／
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2．2　幼児の話しことばの事例

　幼児がどのような発話をしたかの実例をあげる。どの幼児を事f列としてあげるとよいか迷った

が，文節数で発話の長さをはかったのがあるので，それを基準として選んでみた。次表は話しこ

とばを採集できた全幼児のものである。（文の長さ，発話の長さ，文節の長さについては付録1で

も述べる。）これらの中から年長，年中，年少とも，一番文飾数の多い幼児3名，すなわち赤E女，

小久女，神三男と，文節数の一番少ない幼児3名，自F女，神長勇，赤h男（自1男は，2文節

しか話していないので，次点の赤h男の鋼をとる）をあげる。ついで，ひとりの幼児の発達をみ

る意味から，年中，年長岡一幼児のもの男と女の例をあげる。年中のとき一番よく話した肖s男

と，年長のとき女で一番よく話した赤。女を選んでみた。o女は年中のときは，調査児の中位以

下しか話せていなかった幼児である。

一志の発話の長さ　　綱人別の文節数一覧表一一

＊　表ゆ○印は年中，年長同一幼兇。（5：8）とは調査当時5歳8ヵFlだったの意。太

字の幼児は，のちに，その幼児がどういう話しぶりをしたかの事例を示す。

　　年　長

　赤E女　（5：8）

　自A女　（6：5）

　1・f｛o女　　（6：ユ）

　自P女　 （6：1）

　塘ミ1女　 （5：8）

　〃Yjl－L女　 （5：9）

○赤w男　　（6：3】

　IJ－il’一Y3　（5i7）

　自m’女（6：4）

　勇ミn’lt女　 〈6：3）

○赤。女　 （6：1）

　プ∫ヒ。’写3　（6：2）

○自bり3　（6：0）

○自d女　 （5：11＞

　，fJミK勇　 （5：！1）

　塘ミ」女　 （5：8）

　〃紫。夢3　 （5：10）

○自kξ弓　 （5：8）

○自s男　（5：9）

○自9’女　 （5：11）

○自u女　〈6：5＞

○赤k女　　（6：2）

○自亡男　　（6：2＞

　自a’男　 （5：1！）

　〃辰F男　 （5：9）

○赤s男　（6：6）

六二文

9
0
5
6
7
0
0
3
5
6
4
3
9
0
1
8
5
8
7
6
4
0
9
9
8
1

7
4
7
3
1
玉
8
7
6
4
2
9
8
8
5
3
6
5
5
5
5
5
2
2
2
2

9
9
8
8
8
8
7
7
7
7
7
6
6
6
6
6
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

神
赤
神
小
神
赤
神
小
赤
神
神
神
小
神
神
赤
麟
小
神
小
赤
自
赤
小
自
神

数
節

5
2
7
5
8
8
5
0
9
4
6
6
7
6
4
9
6
2
9
4
8
0
8
4
0
1
3
3
0
0
9
7
7
5
4
3
9
9
8
7
6
5
5
5
3
3
2
2
7
7
7
5
8
7
7
6
5
5
5
5
5
5
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
3
3
3
3

文

④
溜
潟
・
、
わ
召
創
・
）
お
期
紹
お
ω
勿
弟
・
〉
勿

4
畦
4
4
4
4
5
4
4
4
4
4
4
5
5
4
4
4
5
4
5
5
4
5
5
4

中

（
　
（
　
（
　
（
　
一
　
（
　
一
　
一
　
（
　
（
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
（
　
一
　
一
　
一
　
（
　
（
　
一
　
（
　
（
　
一

年

女
女
女
男
男
女
男
女
女
男
女
女
男
女
女
男
男
男
男
女
男
女
男
女
男
男
久
高
桑
s
規
西
t
一
箆
西
岡
松
村
押
山
川
福
k
遠
鎌
井
P
永
q
富
小
小
小
神
山
神
階
自
門
小
小
小
神
神
小
小
小
小
自
神
神
神
赤
神
赤
神
小

○
　
　
　
　
○
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
○
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　年　少

神三男（4：0）

Jlz－d塁多　（4：2）

神町男　（4：5）

小原女（3：7）

神高男　（4：4）

赤a女（3；ユ0）

神佐女（3：7＞

づ、イ左罫5　（4：3）

〃hg－t女　（4：4）

神大ξ君　（3：！0）

雅｝i寺男　 （4：4＞

宇申秋男　（3：11）

ノj、季羅馬　 （4：4）

神話女（4：3）

神手斤女　（4：3）

赤b男（4：0）

麟d場　 （3：IO）

小矢女　（4：0）

宇申大男　　（3：11）

小神女　（4：1）

勇ξf女　・（4：2）

自b女　（3：10＞

穂｛i夢3　（4：2）

小福男　（4：2）

自a男　（4：0）

挙申蛋舎男　　（3：6）

数略文

6
9
7
7
5
5
9
8
3
3
4
6
4
4
6
7
3
2
1
1
0
6
1
8
9
9

9
3
2
4
0
7
3
9
4
2
1
8
8
7
4
3
2
2
1
0
0
9
9
7
6
5

4
7
7
6
6
5
5
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2

！



　自i’男（6：5）

○湧ミa男　 （5：！1）

　赤e’男　（5：！0）

　自y「男　 （6：0）

○赤m男　（5：10）

　赤uノ女　 （5：1！）

　赤h「女　（6：6）

　赤j’女（6：6＞

○功まu夢3　 （6：5）

『自。’男　（6：3）

　済ミq’塁3　（5：！工）

　自t’女　 （6：4）

　赤9’男　（5：10）

　自9’男．（5：8）

　勇そk’女　　（5：8）

　自q’女（6：1）

　自h’男　 （5：7）

　赤B女　（5：8）

　赤s’女（5：8＞

○赤f女　（5：9）

○勇モ。夢5　 （6：3）

○自a夢呈　（5：8）

　自B労　 （5：7）

　赤D男　 （5：11）

　赤○女　（6：1）

　赤N女　（5：7）

　赤P男　　（5：！1）

○自n男　 （6：5）

○赤t男　（6：0）

　自e’ξ繕　（6：1）

○赤P女　（6：2）

　自r女　（5：8）

　自f’亨3　（5：5）

　赤Q男　（6：4）

○赤x女　（6：2）

　自D女　（5：1D

　塘ミC与3　 （5：6＞

　赤b’男　（6：5＞

　自x’女　 （5：6）

○自e女　（5：7）

○勇ミ（i箏雪　 （6：4）

　黄ミdt男　 （6：4）

　赤i’9S（6：2）
（＝））1；一r女　 （5：！0）

　赤1’男　（6：3）

　diz－f■嬰診　（6：3）

　赤ピ男（6：3）

　延1E男　 （5：7）

3
8
6
7
0
0
9
9
2
4
3
4
2
0
7
4
4
6
6
0
9
8
7
5
2
3
！
9
7
2
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　神関女（5：0）
　宇申イラ｝男　 （4：2）

　小横男（4：4）

○赤t男（5：1）
ノ」、篠男　（5：1）

小山女（4：5）

神山男　 （4：9）

神鋼女（4：11）

勇ミi女　（5：3）

神渡男　（4：6）

○自rぢぐ　（4：8＞

　神大女（4：6）

　ノ］、季蟻溝　 （4：9）

○赤k女（5：3）
○狛そf女　（4：10＞

○自u女（5：5）
　tfl；‘1男　 （4：8）

　自。写3　（4：7）

　ノG、｝療男　 （4：9）

　小成男　（4：7）

　赤e女（4：9）

○魂そd亨3　（5：4）

　ノ」、樋男　 （4：3）

04公s与3　（5：6）

　ノ」、イ∫蓼多　（4：7）

○自P塁3　（4：7）

　小大男　（4：6）

　小小女（4：2）

　黄ミ9女　（4：8＞

　小永弱（4：4＞

　ノ」、釜悪道3　（4：5）

○自h女（4：7）
　／」、谷男　 （4：ユ）

　神柳男　（4：5）

○自n写3　（5：5）

　小足男　（5：0）

　小猛男　（4：3）

　神高男　（4：10）

　小福女（5：1）

　ノ」、7行ξ騒　（4：5）

　小安場（4：2）

　神慮女　（4：1！）

　勇ミbξ弓　（5：6）

Oi≦｛b要多　（5：1）

○自9女（5：0）

○自d女（4：！1）

　小原男　（5：0＞

○自a男　 （4：9）
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神宮男　（3：8）

／」、カ∬塁3　　（4：1　）

乏方ミr写う　（3：8）

神坂女　（4：0）

塘気q男　 （4：1）

勇ミn男　（3：7）

勇ミe男　（4：1）

tf　i男　（3：5）

ノ」、長男　 （3：5）

赤P男（3：7）

赤v女（4：0＞

小金男　（4：1）

萌ま。男　 （3：8）

神渡女（3：10）

／卜藤女　（3：10）

涜壽m男　 （4：1）

自h男　（3：5）

小竹男（4：1）

赤｝男（4：3）

神玉男　（4：0）

赤u女（3：7）

赤s女（4：3）

赤。男（4：2）

露e女（3：9）

小金蔵　（3：10）

茄ミ9男　 （3：5）

自k男　（3：4）

挙動†寸女　（3：6）

神品女（4：2）

自m女　（3：10）

ノi、山男　 （3：11）

自1女　 （3：3）

神勝男　（3：7）

小千女　（4：2）

自9女　（3：5）

／」、＃ヒ琴弓　（4：4）

自。夢多　（3：！0）

功ミk男　 （4：4）

甘柿男　（3：7）

赤1男（3：7）
冬申ミ青女　（3：7）

赤k男（3：6）

自j男　（3：5）
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　文節数を棊準にした理由であるが，長くしゃべった幼児の文がどんなものか，少ししかしゃべ

らない幼兇の文がどんなものかが比較して見られるということ，同一幼児の場合では，年中のと

きに長くしゃべったからといって，年長でも同じように長くしゃべるものでないこと，調査者と

の問答の答だけからでは，その幼児の能力（あいまいなことばだが）は断定できないということ

など，文節を手がかりに推量できると思ったからである。大人でもそうだが，幼児の場合は特に

心身が不安定なので，そのときよく話したからその幼児は能力があるなどと，気軽に言えないの

である。

　平均の文節数をあげると年長390，年中260，年少260（年少の場合は人数も少なく，一人の幼

児がばか長く話しているので，平均数が多くなっているが，一応そのままにしておく）。次に最長

と最短をあげておく。

　年長児　最長979～最短96

　年中児　最長835～最短31

　年少児　最長1，496〈次点739）～最：短2

　幼児は，前にのべたような質問をして話させると，この程度の発話の長さの反応ができるとい

うことがわかる。

　以下に，8名の幼児の話した話しことばの実例を，右側に筆者の気づいた解説をつけて参考ま

でにあげておく。

奪長児で文節数の一一ts多い幼児

赤長一E女（5：8）　　　　1966　　本　弟

OT’T．

　Tちゃんはね，去年やったP

Oヤンナイ。

　やらなかった～／○ウン。／いくつ？

○ゴサイ。然

　おうちにだれとだれいます？

○エートネー　＃　オカアサントネー　オトウサントネー　アト

　ピサシクントネー　＃　アト　ォェKサン　フタリ　イルノ。然

　お兄さんは何年生P

Oガッコ　イッテナイヨ。ダイクサン。然

　じゃ一もう大きいのね。だれいちばん好きP

Oウーントネー　オニイサン。然

　お父さまのお仕事は？

○ウーントネーダイクサン。然

　お兄ちゃんも大工さんね。

○オ學＃オニイチャンフタリイルカラ＃オトウサ・
　ノネ　＃　ダイクサンノ　オテツダイ　シテル。然

　どしてお兄ちゃんが妊きなの～

○ウーントネー　＃　イツモ　アソンデ　クレルノ。然

　どんなお遊びしてくれるの？

○ウーントネ　　＃　　トランプトカネ　　＃　　ゲームトカ　　ソイウノ

　ヤッテ　クレル。然

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一18一

Ofイツツ」という子が大部分。

Of～カラ」は終助詞ともとれる。

○「ソウイウノ」で並立鞠係をま

　とめていっ。



　むずかしいでしょう。／○ウン。／ほめられることある？／○ウ

　ン。

　どフいり時？

○ウーントネ　ウント　トランプ　ヨク　デキタッテ。然

　叱られるときある？

○アンマリ　ナイ。然

　運動会があったわね。／○ウン。／そのお話してくださる？

…瞬一個…噸脅然・・ア・を
　＃　アタシ　サントウダッタケドネー　ヨウコチャンテ　イウ

　コ　イルデショ，＃　アノ　コ　イットウショウダッタノ。然

　それからどういうことあった？

○モットP＃　アノネ　ダレカ　センシデ　カッタ　ヒト　イタ

　ノ。然ソレデオッキ・イハタモラッタノ。
　いちばんおもしろかったのはなに？

○ウンドカイ。

　運動会の中で，おもしろかったもの。

○ウーントネー　ツナヒキ。然

　どして綱引きがおもしろい？

○アノネー　ウントネ　ダレカネ　ツマヅイテ　ワラッテル　ヒト

翻イル・ダ・講

　きのう幼稚園でなにした？

○ウーントネ，……ナンカ　シテタ。

　いつも幼稚園でどういうことします？

○ウーントネ　＃　アノネ　＃　オソトデアソンダリネ　＃　ジ

　ャングルジム　ノッタリネ　＃　オスベリダイ　ノッタリー

　ジャナクテ　スナバ　イッタリネ　ソイカラ　テツボウ　シタリ

　シテアソンデルノ。然お教塞では？

○オキョウシツ？然　ウント　オエカキ・トカ　ネンドトカ　（シテ

　ル）。

　何いちばん好き？

○ウーント　オエ　オエカキ。然

　どいうの書くの？

○ウーントネ　＃　イツモネ　＃　オニンギョサントカ　ソウイウ

　ノシカ　カカナイケドネ　＃　アノネ　ウーント（ヤマモトカズ

　オ〉　ノ　ウマック　カクノ。

　上乎でしょ。

○ウン。然

　おうちに帰ってなにしました？

○ウーントネ　＃　オカアサンノ　オテツダイ　シタノ。然

　どんなことやるの？

○ウーントネ　＃　オソウジ　シタリネ　＃　アノネ　アカチャン

　ネ　＃　ウーント　モリ　シテタリ　ヤッタリネ　＃　ソシタサ

　ネ　ウーント　アカチャンニネー　＃　ウントネ　ウート　オサ

　ンボ　サシテ　アゲタリネ　＃　イロンナ　コト　スルノ。然

　感心ね。大きくなったらなんになりたい？

○ウーントネ　……ウーント　……カミイーサン。

　うん？

○カミイーサン。
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○質問養の発問「運動会」をくり

　かえしている。

○「センシ」→「せんしゅ」（選手）

　の意。

Ofたり～たり」を使っての並列。

○かっこの中は発音不明瞭ではっ

　きりききとれなかった場合。

○［イロンナ　コト」と総括して

　いる。



　かみいいさん。

○ウン。

　どして？

○イツモネー　＃　出札アサンガネー　＃「アタマ　イタイ　イタ

　イ」ッテイウ　トキチャント　トイテ　クレル。然ウン。

　幼稚圏で先生がお話してくださったりなんかするでしょ。／○ウ

　ン。／そのお話でおぼえているのあるP

Oオハナシ～　＃　アンマリ　オボエテ　ナイケド　スコシ　オボ

　エテ　イルノ　（アル）。

　きかせて先生に。

○アノネ　＃　ウントネ　オベント　タベテタ　トキネ　＃　スグ

　ネ　アソンダラ　スグ　カエッチャウノネ。＃　オエカキ　シテ

　ネ　＃　ソイデ「オカエリモ　シマショウ」　ッテ　イッテネ

　＃　ソイデネ　中丸エリ　スルノネ。＃　スルトネ　ダレカハ

　　イツモ　イチバンサイショニネ　イツモネ　ゴホン　ヨンデル
・ネ・＃「圏・ダ」・テイ・テ・キ・ナイカラネセ・

　セイエ　イイツケチャウ（ノ）ネ。ソウスットネ　スグ　シマッ

　チャッ、テ　アノ　……アノネ　＃　ウントネ　オカエリノ　シタ

　クシテルンネ。ソシテネ　ィツモサー　ダレカネ　ガクタイノ　レ

　ンシュウシタ　トキネ　カスタネットガオッコッテンノネ。＃

　アレーット　ォモッテ　センセエノ　（オツクエ）　ミルト　ダレ

…　コト・け・ダ・テイ・テ紹・ネー。タカヤク・

　ガネー；ソシタラ　アタシー　イツモ　ミチルカラ　ミンナ　イ

　チクミノ　ヒトガ1一　’vコトシトクノネ。ソイデアタシ　イツ

　モネ　財ッコトサナィデチョウダーイ」ッテ　ィッ1・クノネ。

　ソウス1・オッコトサナイ，イツモオッコッテナイノネ。然

　おっちからね，幼稚園にくるにはね，どういう道とおってくるの？

○ウーントネ　ィツモ　チカイ　ミチ。然

　どういうふうにくるの？

○アタシ　オカアサン　ムカエニ　コナクッテモネ　ヒトリデカ

　エレノレヨ　　 艶夫
　　　　　鼻　　’tl㌧

　団地のなか2

0チガウ，／tバスiごウリ，然

　テレビ見るでしょう？

○ウン，，

　どんなの見てます？

Qイッモネ　オトナ／　モン　ミナイデネ　（マンガン　スコシ　ミ

　テネ　ソイデヤメトク乙然ハンブングライ　ミタラ；

　どして？

リアノ1・　一一　オニカイハネ　ィツモネ　ィタク　ナッチャウカラ

　不。オカアサンガ；／どこがいたくなるの？／○メガ　ィタク

　ナル。然　ダカラネ　＃　イツモ　ハンブングライデ　ヤメトク。

　然

　なんか晃たのでおもしろいの先生にお話してくださる？

○ウン。アノネ　マンガノ　ナカノ　トーミートネ　韓　スーパー

　ジェッタートネ　＃　アトネ　ウーント　……ネ　ウント　ウン

　ト　テツワンアトムネ　ソレダケガ　オモシロイ（ノ）。

　ポピーっていうのはどういうの？

○ポピー？
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○質問者のことばを一度繰返して

　いうくせがある。「オハナシ？」

○長く発話しているのだが，よく

　わからない。

○道順を聞くが，説明できない。

○質問に対する答ではない。

○「スコシ」→「ハンブングライ」

　とくわしく補足している。



　うん。どういうお話？

○ロビー？／あロビー。ロビーってのどいうお話～／○ウーント

　ネー　＃　ハジメネ　ウントネ　フツウノ　コドモナノネ。＃

　ソイデナンカ　ワリイ　コトヲ　シタラ　スグネ　ロボットト

　カエチャウノ。然　フンデネ　アノネ　ロボットダッタラネ　ア

　ノ　アノ　ソウジキミタイノガ　W　スグ　ロケットノ　トコロ

　ガネ　デンワデモ　ツイテンノネ。＃　ムセンキガ　ツイテ　ス

グネ・ルイ・ト・タ鴇・ラセルノネ。ダ・カニ福

　ソウスットネ（テ）ノ　ナカニ　パティーガ　アッタノネ。＃

　ソイデキレイナ　ヒトトネ　アノ　ポッテタノ　オドッテタノネ。

・シテ・一 早Eタイ・ソ・キ・・ナ…　オトウ
　サン　ィナク　ナッチャッタノネ。ソイデネ　ミーラミタイ　カッ

・シテ・ろ・オシテ・・ネ・・ボー・カー／・（タシiテ）
j

　1・’ッカ　ドライブニ　ィッタノネ。ソシタラ　ソノ　ヒトネー

　ワルイ　ヒトダト　オモッテ　マチガエテ　ウッタノネ。オトウ

　サンガネ　ロケットノネ　カオネ　キズ　ハイッチャッタカラネ

　ソイデオトウサン　シンジャッタ。然

　あとはなにが好きだっていった～

○ウー一一ントネ　パーピートネ　＃　アト　ウントネ　マグマタイ

　ショウトネ　　＃　　ソイウノ　　ニンギョミタイノ　デキテンノ。＃

　ソイカラ　ウルトラマントネ　＃　ウント　オバケノキ・ユウタU

　ウガ　スキ（ナノ）。然

　おばけのQ太郎ってどいうお話？

○アノネ　＃　ウーントネー　アタ　アタマノ　ケガネ　サンボン

　シカ　ナイノネ。然　ソイデホントノオバケナノネ。然　ソイ

　デネ　ウチンチネ　オバケノネ　ネジ　マクト　ウゴクノ　アル

　ヨ。然ソイデピーコトネ＃アトネドnンパッテイウ
　ノモアメリカノオバケナノネ。然ソレガアタラシクネ
　アノネ　デテ　キテネ　ドロンパッテ　イウノガネ　アノ　オバ

　ケノキュウタロウノ　オトモダチデネ　ピ～コハ　アノー　オバ

　ケノキュウタロウノ　イモウト。然　ショウチャントネ　＃　ア

　ト　オニイサント　オカアサントネ　オトウサンハネ　ウーント

　ネ　ホテル　イッタノネ。＃　ソシタラ　ワラッテバッカリ　イ

　ルノネ。アラー　アノ　ヒトハ　キュウタロウ　ウントネ　ウー

　ント　キチガイカナト　オモッテ　ミタラネ　アノネ　ナンカ

　ワラッタノネ。キチガイダト　オモッテ　クシュグッテ　ミテ

　ヨケイ　ワラッテ　ワライガ　トマソナク　ナッテネ　＃　アノネ

　ビョウキダト　オモッタノネ。ソシテネ　クスリ　ノマシチャッ

　タラネ　ヨケイネ　ワライガ　トマソナク　ナッチャッタノネ。

　ワライ　ワライガ　トマル　クスリ　ノマシタラ　スグ　トマッ

　テネ　＃　ウーントネ　ナオッタノネ。ソシタラ　ソノ　ウチノ

　ウチ　タズネテッタノネ。＃　ソシタラ　キュウタnウノ　オトウ

　サンガネ　ウント　キテタンダッチ。

　お母さんがね絵本よんでくだすったりお話してくだすったりしま

　す？

○ウン。

　どんなお話ききました？

○モモタVウトカネ　＃　ウントネ　ウルi・ラマンノネ　＃　アノ
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○テレビについて聞くとよく話

　すが，内容ははっきりわからな

　いo

○話しことばなのでなまった言い

　方が出る。「ワリイ（悪い）」「フ

　ンデ（それで）」。

○話す過程の中で連想して，筋か

　らはずれたことを挿入する。

○「クシュグッテ」→ヂくすぐっ

　て」の意。



　ネゴホンヨンデモラッタノ。然
桃太郎さんのお話きかせて？

○ウン。アノネウントネ　ハジメネ　オバアサンガ　カワヘ　オ

　センタクニ　イッタノネ。ソシタラ　オッキ・イネ　モモガ　アッ

　タノネ。ス　オイシソウダッテ　オモッテ　オウチヘ　モッテッ

　テ　キッタノネ。ソシタラ　オジイサンガチョウド　カエッテ
　キタ（ラ）　キリマショウ　テ（タラ）ナカカラ　カワイイネ　エー

　ト　マンマルイ　ラシイネ　コドモガ　デテ（キチャウ）。＃（ソ

　レガ〉オトコノ　コダッタノネ。ソレデ「ソダテマショウ」ッテ

　ユッテ　ソダテタノネ。ソシタラネ　ウントネ　ドンドン　オッ

　キク　ナッテ　イッテネ」ソイデオジイサンタチガタスカッ

　タノネ。ソイデネ　ソノ　コハネ　トテモ（ニンキ・）スゴイ　オ

　オキイコデネ　ウント　ナゲトバシチャウンダッテネ。ソイデネ

　ソィデ「オジイサンニマキワリヲ　イタシマショウ。オミズ

　クミマショウ」ッテ　イッタラネ　ソイデオジイサンタチハ

　タスカッテ「モモタロウユ　マカセマショ（ス〉」テ（イウンデ）

　マカセタノネ。ソイデ　オショウガツン　ナッテネ「モモタWウ

　オダンゴヲ　ヒトツ　タベナイカ」ッテ　イッタラネ　ソン　ト

　キネ　ウントネ　＃　ウント　モモタロウ　コウ　イッタノネ。

　「スコシ　オジカンヲ　クダサイ」ッテ　イッタラネ「八六　オ
ニ・倒エバ・ヘイ・テキマ・」・テイ・テカブトト

　ネ　アノーカタナヲ　モッテネ　オイシイキビダンゴヲ　モ

　ラッタラネ　ソィデ　イッテ　キタノネ。＃　ソシタラネrモシ

　モシ」アノー　コノ　サルガ　キタノネ。ア　サルジャナイ　イ

　ヌガ　キタノネ。「モシモシ　モモタロウサン　ドチラヘ　オ，

　オコシデスカ」ッテ　イッテ「オニノ　セエバツヘ　イクン

　ダ」ッテ　イッテ　ソシタラ「ワタシモ　ツyテッテ　クダサイ」

・テ剛・タ・ネ．・ンダヤマへ67タ・祖モシモ・

　モシ」オサルサンガ　キタノネ。　「モシモシ　モモタロウサン

　ドコヘ　イクンデスカ」ッテ　イッタラネ「ワタシ　オニノ　セエ

バッヘ　イクンデスヨ」ッテ　イッタラネ　ソシタラネ「ワタクシ

　モ　アタシモ　アタシモ　ツレテッテ　クダサイ。j「キビダンゴ

　アゲマショウ」ッテ　イッテ　ソイデ　コンダア　ネ　アノ　コ

　トリガ　キタノネ。＃　「モシモシ　モモタWウサン　ドチラヘ

　オコシデスカ1チュッタラネ　「オニノ　セエバツヘ　イクンダ

　ヨー」ッタラネ　ソイデ　オダンゴ　アゲータラネ　ソシテネ

ヤット　ツイタノネ。＃　ソシタラネ　ウントー　オニガ　イタ

　ノネ。ソイデ　アノネ　モモタWウハネ　ウント　オエノ　ウチ

ヘアノハイッテテネソィデネアノネウントソイデネ
　アノ　ウント　……ネ　オニガ　オオ　ウント　オオサマノネ

　オニ　オウサマノ　オニノネ　オウサ　オニノ　オウサマハネ

　テー　トラレチャッタノネ。　「モウ　シマセンカラ」ッテ　イッ

　（テ）タカラモノ　ゼンブ　モモタロウサンニ　ヤッタノネ。＃

　ソシタラネ　　ウントネ　　ソレデ　　引声ッテ　　キタラネ　　ソシタラ

　オジィサント　オバアサンハ　ニョー　ニョー・クル「ア　アノ

　カエッテ　キタノカ」ッテ　Kッァ不　ソイデ　「ソノ　タカラモ

　ノヲ　ハ　ネ　ミンナ　モモタロウサンニ　アゲマス」ッテ　モ

　フッフ幽不　オジイサンタチハネ　ウント　オカネモチニ　ナッタ

　ノ。然
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Orアノネ」「ウントネ」の間投詞

　が非常に多い。

○「マンマルイ

　た使い方。

ラシイ」かわっ

○「セ」の発音がはっきりしない。

　「セエバツ」→せいばつ（征伐）。

　二重母音（ei）なので発音しにく

　いのか（e一）になっている。

○一文を切らないで長く続けてい

　う傾向が幼児期の終わりに出て

　きて，それは一種の発達である

　が，そのため文のみだれがめだ

　つ。

○鬼の言ったことばと，お爺さん

　たちが金持になった原閃の関係

　がはっきりしない。「モラッテ

　ネ」でなく　i’『．　テキタノデ」

　と■’ろヒこt）か。



　そいでね，その時おばあさん川へ洗礁にいったっていったでしょ

　う。／○ウン。／どういうふうに洗濯していたと思う～

○ネー　＃　アマリ　ワカンナイケドネー　＃　ウントネ　ムカシ

　ハサ”　＃　ウントサー　センタクキ　ナカッタカラサー　＃

　オッケ　ウントサー　タライミタイノデヤルデショ。＃　ソレ

　デサー　＃　ナカヘサー　ミズ　イレテサー　ソイデ　アラッテ

　ルンデショ。然

　よく知ってるわね、、そういうのどうして知ってた？

○エデ　ワカッチャウモン。然

　ニュースなんか見る？

○ミル。然

　ニュースってどういうこと教えてくれる？

○ウントネー　＃　ウントネー　ダイヤ　 トラレタ　トキカネ

　一＃ダイヤトラレタトキトカネー＃ソレトカネア
　ノネ　＃　ウチュウノ　ロケットガネ　＃　ヤマニ　ツイラクシ

　タトカネー　　＃　ウーントネー　　アノネー　　ウン　ト　ソイデ

　ネ＃ショウネンガネ＃オカネヲネトッタトカネ＃
　ソイウ　コト　オシエテ　クレル。

　それどうして知っているの？　テレビで見るの～　新聞は？

○シンブンネ　アンマリ　ヨメナイ　（デ　カィチャウンダ）。

　かずはいくつまでかぞえられる？

○カズ？＃ゴジュウ。然
　十からね逆にかぞえられる？

o…一一

　夢みるP／○ウン～／ゆめをみる？

○アンマリ　ナイ。然

　絵本もってきたのね，／○ウン。／この絵本をね／○ウン。／こ

　れよんでみて？

○ココ？＃シマウマi・ライオン。
　それから？

○エーヲヲ？韓エヲミテオハナシ……シ？
　＃マ……ショQ
　ライオンがどうしましたか？　これお話してください。

・ア・ネ＃・・1一ネナ・カネゴ留・ウナイ…テ

　サガシテタラネ。＃　ライオンガネ；＃ソシテネ　シマウマガ

　イタノネ。＃　　ソイデネ　「アレガ　　イイヤ」ッテ　　イッテネ

・・デネ・伽テイ・タBネ・・シテ・・シマ・

　マネ　ウーントネー　イッパイ　シマウマガイル　トコヘ

　イッタノネ。ダカラ　ライオンネ　ビックリシテネ　ウントネ

　モウ　コナク　ナッタノ。然

　このお話してみて？

○コレ？

　こちらから。

○イチバン？　＃　ウントネー　カメガ　カメ　ジャナイ　ウント

　ネー　ウサギサンガ　ネンネシテタノネー。ソシタラ　カメガ

　キタノネ。……ソイデネ　アッ　fカメサンカー」ッテ　イッテ

　アノネ　「カメサンヵ一」ッテ　　イッテネ　　ソイデネー　　キョウ

　ソウシタノネ。カケッコネ；ソシタラネ　アノネ　ウサギサンノ

　カ　ウーント　カチンナッタノ。＃　ソシタラネ　＃　ソ　アノ
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○絵本をみせてお話をさせたと

　き，題が書いてあるのでためし

　に読ませてみた。

○このrソシテ」は「そしたら」

　の意である。

○「ネンネシテタ」と幼児語を使っ

　ている。

○「ソシタラ」も使えないわけで

　はない。



　カメサンネ　ノロイデショ。ダカラ　ウサギサンガ　イットウ

　ショウン　ナッタノ。

　そういうお悪きいたことある？

○アル。

　上手にお話したわね。／○ウン。／じゃここから，二番目の絵ね。

○アノネー＃ハナガネタオレチャッタノネー。デミズア
　ゲテモネ　タタナカッタノネ。ソイデネ　ナンカデ　タッチタラ

‘ネ　アノネ　タッテネ　ダンダン　オオキク　ナッタノ。

　こんどこれね。

○アノネー　＃　ウーントネ　クマガネ　ネテタノネ。ソシテネ

　ネズミガ　イタノネ。ソイデネ　チュウチュウテ　ネズミ　ナイ

　テタノネ。ソイデクマサン　「ア　ネズミ　サンダ」ッテ　オ

　イカケテ　　イッタラ　ジドウシャ　オオドオリマデ　　オイカケテ

　イッタラネ　ウンデ　　ジドウシャガ’　キテネ　　ウント　サン

　アッ　クマサントネ　ネズミサンネ　トバサレチャッタノ。

　日曜B何したの？　お話して。

○アノネ　オハナシ　シタリネ　＃　ゴホンネ　ゴホンノ　オハナ

　シ　シタリネ　＃　ウント．ネ　サッキノネ　アレ　ヤッタリネ

　ィロンナ　コト　シタノ。然

　夏休みのことおぼえてる？

○ナツヤスミ～　＃　イッタ　トコ？　＃

　なんか楽しかったおもしろかったお話。

○ウントネーオーイソロングビーチネセンセエトアッタノ。然

　ソレカラネ　ウーントネ　オトウサントネ　オヤマヘ　イッタノ

　ネ。才トウサンノ　オトモダチノ　オジサンノ　ジドウシャデ

　ネ；＃　キョウコチャンテ　ィウ　コネ　＃　ソイデネチャッ

　タノネ。ズイブン　ネタラネ　ユウガタン　ナッチャッタノネ。

　デ「キョウコチャンキョウコチャンオキナサイヨ」ッテ「オ

　ジサン　ノボロウネ」ユッタト　オモッタラ　イチバン　タカイ

　トコロ　イッテネ　「キョウコーi　キョウコン」ッテ　ヨンデ

　ルネ。リックサック　モッテ　テッペンマデ　イッタラ　ス

　ルーツ1・ネ　ウーントネ　カマキリガ　イタノネ。チョウド　ビ

　ニール　モッテ　イッタカラ　モッテッタカラ　リン　ナカヘ

　イレ（テ）オウチ　モッテタ。ソイデネ　ナニヲ　アゲルカ　ワ

　カラナイッテ　ソノマンマニ　シトイタラ　シンジャッタノ。然

　かわいそうだったわね。

○ソイデオハカ　ツクッテ　アゲタノ。然　タイフウデ　タオレ

　チャッタ。

　お墓？

○ウン。

　台風の時どうだった？

○タィフウノ　トキ？　＃　ウーントネー　ヤネガ　モッチャッタ

　ノ。＃　タタミ　ビッショリン　ナッチャッタ。然　ヤネガネ

　アナアイチャッタ。ネソイデネ　ウチノ　オトウサン　ダイク

　サンダカラネ　アノネ　アタシモ　クギ　モッテ　キテネ　オ・ト

　ウサンユ　オテツダイ　シタノ。然

　まだほかに先生にお話してくださることある？

○エートネー　＃……アル（ナンカチュットネ）アノネ　＃　ウー

　ントネ　＃　アノネ　＃　ウントネ　オカアサンガネ　＃　（　）
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○第3の話を，この幼児はうまく

　まとめているが，二匹ともとば

　されたかどうかが，はっきりし

　ない話し方の幼児が多かった。

○まだいくらでも話をしそうだっ

　たので追加して聞いてみた。

Ofリックサック」→fりゅっく
　さっく」の意。

○「オウチモッテタ」→「うちに

　持って帰った」の意。

○「オトウサンニ」「の」の意。助

　詞の誤用は多い。



　ソイデ　アタシガネ　イツモ　ネカシ　ネカシテ　アゲルノネ。

　ソイデ　ミルク　干瓢アサン　ツクットイテ　クレルノネ。ソレ

　デ「ノマシテネー」ッテイウカラ「ハイ」ッテユッテ

　クジン　ナッタラネー　ソシタラ　ノマシテ　ヤルノネ。アサン

　ナッテ　アタシ　イチバン　ハヤク　オキテネ　ダカラ　オカア

　サンハヨルミルクネアノアッタカイ　トコ（m）ヘオ
　イトクノネ。＃　ソウストネ　アカチャン　ナクノネ。ダカラ

　ミルクシタカラトッテキテネソレデノマシトクトマ
　タ　ネチャウノ。オヒルゴロ；

　感心ね。みんなしてあげるの？　お友達がいる～

・鴇ル．

　だれ？

○アノネー　キョウコチャンテ　イウ　コトネー　＃　アトネ　ア

　ベクント　ヨシーアト　リーチャンテ　イウ　アッ　リェコ

　チャントネ　アトネ　ウン｝・　マミチャンテ　ガッコウノ　トナ

　リノ　コネ　＃　ミッチャンテ　イウ　コ　イッショニ　ガッコ

　ウヘ　イクトキノ　ヒトネー　＃　コノ　ヒトト　エリコチャン

　ト　キヌチャン。＃　ヒトツ　ヒトリ　フタリ　サンニン　ヨニ

　ン　ゴニン　ロクニン　ヒチニン　イル。然

　その子たちとなにして遊ぶの？

○イツモネー　＃　ハンカチオトリ　ハンター　ハンカチ　オトシ

　タラネ　ソウスト　アタシガ　イツモ　マケチャウノネ。ダカラ

　イツモ　マンガヨミ　シテ　クレルノ。

○前にもあるが，痕接話法の話し

　方は幼児に多い。

○はっきりしない。

年中児で文節数の一番多い幼兜

ノ1・中一久女（4：7）　　　　1968　　本　弟

　お名前言ってください。

OK’A．
　お年いくつ？

○ヨンサイ。然

　Aちゃんのお家誰と卜います？

○（　）オトウトガイル（　）。ヒトリダケ。／それから？

　／○アトハー　ヨコヤマ．トミコッテ　イウ　イナカカラ　キタ

　オネエサン。／お斑さんは？／OK　ノリコ。

　お父さんは？

○シンジャッタ。／何の御病気で？／○ワカンナイ。／であとどなた

　がいるの？／○アト　オバアチャン。然　K　マチコ。然／みんな

　の名前よく知っているわね。／○オジイチャンハ　K　マタイチ。

　じゃ金壷で何人～

○エートネ　＃　ト（　　　）（イシイサン）トイウ　ヒトガネ　＃

　イツモハイタツニクルノ。然（　　）。
　誰一番妊き～　おうちの人の中で。

○エwhトネ　ママ。／どうしてP／　……　／どこがいいの？／○ワ

　カラナィ。

　おじいちゃんはお仕事していらっしゃるの？

○シテル。／何のお仕事～／○ントネー　＃　（イシイ）サンニ　ハ

　イタツ　タノムッテ　ィウ　コトヤネ　／ん？／○（イシイ）サン

　＝　ハイタツ　タノムッテ　イウ　コトヤネ　＃　エート　ドッ
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○父親の仕事の説明ができる

　幼児は少ない。



　カニ　イク　トキ（　　）。

　配達って何をしていらっしゃるの？

○エート　フトン　ト，トドケ（ル〉ッタリ　（カストプ）　エート

　ネトリニイッタリスル。
　お母さんは何をしていらっしゃる？

○エートネ　＃　エート　（イツモ）／いつも何していらっしゃる？

　／○ワカンナイ。然ヨルハワカルケド。ヨルハナンカオ
　ヨウフク　ツカッタリ　ス十一ート　ツクッタリ　ワンピース　ツ

　カ　ツクッタり　スル。＃　（ヨウチエン）カラ　カエッテ　クル

　ト　ママガ　シゴト　スル　トキ　アルカラ　アンマリ　ダカラ

　ワカンナイ。然（音楽の音うるさく聞きとりにくし）

　お家にいつもいらっしゃるの？

○コ，コウエントカ　／大きな声してね。／○コ，コ　コウエントカ

　ドッカデ　　イク　　トキモ　アル。

　昨ヨ日曜Hだったわね。何した？　おうちで。

○エート　ドヨウビ　ヨウチエンカラ　カエッテッカラ　オヒルゴハ

　ン　タベテ　エート　韓　ムラヤマノ　オウチ　オトマリニ

　イッタ。＃　ソシテ　ニチヨウビノ　ユウガタ　カエッテ　キタ。

　／どこ行ったって？／○ムラヤマ。

　何があるの，その辺に～／○ナ　エートネー　……　＃　／どう

　いう所？／○アノネ　＃　イナカ。

　お母さんのお家？／○チガウ。／違うの～／○オトモダチノ　ウチ。

　然　ダケドネ　＃　ヨソニ　スンデテネ　ソコノ　ウチニモ　ク

　ルコトガアルノ。然（　）。

　楽しいことあった？

○エート　ワナゲ　モッ　モッテネ　＃　（ボクネ）エート　ント

　トウキ・ヨウノ　ハズレ（　　）ツレテッテッテ　チカイカラ　ツ

　レテッテネ　ソウシタラ　コドモタチニ　（イチバン）　（　　）

　マチガエチャッタ。

　お母さんに叱られることある？　どういう時P

O（　　　）　カッタ　トキ・。

　ほめられる時は？

○イイ　 コト　スノレ　トキ。

　遼くに旅行したことある～

○ナイ。然

　幼稚園では何をするのが楽しい？

Oント　サンリンシャニ　ノルッテ　イウ　コトハ　ブランコデ

　アソブッテ　イウ　コトト　才ママゴトト　アトパ　オトモダチ

　ト　オニゴッコカ　タコアゲカ　ナンカ　スム　ゴト。然

　おままごとってどんなふうにやるの？

○エートネ　＃　ミンナガナカマヲ　サキニ　スコシ　オトモダ

　チ　アツメテ　ヤッテッテ　エート　コンド　ナカマニ　イレ

　テッテ　オトモダチガ　キタラ　ナカマニ　イレテ　アゲル。然

　ダケド　ナカマニ　イレル　トキ　ナカマニ　イレナイ　コガ

　アルンダヨネ。

　どうして？

○ダッチ　ワルイ　コノ　オトコノ　コト　イイ　コノ　オトコノ

　コ　アルデショ。ソノ　ナカデワルイ　コノ　オトコノ　コハ，

　イレナイノ。然　マ，チュウグライデモ　イレナイ　コトハ　イ
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O「ドッカデ」→「どっかに」の
　　　　、ぬな
，思。

A

○この幼児声が小さく，聞きとり

　にくい。

OE女と比べると年中にもかかわ

　らず大人っぽい構文で話してい

　る。文と文が理論的に関連づけ

　られている。



　イケド。＃　チュウグライノ　イレル　コトモ　アルケド　イレ

　ナイ　コトモ　アル。

　幼穐園にいろんなお部屋があるでしょう。三組がどんなお部歴

　かって，この前きかせてくれたわね。

○エーi・ネ　＃　イチバン　アッチガ　＃　エート　ワカンナイダ

　ケドネ　＃　トナリノ　コッチガアノ　ショクインシツッテ

　イッテ　ゼンブノ　センセイガ　イル　トコ。然　ハラダ（セン

　セイ）（　）　ダレモ　（　）ナル。然　ソシテネー　＃

　……ソノ　トナリガデルトコ。然オニイサンタチガ；然

　ソコノ　ソノノ　ソノ　ショクインシツノ　トナリ　アガッテ

　イクト　ント　マタ　品書イニ　イク　ワケ。ウエニ　イクノ。

　階段があるのね。／○ソノ　カイ　ソレデー　アトー　コウテイ

　ニ　イク　トキノ　アノ　カイダン　ノボッテ　イクトネ　＃

　ソイデアスコノ　コウドウノ　シタッ，　カワニデテネ　＃

　ソノー　（　）　ソコノ　コウドウカラ　ウエニ　アガッテ　イ

　クトー　＃　エート　アソコノ　ウエニ　イカレテ　ベンジョガ

　アルトコロ。然

　どこで遊ぶのが一番楽しい？

○オソト。然

　動物がいっぱいいるでしょう？／○ン？／かたつむりなんか。何

　と遊ぶのが～番好き？

○カタツムリトネ　聾　オタマジャクシ。＃　カエルン　ナッタリ

　（シテル）。然

　何かまだいたでしょっ。おとなしいのが。抱いていたでしょっ。

○モルモット。＃　ト　ウサギ；＃　アレモ　スキダケド。　キョウ

　ヒトリデ　ダコウト　オモッタケド　ダケナカッタカラ　アキラ

　メチャッタ。然

　こちらの手はどっちの手って言うの？

○……　　ヒダリ。

　よく知ってるわね。こっちの葺は？

○ヒダリ。

　そうよね。大きくなったら何になりたい？

○ネコ。／ん？／○ネコ。／猫，どうして？／○タベルカラ。タク

　サン　タベルカラ。

　お魚好きなの？

○キラィナ　サカナモ　スキナ　サカナモ　アルケド。

　数はいくつまで数えられる？

○ヒャク。然　キュウ，キュウ。ヒャクキ・ユウジュウキュウ　マデ。

　然

　じゃ一10からラ芭に数えられる？

○ワカンナイ。然

　夢なんか見る～

○ミナイ。／どんな夢見る？／○カジノ　ユメトカ　ヨウチエン

　ノ　アソビトカネー　＃　オウチガ　ヒニ　モエチャッタラ　カ

　イジュウガ　キタッテ　　V　：トカ，ヤ　エートネ　モウ

　ヨッコガ　オウチエ　マダ　イルi・カ　ソウイウ　ユメカナン

　カ。然

　Aちゃんは弟さんがいるのね。いくつ？

○ヨンサイ。／弟さん？／○ニサイ。然
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○「ニカイニ　イク　ワケ」など

　という雷いまわしを使っている。

○「ケド」の接続助詞を上手に使っ

　ている。菌の「ケド」は終助詞。

○「ヒニ」→「ひで」の意。

○「コトカ」の「カ」を「ヤ」と

　言いなおしているところなど，

　しっかりしている。

　「モウ」も「マダ」に言いなお

　している。



　お家で遊ぶ？

○アンブ。

　お家へ行くにはどういう道通って行く～

○エート　ヨウチエン　デテカラネ　エート　ミドリノ　オバサン

　トコ　ワタッテ　mンド　スズランドオリ　ハイッチャッテネ

　エート　ワタッテ　ハイッテ　デテ　エート　ソレデネー　エー

　ト　サクラドオリノ　ホウニ　ワタッテ　（　ヤ）サンチ　イ

　ウ　（　）ナイ　ホウニ　イッテ　スーット　イクト　フトン

　ヤサンダカラ　フトンヤサン，ナノ。／お布団屋さんなの？　お

　家。／○オダヤッテ　トコ　アッテ　ソノ　ミセノ　ナカニ　ア

　ンノ。然

　一人で来られるの？

○コラレナイ。然　タクサン　ワタル　トコガ　アッテ。然

　交通事故って見たことある？

○ミタ　コト　アル。

　どんなの見た？

○エート　オバアチャンガネー　＃　エート　オウチノ　マエ

　ヒーロクッテ　シンゴウナド　（　）エート　エート　オショ

　ウガツニ　ナッテ　ママ　ワリバシ　カッタノヨネ。ソン　トキ

　カイニイッテ　カド　ワタロウト　オモッテ　シロイ　セン　ト

　コネ　エッ，テ　テ　ケガ　シチャウ。然　モウ　ナオッタケド。

　テレビなんか見ます？

○ミル。

　どんなの見てる？

○エート　コドモショートカ　ピンポンパントカ　アト　ケロチャ

　ントカ（　）トb．ネ　ロンパールーム　ミナイデショ。コノ

　ゴロ；アトハーアト（テdティティティティ）ターザン。

　キョウ　オバケノ　キュウチャン。＃　エート　ミテタケド　モ

　ウ　ミナイ。

　何が一番活きで見ている？

○ンートネ　キュウチャン。

　お話聞かせて。どんなお話だった？

○ワスレチャッタ。然

　今見ているのでお話できるのあるP

Oエートネ　ケロチャン　（　）。

　ピンポンパンていうのは？

○アノネ　＃　ハジメ　オウタ　ウタッテ　アツマッテネー　エー

　ト　アト　ナンダッケー。ソレカラ　タイソウ　ヤンノ。然　オ

　ニイチャン　ヨンデ。＃　ソレデー　アトハ　ドッカ　カケッテ

　イッテー　＃　ツギノ　オカアサンタチガ　（　　）ニ　イッテ

　コンド　アトハ　ワスレチャッタ，モウ　スコシ　アッタケド

　ネ　＃　（タイソウミタイ）。ソロッテ　コンド　オカアサンタチ

　ガ（　）オカアサンガキテ，サイゴニマタタイソウ
　スコシ　ヤッテ　ヤメル。　＃　ソウシテ　チョット（　）ヤ

　ルンダッテ　（　）　ダケド　（　）ハネ　エート　コンドハ

　エ　カクノ。／こどもショー？／○パンピンポン。／あ，ピンポン

　パン。／○ソイデネ　＃　エート　（　）アルンダケド　ソノ

　ッギハー　エート　（　　〉アレガ　（モモ）チャンダッケ。アレ

　タシカ　（モモ）チャンダヨネ。タシカ　（ボンボ）チャンガ　ア
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○通りの名前を覚えていて道の説

　明のときに使っている。

○「ケガ　シチャウ」過去形を使

　うべきところ。

○文不明瞭

○声が細く，低く聞きとりにくい。

　残念。



　ッマッテ　（オウタガ〉アツマッチ　コンド　（ドレ）イクノ。＃

　（　〉ナッテ　アト　ワスレチャッタ。然

　大入グ）ものなんか見ます？

○ミル。アップダントクイズ。

　そのお話聞かせて。

○ナンカイモ　ヤッテネー　スワッテ　エート　マルイノ　ブ㌧ッ

　ト　オシテネ　バツ　フタツニ　ナッタラ　モウ（　）（ビッ

　コノ）　トキ　アル。（　）オッコチナイデ　ウエマデ　イク

　トネドッカイカレンノ。然ソノナカノネ＃オンナジ
　トコダケド　コンド　ウエマデ　イカレンノ。然　ダッチ　ム

　ズカシーイ　モンダイガ　デテネ　アタラナイト　コンド　アタ

　ルトネ　ウエマデ　イカレンノ。ゼンブ；然　ゼンブジャナクテ

　／ああ／○イ，ワカルッテ　イウ　コト。／アップダウン・クイ

　ズね。／○マチガエルトネ　＃　マタ　オッコッチャウ。然　デ

　ネ　デネ　マチガエルトネ　＃　ダレモ　イワナイ。ト　オッ，

　トネ　ソイデ　マチガエルト　オッコッチャウケド　ダレモ　イ

　ワナイト　ダ，スコシ　タッチ　ブーッテ　ナル　イッテネ

　エート　（ナンテ）　ソノ　ユッテル　ヒトガ　オシエテ　クレ

　ル。＃　ソレカラ　カミガ　ハッチ　アッテ　ワカラナクテ　カゲ

　ガ（デル）。ソンナカニヒトガハイッテテネエートム
　ズカシイ　トイ　ダスンダケドネ。＃　エート　アトカラ；エー

　ト　サンダイ　アルンダケド　ソントキネ　ン（ナンデ）エー

　ト　……　エー1・ネ　＃　ソントキ　アノ　エート　ダレデス

　カッテ　アタルデショ。ソウシテ　アタルト　エート　ウェ

　ェート　サンダン　アガ　サンダンカイ　アガッテ　エート　カ

　ミガ　ウエニ　イクノ。＃　ソウシテ　デラレルノ。然

　ニュースなんかも見る？

○ミナイ。

　お・母さんが絵本読んでくださったりお話してくださったりする？

○スル。／どんなお話聞いた？／○オハナシハ　スルケドネ　（オモ

　ウ）ハネー　オハナシパ　オバアチャンガネ　＃　オシエテ　ク

　レル。

　どんなお話おばあちゃんから聞いた？

○キンタWウトカネ　＃　ソレカラ　（　　）　ト　モモタロウトネ

　アトハH　　＃　　ワスレチャッタ。然

　桃太郎のお話してくださる？　おばあちゃんから聞いたのやって

　みて。

○（ダメダヨ）。エート　オバアサンガネー　カワニ　センタクニ

　（ト）オジイサンガ（　）ソウシテ　イッタラ　バアサンガ

　イル　センタクシテル　トキ・　オオキナ　モモガ　カワニ　ナガ

　レテ　キテネー　　ソレデ　エー　　オオキナノ　ソノ　モモヲネ

　モッァ不　カエッテ　オジィサンガ　カエッテ　キタラ　アケヨウ

　ト　シタラ　ヒトリデニ　アケテ　ナカカラ　チイチャイ　アヵ

　チャンノ　コドモガエートネ　ニンゲンガデテ　キタノ。ソ

　シテ　オオキク　ナッ　アノネ　オ，オジイサンタチ　ナンカ

　タクサン　ツクッテ　モラッテネ　オニ　ヤッツケニ　イッタ

　ノ。ソシテ　キジト　イヌト　サルユ　アッテ　イッショニ

　イッテネ　ソウシテ　キジガ　イチバンニ　アケテ　ハイッテ

　イッタノ。ソウシテネ　ミンナガ　ソシテ　アト　オニ　ヤッツ
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○テレビのfアップダウン・クイ

　ズ」についての説明がしっかり

　している。

Ofモンダイ」とか「トイ」その
　他「サンダイ」「サンダシカイ」

　などという語彙をつかってい

　る。

○「トイ」

○「サンダイ」大人のことばを使

　う背のび現象。

○「サンダンカイ」

○「アケヨウ」→「わる」の意。

○「アケテ」→あいて→「われて」

　の意。



　ケテネ　　ソレデ　エート　ミン　ホカノ　ヒトノ　タカラモノ

　カエシテ　クレテネ　エート　タクサン　タカラモノヲ　モラッ

　テ　カエッテ　キタノ。韓　オシマイ。然

　先生から聞いたので覚えているのある？

○……ナイ。

　この前かたつむりのお話聞いていたでしょう。覚えている～

○ドウイウンダッケナ。ワスレチャッタ。然　x一ト　サクラダミッ

　テ　イチバン　サンサイダケド　ソノ　トキモ　ハイッテ　コン

　ド　キクSC　キテネ　＃　ソン　トキモ　エート　カミシバイ

　ミテネ　キ・クニ　ナッテカラモ　カミシバイ　ミタ。然

　覚えそいるのある？

○喪心ト　キ・クデパ　オボエテンノガネ　オヤユビヒメヤ　チョッ

　ト　ワカッテテモ　ムズカシイノガ　タクサン　アッテネ，

　これは，ライオンと縞馬のお話なのよ。絵を兇ながらお話してみ

　て。

○ドレカラ　ハジマルノ？

　こうやって見よう。ライオンがどうしました？

○ヒトリボッチデネー　＃　シマウマガネ　＃　（ナシ）　トッタ

　ノ。＃　シマウマガ　ニゲテネ　ライオンガ　オイカケテ　イッ

　タノ。然　ソノ　ツギ　コッチデショ。＃　シマウマガ　タクサ

　ン　シマウマガ　タクサンネ　（ハイ　ヤリナオシ）チャッタカラ

　ダカラ　コッチ　イッテ　スグ　ライオン　アルイテ　カエッテ

　イッタラ　シマウマハ　ヨUコンデンノ。然　コレハ　アト　ド

　レカ（ナ）。

　もうないのね。じゃこの字読めますか？

○ヨメル。／じゃ読んでみて。／○シ，マ，ウ，マ，ト，ラ，イ，オ

　ン。エ，ヲ，ミ，テ，オ，ハ，ナ，シ，ヲ，シ，マ，ショウ。

　字は誰にならったP

Oエートネ　＃　アイウエオノ　ジュンデ　オボエタ。然

　絵本を買ってもらったの～　アイウXオの。それで自分一人で覚

　えたの？

○ソウイウノハ　ナイケドネ　＃　エート　コヤッテ　ツメデモ

　カケテ　ボールペン　イッコ　ワケテモ　デキルケド　アレ　カ

　ケテ　マタ　コウ　ヒッパッテ　タルト　アウ　アイウエオガ

　デタリ　メチャクチャ　カイテモ　マタ　キエルヨウニ　ナッテ

　ンノガ　アッテネ　＃　アレ　カッテ　モラッタ。然　マツザカ

　ヤデ；／それにアイウエオがかいてあるの？／○ソノ　ソレ　コ

　ウ　ト，トッテ　ミルト。然

　この絵本を持って来たの，お話してみて。ここから。

○エート　ドウイウンダ。／こっちからね。／○エートネ　エー

　ト　エート　オヤマノハ，ハタ　ハタヲ　ィチバン　ウエエ　カ

　イテ　ダシ　トッテ　ウサギガサキニ　ソイデ　トチュウデ

　ナカナカ　カメ　コナイノデ　ネチャッテ　ソウシタラ　カメガ

　サit　＝　イッテ　カケテ　イットウショウニ　ナッチャツタノ。

　（　　）o

　このお話何ていうお話？

○エート　ワスレチャッタ。然

　今度はこれね。

○オヒサマガ　アッタカイ　ヒカリ　アタリ　ダレカガ　ジョウW
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Ofサンサイ」

○落ちついて聞く。

○ひろい読みだが読める。

○「ので」の接続助詞を使ってい

　る。



　デ　オハナニ　ミズヲ　アゲヨウト　オモッタラ　アノネー　タ

　ォレチャツタノ。／こっちからこうね。／○ソイデ　ジョウロデ

　ハナ　ミズ　アゲタラ　ント　エート　オヒサマガデテ　キ

　テー　エート　ノビタノ。

　今度はこのお話は？

○十一トネ　コレ。コレ　ナンダWウ？／熊。／○クマガ　ネズミ

　ヲオイカケテネーネズミガサキニイッテズーット
　イッタラ　エートネー　クルマニ　ブツカッチャッタノ。

　どうなったと思う？　ぶつかったら。

○コウッウジコデ　アッタリ　エート　テヤ　テヤ　アシ　アタマ

　ブッツケテネ　アノ　（バクシ）　スルノ。

　これ何のしるしですか？

○コレ　ワカンナイ。＃　キョウ　センセイ　キイテ　ミル，ワカ

　ンナイ。

　これ何？

○ソレハネ＃オーガタヤエーガタヤアルノ。然
　血液型なのね。Aちゃんは○型なのね？／○ソウ。／この上のは？

○ワカンナK。

○絵がまずいせいか，聞く子ども

　がいた。

Ofバクシスル」ときこえたが，

　そう使えるのだろうか。この文

　全体にはっきりしない。

葎少児で文節数の一一ts多い幼児

神少一三男（4：0＞　　　　1968　　本

　名前を言ってください。

○アノネ　＃M・M。
　年いくつ？

○ミッツ。コンダケ。／これだけはいくつ？／○タ　アノネ　ヨッ

　ツ。／四つに今度なったのね。／○ン。アネ　＃　ズット　マエ

　ボクノ　タンジョウビダッタノ。然　ソイデケーキ　カッテ

　キテ　クレタ（ノ）。然　バーラガサイタ　（ケーキ）。然　バラ

　ダッチ　タベラレルンダヨ。然アノネ　m一ソクナンカ
　ネー　＃　フターツモ　ツイテタ（ヨ）。＃　ダケド　ナカミガネ

　イッポン　ジ　イッポン（プン〉　ダヨ。イッパイナンダヨ。然

　ソイデ　フタツン　ナッテンノ。然

　おうち誰と誰います？

○アノネ　パパト　ママトネ　ソレダケ。然　オニイチャンハ

　ネ　鉢　アノ　ドッ　アノ　フジバンヤサンニ　イッチャッタ

　ノ。然ダカライナイノ。
　おとうさんは何していらっしゃるの？

○アノネー　＃　イツモネ　＃　ネ　ネルノガ　オソク　アノネ

　ネルノガイツモア　ヨルネネンノガ＃　オソクッテ
　ネ　＃　アノ　アサン　ナッテモ　マダ　オキナイ。然　ン。

　お仕事は何～

○オシゴト？　パパノP　＃　アノネ　＃　イツモ　ヨルネ　＃

　アノ　山畑ネ　モッテ　ナンカ　ヤッテンノ。然

　おかあさんは？

○オカアサン？　韓　オカアサンハネ　＃　ネナイデネ　オコメ

　トイダリ　ヨルネ　オコメ　トイダリナンカ　シタノ。然　ソイ

　デボクネヒトリデネテタ（ノ）。然
　誰いちばん好き？　おうちの中で。
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○この幼児はすごくしゃべる。

　年長，年中児よりも文節数が多

　い。話がどんどん横道に発展し

　ていく傾向がある。

Oここのところよくわからない。

○職業のことと思わなかったた

　め。

○「シテイルノ」「ネテイルノ」と

　言うべきところ。



○アノネー＃アノーオニイチャンガスキ。然ン。
　お兄ちゃんいないんでしょう？

○オニイチャン　フジパンヤサン　イッテテ　コンドハ　ズット

　コナインダ。然　ソ　ズット　マエハ　キ・タケド　＃　アノ

　ズーット　コナインダ（モン）。コンドハ；然　ソ　ソコエ　オ

　ウジノ　オジ　オジイチャントネ　オバアチャント　ボクト

　ネ　＃　ントネ　ソレカラ，ネ　ママト　イッショニネ　＃　オ

　ニィチャンガ　イルネ　フジパンヤサン　トコネ　＃　タクシー

　ノッチ　イッタノ。

　どうしてお兄ちゃんが好きなの？

○アノネ　＃　オニイチャンネ　イツモ　ナンデモ　クレルカラ。

　／どんなものもらった～／○アノネ　ガムネ　フジパンヤサンデ

　モラッタノ。然コンナカタナミタイナコウイウガム。然
　フターツ；　キイロイノトネ　ソレカラネ　＃　ソレカラネ　＃

　アレ。アノネ＃アオ。然アオトフターチュ。／よかった
　ね。／○ソノ　トキ　アメ　フッタ　トキネ　イッテネ　ナ　ナ

　ンカ　キテネ　ナンカ　キテ　イッタノ。カッパ　キテ；然

　ン。

　お休みの日は何して遊んでいますか？

○オヤチュミカ？　＃　アノネ　＃　ント　オテンキガ　イイ　オ

　ヤスミン トキハネカミヤコウエンイッテアソブノ。然
　何して遊ぶの？

○カミヤコウXンテ　シッテルデショ？／知らないの。／○アノ

　ネ　＃　ココ　アノ　ココ　ココノネ　デルト　コウイウ　コ

　アソコニ　コ　コッチニ　コウXンガ　アルデショ？　マッスグ

　ミルト；アソ　アソコノ　コウエン　イツモ　ヒトリデ　イク

　ノ。／で何するの？／○アノネ　オカアサンガ　イソ　イソガシイ

　トキ。然イクノ；然工一トアソンデンノ。
　物して遊ぶの～

○ボクネ　＃　アノ　ブランコン　トコデネ　コウ　イウ　テッボ

　ウガ　アッテ　コウイウ　ボウガ　アッテネ　コウ　ヤッテ　ソ

　コニ　ツカマッテネ　グルリッチ　ソコデ　マワレンノ。＃　ソ

　ウイウニ　ソレ　シタリネ　＃　オスベリダイ　シタリ　＃　ジ

　ャングル　ノッタリネ　＃　ソレカラ　アトハネ　＃　アトハ

　ネー　＃　……／いろんなものあるのね。／○イurン　オスナバ

　ヤネ　＃　コウイウ　ユリカゴミタイナ　ブランコヤネ　韓　ナ

　ンカガ　イッパイ　アンノ。然　ソイデ　コンナ　メノ　マワル

　（マド〉カナンカ　アンノ。然

　夏にはどっか行った？　遠い所行った？

○アノネ　アノ　＃　ナツニ？　＃　トオイ　トコ　イカナカッ

　タ。チカイ　トコ。

　どんな所行った？

○アノネ　カミヤコウエンノ　モット　サキヨリネ　＃　アソコ

　ニ　　オウジコウエンテ　アルデショ。／知らないね／○アノ　ホ

　ラカミヤコウエンノ（　）ワタッタトチュウニ。然
　ソウイウジャングルミタイノ。オサルミタイノ；然ジャア

　ノ　アソコノ　アカバネコウXンハネ　＃　コンナ　フンスイ

　デテ（ンノ）。然　ウマノネ　＃　コッカラネ　ジャァーッテ　デ

　テン。然　ヨルハ　イケナイヨ。ユウガタハサ　ユウガタハ　ト
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○「ココノj→「ここを」の意。
　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　へ

○補足文で話す傾向がある。

○質問のことばを反復する。「夏に

　は？」に対して「ナツニ？」前

　にも「お休みのH？」に対して

　「オヤチュミカ～jとあった。

○「サキヨリ」「より」の使い方お

　かしい。

○文の切り方がはっきりしない。



　ケィダィガ　アッテサ　トケイダイカラサ　＃　ミズイWガ　デ

　ンノ。然　ミズイロガ　ヒカッテンノ。／ねおんさいん～／○エ～

　／ネオンが光ってんの～　きれいねえ。／○ヨク　ワカンナイケ

　ド。然　ン。

　おうちのまわりには何がある？

○オウチノ　マワリP　＃　オウチノ　マワリニハネ　＃　ナンニ

　モ　ナクッテネ　＃　レコード　カケンノシカ　（オヤネ）ナィ

　ノ。ソノネ　サンジョウニガ　アルンダヨ。＃　ウラノネ　サン

　ジョウニ　アッテネ　＃　ウラッテ　シッテルヨ。＃　ソコノネ

　ソコニネ　＃　アノ　サンジョウガアンノ。アソコデ　イツモ

　ネテンノ。然　　ヒトリデ；

　一人で寝られるの？

○ン。ソコニ　オモチャバコガアンノ。ヒトツ；然

　どんなおもちゃが入っているの～

○アノネ　ホントハ　ズット　マエハネ　＃　フタアツネ　オモ

　チャバコガ　アッタンダケドネ　＃　ナクナッチャッタノ。然

　ソィデイッコニ　ナッチャツタノ。然　ソイデネ　ナニ　ナン

　デモハイッテルヨ。然ン。
　おうちのお部屋はそんなふうなの。

○レコードヤナンカ　カケル　トキハネ　＃　アノネ　＃　レコー

　ド　ボクンチ　イッパイ　ナイノ。＃　フタアツシカ　ナクッテ；

　＃　ダカラ　イツモネ　ソコデ　カッテ　クル（ノ）。ケンチャン

　ガ　オニィチャンガ　イッテルネ　アソコノ　フジバンヤサンデ

　ネ　イツモ　ハナビヤナンカネ　ヨルネ　カイニ　イクノ。アソ

　コニ；然　トマル　トキ　トマルノ。然　アソコニネ　オニイ

　チャンガイルフジパンヤサンニネ　＃ニカイガアッテ
　ネ　＃　ソレカラネ　アノ　カエル　カエルッテ　カエルガ　イ

　ル　トコモ　アッテネ　ハッパガ　アッテネ　カエルガ　イル

　トコガアンノ。アメ　フッタヒハ　カエルネ　ドッカ　イッ

　チャウンダヨネ。然　カクレチャッタノ。＃　ソイデ　ミ　ミラ

　ンナクッタ，ミランナカッタノ。

　困ったことある？

○コマッタ　コト～　＃　アル。／どういうこと？／○アノネ　カ

　エリタイ　コト。／どこへ帰りたいの？／○オウチ。／いっ？今？

　／○ン～／今帰りたいの？／○チガウヨ。／どこへ行った時帰り
たいの？／・（・）ア・オー…チャン1ダ！フジパンヤサ・

　（イク）　トキ。　（カエレ〉，／帰りたくなった時園るの？／○ン。

　おもしろかったことない～

○オモシロカッタ　コト？　＃　アルヨ。／聞かせて。／○アノネ

　ココニ　アノネー　ジャングルヤナンカ　アッテネ　（オンナジ

　デ）ジャングルガ　アンノ。＃　ソッカラネ　ナンカ　ノッタノ。

　アソッカラ，オフネ；然オフネノッテモモウイッカイ
　ネ　モドッタノ。＃　モドッテ　ナンカ　ワスレモン　シタノ。

　ボ久　＃　パパト　ント　ママトネ　ボクト；＃　ワスレモン

　シテネ　モウ　イッカイ　モドッテ　モッテ　キテ　モウ　イッ

　カイネ　キテネ　ソイデネ　ト　ソコニ　トマッタノ。然　ン。

　今度は話を変えて幼稚園の話をしよう。

○ヨウチエンノ　ハナシ～／幼稚園て好き？／○スキ。／何するの

　がいちばん好き？／○アノネ　＃　カミヤ　アノネ　コッチ
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○「ネオンサイン」ということば

　は知らないちしい。

○ここでもヂオウチノ　マワリ肩

　と問の反復がある。

○「けど」が使える。

○補足的表現が多い。



　マッスグ　イッテネ　カミヤコウエンノネ　ソコデネ　アソ　ア

　ノネ　イツモ　イツモ　アノネ　オヤスミ　ナツン　トキ　ボウ

　シ　カブッテネ　＃　アツイ　トキネ　アセ　カク　トキネ　＃

　ボウシ　カブッテネ　＃　ソイデネ　カミヤコウエン　イッテ

　ネ　＃　ミンナネ　アノネ　＃　アノ　ノウ　アノネ　ボウシヲ

　ネ　＃　トッチャウ　コダッテ　アルンダヨ。然　イジワルナ

　コガネ　＃　ボウシヲ　トッチャウ　コダッテ　イルノ。然　セ

　ンセィハアノ　ミニ　キタノ？　ワルイコガ　ドコニ　イル

　カッテ。／そう。／○ミニキタノ。／そうじやないわ。お話聞き

　に来たの。／○ホント？／悪い子なんか見に来たんじゃないよ。

　／○ジャ　イツモ　ジャ　ココニ　イツモ　キ・テンノ？／いつも

　来てないよ。／○キ・テル。

　M慰みたいな子がどんなお話できるかききに来たの。

○ホント？／だからきいているでしょ今でも。／○ン。

　何して遊ぶの？　幼稚園では。

○撫議蜘，籍，ヤ，，ヤ。，クi、，、。・．

　では何して遊ぶの？

○アノネ　＃　ナンカ　イロンナ　モノ　シテ　アンブ。曇　コッ

　チノネ　＃　コッチニ　ベランダガアルデショ。　＃　アソコ

　デネ　プールガ　コウ　ヤッテテネ　ナンカ　カケテ　アル　ト

　キハネ　アソバナイノ。センセイガ　「ダメヨ」ッテ　チュッタ

　トキハネ　ママモ「ダメヨ」チュッタ　トキハ　アソバナイノ。

　然　「イイデスヨ」　チュッタ　トキハ　アソブノ。然

　僕ね，／○ン。／いろんな入の所行ってはおもちゃとってたでしょ

　う。そんなことしなかった？

○ン。アノ　ドロボウ　ダケダヨ。オ：コメヤナンカ　トッチャウノ

　ハ　ドロボウダケダモン。然　キンカヤナンカモ　ナンデモ

　トッチャウ　ヒトハ　＃　ドvaボウダ（ケ）。然

　僕はいろんなとこいってはお友だちが遊んでいるものちょうだ

　いって言っていたでしょう？

○イワナイヨ。／それ違った？／○ン。

　そんなことしないよねe

Oズッ　ズット　マエハネ　＃　チーグサ　イッテル　トキハ　＃

　「チョウダィ」　チュッタケドネ。＃　カミヤホイクエン　キ・テル

　トキハ＃イワナイ。然オマツリン トキハネ＃オマツ
・・トキー・・一・・ヤナ・カ・潮・・デ・・ウ・然

ダカラ；コンドネ　ボクンチノネ　＃　オジイチャンチ　オ　オ

ジイチャント　オバアチャン　ネ　＃　ウチ　コンド　イナカ

（ノ）　オウチナノ。然　イナカノ　オウチガ　コンドネ　＃　オ

ジイチャンガ　オジィチャント　オバアチャンガ　イル。然　ボ

タンチノ　オジイチャントオバアチャン。／いいわね。／○ソコ

ニネ　翻デンシャ　イッパイ　ノッチ　キシャポッポモ　ミテ

ネ　＃　ケムリネ　ダシダスネ　キカンシャ　ノッテネ，／煙繊

す機関車があるの～／○ン。ソレ　ノッテネ　アカバネネ　＃

トマ・テネ＃・・カ・マ・・ル圏・イ・ネデ・
シャ（ン〉ノッテネ　＃　ソイデ　ソコデ　ツル（サ）ン　トコ

デオリテネソイデネィナカノオバアチャンチナノ。ソコ
ガ；おばあちゃんちには何がある？

一34一

○話がだんだんそれていく。「あっ

　いのでぼうしをかぶる」→「ぼ

　うしをとつちゃう子がいる」

　→「その子はいじわるの子」

　→「わるい子をみにきたのか」

　と。

○質問者の「幼稚園」という問に

　疑問を出す。

○「コウ　ヤッテテネ」は「コウ

　ナッテテ」と使うべきところ。

○自分の所業に対する言いわけが

　おもしろい。



○オバアチャンチ？　＃　オバアチャンチハ　ボクト　オンナ

　ボクンチト　オンナジネ　アノネ　＃　イッコネ　オモチャバコ

　ガアンノ。然アノネカゴニハイッテテネ＃カゴニ
　ゼンプ　ハイッテテネ　オモチャガ。＃　ソコニ　ソコンナ　ソ

　コノネ　ハイツテル　トコハネ　コウ　ビニールデ　コウ　カゴ

　ガハイッテンノ。ソンナカ；＃ダカラチラカシテモダ
　イジョブナンダヨ。オジイチャンチハ；然アノネアノネ＃

　ツクエハネ　サンジョウニ　アッテネ　＃　ソイデ　マエノ　ォ

　ニイチャンハ　イツモネ　＃　ボク　スキナノ。然　ソイデ　イ

　ツモ不　キタ　トキ　アソンデンノ。／いいわねえ。／○ソイデ

　サ　ボタンチノ　＃　チカクニハネ　ポクノネ　バスノ　ノル

　トコ　アッテネ　＃　コッチガワニネ　＃　サイユウッチュウ

　トコ　アッテネ　＃　ナンデモ　オクジョウデモネ　デモネ　タ

　ベラレル　トコガアンノ。サイユウストア。／あ，西友ストア。

　／○ン。

　瀬友ストアは近くなのP

Oボタンチノ？　＃　ウウン。＃　モット　サキ，＃　サキニ。茸

　ホラ　ジドウシャガ　トマッテル　i・コ　アルデショ。＃

（・のへ・ナエ。窮霧讐一∠エイガ・・ウイウカ

　ンバンガデテル。然　アソコ　シッテルデショ。／知ってる。
／・ア・・ノ補・・チガ・ニア・・．然團イユウカ

　イ。

　三四ってんの？

○アノネ　アノネ　＃　アソコノネ　＃　Xイゴノ　カイ　エイゴ

　デネ　＃　ナツヤスミノ　トコ　シッテルデショ。（コウ　ヤッ

　テ）。

　英語で夏休み？　知らなし㌔

○エイゴデネ　＃　ナツヤスミノネ　＃　トキネ　アノ　ド　エイ

　ガカンニ　イッテネ　＃　クマサンヤナンカ　ミテ　キタ。然

　ソノ　ナマエハネ　＃　ジャングルブック。

　ジャングルブック見たの。どんなお話だった？

○ダ　ダケドネ　カラーナンダヨ。アレハ；

　きれいだったわねえ。

○ダケド　イn　イロガ　デテンノ。／カラーだから色が轟てんの

　ね。

○ン。ソレカラ　ペンキデ　ヌッタミタイX　コウ　イロガデテ

　ルノ。然ボクンチダッテネカラーナンダヨ。カラーテレビ；／

　あるの～／○ダケド　シロクrvン　トキダッチ　アルヨ。然　（ホ

　シデ）モ　ナンデモネ　コウ。コウ　ヤッテ　マワス　トコ　ア

　ンデショ。／手をふりながら一生懸命話してくれるわね。／○ア

　アレネ　アレヲネ　＃　シタノ　オシチャウトネ　＃　コウ

　ヤッテ　コウ　マワシチャウトネ／チャンネル間すと？／○チャ

　ンネルジャナクッテネ　コウイウネ　＃　コウイウノ　マワス

　チャンネルマワス｝　シロクW　ネッタリネ　＃　デタリ
　ネ　＃　オカシイ　トキダッチ　アンノ。然　センガ　イッパイ

　デチャウ　トキダッチ　アンノ。

　ジャングルジムってどんなお話だった？

○ジャングルブックダヨ。

　ジャングルブックってどんなお話だった～
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○話がどんどん発展していく。質

　問者が質問をはさまないと．Ei：ま

　らない。

○ヂダケド」口ぐせ的。



○アノネ　＃　トラヤネ　＃　ショウヤネ　＃　ヘビヤネ　＃　ナ

　ンカガ　イッパイ　デテ　キタノ。然　ン。

　それでどうしたの？

○デ　アレネ　ダケドネ　＃　ボク　サイショハネ　ボクネ　アレ

　ネアノヒトダトオモッチャッタ。然ン。ホントニシャ
　ベルンダヨ。アレ；／しゃべらないよ。／○ホントニ　ヘビダヨ。

　ヘビダヨ。然　ヘビガ　シャベッテ　ソイデネ　＃　アノネ　オ

　ニイサンノ　アカチャンガネ　サイショ　デテ　キテネ　ソイ

　デ　ジャングルブックッテネ　＃　ダンダン　オオキ・ク　ナッテ

　キテネ　韓　ジャングルブックン　ナッテネ　＃　ソィデネ

　ドッカニ　キリンヤ　カンガルーヤナンカガ　イテネ　＃　ゾウ

　サンヤネ　＃　ナンカガ　イッパイ　デテ　キタノ。＃　ケモノ

　バッカシ；／よく覚えているわねえ。／○ケモノバッカシガ

　イッパイ　デテ　キタノ。ライボンモ　デテ　キタノ。ライオン

　モ；／ん？／○ライオンモ　デテ　キタノ。然

　僕大きくなったら何になりたい？

○アノネ　バスノ　シャショウサン　ナリタイ。

　どうして？

○ダッチ　バク　ボクネ　バスガネ　＃　ボク　ダイスキナノ。然

　ン。ダッチ　バスノ　シャショウサンテサ　＃　トマ　サイユウ

　ノ　トキナンカサ　＃　イク　トキナンカ（トオク　イク　トキ

　ナンカ）　シュウーッテ　（ヒイテ）　ズーッテ　ント　ハヤィンダ。

　チョウトッキュウヨリ；然　ヒューツ。／本当？／○ホントダヨ。

　じゃあね，数いくつまで数えられる？

○アノネ　＃　アノネ　＃　サンジュウマデ。然　ゴジュウマデカ

　ナ。ア　ゴジュウマデ。

　こっちの手どっちの手っていう？

○アノネ　＃　オハシネ　モツ　ホウハネ　コッチデショ。＃　コ

　ッチ　オハシ　モツ。

　お箸持つ方の手はどっちの手って言うの？

○アノ　コッチ？　コッチパ　オチャワン　モツ　ホウデ　　コッチ

　ガオハシモツ然オハシヤアノ＃コウイウオシャ
　ジヤナンカ　モツ　ボウ。コッチハ；然　ソイデ　コッチハ　コ

　ウオチャワンヲオサエタリコウ。然
　お茶碗をおさえている方の手はどっちの手って言うの？

○アノネコッチノテッテイウノ。然
　夢見る？

○ユメ？　＃　ミル　トキ　ダンダンネ　＃　ダンダン　ミル　ト

　キモ　アル。

　どんな夢見た？

○キョウハ　ミナイケドネ　＃　ズット　マエ　オジイチャンチニ

　トマッタ　トキ　ヒトリデネ　オジイチャンチ　イナヵノ　オジ

　イチャンチ　トマッタ　トキネ　＃　アノネ　ユメ　ミタ　コト

　ハ　アル。然

　僕のうちに保育園から行くにはどういう道通って行くの？

○アノネ　カミヤコウXンノネ　＃　アノ　ミチ　トオッテ　イク

　ノ。ソノ　ミチマッスグ　イカナイデチョット　ソコ；　カ

　ミヤコウエンガ　アルデショ。コウ　マッスグニ；＃　ソコニ

　チョット　マガッテ　ズーット　イクノ。
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○「ショウ」→「ひょう」の意。

　発音についてはこの本では取り

　あげていない。

○右とか左が出るかためしてみた

　が出なかった。

○「ダンダン」の使い方おかしい。

○「ミナイ字ドネ」→「みなかっ

　た」と過去形を使った方がいい。

　「キョウ」もおかしいが。

○「アノ　ミチ」「ソノ　ミチ」「コ

　ウ∫ソコニ（を）」などというこ

　とばで片づけている。



　神谷公園の近くなのね。

・ド・ガ・秦契著／チガ・・．然・・カラ・±　＃ズー・

　ト　ウチノ　アッチニ　シャシンヤサンガ　アルデショ。＃　ア

　ソコ　ズーット　トオッテ　イッテネ　＃　アソコニ　ギュウ

　ニュウヤサン　アルデショ。＃　ソコ　マタ　ズーッテ。ソイデ

　タバコヤサンガ　アルデショ。ソノ　アガッタ　トチュウニ；＃

　ンi・　ハナヤガ　アッテ　ソノ　ソ　トリヤガ　アッテ　＃　ソ

　ノ　ヨウフクヤガ　アッテ　ソノ　ツギニ　ント　タ　トリヤノ

　マエニ　タバコヤサンガ　アルデショ。＃　ソコーネ　ソコノネ

　ソノ　トナリガ　ボクンチ。然　ン。／公園の近くじゃないの？

　／○ン。／然　だって公園に遊びに行くんでしょう。近いのかと

　思った。

○ダッ　チ　チカイン，チョット　チカイケドサー。＃　ダケド

　コウエン　イク　トキハサー　＃　ハイル　トキハ　ダィジョウ

　ブダケドサー。＃　オフロヘ　イッテサ　＃　マルブロニ　ガッ

　コウノサー　トコ　トオルトサ　オフロ　イク　トキ　マルブロ

　イッタラサ羅宇ルトキガトオクインダモン。然イク
　トキハ　トオク　ナィ　チカイケドサ。＃　イク　トキハネ　＃

　カンジガネ　＃　ントネ　アノネ　アレダト　オモウ。チカイト

　オモッテネ　＃　カエル　トキガネ　＃　カ　カンジガネ　＃

　トオクイト　オモッチャウ。／どうしてかしらね。／○ワカンナ

　イヨ。

　僕テレビ兄る？／○ミル？ミルヨ。／どんなの見てる？

○マンガ　イツモネ　＃　ケWヨントカ　カXルガデテ　クル　マ

　ンガトカネ　＃　ナンカ　イツモ　ナンデモ　ミテンノ。ヨルハ

　ネ　＃　ヤキュウノ　ヒューマクン　ミテンノ。／飛馬君？／○

　ンQ

　飛鵬君のお話聞かせて～

○アノネ　＃　コイデネ　ヤキュウ　イツモネ　オトウサンニ　オ

　コラレテ　ヤキュウ　ヤッテンノ。然　オトウサンニ　イツモ

　オコラレテンノ。ソイデ　才ネエサンガ　イテネ　＃　ヒュウマ

　クンニ，ソノ　ヒトガネ　＃　イツモネ　アノネ　＃　イツモ

　デテ　キテネ　＃　アノネ　オワリノネ　アノネ　ウタン　　トキ

　ハネ　＃　アノ　ヒューマノネ　ナンデモネ　ワッタリナンカ

　シテンノ。然　ソコ　ミチャッタモン。然　ア，

　いちばん好きなの？　それが。

○ン。イチバン　スキダネ。コンドハ　ヨルダヨ。＃　ヨル　ヨル

　ネ　ヒューマクン　ヤッテナイン（ダ）。コンドハ　アタラシク

　ヤンノ。ウルトラセブン，ウルトラマン，＃　ウルトラセブン；

　（ガーッテ　ナゲ）　コウ　アタマヲ　ジャーッテ　ナゲルトネ

　＃　ココデ　ドッカ　ピーント　アタルトネ　＃　カイジュウノ

チカラ・チ・｛鋼・トモ…テナゲルトネナゲ・ウ

　ト　オモッテネ　ピーッテ　ヤルトネ　＃　モイッカイ　ピーッ。

　マタ　トンデ　クンノ。然　モイッカイ　ピー　ヨッツモ　デテ

　クンノ。コ　コンダケモ　コンダケモ　デテ　クン／ジェスチャー

　うまいね。こんだけってそれいくつ？／○ヨッツ。然　ゴジュウ

　モデテクン。然バンバン。然ソイデドコデモピンピン
　テ　アタルカラ　＃　コウイウ　トコモ　（ドンドン）　ポコン
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○「カンジ」おもしろい使い方。

○「トオクイ」→「遠い」の意。

○「兇る？」に対して一応「ミル？3

　と需い，「ミノレヨ」というQエコ

　ラリーと言われているよくない

　癖。

○「オコラレテ」はヂおこちれ埜

　ら」が蕎えないからだろっか。

○ジェスチャーに音まね語をまじ

　えて生き生きと話す。



ポコンテト・チ・ウ・ダ・然（・ケナ・カ）・キ董奮テかが

　トレチャッテ　　　　　　　　ドカーンテ　ソイデカイブツクン　カイプツガ

　ドカンドカンテ　ドカーンテ　ドッカニ　四望レチャウンダ。

　お母さんね絵本なんて読んでくださる？／○アノー　イツモ？／

　お話なんかしてくださる？

○ヨルネ　＃　オジイチャンジャ　ナクッチャ　オハナシ　シテ　ク

　レナイ。然　ン。

　おじいちゃんからきいたお帯きかせて。

・ア・補〈ど’い濡がある写ア・ネーナガ（ト・

　コウ〉ナガクッテネ　＃　ナンカ　ソウイウ　オハナシ　シテ

　モラッタノ。／おぼえている？／○オボエテナイ。然ワスレ

　チャッタ。然　ムズカシイカラ。然

　保育園の先生お話してくださる？

○ヨウチエンノ　センセイ？　ボクノ～　＃　ボクノ　セン　ボク

　ノモ　ボクノ　ボクノ？／そう先生。／○アノネ　＃　カツモトセ

　ンセイトネ　＃　ヤキバセンセイト　＃　クボタセンセイ。＃

　コレダケ；

　どんなお話してくださった？／○ネル　トキ？／寝る時でもいい

　わ。

○ネル　トキハネ　＃　アノネ　＃　アサ　ハヤク　ネテネ　アサ

　ハヤク　ネチャッタノ。然　ソイデ　フトングミハネ　タオルノネ

　＃　コウイウネ　＃　コウイウノ　カケテ　クレテネ　＃　ソイ

　デオニノホンズットマエヨンデハヤクネ（キモ）
ア・ネネー＃審議＃一／f・・i・？い・・わ．／・パジ。

　マ　キル　トキ　＃　パジャマ　ハヤク　キタラネ　＃　ナンデ

　モ　　ヨンデ　　クレルノ。然

　これ縞馬とライオンの絵なのよ，こういうふうに絵をみながらお

　話してみて。／○ン。／ライオンがどうしたの？／○ナンチュ

　ィェバ　イィノ？／お話すればいいの。ライオンがどうしたのか

　自分で好きなように。

○アノネー　エートネ　＃　ナンカ　コウイウノ　シマウマガ　キ

　タカラネ　＃　カミツコウト　オモッテネ　ドンドン　イッテ

　オイカケテンノ。然ソイデネコノライオンコノネコッ
　チノ　ラ6オンハネ　＃　ツカレテネ　ココデ　ネテテネ　ソイ

　デネ　コノ　シマウマタチガ　＃　ココエ　アツマッテネ　＃

　マアルク　ナッテンノ。

　字が読めるP

Oジ？　＃　ヨメナィ。

　じゃあね，もう一つ。

・・ウ・トツ・・一＃ナニ園外），

　今度はこのお話してみて。

○ナX　コレ？　ナンダ　コレ？／こちらからこういうふうにお話

　してみて。／○アノネ　＃　コッチカラネ？／こっちからよ。／○

　カメガネ　＃　ウサギガサキニ　ドンドン　イッテネ　ソイデ

　カメガネ　ノn／U　イッテネ　＃　ソイデネ　アノネ　ナンカ

　ネ　ウサギガ　ドッヵデ　ヒトヤスミ　シテネ　＃　アノネ　カメ

　ガ　サキニ　イッテネ　イットウショウ　ナッチャウノ。／何の

　お話？／○アノネ　＃　カメトネ　＃　ウサギノ　カケッコ。＃

一38一

〇二重否定文，幼児にはめずらし

　い使い方。

○質問をよく理解していないため

　か。

○調査者に質問している。時々こ

　ういう幼児もいる。

○「ライオンが」の主語を言わな

　いo



　このお憎きいたことがある？

○アルヨ。ズット　マエニ　＃　アノネ　ズット　マXネ　ママネ

　ヨンデ　　クレタノ。

　じゃ今度これはP

Oコレ？　＃　コレ　ナアニ？／こっちからよ，こっちから。／○

　コッチカラ～　＃　ナンダ　コレ～　コレ　ヨンダ　コト　アッ

　ナイ。

　なくていいの。自分で絵を見ながら考えたとおり言えばいいのe

Oアノネ　＃　コ　コノ　コウ　コウ　ナッテタ　コウ　アノネ

　コウレネ　ドウシテ　コウ　ナッタカッチュウトネ　　＃　コウ

　マッスグナッテタノガネ　カレチャッテ　コンナ　ナッチャッ

　タノ。ソイデネ　カケテモ　コンナニ　ナッ　ソィデ　コウ　プ
チ・ト紹・タ・．

　じゃこれは何でしょう。

○コレ？／こっちからよ。／○コッチカラ？　＃　アノネ　クマガ

　ネ　コノ　ネズミノ　コトネ　オイカケテネ　イッテネ　ソコ

　コノ　トラックニ　ボント　プツカッテネ　ココネ　ドントネ

　スワッチャッテネ　コレ　モウ　コノ　ソラネ　ポーット　オチ

　テ　ポーット　コッチ　イク。アノネ　＃　コウ　ヤッテネ

　オッコッチャウノ。＃　ココデ、＃　：コウ；

　熊とねずみが落っこつちゃったのね。／○ン。／先生が読んでく

　ださった三匹の山回のがらがらどんのお話できる？／○デキル。

　／じゃやってみて。

○アノネー　＃　サイショハネ　＃　クサヲネ　オオキイ　ヤギト

　チ，チ　チビヤギノ　ガラガラドンガネ　ア／ネ　ヤマニネ　ナ

　ンカ　ハッパ　タベニ　イクノ。ソィデネ　ソノ　ツギ　ニバン

　ハネ　アノネ　アノネ　ハシノ　ハシヲネ　ハシノ　シタ（　〉

　ガネ　キミノ　ワルイ　トロルガ　イテネ　＃　ソイデネ　ハナ

　ガネ　ツギデタ　ハナデネ　ヒカキボウノヨウナ　＃　コンナ

　トンガッテテ　コウ　ナッテテネ　＃　ソイデネ　ソコヲネ　ワ

　タラナクチャ　イケナィノ。＃　ソイデネ　ソコヲ　ワタル（ト）

　チビヤギノ　ガラガラドンガサイショニネ　ィチバンニ　キ

　テネ　トロルガネ　「ダレダ］ッテ　イッテネ　＃　Fチビヤギノ

　ガラガラドンデス」チュッテネ　「オマエヲ　ヒトノミニ　シテ

　ヤルゾ」チュッテ　「オット　タベナィデ　クダサイ。モット　ボ

　クヨリ　モット　才オキ・イ　ヤギノ　ガラガラドンガ　クル」　「

　ソレナラ　マッ　トットト　キエウセローjッテ　イッテネ　コ

　ンド　ニバンメ　ヤギノ　ガラガラドンガ　ヤッテ　キ・テネ，＃

　ソイデ「ダレダ　オレノ　ハシヲ　カタコト　ガタゴト　サセ

　ルヤツハ？」チュウテネ「チビヤギニバンメヤギノガ
　ラガラドンダー」チュウテ　「ソノ　ヒトモ　ヒ｝ノミニ　シテ

　ヤルソ“」ッテ　ユッテネ　　ソイデネ　fモット　オオキイ　ヤギ

　ノ　ガラガラドンガ　クルッ」チュッテネ　「トットトネ　キエウ

　セロ］チュウテネ　ドンドン　イッテネ　コノ　アトデ　モウ

　ヤッテ　キタノガネ　オオキイ　ヤギノ　ガラガラドンガネ　キ

　テネ　＃　「イッタイゼンタイ　ナニ　モノダー」ッテネ　ユッ．テ

　ネ　トVルガ　ドナリツケタラネ　「オオキイ　ヤギノ　ガラガ

　ラドンダー」チュウトネ　ソレハ　ガラガラゴエダッタノ。（笑）

　　ソィデネ　（ツキデ）　メダマハ　デンガクザシデネ　トロ　ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一39一

○「ドウシテ　コウ　ナッタカッ

　チュウトネ」と，言わんとする

　ことをまず提示する文脈導入形

　式を話しているところなど年少

　らしくない。

○「～カケテモ」の「何を」がはっ

　きりしない。「水をかけても」の

　意。

○「サイショハ」「ニバンパ」とい

　う。ひとりっ子で20歳前後と児

　られる使用入（？）と親しくして

　いた影響か。大人的表現。

　おしゃべりではあるが，筋の通

　らない話し方も多い。

　建女に近い。



　イシデ　イシモ　フタッツ　アル　オマケニ　オオキナ　イシモ

　フタツ　アル　チュッテネ　トロル（ヲ）　ヲ　タニガワニ　オト

　シテ　シマッチャッタノ。ドボーンテ　オトシチャッター。＃

　ソイデネ　イッショニ　トmルハ　イッショニネ　バラバラニ

　ナッテネ　＃　ソイデ　ドッカ　カ　カワ　タニガワト　イッ

　ショn　ナガレテ　イッチャツタノ。ソイデ　オワリナノ。

　よくおぼえていたわね。

○ダッチ　ズット　マエネ　＃　オソィ　トキダッテネ　＃　ボク

　ハヤイ　トキネ　ズット　マエネ　イッパイ　ミテ　ズット　マ

　エ　ズッ　ズーット　マエ（ニネ）　＃　ネ　ガラガラドンネ

　ヨンダカラネ　＃　アノネ　オボエタノ。然

　どこがおもしろい？　いちばん。

○イチバン　サキ？／どこがいちばんおもしろい？／○アノネ　＃

　トロ　トロルガ　ドナリツケタバッカシガ　オモシロイ。然　「

　イッタイゼンタイ　ナニモノダー」チュウ　　トコロガ　オモシP

　イ。

○何度も先生からこの絵本を読ん

　でもらったらしい。要領よく話

　せず，聞いた順序で何もかも話

　そうとするのがこのころの幼児

　の特色である。

年長児で文節数の一番少ない幼児

自長一F女（5二7）　　1966　姉姉兄本弟
　お名前いって。

os・y．
　いくつですか？　それいくつっていうの～　かぞえてごらん。い

　つつね。お家だれとだれいる？

○オ＝イサント　オネエサン　フタリデネ　＃　ウーントネ　禁

　オトコノ　コネ　フタリデネ　＃　オカアサント　オトウサン。

　だれ一番好き？

・ア・チャンモイ圏カラア・チャン．然

　どして．赤ちゃん好き？

○カワイイカラ。然

　お父さんのお仕事知ってるP　なにしてらっしゃるのP

Oハコーーツクッテル。然

　お母さんは侮してらっしゃる？

○ナンカネ　オトウサント　オンナジノ　モノヲ　シテル。然

　お祭あったでしょ？　どんなだった～

○イカナカッ下戸ラ　ワカンナカッタ。然

　お休みしてたの？　お家でなにしてた？

・・ゼ紹イテタカラ補・イ・・サ・イ・・タ・ネ・チ

　デネテタリ。然
　寒かったものね。いつも保育園では何する～

○ブUックデ　アソンデ？ノ。

　なにつくるの？　ブロックで。

○オウチ。然

　それからどんなお遊びする？

○ソレカラネ　ソトノネ　戸口ワデネ　プーランコ　ノッタリ　テ

　ツボウ　シタリ　アソンデル。

　何が一番好き？　保育園でやることでは。

○ブロック。然

　ほかはどんなの好きP／○……／先生どんなお話してくださる？
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○指で示すが，口で言えない。

○家族構成はまちがいなくいう。

　弟ということばは出ないが。

○「オンナジノ」のr／1は不用。

　こういう言い方が残っている幼

　児は年長には少ないがいるので

　ある。

○「～ノッタリ～シタリ　アソン

　デル」並立関係の文の不十分な

　例。「～したり」しヱあそんでる」

　と言える幼児は年長にはいるが

　少ない。



　／○……／じゃお家から保育園に来るにはどんな道通ってきま

　す？お家を趨てから，どういうふうに’くるの？

○イシガ　アル　トコ　トオッテ　キテネ　ソレカラネ　タィラナ

　トコ　トオッテ　キテ　ソレ　ソイデ　クル。然

　テレビを見るの妊き？　どんなの見てるP

Oナンカ　マンガトカネ　ダイマツッテ　イウ　ヤツ　デテ　クル

　ヤツ。然

　大人のものも見る？　みない。侮が一番面白くてよくみる？

○マンガ。

　まんがの中で，いろんなのやってるでしょ～

○アトム。

　ア｝・ムってどんなふうな子ども？

○ロボットノ　（ヤツ〉デネ　才シリカラデモネ　ヒガ　デテ　キ

　テネ　アシカラモ　デテ　キテ　トベル　ヤツ。

　アトムのどこが好き？　気に入ってる～

○ゼンブ。

　特にどういうこと一やるから好き？

○ワカンナイ。然

　お栂さんがね絵本読んでくださったりお話してくださったりす

　る？　全然しないP　そう。どんなお話きいたP

Oワスレチャッタ。然

　先生がね絵本欝ってきたのこの字読めるP　まだ読めない。そう。

　じゃこういうふうに絵をみてお話してみて。／○……／ライオン

　がどうしたの？　縞馬どうしたの？／○……／これはどうしてる

　ところP

Oオッカケテル　トコロ。

　そしてこれはどうしたんでしょ。お話するのいやP　そう。じゃ

　このお話してみて，こちらからね。／○……／じゃ夏休みはどう

　した～　なにしたお家で。

○オソトデ　アソンデタ。

　保育園から合宿いった？　どうだった？

○オモシロカッタ。

　何したク）がおもしろかった？

○ベットデネ　アソンダ　トキガ。然

　ベットで何したの？

○ナンカネ　オニゴ・ソコミタイ　コト。然

　じゃこのお話は？

○ワカンナイ。然

　これは？　これは熊よ。熊がどうしたの？

○ネズミヲ　オイカケテ　イル　トコロ。

　そして？

○トラックX　ブツカッタ　トコロ。

○この道順の説明はめずらしい需

　い方。

○テレビの題名がはっきり雷えな

　い。

○一一語文で話すのが多い。

○絵をみての話はほとんど話さな

　Vlio

○別の話をさせる。

○「ミタイナ　コト」と言えない。

○もう一度絵にもどって聞く。ま

　ちがったことを欝っているわけ

　ではないが少ししか話さない。

隼中児で文節数の一番少ない幼児

神中一長男（4：7＞　　1968　本弟
　お名前いってください。／○……／ぼくの名前は？

ON’M．
　お年いくつP

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－41一



○ヨンサイ。然

　おうち誰と誰います？

○オトウサント　オカアサント　アカチャン，　（ト）　アカチャン。

　誰一番好き？

○オカアサン。

　どして？／○……／お母さんのどこがいい？

○ワカンナイ。然

　お父さんのお仕事知ってるP／○……／お母さんはいつも何して

　らっしゃるの？

○チャワン　アラッタリネー　＃　オベントウヲ　アラッタリ　シ

　テル。然

　朝起きてからどうする？／○……／保育園で何する～　何が一番

　楽しい？／○ウン？／保育園で何するのが一番楽しいP

Oツミキ。

　積木で何つくる？　｝重用車～　飛行機？／○……／お当番ってど

　ういうことするの？

○オヤチュヲネー　ハコンダリ　モッテ　キタリ，ネー　＃　ツク

　エ　フイタリ。＃

　大きくなったら何になりたい？／○……／ぼくね数いくつまで数

　えられる？

○ヒャク。然

　！0から逆に数えられる？　やってみて。

○ヒトーチュ　フターチュ　ミッツ　……。

　それはできないのね。保育園からぼくのうちへ行くにはどういう

　道通る？

○ワカレミチ。／うん～／○ワカレミチ。然

　そしてどう行くの？／○……／夢見る～　兇ない。テレビ晃てい

　る？　どノさの見てる？　ウルトラ・セブンなんか見てる～　ど

　んなお話r

Oコンドスル。然
　絵本持って来たのね。このお話してみて。ライオンと縞馬のお話

　なの。ライオンがどうしました？／○……／この字読める？

○シーマーウーマ～トーラーイーオーンーエーヲーミーテーオーハ

　ーナーーシーヲー　シーマーーシーヨーウQ

　誰に習ったP

Oヒトリデ（　〉。

　自分で読んだ絵本のお話して。どんなご本読んでいる？

○ショウネン・マガジントカネ　＃　（ヒバリノ　ホン）　トカ。

　これはどういうお話かしてみて，ここからここまで。／○……／

　兎と亀がどうした？／○……／これは？／○……／じK・一ね僕本

　を読んでみて。

○エーンーニーイールートーオーブーツーヒーーローコーサーンーイ

　ーヌーサーンーアーソービーマーシーヨーウ。ミ／ずっと読んで。

／・・一ンサ糠トモー9“一チイー ｼナ渉
　どういうこと書いてあった？　　　　　　　　　　　　〆

○ンー。

一42一

Oこの幼児も一語文で答える。

○この幼児はお話はしないが，字

　は，ひろい読みで読める。（拗音

　は読めない）

○字を追っているだけで意味はわ

　かっていない。



年少児で二番目に文節数の少ない幼児

赤少一h男（3：6＞　　　　1970　　本

　名前なんて言うの？／○……／名前言ってちょうだい。1・Sくん

　ね。いくつ？　S君は。／○サンシャイ。／ん～／○サンシャイ。

　／大きな声で言ってごらん。／○サンシャイ。／おうちには誰と

　誰がいるの？／○……。／お父さん何してる？　いつも。／○オ

　シゴト　シテル。／おっちで？／○……。／どんなふつにやって

　るか兇たことある？／○……。／何してたの？　お父さん。机の

　上向かってんの？／○……。／お母さんはいつも構してらっしゃ

　る？／○オリョウリ。／大きい声で。／○オリョウリ　ツクッテ

　ル。／どっち好き？　お父さんとお母さんと。／○……。／両方

　とも好き？／○……。／ふんふんなんて言ったんじゃだめよ。こ

　とばで患わないと。

　幼稚園から帰って何した？／○……。／きのう何した？／○……。

　／今何してた？　幼稚園で。／○……。／お遊び？　お歌？／

　○……。／夏休みだったでしょう，ね，どっか行った？／○イカ

　ナイ。

○名前も醤わない。

○幼児音

同一幼児（男〉の年中，年長期の話しことば

自1，ti－s勇　　（4：10）　　　　　　　　！965　　　　　　　本　　弟

　ぼくの名前を言ってください。

…傷軌
　いくつ？

○イツツ。

　きのう面白いことあった～／○ン？／きのう何か面畠いことあっ

　た？／○ン。／お話して。

○ン。アノネー　ウント　キノウハ　シャムカッタッテネ　カゼ

　シイタケドモネー　ソート　ドウブツエン　イッチャツタノ。カ
ゼ・イテ・ケ簡・・然

　で？

○パパニ　オンブシテ，カエリ　ネムッチャッタノ。

　重かったでしょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ラ）
○カxリネー　ボク　ネムッチャッタカラネ　エッオ　ダレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ダ）
　ト　オモッタラ　ママラッタノ。然　ママン　トコニネ　コウ

　ナッテタノ。然

　何兇た？　動物園では。

○ドウブツエンデネー　ント　ゾウトネー　ウント　コウラクエン

　モハイッテッタヨ。然ン。アンカバトネーアトキリン
　ト　ゾウト　キバ　アル　ゾウ。／ん？／○キバ　アル　ゾウモ

　イタヨ。

　どういうの牙ある象って？

○キバ　アル　ゾウネ　ココニ　キパ　フタツ　アルノ。シァ不

　オハナガナガクテネー　ソシテ　ミミガ　オー　ウーント

　オッキイノ。　然　（ソ’ノテn・　，t　ト　ミズン　ナカ　ハイツ

　テタノモ　イッタヨ。然　ドウイ（ウ）（オヨ）オヨ開山ヨギ

　（イ）ッタカ　シッテル？

　知らない知らない，教え．て。
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○この幼児は「　esを「シ」と発

　冠する。幼児音が残っている。

○「パパニ　オンブシテ」畷おん

　ぶされて」となるところか。あ

　るいは「おんぶして血て」

　となるところか。

○この文は途中から話題が変って

　くる。

○このへん動詞の使い方おかし

　い。



○アノネ　オヨギ　イッタカラネ　シッポー　ウゴカシテ　イ……

　イー　ヤッテタノ。

　水の申泳ぐの？

○ン。然ソレカラネーウントカエリハネーウントオード
　マンスカー　ノッチ　キタノ。

　あら，よかったわねえ。

○ソシテネシカリゴウモノッテキタノ。然ツカレタカラ；

　然許クシーーナンカコナカッタカラバスノッテキチャッ
　タノ。然　ヨコハママデ　イッチャッタンダヨ。フタリデ；ヨコ

　ハマノ　ドウブツエン。然　ン。＃　カエリハ　’ウエンユ　イッ

　チャッタカラネ　ント　ウエンニチ　イッチャツタノ。然　ヨウ

　チエン　イカナイデ；

　ああら、さぼったの？

○ン～

　幼稚園さぼっちゃったの？

○ウン。然　ヨコハマカラネ　キタラ　マタネ　モ　ヨコハマ

　ズットムコウホイッチャッタノ。然ムコウノ　トオイ
　トコロダカラ。然　デンシャン　ノッチ　ズーット。然　トオク

　ノ　イナカノ　ホウユ。然　ズット　マエハネ　ウント　＃　ズ

　ーット　マエニネ　スンデタ　i・キハ　イナカ　イッチャッタ

　ノ。然イナガイッタトキネ，
　田舎って？

○イナカニネー　ント　ハタケニ　トンボガ　イッパイ　イテネ

　ツカマエテ　キタノ。

　よかったね。

○カブトモ　イタヨ。然　アトネー　ウント　カエリハネー　ウン

　ト　ヨルン　ナッテネー　トマッテ　キタノ。然　ミッツダケ；

　然ソレカラネーントカエッテキタアトニハネーエー
　ト＃ネチャッタノ。＃エデネムタクナッテネ＃
　アサオキ・タラネーキョウヨウチエンキタノ。然

　幼稚園って好きP

Oン～

　幼稚園って好き？　どういうとこいい？

○ドウ　イウ　トコ？　オヘヤ？

　いろんなとこ，いいとこあるでしょう。好きなところあるでしょ

　うe

Oウン。

　どこ？

○ドコッテネ，

　どういうもの？

○ツミキ～オッキイツミキ。然
　なに作るの？

○ボートヤネエ　オッキイ　フネヤ。然　ツクレンノ。ボク；

　上手なんでしょうね。

・・留ウシ・ダ・テ・ク…．然・ラ・ソクラ・テナ・

　デモ。

　こんど施せてね。／○ン。／それからなにが好き？

○アト？　＃　ウントネー　……　チッチャ（ナ）　ツミキモ　ス

　キ，ダシネ　＃　アトネー　ウント　ナニカナー　……　オママ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一44一

○「ドマンスカー」→「ロマンス

　カー」ラ行がダ行になる。幼児

　音

○「疲れたからひかり号に乗って

　きた」と言わないで，理由を補

　足している。

○「ウエンニ」→「上野」か。

○話がとんでいく。

○この幼児は，あるいは倒置的（補

　足的）な言い方が癖なのかもし

　れない。

○「ドウ　イウ　トコ」と，質問

　者の問を反復している。

○ダ行とラ行の発音の混同が多

　い。



ゴト潟・シ・ニヤ・タトキネウ・ト＃・キダ・

　ネ，ソンダケガネ　スキナノ（ハ）。然　マタ（ナー）　キノウノ

　（ッギヲ）イー　ミッッボ　イッタノ。＃　イッパイ　ィッタン

　ダヨ。ヤスンデタ　トキ；然　シテネ　キョウカラ　ヤメ

　チャツタノ。イクノ；然ンアトネイッタ　トコハネウン

　トジュウホイクエンノネチガウヨウチエンネ。ズットマ
　エ　イッテタンダ。然　ズーット　トオイイ　トコ。然　ボク

　ズーット　マエネ　トオクノ　ホウニ　イタノ。然　ソシタラ

　コッチニコシテキタノ。然ウチノオトナリ（アネント）

　ボクー　コッチ　ガワノネー　オウチ（ダト）モウ　ニカイダ

　テツクッテンノ。然フルイオウチカリテンダ。然アト
　ネ　ウント，＃　（トナリノ）オウチ　モウ　デキアガッタカラネ

　カ……　ン……　ボク　ズーット　マエ　ヤスンデタカラネ

　チョ……　アノー　オソトデ　サムカッタノ。＃　シテ　デ　ト

　デン　ノッテネー　＃　ント　バスン　ノッテネー　＃　ント

　タクシー　ノッチ　mマンスカー　ノッチ　キ　キュウコウレッ

　シャ　ノッチ　ズット　ヨコハマ　イッチャツタノ。韓　イナカ

　ニ’　妖　　，　　　　，●魑N

　幼稚園でおままごとするでしょう。／○ン。／その時にはぼく何

　になるの？／○ナニ。／おままごとする時ぼく何になるの？

Oオニイサンヤネー　ソート　ォニイサンヤー　オトウサン。然

　お兇さん・やお父さんになった時どういうふうに言うの～
　　　　　　　　　　　　　　　　（グ）○アノネー　ウント　カイシャ　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トキハネー　イン　「ハ
　　　　　　　　　　　　　　　　（ク）
イチ・」・冠禦・。然ア・チャンイ・・カラ・然・・

　トムーハ「ハイチャィ」ッテ　イウンダ。然　ストムモ　ボクガ

　「ハイチャイ」ッテ　（イエバ〉　ストムモ　「ハイチャイ」ッテ。

　じゃ一ね／Oウーン。／ぼくのうちにはねえ，／○ウン。／だれ

　とだれがいるの？

・ア・ネ・・団バアチャンンーータライテ・レケ簡ネー

　ウンート　オ1・ウサントネ　ウンート　オトウサン　シンジャッ

・・ダケ留モ礼然・・トマ・一・ウ＝・ウイ・
　シタカラネー　モウ　ナオツタノ。ニュウイン　シタノ。

　死んじゃって入院したの？

○ウン　シンダラ　ニュウイン　シテ　モウ　ナオッチャッタノ。

　然　　ドコモ　；　然　　（ソ）シテネ　　＃　　ウン　ト　……　　ボクガ

　ネ＃ウント……イッタトキハネー＃ウント＃ズ
　ーット　マエデ　シンデタノ。然　ニュウイン　シテタラネ＃

　ウント　ボク　ズーット　ニュウイン　シテタノ。然　シテネ

　ンー1・　ボクガ　ナオッタ　トキ・パパガ　コンド　シンジャッ

　タノ。然　　ボクノ　ホウネー　　ニュウイン　　シテタ　（オリ）ニ

　キタノ。

　で，お父さんいないの？

○ン？　モ　モウネー　ナオッテ　ウチニ　ズーット　インノ。

　何してるのおうちで？

○オウチデ？　＃　オトウサン？　＃　カイシャ　イカナイデネー

　然ントーキ・カイヲヤッテンノ。然オッキイキカイ；然
　お揖さんは～

○オカアサン～　＃　ンートネ　ボクノ　ブユズボントネー　＃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一45一

○話がずんずんそれていく。

○「ストム」→「つとむ」の意。

○「死」とはなにかわかっていな

　い。



・一ト・ユナツ／・ネボ・溝鼠・ラボウシ・・テ

　クレテンノ。

　いいお母さんね。

○ヒトツダケ　デキタノ。然　ボクノ　ボウシ　シュトムノ　ボウ

　シモ　フミチャンノ　ボウシモ。然

　おじい，おばあちゃんとお父さんとお愚さんとぼくと，それから

　だれがいるの？

○アトネ　ストムト　フミチャン。

　ちつちゃいの？

○ン？

　大きいの？　ちつちゃいの？　その人たちは？

○オネエサン～

　お姉さんなの。お姉さんはふみちゃん？／○ソウ。／つとむ霜は

　弟P／○ソウ。／

○チガウ　イモウト。　じゃ，おうちで遊ぶ？

○オウチデ？　＃　アソブヨ。ボクト　ィッショニ；

　何して？

○アソンデ（ン）　トキネ　ストム　ヘンジ　シラレルノ。「アジヤ

緊縛習癖∴。∵マ（レ桝キ
　かわいいわねえ。

○「オンギャオンギャjッテ　＃　イッテタッ　（ト）キハネエ　ウ

　ントストムガネ＃ソート（ノーマーイ）カイッテナ
　カッタノ。　「オ、ンギャオンギャ」ッテ　イッタ　トキ；然　ソシ

　テネンートrオンギャオンギャ」ッテイ・アテタトキネ
　コンド　ン……　ンマ……　ユ……　「マユミチャン」ッテ　ユ、ッ

　タノ。

　おうちからね幼稚園に来るにはどういう道通って来るの～

○ミチ？　＃　ミチネー　アノ　コ（ウ）バン　トコ　タ（ル）。ン

　コ（ウ）バン　トコ（ア）ラクンノ。然ボクノーオウチハ

　ネ　ソート　モウ　ニカイダテ　ツクレテネ　ボクノ　オヘヤ
ニ・イタテナ・・然・ト・ネラ留・・．イ・イツ・ダ

　カラ。

　感心ね。テレビ見る？

○テレビ？　尊　ドコデP

　おうちで。／○ン。／何妊き？

○アノネー　ソート　パピーヤ　ミテルシネー　＃　ソート

　ジェッターラッテ　ナンデモ　ミチル。

　どれが一番好き？

○アノネ　パピートネ　ント　ジzッターート　アトムト　ン　エー

　ス。

　一つお話聞かせて，そのうちどれでもいいから。

○オウチノ？

　テレビのお話よ。

○アノネ　ント　マンガ　ヤッテル　トキ？

　漫画でも何でもいい。ぼくの一番好きなもの。

○笥，r刷キハネエ・＃　）’Fノぐピ蓄）ス
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○「シラレルノ」の使い方はおか

　しい。

○「ックレテ」の言い方はおかし

　い。

○この幼児も，質問者の問をもう

　一度くりかえして言ってから答

　える癖がある。



　じゃ，そのパピーのお話して。

○パピーノ　……ネ　ント　ミタ　　トキネ　＃　ント　バピーネ

　ント　アノ　コイウ　ヤッテ　ヤルトネ　＃　ント　＃　パピー

　ネ＃ンナッチャウノ。然パピーッテネマケナカッタヨ。
然・タラ・然チ・・トダケ圏ケ…．ア・ダ・・

　お母さんねお話をしてくださったり，絵本読んでくださったりす

　る？

○ン。

　どんなお話してくださるP

Oネタ　トキ　オハナシ　シテ　クレンノ。然　アノネー　＃　ン

　ートナンノホンカワカラナイ？然ジャーオシエタゲ
　ル。ホン；　＃　アノネ　＃　ウント　＃　ジドウシャノ　ホン

　ジャ　ナイモン。然　ボクノ　オニイサン　トキノ　ホン。　然

　アノネー　ウント　＃　ナンダッケナー　……ウンートネー　＃

　ン　ジェッターノ　ホントネー　＃　ゼロセンハヤトノ　ホント

　アトー……　ビックエックスノ　ホン。

　ひとつお話聞かせて，この先生にも。

○アノネー＃　ソート　……アノー　ンー　ボクネー　＃　ソート

　ママガー　ンー　ヨンデ　クレタ　ホンネー　ナユ　ツイテルカ

　シッテル？

　知らないから教えて。，

○ダイオンデモ　ツイテタヨ。然　ゼロセンハネ　ゼロセンシコウ

　キ・バッカイ　ツイテタ（ヨ）。然　パピーノ　ホンモ　アッタヨ、

　然　パピーノ　ホンネー　＃　ント　パピーバッカリ　ツイテン

　ノ。然オンナノコツイテルヨ。
　これね，縞馬とライオンのお話が書いてあるの。／○ン。／ここ

　からね，ライオンがどうかしたの。このお話をこの絵を兇ながら

　やってみて。／○ン。／ライオンがどうしたんでしょう。

○ライヨ（ン）？　＃　……

　このライオンどうしたの？

○ド（ウ）シタッテネ　＃　ウント　……　シマウマガ　キタ，カ

　ラジャナイノP　＃　（ソ）シテ　コッチ　ズーット　イッタン

　ジャナイ。＃アコレオッカケテンダ。然シテコレシ
マ・マ・ン・ココニイ・チ・・タカ（・）ココ島ヤ・

　チャツタノ。＃ナッチャツタノ；然ン。

　そして？

○（ソ）シテネ　マタ　ンー　ナッチャ　ココカ（ラ）　ズーット

　キタノ。ココ；然

　そういうお話～

○ン？

　そういうお話？　これは。

○ソ（ウ）。

　このお話はなに？

○コノ　（オ）ハナシ？　＃　ンi・　ウサギガネー　ント　コ（コ）

臨π箆〆擁∴；忽》韓
　ヤッテンノ。

　亀がそんなとこ行っちゃったの？

○ウン。然
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○「コイウ　ヤッテ　ヤルトj

　→「ペンダントを押すと」の意。

　ことば数が多いわりに正確でな

　い。

○「～バッカイ」→f～ばっかり」

　　　　　へ　の意。〔r〕の発音できないよう

　だ。



　このお無知ってる？

○ウチノモ　コウ　イウ　ホン　アンモン。然　コノ　ホンデモ；

　何てお話～　このお話は。

…　オーナ・！l・トウサギが閑ム・タ・一トネ
　一　＃　ント　カメガハタデヤッ　ン　……ン　……ト　ツ

　カマッテテ　「ヤーイヤイ」ッテ　イッテンノ。

　これは何でしょうね。

○コレ？　＃　ウント　オミズヲネ　ント　ヤッタラ　……チガウ

　ヤ　アノネー　ウント　コノ　オハナガ　カレチャッテネ　ミ

　ジュ　カケタラ　（ソ〉シテ　オテンキニ　ナッテ　（ソ）シテ

　マッスグン　ナッタノ。

　これは？

Oコレハネー　ウンート　……カジ　シュル　 トキ・ネー　＃　ント

　コロ　ココニ　不ジュミガ　イテ　クマガ　ツカマエヨウト　オ

　モッタラ　ココカラ　アン　ニゲラシチャウ。ン……　ネズミヲ

　ニガシチャッテ　ココハ　ズット　イッチャッ　ワタッテ　イッ

　チャッタ（　）。ココカラ　トラックガ　キタラー　アン　（シュ）

　モウ　スコシデ　　シカレソウダッタノ。

自長一s男（5：9）

　前にやったの覚えてる～

○ウン。

　まずなまえをきこうね。

OS・H。然
　いくつP

Oゴサイ。

1966　本弟

　お家の入だれとだれいます？

○オトウサントネ　＃　オバアチャント　ツトムトネ　アトー　オ

　カアサントー　フミチャントーダケ。

　どなたがいちばん．好きですか？

○トネー／お家の甲でだれがいちばん好き？／○パパ。然

　どうして？

○ウントネ　アソンデ　クyルカラ。然

　どんなお遊びするの？

○；；1一∴環；∴篤守ン｛ト活就

　．然

　おもしろいことってどんなこと？

○ウントネ　＃　ウーント　ボールナゲ　シタリネ　＃　ウーント

　アト　オー　ウーン　ウン　ソレカラ　ウント　オー……

　じゃまたあとで思い出してね。お父さんの仕慕知ってる？

○シッテル。

　何P

Oウントネ　メイシヲ　ツクッテンノ。然　オウチデ；

　お母様は毎日何していらっしゃるP

Oオカアサンナイショク。然
　どんなお仕事1～

○トネ　ママガー　＃　ヨウフクネ　ヌウー　オシゴトトカ　ソウ
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○理由・原因の「から」がよく使

　えないためか。「カレチャッテ」

　という。複文はむずかしい。

○「ニゲラシチャウ」は「にげムれ

　ちゃう」か「にげだしちゃう」
　　　　　　　　　x　か。

○シカレソウダッタノ→「ひ」
　s

○年中の時に比べると，秩序だて

　て話していて、内容もはっきり

　して解りやすい。

　発音や言葉に発達がみられ，年

　中時のように文脈のみだれやそ

　れがない。



　イウノ。然

　お家では何をして遊ぶ？

○ボク？／ん。／○ウーン　トモダチト　アソンダリ　スンノ。

　幼稚園ではP

Oヨウチエンデハー　ムシサガシ　シタリ　スンノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　虫好き？　どんな虫とった？

○ウチデハ　クワガタトカー　アー　ネー　クワガタノ　アカチャ

　ン，　トカー　カブトノ　ヨウチュウトカ　ソ（ウ）Kウノ。

　どんなところにいる？

○クワガタ？／ん。／クワガタハネ　キノ　シタニ　インノ。＃

　カブトムシガ　キノ　ウエニ　イルンデス。然

　幼虫なんかも2

0ヨウチュウハ　キ・ノ　ナカ。然

　じゃどうやってとるの？

○カブト？／ん。／○カブトハネ　＃　キ・ニ　キニ　イッパイ　イー

　サトウミズヲ　ツケテ　オイテネ　＃　ウント　ハヤハヤオキ

　シテ　エー　キニ　ソノ　アマイ　アノ　アマイ　ミズン　｝コ

　ミテ　ミタラ　カブトムシガ　イッパイ　アッテ　アルカラ　ソ

　ウヤッテトルノ。然
　お家に木があるの？

○アル。カキノ　キ；

　その柿の木に甘い水つけとくの？

○ウン。

　先生もやってみるかな。いつごろとればいいの？

○ウントネ　アシタン　ナッタラ　トレバ　イイノ。

　いつ・やっといて？

○ウントネ　ゴジニ　ヤットイテネ　＃　ソイデ／夕方の三たi時に？

　／○ウン。ソウシテ　エ　マタ　アシタニ　ナッタラー　ソコン

　トコ　ミテ　オクノ。＃　ソウスレバ　イルヨ　イッパイ；　然

　くわがたはどうやってとるの？

○クワガタハネ　弊　ウント　キノ　シタニネ　＃　ナンカノ　ク

　ダモンノ　　ミヲ　オイテ　　オクノ。＃　　ソシテネ　　ウント　アー

　ソウスルトネ　＃　ウントー　ユウガタノ　クジン　ナッテ　ミ

　テ　ミル1・　＃　アノネ　＃　サガシ　ウント　ハタラキ　ハタ

　ラクウ　クワガタガサガシトイテネ　＃　ミンナデー　エー

　ヨンデ　キテ　タベテル　トキ　ソウ　ヤッテ　トンノ。然

　おもしろそうね。他に何とった？

○カナブンハネ　＃　ウントー　キノ　キ　クサノ　トコデ　カク

　レテンノ。ソウスットネ　＃　タマ　イッパイ　タマルカラ　ラ

　ネ　ソウ　ヤッテ　トルンダヨ。＃　カナブンハ；

　どうしてたまるのそこに？

○ウントネ　＃　クサガ　ダイスキダカラ。然

　蝉なんかは～

○セミハネ　＃　キユ　トマッテンノ。＃　セミ　ソレカラネ　ナ

　ンニモ　タベナイデ　ミッカシカ　イキナイノ。

　どっちが泣くの螺はP

Oセミ？／ん。／○セミダケ　ナク。＃　クワガタトカ　カブトト

　カ　カナブンハ　ナカナイヨ。＃　キリギリスハネ　＃　ウン

　トーオーオーキりギリスハーネ　＃ヤマイッテ
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○「幼虫」ということばも知って

　いる。動物など好きな子はそれ

　にくわしい。

○「アシタニ　ナッタラj使い方

　おかしい。

○「ミテ　オクノ」もおかしい。

○「トコデ」→「とこに」の意。

○質間者の問が不十分だった。雄

　か雌かを聞こうとしたのだった

　が。



　ネ　＃　ウント　ソイデエ　エー　ヤマ　イッテ　カクレテテ

　ネ　＃　ワナヲ　ツクッテ　オクノ。＃　カゴノ　ワナヲ；ソウ

　スットネ　＃　クダモンモ　オイトイテネ，＃　ソウスルトネ

　タベヨウト　シテ　ハイッタラネ　＃　パッテ　ツカマエルノ。

　然

　たくさんつかまえた？

○ウン。＃ソレハネ＃ジュッピキシンジャッタ。然モウ
　フタリッキャ　イナイ。然

　そういうふうにとるのだれに教わったの？

○ホンデ。，然

　どんな本日るの？

○ウン1・ネ　＃　ムシノ　ホン。，

　夏休みには他にどんなことをした？

○ウーン　ホカハネー　＃　ウントー　オー　ヨウチエンデ～

　幼稚園でもいいしおうちでもいいわ。

○ウチデ　アレ　ヤッタ。ウチデネ　1　ウントー　オー　オ

　エーカキ，然エカキトネツミキトカ。＃ソイカラーソト
　デネ　＃　バレーボールトカ　ヤッテンノ。

　合宿にいった？　幼稚園から。

○イカナイ。／いかなかったの～／○ゼンソク　オキチャッタノ。然

　ぜんそくおきると苦しいでしょう。どういうふうになる？

○イマデモ　ナッテルケドネ　＃　モウ　ダイブ　ヨク　ナッタ

　ノ。

　それから夏休みにどっか行った？

○イッタ。

　どこいった？

○イナヵ。＃　イナカデ　クワガタ　トッテ　キタ。然

　田禽にはどんな入がいた？

○イナカ　ジイチャントネ　＃　オジイチャント　オバアチャント
ル・・チャントアト・一・ズエチャン・＃襲緊。．、

　ルミコチャンノ　オトモダチダカラサ。

　楽しいことあった？／○ン。／どんなこと～

○イロンナ　ウチ　イッタカラ。＃　ソイデネ　＃　ウント　コノ

　マ川園ラ　キシャガ　キュウコウニ　ナッタンダッチ。然

　大きくなったら何になりたい～

○オーキク　ナッタラ　オマワリサン　ナリタイ。

　どうして？

・ダ・テピ・トルモ・テ・ダ・団・

　こわいじゃないP

Oオトナニ　ナレバ　コワクナィヨ。

　どうして？　うたれたらこわいじゃない～

○ウン　ハンニンヲ　ヤッツケルカラサ。

　ピストルをとられたらどうする？

○ピストルナンカ　ココン　トコ　ヤットクカラ。＃　ウント　ボ

　タンデハメテ　アッカラ　ダィジョウプナノ。然

　新聞なんか見る？

○オトウチャンダケ　ミル。ボクハ　ホントカ　ソウイウノダカラ。

　ニュースは？

○ニュース？／ん。／○ニュースハ　ボク　ミルヨ。然
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〇二thtと言わず「フタリ」といっ

　ている。

○「けど」終助詞か接続助詞かはっ

　きりしない。「イマデモ　ナッテ

　ルケド」は「今でもなるけど」

　の意か。

○「ハン＝ン（犯入）」と言える。



　どんなことを兇た？

○ウーン　カジトカ　ピコウキジコトカ。

　そんなのみたらどういう気がする？

Oコワイナト　オモウ。

　ぼくんちから保育園くるにはどの道士ったらこられる？

○ウントネー　＃　ウーン……　ウーントー　コッチノ　ホウニ

　シバタサンガ　アンジャナイe＃　ソコン　トコ　マガル　トコ

　アルデショ。ソコ　マガッテ　イッテネ　ウント　ソコガ　ボク

　ンチナノ。ソイデ　ソッカラネ　シバタサンノ　ホウ　イッテ

　コッチ　マガッテ　シ／ハラサン　トコ　ズーット　ィッテ　マ

　ガッテ．イッテソィデヨウチエンツクノD然
　ぼくは本；読むの好き？

○ウン。

　読むの自分で～

○ウン。ヨマナイ　トキモ　アル。然

　お母さんがお話してくだすったり，本読んでくだすったりする？

○ウン、，

　どんなお話きいた？　お母さんから。

○コジカノ　バンビトカ　ソウイウノ。

　覚えてる～　きかせて先生に。

○（アン）　アー　ア　ア　ア　ソート……

　こじかのバンビっていうのは～

○コジカノ　バンビッテ　イウトネ　＃　ウント　フユン　ナッタ

　リ　ハルン　ナッタリ　シテネ　オカアサンガ　テッポウニ　ウ

　タレテネ　ツヨイ　オトウサンノネ　（オジ）ガ　ヤッテ　キテ

　ネ　＃　ソレガ　ェィガン　ナッタノ。然

　映1鞠見にいった？

○エイガ　ミニ　イ・カナイ。tt．　カイジュウノシカ　ミ＝　イカナイ

　ヨ。ぐサンダータイガイガー）ト　（キングウイドラー）アー　ウ

　チュウダイセンソウデショ。＃　ソレ　カイジュウモ　デンダヨ。＃

　ソイカラネ　オー　ソイカラ　フランケンシュタイン　バラゴン

　デショ。＃　ウルトラマンデショ。＃　ウルトラマンハ　テレビ

　デ　ヤッテル。＃　ソレト　マグマタイシ。＃　マグマタイシモ

　テレじ，＃　ウルトラマンガニチヨウピ。ソレカラ　アー　ア

　ノアノ　マグマタイシガ　ゲツヨヴ、然

　じゃ1三i曜ヒ1にウルトラマン晃た？

○ウン。イッツモ　ミテンノ．然

　じゃお話して。きのうあったのは？

・・ルト・・’・・／・ういうの・／・ウ・トネ留一ゲ・ラゲ

　ジラガ　カイジュ．ウダ・アタノ。＃　　ソイデネ　オオアバレ　シテ

　ネ　ハヤタタイインタチニガネ　＃　ウントーヘリコプター

　ノッチ　ヤラレテネ　　＃　　ソイデ　　ウルトラマンガネ　　ヨンデ

　キ　ウルトラマンガヨンデネ　＃　ソイデエー　ソイデ

　ヤッツケチャッタノ。然　コンドノ　カイジュウガネ　ゴジラ。

　然　ゴジラハ　ツヨイカラネ　ウルトラマン　コンドモ（デモ）

　マケナイヨ。然　マグマタイシガネ　＃　ミカタキョウリュウト

　タタカワナカッタケド　アノ　カイジュウ　タタカッテ　（バト

　ラ）。ソレガ　マケチャッタノ。＃，　チキュウ＝　ナッチャッタン

　ダヨe＃，　ソレカラ　ゴアガ　カイジュウ　ミンナ　ツクツタノ。
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○道順の説明はむずかしい。

○「～ジャナイ」「～デショjの欝

　い方を好む。

○怪獣ものが勇児は大好きだ。

Ofウルトラマンガ」→「を」か。

○「けど」は終助詞か。



　然

　怪獣のテレビっておもしろい～

○ウン。　タタカイ，スッカラネ。　＃ハヤタタイインタチノネジ
・・トキ紹・ワ・テルヨ．ア・ドラーニプ・コワサ・

　チャツタノ。然ヘリコプターモ　コワレチャッタヨ。＃　ジド

　ウシャハ　コワレテ　イナイケド。＃

　こわれたらどうするの？あと。

○アト　コワレタラ　ヨンゴウデ　ヨンゴウ　ノルノ。＃　ソレ

　ゼンゼン　マケナイカラサ。＃　ヒカリコウセン　ダシタリ　コ

　ウセン　ダシタリネ　＃　（ニンメン）ヒヲ　ダシタリ　シン

　ノ。＃　デンキヲ　ダシタリ　シテサ；＃　ダカラ　マケナイヨ。

　他飼見るテレビでは～

○ホカハ　ナイ。然　オバキュウハ　アルケド。

　きのうのおばQはどんなお話だったP

Oエートネ／あんまりだくさん見るから。／○オバキュウハネ　＃

　ピーコノネ　＃　ウチノ　オウチニ　イッテネ　＃　オッコチソ

　ウニ　ナッテ　ソイデサ　＃　ホイデー　ツリー　シタリ　シタ

　ノ。＃　ソレデネ　オバキュウガ　ツリ　シテタラ　オモイノガ

　ツレテ　ミンナデ　テツダッタラ　ピコウキガ　ツレチャッタ

　ノ。然　おもしろいね。

○ソシテネ　ウント　ピコウキデネ　ウチヘ　カエッタノ。＃　ト

　バナイケド；

　おばQはどこがおもしろい？

○アノ　イヌニ　ホエタリ　スンノガ。＃　オバキュウ　イヌニハ

　ヨワインダヨ。

　先生絵本持ってきたの。この掌読んでください。

○ウン。シマウマトライオ／それから？／○エ

　ヲミテオハナシヲシマシヨウ。
　絵を見てお話してください。ライオンとしまうまがどうしたのか。

○卜一／ライオンがどうしました？／ラィオンガ……

　この絵はどんな絵？

○ライオンガ　キテーネ　ウントー　シマウマガ　キテ　ソコX

　トマッテタラ　ソイデ　シマウマガ　ニゲテー　ライオンハ　ア

　トカラ　ツイテ　キタノ。　＃　ソウシテネ　シマウマガイッパ

イイルト・・イ・テルーイ・ソタラ紹一・ド財
　チャッタラ　マタ　カエッテ　キタノ。

　このお話をして？

○（ン）トネ　ウサギト　カメガ　カケッコシテネ　ソイデー　ウサ

　ギガ　ソコデ　ウー　ヒトヤスミ　ウーント　シテネー　カメガ

　サキニーネ　ヤマX　モウ　ツイテンノ。

　このお話聞いたことある？

○アル。＃ウチニアンモン。ソレ；然ソノホン；
　じゃこれは～

○エー（ト〉ハナヲ　ソダテテネ　ソレカラ　ミズ　ヤッテネ

　（ソウ　ヤッテテ）ミズヲ　カケテ　ヤッタラ　ピーント　ナッ

　タノ。

　じゃこれはP

O（アノー）ココン　トコ　ネズミガキテーネ　ソイデーウー

　ト　ネズミ　トコニネー　ウー　ダンプカーガ　キタノ。＃　ソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一52一

○この幼児，文末に「けど」「から

　ね」「からさ」「してさ」のくる

　文例が多い。

○「イヌニ　ホエタリ　スル」→

　「ほえられたりする」の意。

　受身形使えないらしい。

○何が（主語）「オドロイチャッタ」

　のかが，わからない。



　イデー　エー　アトカラー　クマガ　オイカケテ　キタノ。

　お母さんがね昔話してくださる？

○ウーウン。

　してくださらない？　でも桃太郎さんなんて知ってる？

○シッテル。

　やってみる～
・（）篶て参麦。チ。。タ．

同一幼児（女）の年中，年長期の話しことば

赤中一〇女（5：1）　　1965兄兄本
　お名前なんていいます？

OM’Ke
　おいくつ？

○イツツ。然

　だれとだれがおうちにいますP

Oパパト　マママト　オニイチャンガフタリ　インノ。

　だれが一番好き？

○ママ。

　どして？

○アノ　ママ　ヤサシイカラ。然

　お父さんのお仕事知ってます？

○ンー。

　何してます～

○ギンコウ　ヤッテンノ。

　行ったことある？　仕事しているところに。

○ン。

　どういうふうにやってましたP

Oワスレチャッタ。

　きのう幼児園から帰って何しました？

○ヨウチエンカラ　カエッテ？　＃　ウント　オママゴトデアソ

　ンダ　欽
　　．e　jL”　．
　どっいっふつにしてあそんだの？

○オトモダチ　ヨンデネ　ウント　オママゴト　ダシテ　アソンダ。

　然

　Kちゃんは樗になりました？／○……／何になったKちゃんはP

Oオカアサン。

　お母さんてどういうふうなことしてますP

Oゴハン　ツクッタリ　スンノ。

　Kちゃんのおかあさんは～

○ゴハン　ツクッタリ　ソウジ　シタリ　スル　妖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　1＋L一
　運動会があったわねえどうだった～　預i白いことあったP

Oン。

　お話して。

○アノネ　＃　……カケッコガ　オモシロカッタ。

　それから～

σ一碧・シイ・｛算1・広然

　ほかにはどんなことありました。

○タ……タマ　ワナゲ。然　スズワリダ；然

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一53一

○文節数は少ないが，質問に対し

　てはっきりと答え，内容もしつ

　かりしている。ただ，絵の内容

　推握はむずかしいようである。

○「フタリ　インノ」数字を出し

　てきちんといえる。

○理由文（省略文とも）



　あのね夏休みのこと覚えてるP　楽しかったことある～　どんな

　こと？

○アノネ　ウーンー　ヨコスカデ　トマッタノ。

　それから？

○デネ　＃　ウントー　イッタ　トキネ　＃　ウント　ウミガ

　アッタノ。然ウミデオヨイダ。然
　幼稚園て楽しいでしょ。どんなこと楽しいP

Oユウギシ（ツ〉トネエ　アソトガ　タノシイ。

　何一番好き？ほかには。

○ウンドウカイ？　，然

　大きくなったら何になりたい？

○（オ）ヨメサン。／ん？／○オヨメサン。

　どして？

○カワイイカラ。然

　おうち行くにはどんな道通ったら行ける？

○マッスグ　イッテ　マガルノ。然　ソウ　イケバ　スグナノ。然

　ゴカイノサ　＃　ヨンバンメ。

　テレビ見るでしょう。／○ン。／何見る～

○マンガ。　　　　　　，

　どんなの娘き？

○レオチャン。

　どういうの？

○レォ　レォチャンネ　ウント　ツオイノ。然　コドモデ；＃　オ

　トウサント　オカアサンガ　ヤサシイケド　シンジャッタノ。

　かわいそうね。それで？

○フンデネ　レオチャン　シトリデネ　ウン　ウ　ウーントネ　ワ

　ルイネー　ウーントー　ライオンガ　キタノ　ヤッツケチャッタ

　ノ。

　それ見るの好き？　ほかは～

○ナイ。然

　お母さんがね絵本を読んでくださったりお話してくださったりす

　る？　どんなお話？

○ウサギノ　オハナシ。

　やってみて。自分でご本はまだ読まない？　そう。これね縞馬と

　ライオンのお話なのよ。ライオンがどうしましたか。絵をみなが

　らお話してみて。

○ドッチカラ　イクノ？

　ここからよ。

○コッカラコウイクノ？然デコッチカラィウノ？然
　デ　　コウ　　イッテ　　コウ　　クルノ。然

　ライオンどうしました？

○ライオンガネ　＃　シマーヲネ　ウーン　シマウマガノ　トコ

　イコウト　シタラネ　＃　シマウマガ　ワラッテネ　＃　ソレデ

　イッタラネ　ウント　オイカケテ　キタノ。＃　ライオンガ；＃

　ソレデ　シマウマガ　タクサン　イタカラ　ニゲチャッタノ。

　このお話は術？

○ウサギト　カメサン。韓　アノネ　ウサギガサ　ウントー　カメ

　ガ　「アソコノ　オヤママデ」ッテ　ユッテ　ウーント　キョウソ

　ウ　シタラ　ウサギガ　カタイ　カッタカラ　ウント　モウ　ス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一54一

○「アソト」→「おそと」の意。

○問に対してたしかめの質問を出

　している。

○「ゴカイノサ　ヨンバンメ」と

　きちんと数宇で言ってる。

○「ヤサシイケド」→「やさしか

　斥けど」隠の対応のあやまり。

○わからないときはちゃんと質問

　している。

○「ガ」と言いF／！で訂正。



　グダカラサ　ネチャッテ　ソレデ　カメバ　カメガ　イットウン

　ナッタノ。

　このお話聞いたことある～　ん。だれから？

○ママ。

　じゃこれは僧でしょう。

○アノネ　オハナヲ　ミズヤッテンノ。＃　コレ　カレタンデ

　ショ？　然　カレタノー　ノ　ノビタノ。

　じゃこれは？

○ト　ネズミガ　イテ　クマガ　イタノネ。＃　ソウシタラ　クマ

　ガネズミノ　コi・　オイカケタノネ。＃　ソイデ　ネズミー

　ウント　クマガ，ネ　＃　ジドウシャニ　ブ　トラックニ　ブッ

　ヵッテネ　＃　ソイデネズミガウントー　トンジャッタノ。

赤長一〇　女（6：！）　　　　！966　　兄　兄　本

　お名前いってください。

OM’K．
　いくつですか？

○ロクサイ。

　おうちにはねだれとだれがいます？

○オニイチャント　フタ￥トネー　ママトネー　パパトネー　アタ

　ン。

　全都でなん人？

○ゴニン。

　だれいちばん好き？

○ママ。然

　どうして？

○ヤサシイカラ。然

　やさしいってどういうのP

Oアノネー一　ナンデモ　チャント　シテ　クレル　コト。

　どついりことちゃんとしてくれるの？

○アノネー　茸　ガム　カッテ　キテトカ　イウトネー　＃　　「ハ

　イ」ッテ　イウ　コト。

　お父さまのお仕事知ってる？

○シッテル。然

　なにしてらっしゃる？

○ギンコウ。然

　銀行ってどういうことやるの？

Oアノネー　オカネヲ　ノ　コマツテル　ヒトヤネ　＃　ソウイウ

　トキニタスケテアゲル（ヒト）。然

　しかられることある？

○アル。

　どういうとき？

○アノネー　＃　アンマリ　オソトデ　アソビスギタ　トキ。然

　ほめられるときは？

○アル。然

　どういうとき？

○アノネー　パン　カッテ　キタリ　スル　トキ。然

　お兄ちゃんは何・年生？
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Oiオハナヲ」→「おはなにj
　　　　　x　rm　一

○「ジドウシャニ」といって，あ

　と「トラックニ」と訂正してい

　る。

○年長になると，長く話せるよう

　にもなり，複雑な構’文を使える

　ようになる。

○自労をfアタシ」といって家族

　の一人として答えている。全体

　の人数も言える。

○わからないのがあたりまえ。



○サン　ヨネンセイ。然

　もうひとりのお兄ちゃんは～

○チュウガク　サンネンセイ。／大きいのね一。

　お兄ちゃんとなんかします？

○スル。

　どういうことする？

○アノネー　＃　センシャゴッコ　シタリ　シテ　アソンデル。然

　運動会があったわね。

○ウン。

　やりました？

○ヤラナカッタ。

　どうしてやらなかったのP

Oカゼ　　ヒイテ　オヤスミニ　シテネー　＃　ソレデー　　ミニ

　ィッタノ。然

　たのしそうだった？

○ウン。

　どっいつのやりたいと思った？

○カンガルキョウソウガヤリタカッ（タ）。

　カンガル競争ってどういうふうにしたの？

○アノネー＃……ワスレチャッタ。然

　夏休みのこと覚えてる？

○オボエテノレ。

　いちばん楽しかったこと覚えてる？

○オボエテル。／きかせて。／○アノネー　＃　ハジメニネー……イ

　ズイッテネー＃ソレカラネーーマタソノツギノヒニ
　マタ　トマッテネー　＃　デマタ　カエッテ　キテ　コンドハ

　カルイザワヘ　イッタノ。然　ソレデ　ズーット　トマッテ　ソ

　イデナツヤスミノ　オワリコロニナルト　カエッテ　キタ

　ノ　欽
　　O　iJl一

　軽井沢っていうのはどういうところ？

Oアノネー　＃　イ　ヤマガ　アッテネー　ソレデ　キ　キトカ

　サイテテネー　ソレデオハナモ　サイテテ　チヨウチョトカ

　トンデル　　トコロ。然

　涼しかった？

○ウン。

　伊豆ではなにをしたの？

○ウミデ　アソンデタノe然

　どういうお遊びしたの？　海で。

・ア・ネー＃一糖ブク・モ・テネー P41・ブ留・
　ブヤッテ　オスナトカデアソンデタノ。然

　きのう日曜日だったわね一，なにしました？

○ヨシコチャンテ　イウ　ニネンセィノ　オネエサンガ　イ　ウチ

　ニハ　イナイケド　オトモダチデネー　＃　ソレデ　ソノ　ヒト

　ト　タミーチャンデ　アソンデタノ。然

　タミーちゃんてどういうふうにして遊ぶの？

○オニンギョウデネ　オヨウフクトカトネ　カツラトカ　アッテ

　ネ　＃　ソウィウノデネ　アソンデタノ。

　それからなにしました？

○アトワスレチャッタ。然

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一56一

○「シタリ　シテ　アソンデル1

　したりし：⊆と言える（前出）。

○「カゼ　ヒイテ　オヤスミニ

　シテ～」と理由，原因を述べる

　接続助詞「から」「ので」を使わ

　ないで「て」ですませている。

○「ハジメユ」で言いはじめる。

　なかなか論理的。

○「オワリコPニ　ナルト　カエッ

　テ　キタノ」時の対応がおかし

　い。「ナルト」不用か。

○題目語の欠けている構文。「トコ

　wjでまとめている。

○今何をしてたのか？と聞いたら

　「アソンデタノ」でもよいが，

　質問は過宏のことを聞いている

　のでおかしい。幼児は現在のこ

　ととして認識するのだろうか。

　→「遊んだの」

○「アソンデタノ」→「遊ぶの」

　の意。



　幼稚園て楽しいわねどういうことやる？

○オカアサンゴッコトカ　ヤル。然

　朝来たらどういうふうにするの？幼稚園では。

○アノネー　タイソウ　シテカラネー　ゴア　アッ　ゴアイサツ

　シテカラネー　　タイソウニネ　シテネー　　ソレデ　……ソレデ

　ネーオユウギデネーシテカラ　モドッテネー　ソレ
　デー　……デ……　ソレデネー　ウントネー　オナマエ　ヨンデ

　カラネーソレデネー：コンドホントカヨンデルノ。然
　先生にね，読んでもらった本だとかね一きいたお話でね一，みた

　紙芝屠でね覚えてるのある～

○アル。然

　きかせて。

○アノネー　……　アノネー　＃　ムカシノ　トキ＝ネー　ウサギ

　ガ　イテネー　カワガ　アッタンデネー　ソノ　カワノ　ムコウ

　ノ　ホウニネ　ウサギノ　クニデネー　ソレデ　ウサギノ　オカ

　アサンタチガ　スンデタノネー。ソレデネー　ウサギハネー　ウ

　ント　コマッテタノ。ソレデ　イキタカッタカラネ　ソレデネー

　サメガ　キテネ　イッパイノネ　カゾクヲネ　オシエテネー　カ

　ゾエテ　ミテアゲルッテ　イッタノネ。ソレデネー　カワヲ　ワ

　タリタカッタカラ　ウソツイテタノ。＃　ソレデネー　ソレカラ

　ネー　イチ　ニイ　サン　シイッテ　アルイテタノネー。ソイデ

　ネー　キレイニ　ナランデルデショウ。ダカラ　カワノ　ムコウ

　ノ　ホウマデ　イキソコナッ　イ　イコウト　オモッタノネ。ソ

　レデ　ウソ「ウソダヨー」ッテ　イッタノネ。ソシタラ　モウ

　オトシチャッタノ。＃ソウイウオハナシ。然

　あのね，大きくなったらね，なんになりたい？

○アノネー　……アタシハネ　オモチャヤサンニ’ナリタイ。然

　どうして？

○オモチャダッテネ　イウノガ　オモシロイノ。然

　かずをね一いくつまでかぞえられる？

○ヒャクマデ　カゾエラレル。然

　十から逆にかぞえられる～十，九ってこう下に。

○カゾエラレル。

　やってみて。

○ジュウキュウハチナナロクゴヨンサンニイイチ。
　こ1十からは～　　　　　t“

○カソ“エラレル。

　夢みる？

○アル。ユメ　ミル。，然

　どんな夢みた？

○アノネー　オニイチャンガネー　ウソ　ツイタ　ユメ。然

　それでどうなったの？

Oアノネー　アタシガ　テレビ　ミテタンダヨネー。＃　　ソシタ

　ラ「トリガイタ」ッテ　イッタンダヨネー。＃　ソシタラ　ミ

　テタンダヨネー。＃　ソシタラ　ミテタンダヨネー。＃　ソシタ

　ラ　イタンダヨネー。＃　ソレ　ツカマエヨウト　オモッタラ

　ニゲチャッタノネ。ソシタラネ　オ＝イチャンガネ　ウソ　ツイ

　テ　ドサヨナラ」ッテ　ユッタノ。ユメ　ミタノ；然

　テレビを児る？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一57一

○助詞の誤まりが多い。

○「ムカシノ　トキニ」はおかし

　し㌔

○「アッタンデネ」縛「あって」

　か。

○「だれが3「だれを」がよくわか

　らない。

○この文よくわからない。



○ミル。

　なにいちばん好きで見る？

○マンガ。然

　マンガの中ではなに？

○アノネー　アノネー　ウッドペッカーッテ　イウノネ　マンガガ

　アッテネ　＃　ソレヲ　ミルノ。然

　どんなお話，ウッドベッカーって。

○アノネー　カラスミタイナ　トリガ　イテネー　ソノ　トリガ

　ナマケモノデネー　ソレデネー　テヲ　キロウト　オモッタラ

　ネー　キレナカッタンダケドネー　ソレハ　コンクリートデ　デ

　キテルネー　ウーント　テダッタノ。／そんなの？／○ウン。

　きのうヨ曜臼はおばQ見た？

○ミタ。

　どんなお話だったか覚えてる？

○アノネー　＃　オバケノネー　オバケタイカイッテ　イウノガ

　アッタ。然　　ソイデネ　オバケガ　　イッパイ　キテネ　　ソイデ

　ネー　アメリカノ　オバケトカネー　ソウィウ　オバケガ　イテ

　ネー　……ナンダッケナ　ドVンパッテ　イウネー　アメリカノ

　オバケガ　イテネ　ソレヲ　ソレガネー　マエカラノ　オトモダ

　チダッタノ。アトノ　ゼンプパ　オトモダチジャ　ナイノ。ソレ

　デネー　ウーント　ケーキ　サムイ　クニノハ　サムイ　トコガ

　スキデショウ。ダカラ　レイゾウコン　ナカヘ　イレチャッテ

　ネー　キツキツデショウ。ソレデサー　アツイ　クニノネー

　エート　オバケガネー　アツイ　サム　ウチン　ナカハ　アツイ

　カラッ　サムイカラッテネー　ウーント　ストープトカ　イッパ

　イ　ヤッチャッテネー　＃　ソイデネー　「オナカkイタ」ッテ

　イッタノネ。アツイ　クニノ　オバケガ；＃　ソレデネー　アケ

　テ　ミタラネ　ナカ　カラッポダッタノ。＃　アノネー　キツィ

　カラッテ　ゼーンブ　タベチャッタノ。然サムイ　クニノ　オバ

　ケガ；／冷蔵庫の中のものみんな食べちゃったの？／○ウン。／

　けっきょくどうしたの？／○ソレデネー　オナカ　スイタデ

　ショウ。ダカラネー　キュウ　キュウチャンジャナクテ　ドP

　ドロンパガネー　ウーント　「オンナノネー　オヒメサマニ　シ

　テ　アゲマショウ」ッテ　イッタンダヨネー。＃　ソシタラネー

　ウーント　キュウチャンガネ　オンナ　オトコナノニ　オンナノ

　ネー　＃　キモノ　キテ　デテ　キタラネ　オモシWガッチャッ

　テネ　＃　ミーンナ　トンデ　イッチャツタノ。／そういうの

　だったの？／○ウン。／よく覚えてたわね一一一・。

　ほかはどんなのみてる？

○アトネ　ウルトラマンテ　イウノ　ミテンノ。然　ソレトネー

　ウーント　コジカモノガタリッテ　イウノ　ヤッテルノ。ソレモ

　ミテンノ。然　ソレネー　ジュウイチジマデダカラネー　＃　ド

　ヨウビニ　ヤルカラ　ドヨウビ（ノ）　ア　コノ　ツギ，　ニチヨ

　ウビデショウ。ダカラサー　ダカラ　アレー　ヤッタ（ノ〉　ミテ

　タノ。然

　どんなお話だった？

○アノネー　＃　アノネー　ハジメニネー　チッチャイ　コドモガ

　ネー　ウーント　ヨウ　ヨウチエンニ　カヨウ　マエナノネー。

　オカ　オトウサンガネー　ナンカ　カイX　イッタノネー。ソシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一58一

○助詞の使矯の誤用。

○「～マンガをみるの」と欝わな

　い構文がおもしろい。

○テレビをよく視聴している幼児

　が一般に文節：数も多いD

○この年はおばQのテレビに人気

　があった。

○この幼児は内容もくわしく話せ

　る。

○　「～デショ」　という問いかけ的

　な話し方をこの幼児は使う。



　テネー　ムラノネー　ヒトビトタチニ　オシエタンダヨネー。ソ

　シタラ2・　一・「カイモノ　イッタンダヨ」ッテ　オシエタラネー

　ソシタラ　オトウサンガ　オコッテネー　（キッカッテ〉　キテネー

　ソイデネー　ウマゴヤガ　アラサレテタノネー。ユビナシグマッ

　テイウノ。然　ムカシノ　オハナシ。然　ソレデネー　＃　チッ

　チャイ　コガネー　＃　シカヲ　ミツケテネー一　シカヲ　カッタ

　ノネー。鱗　ソシタラネー　シカガネー　スゴーク　イタズラモ

　ノデネー　　ソイデネー　アトカラネー　　オカアサンガネー　　コジ

　カヲ　コilシチャッタノ。然　テッポウデ；然　ソレデネー

　チッチャイ　コモ　マタ　コロシチャッタノ。ソシタラネー

　ウーント　チッチャイ　コガ　ウチカラ　デテネー一　＃　カワヲ

　ワタッテネー一　ソレデ　フネニ　チッチャイ　コプネニネ　ノッ

　テネ　ナガレサレテ　イッタ　トコロヘネ　フネノネ　オジサン

　ガ　キテネ　　＃　ソイデ　　ソレヲ　タスケテネー　　ソレデ　　カ

　エッチ　キタノネー。＃　ソシタラ「オソカッタネー」ッテ　ィッ

　タラ「ウン」テ　イッテネー　＃　ソレデ　ソレデネー　ウーン

　トィヨクナッタラモウオワッチャッタノ。然コノ
　ツギノパ　オモシロイノe／つづくの？／○ウン。然

○ウン。／それでもうひとつはウルトラマン？／○ウン。

　ウルトラマンはどんなお話？

○ニチヨウビ。然アレハネーアノネーキノウキノウヤッ
　タノハネー　　＃　Xカラ　　トビダシタ　カイブツガ　デテ　　キテ

　ネー　ソイデー一　カイブツトカ　ヤッツケルネー　チョウカンガ

　キテネーケケンミタイナモノ　コウヤッテヤルノ
　ネー。＃ソウスル1・ウルトラマンガデテクルノ。然ソレ
　カイブツグライデネー　　＃　ダンチヨリモ　オッキイノ。然

　お母さんね絵本読んでくだすったりね一，お話してくだすったり

　する？

○スル。然

　どんなお話聞いた？

○アノネーウサギトカメ。然
　それからどんなお話聞いた？

○アトハ　ワスレチャッタ、，

　二・：L　一’一スなんか見る～

○ミナイ。然

　交通事故なんて見たことある？

○アル。然パパ　クルマ　ウンテン　シテテ　マエ　ヤッチャッタ

　ンダ。然アノネー　トラックニネー　＃　ホラ　シタニハ

　イッチャッタリネー　＃　ウーントネ　タクシーニ　ブツカッタ

　リネー一　＃　ソレニネー　 スピードイハンダッタリ（　　）。／お

　父さんが？／○ウン。／あらたいへんじゃないけがしなかった

　の？／○ウン。オニイチャンガ　ノッテル　トキニネー　ウーン

　ト　アノネー　チッチャイネー　トラクニ　ノルチッチャイ

　ネコガネー　トラックニ　ハネラレチャッタカラネー　イッテ

　ミタラネー　「イマヤッ9タンデスヨー1ッテ　イッテタ。然

　2Y＝＝イチャン　ツレテ　イッ7　1嘘／　ハナシ　オシエテ　ク

　レタノ。然

　絵奉持って来たの劇一一これ読んでください。

○シマウマト　ライオン。＃　エヲ　ミテ　オハナシ　シマショウ。
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○「イ可を」教えたのかわからない。

　のちの文でのべている。

○「使役動詞十受身」の形式はむ

　ずかしいようだ。fながれる」「な

　がす」の自他の使用の誤まりも

　からむかはっきりしない。

○「キノウ　ヤ・ソタノハー1と題目

　語が提示されているが，文末

　f～だったの」が欠けている。

　話しことばにはこのようなξ艶文

　が多いが，文脈のそれである。

○「スピードイハン」ということ

　ばなど睡常化しているようだ。

○スラスラと読めた。拗音も正し

　く読めている。



　絵を晃てお話してください。

○アノネー　ライオンガネー　シマウマ　ネー　タ　サガシテタンダ

　ヨ不一。ソシタフ不一　シマウマガ　イッピキ　イタノ。＃　ソ

　シタラ　ライオンガ　タベヨウト　シタラネー　ニゲテ　イッテ

　ネー　ソレデー　イッパイ　イルネー　イッパイ　シマウマガ

　イル　トコ　ツレテ　イッチャッテネー　ヒ“ックリシテネー

　アー　ソィデネー　トバサレチャッテ　ワーッテ　イッタラネー

　ソシタラ　シマウマガ　ワラッタ　トコロ。然

　でライオンはどうしてるの？

○ニゲチャッタノ。

　こんどうさぎとかめのお話聞かせて。

○アノネー　アレー　コッカラジャ　ナカッタネ。＃　アノネー

　ウサギガ　冷込ガ　オサンポ　シテタノ。ソシタラ　ウサギガ

　キテネー「ヤー　ノロマノ　カメクン」テ　イッタンダヨネー。＃

　「ボク　ソンナニ　ノロマジャ　ナイヨ1ッテ　イッタンダヨ

　ネー。ソシタラ「ボクトネー　キョウソウ　ショウ」ッテ　イッテ

　キョウソウ　シタノ。ソシテネー　ウサ　カメパ　オソイデショ

　ウ。ダケド　ウサギノ　ホウハ　サキニ　イッテネー　チョット

　ヒルネヲ　シテタラ　ウチニネー　イチバンノ　タカイ　ヤマノ

　ホウマデ　イッチャツタノ。＃　ソシタラネー「キミ　ホントニ

　ボクヨリモ　タカ　ハヤイネ。ダカラ　ボクト　イッショニ　ア

　ソボウヨ」ッテ　イッテ　アソンデタ　アソンダ　トコロッテ

　イウノ。ハナシ；然

　このお話ね，なにしちやいけませんていうお話？

○アノネー　イジワルヲ　シチャ　イケマセンチ　イウ　オハナ

　シ。

　そういうお話だと思うP

Oウン。

　だれがいじわるしたの～

○ウサギ。然

　このお話してみて。

○アノネー　チッチャィ　コドモガネー／こちらからよ。／○ハナガ

　カレタノネー。ソシタラ　チッチャイ　オトコノ　コガネー

　ウーント　ミズヲ　ヤッテタノ。ヤッタノ；＃　ソシタラネー一

　ウーン　オテンキデ　ソレデ　シバラク　シテネー　オテンキデ

　ショウ。ダカラネー　ウーント　オハナガ　ノビテ　キレイニ

　ナッタノ。然

　こんどこれは？　これもこっちからね。

　先生をよく覚えてた？

○オボXテナカッタ。

　でもリスぐみのときやったの覚えてた？

○ウン。

　この三番自のお話きかせて。

○アノネー　クマガ　ネズミヲ　オイカケテタンダヨネー。ソレデ

　マチン　ト：コロノネー　ニンゲンガ　トオル　ミチカラネー　デ

　テ　イッチャッテネー　クルマガ　トオル　ミチニ　イッテネー

　ソシタラ　トラックトネー　ウーントー　イッショニ　プツカッ

　チャ　クマガ　ブツカッチャッテネー　ソイデネー　ソレデ　オ

　オケガヲシタ　トコロ。然
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○絵の解釈は年中晴よりもよくで

　きている。

○ライオンがびっくりしたのか，

　縞馬がか，主語がないので，絵

　がないとわからない。

○長い文が切れないでつづいてい

　る。最初に「この絵」はという

　ことばはないが，最後は「～トコ

　ロ」といって結んでいる。

○名詞が連体修飾語になる場合助

　詞の「の」がっくが，それに影響

　されたか「イチバンノ　タカイ
　　　　　　　　　　も　～」と誤用している。「いちばん」

　は副詞として「高い」を修飾。

○「～ヨり」を使用している。

○逆から話そうとする幼児がい

　た。

○「歩道」「車道」ということばを

　知らないので，「ニンゲンガ　ト

　オル　ミチ」と「クルマガ　ト

　オル　ミチ」で表現している。
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第1章　文構造の分析の方法

1．1　3歳までの文の発達

　3歳までの文の発達を筆者は五段階に分けて考えている。磁1＞

　（1）一語文の蒔期（1歳前後）

　（2）二語文の発生（2歳前後）

　（3）多語文，従属文のil寺期（2歳半前後）

　（4＞文章構成期（3歳前後）

　（5＞一応の完成期（3歳～4歳〉

　ここではくわしいことは述べないが，幼児は！歳前後になると，大入との共有語（有意味語と

もいわれている。）それも一語からなるので一語文と言われるが，そのことばを使って，事実を述

べた1）　，願望や要求を表わすようになる。「あ！　自動車だ」「自動車に乗りたい」と霊いたいと

思っても，まだかれらはそのような形式で話すことができないので，ただの一語「ブーブー」で，

それらの意昧を含めて発話するのである。だから，その一語はのちに分化する主語である場合も，

補語，述語である場合もある。
　（注2）
　それが早い幼児で1歳半ごろから，おそくも2歳前後になると単細胞が分化していくのにたと

えられるように頭としっぽ，おなかとしっぽというように二つに分かれていく。すなわち主語＋

述誌，補語÷述語などの二誌文になっていくのである。

　2歳から2歳半前後になると，それら主語，補語，述語などに修飾語がついて，その修飾語は連

体修飾語の場合も連胴修飾語の場合もあるが，もの・ことをより細かく，正確に表現することが

できるようになってくる。したがってこ語文でなく，三語文，四語文と多語からなる文が使えて

くる。その連胴修飾語，連体修飾語の形態も，語からなるばかりでなく，一隅の判断を形成する

文からなって，その文が，もとの文に対して，原因，理由，時，場面などをつけ加えていくよう

になってくる。もとの文に従属しているという意味で従属文と名づけられたりしている。つまり

一単位となる文が二つ重なったり，文の中にはめこまれて一文の形式が複雑になってくるのである。

　そして，3歳前後になると，これら文が文÷文＋文……と重なって，あるいは，接続詞によっ

てつながり，段落を形成し、幼児の発話が構成的になってくる。かくして，文章を構成する要素

の大部分が3歳蔚後から4歳にかけて幼児に習得され，これらを自由に応B’3して，会話をしたり，

説明をしたりすることができるようになるのである。

　それでは，その後の幼児の文の発達はどんなふうな実態を示しているだろうか。それを幼児

の一応の到達点である5～6歳児を中心としてみていくことにする。ここでは文が形成していく

過程からみていくのではなく，到達点を浅慮しているものとして，文構造の形態が，幼児におい

てはどんなふうな構造をしているかをみていこうとするのである。そして，年長児の使用する文

　（注！）大久保愛『幼児言語の発達訓東寒堂出版）192ぺ

　（注2＞補語についてはのちに述べる。　一応英語のoblect牽αとしておく。
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構造がきまったら，罷申，年少ではどうか、年少から見ると年中，年長ではどのような文構造の

発達がみられるかを調査してみようとするのである。

1．2　幼児の文構造分析のための方法

　幼児の文構造をみる場合，旺i本語の文構造についての分析，研究があると，それに従って分析

することができるが，現代語の文研究が立ちおくれている上に，（最近はチョムスキー流の文につ

いての考えが入ってきて，主語の問題なども討論され，難語畑以外で盛んになってきている。）

現代語自身もいろいろの聞題をはらんでいて，一筋なわではいかないところがある。これまでも，

由田孝雄の文の種類の分け方（文を単文，複文に分け複文を重文，雪下，有属文としている）と

か，橋本進吉の連文節の考えによる文の分析とか，時枝誠記の入れ子型構造分析などの試みがな

されていて参考になるが，筆者が主として参考にしたのは，それらももちろんであるが，幼児の
　　　　　　　　　　（注1＞
構文の分析に適轟と思われる以下に述べる二種の文献である。

L2－1　チmムスキーの生成文法

　その一は，1957年，NQam　Chomskyにはじまる生戒文法（generatlve　grammar）の考え方であ

る。くわしい文分析については当初よりChomsky霞身の考え方も変ってきているようだし（1965

年），弟子たちによっても種々論議され，その種の論文が発表されておt）　，立ちいったことはここ
（注2／

で述べるつもりはない。しかし，ここにあげたのは，その考え方が，幼児の文無造の発達をみ

ていく場合，非常に参考になるからである。そのためか，アメリカでは，幼児のことばの研究に

生成文法の考えを使って構文の分折をしている網をよくみる。以下に参考にした文献をあげる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注3｝
　（1）Lois　Bloomは“Language　DevelopineRt”で生成文法の言語理論が幼児の言語及び欝語発達

の研究者に影響を与えているのは，次の二つの面からであると述べている。

①言語構造において深層と表層の区鋼を考えたこと。

②構造を述べるために意味というものが本質的な関達をもっていること。

　そして次のような例をあげている。“Mommy　sock”ということばが次のような二つの場晦で幼

児に使われたという。⑧キャサリンがお母さんの靴下をもちあげて，“Momrny　sock”と譜つた。

（注1）講座現代語∫r｝語文法の問題点毒（明治玉江院）進藤正邦「文構造とその図解法」などにも，例

　がみられる。その他，ヨ並砂ぎ圏語法文＝鵜編（三省堂）でも「文」「文の類型」等について扱っ

　　ている。また，国立悶語研究7弄報告18『話しことばの文型（1＞』（！960）（以下勝点出1』として131

　　用〉では飯豊毅一が「構文jについて分揖を試みている。

（注2）1957年に畠た嘘縄は“Syntact三。　Structure”（勇康雄訳『文法の構造藷研究社）で，1965年にEl：1た

　のは，“Aspect＄of　the　Theory　of　Syntax”（安井稔llく『文法理論の諸相』研究室1⇒である。その閤

　　にチョムスキー自身の考え方に変更が見られる、

（　／’：一i’：．　3　）　Paula　MeRyuk　’‘Sentences　Children　Use”　（！969），　Lois　Bloom　“Language　Development　t　Forrn

　aRd　Function　in　Emerging　Graminars”　（！970），　Carol　Chornsky　‘’The　Acquisition　of　Syntax　in　Child－

　　ren　from　5　to　IO”（！969），ともにThe　M．里，TPress，　David　Mcneill”The　AcqUisition　of　Language：

　　The　S£tidy　of　Developmental　Psycholinguistics（佐藤方哉他訳にとばの5隻得違大修館，　i972），の

　　ちに筆者が参考・として引用するMenyuk“The　Acquis婚。鍛and　Development　of　L蹴guage”（Prent三一

　　ce－Hali，！971）などなどと多い。

　　生成文法について概観が知りたい場金は，安井稔編ぎ新．滋㍊季学辞典』研究社，ig71）がある。
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⑤お母さんがキャサリンにキャサリンの靴下を与えたとき“M。mmy　sock”と言った。それが表

層では同じことば“Mommy　sock”で発せられたというのである。つまりお母さん（mommy）は

⑧の例では修飾語であり，⑤の例では，行為者であるというわけで，幼児のことばは，みかけで

はこのようにあいまいなので，生成文法的考え方，つまり深層に入って考えないことには解釈が

できないというのである。筆者もこの本で，用例の解釈には，注釈をつけて幼児の深層を推察し

た。

　（2）参考にしたもう一つの書物は，Paula　Menyukの“The　Acquisition　and　Development　of

Language”である。その中から生成文法について述べてあるところ（17ぺ～20ぺ）を，筆者の考

えも多少つけ加えながら引用する。

　生成文法での統語規則は，文の機能的関係を述べ，言語の部門を決める。文法の統語部門は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）
基底構造規則と変形規則，形態規則からなっている。籍語の底の各文は核連鎖である。基底構造

規則は次のような種類の書きかえ規則によって核（文）を生成する。

　　　　　　S一→NP÷VP　文（S）は名詞句（NP）と動詞句（VP）に書きかえられる。

　　　　　NP一→Det．÷N　　名詞句（NP）は限定詞句（Det．）と名詞（N）に書きかえられる。

　　　　　VP一→V÷NP　　動詞旬（VP）は動詞（V）と名詞句（NP）に書きかえられる。

　文の主語は文の名詞句である。文の目的語（筆者の補語のちに述べる）は動詞句の中の名詞句

である。文の述語は，文の動詞句であり，主動詞は動詞句の中の動詞である。母国語話者が内蔵

している言語能力は，有限な手段を用いて無限な文を生成している。そのように文法とは，無限

な文が生成できるように考えていく規則の集合，しくみであり，生成文法はそういうものなので

ある。

　そして，文を形造っている要素をかりに語と呼ぶと，これら語は同一平面上に並んでいるわけ

でない。互いに引き合っていて，引き合うものどうしがまとまり合うことによって一定の構造

をなしている。それを句構造（phrase　structure）と呼び，枝分れ図（tree）で示される。（図1参

照）

図1
　　　　　　　　　s

Subject　Predicate
　　　NP

．へDet．　N
　　　　　vp

Main　．Verb　Object

　　V　Det．　N

（注）三部門の一つで，syntact三。　componentという。他に音形部門（phonological　component）と意

　味部門（SemantiC　COmpOnent）とがある。
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　底の連鎖の各語（たとえば名詞，動詞）は，統語的，意味的，変形的特性を持っている。そし

て・書きかえ規則に加えて選択規則によって，次のような文“The　beaUty　iS　eVerlasting”は，

beautyが抽象名詞でArt・＋Nの形では決してあらわれないから，文法的でない文だという。

　また，基底構造連鎖は変形焼則で前文をつけることによって疑問文（Q＞，命令文（lmp＞，感嘆

文（Emp），否定文（Neg），疑問，命令文（Q－lmp＞ができあがる。

　　　　　S一　（Pre　S）　NP　＋　VP　（Adv）

　　　　　　　　　　　Q
　　　Pre　S一　lmp　（EMP）　（NEG）

　図2は“The　boy　hits　the　bai｝”の基底構造の枝分れ図である。連鎖（記号列〉の各語（語彙目

録）は統語的，意味的，変形的性質をもっていて，たとえば，boyは名詞で，単数で，生物で，人

間で，男であって，音は，／b〃oy／の順からなっているというのである。

　変形規則はさまざまな文を生成するために底の連鎖を操作する規則である。核の中で削除，遣

きかえ，変換をおこなってさまざまな文型が生成される。
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　図3はSlとSHの基底構造の枝分れ図である。連鎖は結合とか埋め込みの操作を使用するこ

とによって，長い文を理論的に生成することができる。（筆者の場合は連体修飾語をr埋め込み」

と見ないで，取りだして別箇に分析した）

　以上が，ブルームフィールドによって代表されている構造書語学に対して出てきたチョムス

キーに代表される生成文法の中心的考え方の簡単な要約である。このような考え方は，幼児が文

を生成していく過程としてもうなづけるところがあるので，枝分かれ図で幼児の文を分析するわ

けではないが，購文分析の一つの考え方として参考にした。

1．2－2　『話しことばの文型2」

　これは国立国語研究所の報告書23（1963年）として出版されたもので，構文のところは，鈴木

重幸・南不二男が担当している。（以後『話型2還として弓慨する）その中で文構造に関係したと

ころをみていく。ここでは，構文の型を次のような種類に分類している。（98ぺ）

　独立語構文

そして，成分の種類は，（！13ぺ）

　　　（骨ぐみ戒分）……∫述語曹主語

　　　（一分、．……聯轍1窺語｝（いわゆ・翻蠣）

　　　　雛轡｝（い概鱗・）

ついで，成分の略号を引f9すると以下である（110ぺ〉。

Z……述晋吾

S……主語（S〆と共存するばあいは部分福吾）

　S’……いわゆる総主

M……目的語

　Mヲ……「〈体言〉ヲ」の関係に立つ繍的語

　Mゴ…ぜ〈体言〉二」の関係に立つ凱的語

H……　掃爵吾

　H1……結果的補語

　翫……内容的補語

R……連用言吾

」　……：伏汚芒言吾

丁……陳述的成分

○……独立語

また，

K……従属句

s，m，z，……は，S，M，　Z，…とそれぞれ周期の成分

【D］……独立語構文

【Zl……述語構文

　〔Z）……基準構文

　　／…Zた…骨ぐみ構文

　R／…Z／……連1濡訊R）による拡大構文

　」／…Z／……状況需曇ξ〈」）による拡大構文

　K／…z／……学会構文

　丁［Z］……陳述的成分（T）のついた付加構文

　D［Z］……独立語（D）のついた付加構文

　K［Z］……従属句（K＞のついた付力ll構文

各構文型における成分の意味的特徴の概観は次表のようである。（111ぺ）
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独瀬
立

　
…一 意味的特徴

圃

1…髞F灘瀦麓1：：：l

　　　l

述

構

文

lz］

基準構文　i
（骨ぐみ戚：分＞i

　　、　臨髄どの）酬鰍態鷹量．鱒．。
　　　　　　i

（拡大成分〉

（従属句）

　
　
　
　
　
　

S
M
H
E
成
R
j
蝿
K

　　　K

i盤ぎ翔灘蟷、；手謂哲’’”

品詞の状態……

醐汁活動・精神活動の内容：……

出田はうす・働個フ・態・十一の）繊・il圭……
…空間・時悶・1京陰i・理甘1い甕：1的・条件（薄ミ定・ii窪定）……

比較的はっきり現われている条件（確定）
］

r
段脈的駄表現意陶辛華足藷1蹴示．．．．

呼びかけ・応答・評価．提ラJ≒＿＿

条件（確定一一一主観的な），事実の提示的表現……

これら略号を使って，各文を分析すると以下のようになる。（240一一250ぺ）

一頭デ… u…wh…rmndt
　　　　　‘窄　　．

ぎ｝ナ 例

　SH，Z
（骨ぐ．み構文）

　SjJZ
（拡：大三文〉

、
．
コ

○ボクハ（S）「コリャ　マズイ」ト（H2）　思ツタ（Z）。

○火ハ（S）　ミンナノ　努力ニ

エマシタ（Z）t）

ヨッテ（」）　午前三三時二（」）　消

　　　　　”1
蕊認LZ障勘罫ハ（s）駅カラ 遠イケレド（Kケレド）広ク（H蓋）

王ξ。SM，z　iδ聯…撒ヲ．タメtt「嬰。テ；マ。テ（K。），

（触1徹し－L（S＞タクy一ヲ（M・）tw・タ（Z）・

ヒトビトハ

TDKがSハziOソレジャ（T）　ミナサン（D）タイヘン　タイクツナ　話デ　モ

（肋三月ウシワケアリマセ。デシタガ（K。）蝋ノ話一（s＞オシ
　　　　　　1マイデ。（Z）．

　　　　　　L

　筆者が幼児の文の分析をするときの呉体的操作について略号とか略暑の内答について考えると

き，この本の世話になった。ただ，主語をSとして認めながらも，鷺本語の特色として考えられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注1）

（注ユ）三上章『象は郵が長い一日本文法入門』（くろしお廊版）ヂ日英文法の比較」の章で，罎本語

　　における主語に疑義を起こした人々の意見をあげている。この本全体もそのことを扱っている。

　　特に「は」に焦点をあてている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　67　一一



たのか，述語構文の中に入れているところは肯定できなかった。幼児の文構造形成過程として，

文を生成発展的（表ee　surfaceと深層deepの構造structureを考える）なものとして考えるとき，

また，操作の上から（これはil話型2』の場合も扱い上はSを大きくとりあげている）も，主語の

あるなしでみていくほうが納得できると思って，筆者の場合は主語を大事なものとしてとりあげ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二三2）
た。

1．2－3　この本の方法と略号

　この本の文構造分析の操作を述べる前に，前に述べた3歳前後に成立する幼児の文の形成過程

を筆者の考えで図示してみる。立体図にならないので適切にあらわせないが，このような過程で

文が生成していくと今のところみているのである。すなわち，混沌とした未分化の時期から一語

　　

＼→
　
　
　
　
　
イ

語
語
用

主
補
連

語画誓
口薩辛

ノ葎棄口飾試用
吾
連→蠕

立
口述

ノ獅寸胴
部
連
補

→銘

匪ヨー一［亜判

｝　一語文の深層

　
　
　
文

　
　
　
語

　
　
　
二

　
文語多一

｝轍

文　　接続詞　　文　　接続詞　　文　……

　　　　一　「一一

画・囲・岡……

単文

複文

文

　段落・発話

　　　t

文章・発話憎体

（注2）大久保忠利『日本文法の心理と論理』（国土社・58ぺ）。文はA主述文，B非主述文に大きく

　　分けられ，Aには，完備文（SZ文）と不完備文（省略文）があるという考え方。非主述文はf火

　　事！」「痛い（足をふまれて）」で，不完備文は「その本だれに買ってもらったの？」という問に

　　対して「おねえさん」という。　「この本はおねえさんに買ってもらった」の省略文であるとする

　　考え方である。

　　　また，単位文という考え方を出している（62ぺ）。単位文とは「主語と述語の結びつきが一回おこな

　　われているもの」と規定している。そして，「条件として，その主部，述部に他の「単位文」（ま

　　たはその省略形）が含まれていないこと」と述べている。この単位文の考え方を借りる。
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文が生成する。一語文は深層として，将来，主語とか補語，連用修飾語，述語，連体修飾語にな

るものである。それが補語一F述語，連用修飾語＋述語，主語＋述語，連体修飾語÷主語，連体修飾

語＋補語の結合ができて，単位文なるものが幼児に次第に構成されていくのである。独立語，接

続詞などが単位文について拡大文が使えるようになる。ここまでが単文である。ついで，単文と

単位文が連結したり，単文の中に単位文が含まれたりして（単位文が文に含まれると「節」になる），

主文と従属文（従属節）の関係ができた文を複文という。単文と複文を合わせて文という。これら

文が接続詞によってつながってできるのが段落，話しことばでは発話で，段落がまとまって文章，

話しことばでは発話全体ということになる。幼児はこれら構文を不十分ながら使えるのである。

　次に，これから使用する記’号の説明をしておく。

　S篇主語（主部）　（S）＝・＝主語（主吝昼）省略の意

　Z・述語（述部）　（Z）r・述語（述部）省略の意

　D＝：独立語　　∫＝：：接続詞　　Rt＝連体修飾語（部）

　H・・補語（部）（H，　＝＝なにを，なにになど　H2＝だれに，だれとなど　H3＝どこに，どこでなど）

　RR　：連用修飾部（T＝＝時（when），　Y＝原因，理由（why）など，　R＝連用修飾語）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）
　C罵節，主述をもつ形式（省略形も含む）で，文中に埋め込まれるもの。

　Q・＝「と言う」「と思う」の対象。

　N・：名詞・代名詞・数詞（体書）K＝こそあど　V隠動詞　A＝形容調，形容動詞　Ad＝副詞

　補語は体言（N）÷助詞の形式を持ち，意味としては何，だれ，どこを指している。どのような

助詞をとるかを表にしてみる。働が使用の多い形式である。（下表）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここに述べた文構造についての

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考え方は，現時点での筆者の考え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方で，罵例を分析しながらたどり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついた結論である。しかし，今後，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文の分析をしながら，考え方が発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展的に変っていくこともありうる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものである。その時はまた別の構

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　想のもとに同じ資料の分類をする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようになるかもしれないが，今は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この考え方で幼児の文構造をみて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いくことにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上に略記号で述べた各成分につ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて，『話しことばの文型2』（話

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型2）と比較しながらどのような

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容のものであるかを説明する。

（溢三）連用修飾語としては，いわゆる副詞，名詞（Howにあたるもの）＋助詞（に，でなど），数詞，

　畜まね語，感じ音まね語を含む。
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　　昼

侮

なに（What）

@　Hl

だれ（Who）

@　H2

どこ（Where）

@　｝｛3

Nガ ○ ○ ○

ノ、 ○

モ ○ ○

ヲ ㈱ ○ ○

二 ○ 翻 ⑳

へ ○

デ ○ ⑭

ト ⑭

マデi　O ○

カラ ○ ○

ヨリ ○

副助詞　　　　○ ○



　述語の中には，二型躍と岡様に複合述語もはいる。複合述語については，「支末の形式と用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注〉
法」でも述べるが，「している」「してやる」「～したりする」「していい」「しなきゃいけない」な

どを含めた。「名詞＋になる」の形式は「名詞÷なる」とし，fヨーイドン÷スル」などのサ変動

詞のつく形式とともに，補語＋述語として扱った。『話型2遍では「～なる」のつく形式は塚的語

とは5illj　1［し，『話型2曇での「補語ijとして扱っている。

　独立語の部分はfうん」「はい」「そう」などの応答のことばとか，呼びかけ，感嘆の類で儲

型2曇にしたがっている。

　『話型2遍では，陳述的成分をTとし，この中には，陳述副詞の類，接続詞の難，評価的部分，

提示的部分が含まれているが，ここでは陳述副詞は連用修飾語とし，接続詞は」に入れた。」の

中には，「あと」「ほかは」など，「その他」「次は」の意味をもつ場合のものも含めた。

　連体修飾語（部）は『話型2』の場合は二次成分として，分析を一次成分の構成要素として扱

い，とりたてて行なっていないが，この書では，孟語，補語，述語などの成分の構成要素としな

がらもそれ一身の内部構．造の分析を試みた。

　いわゆる「学校（二本）文法」で連用修飾語として扱っているものを，『話山気ではA，Bの2

類にわけ，A類として，自的語と補語，　B類として連用語，状況語としている。この本では，　A

類を補語（部〉のみとして，臨型2』の濤的語と補語透これに含めている。そして細かくH1，

H，，H3と分けた。　Qは，補語，にほぼあたり「～と欝う」「～と愚う」などの対象になる部分であ

る。直接話法の形式が入る。直接話法の部分の分析は行なわなかった。『話型2雲の連用語と状況

語は，連用修飾部で大きくくくり，その内部を時，原因・理由ほか，連用修飾語とした。

　ζ話型2』では，主語，目二二，補語，述語からなる文を骨ぐみ成分としているが，この本で

は，核文とし，．連用修飾語，連体修飾語を含めたものを単位文とした。

　複文については『話型2』では複合構文と付加構文と命名し，二種に分けているが，ここでは，

接続助詞数一つと二つ以上に分け，それをまた，単位文がいくつあるかによって下位分類した。

　題目語をたてたが，それと：主語とのちがい，述語の部分の主語の問題など，体系的にはまだ弱

い点が多いが，今のところこの程度にして幼児の文構造をみていくことにする。

（注）複合述語の例は，詣舌型2』（72ぺ）にあがっている。
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第2章　幼児の単文の構造と用法

2．1　幼児の文の種類

　文構造の分析に入る前に，幼児はどのような種類の文を，このような間筈形式の紺話の場合に

話すか調べてみる。調査蒋の間いに答えて，「ん」「うん］fそう」などと返答する応答文がある。

調査者である質繭者に逆に問いをなげかける疑問文がある。この形式としては，「文末の形式と幣法」

の章で述べるが，昇調「の」の形，「か」や「でしょ1の形などがある。（ここでは閾答形式であ

るために疑聞文は少ない。）それから命令文，これも文末形武のところで述べるが，他人のことば

の引屠の中にはあるが，他はほとんどない。感嘆文，これは「あ！」という叫びの用例その他に

いくらか晃られるがやはり少ない。会話文，これはかっこの中に入る他入の話の引用であるが，

使われている。一番多いのは，ことがらや考えを述べる平叙文である。

　平叙文としては，文を一度欝い終え，そのあと不足の成分や，自分の考えを補足的につけ舶え

る補足（二三も）文がある。（付録2として幼児の使用した形式を述べる。）その他，原困や理由を

述べるたとえば，両親を好きな理臨として「ヤサシイカラ」というような理由文も多い。名詞＋

助詞「ボクモ」「ホンヲ」などという形式の省略文もある。（理出文も省略文の一種としてよいか

もしれない。）省略文としては，一語文もそうだが，連体修飾語＋名詞止「オトナノ　バングミ」

とか，並立の助詞で結ばれた形式「ホソイミチヤ　ヒロイミチ」などがある。

　その他，質問者が次の閥を，まだ幼児が話し終わらないうちに発書したため，幼児の発話が中

断してしまうとか，幼児が次に発雷することばを忘れ，文が劇燐するという中断文もある。それ

から録音が不明瞭で，文意が聞きとれない意味不明文とか，話してはいても文脈が不整で，内容

のわからない不整文もある。これらは非常に多い。

　平叙文の中から中三文，意味不明文，不整文を除き，この章では単文の構造をみていくことに

する。

2．2　文の認定
　　　　　　（注〉
　どのようなものを文と認定するか，話しことばなので，分析をするわれわれが決めなければな

らない。，カードになってしまえば，それから判断できるが，録音を文字化して句読点をつける場

合には迷うものが多く囚る。「閥答形式」の場合は幼児が話し終えたら質問藷がそれを引きとって

また別グ）ことを聞くというので，大体見当もつくが，（それでも判断しかねるものもある　）「【÷郎：1

の場」での会話は一語文が多く，全く判断できないときもあった。

　判断の規準は，文末とするところに動詞の終止形とか終助詞があり，いくらかの聞が認められ

たり，イントネーションもさがっており，（疑問形式はあがる。）声も消えかかっているというよ

（注）『話しことばの文型（遍（前出）には，「文の認定について」（42～83ぺ）という章があって，文

　　として認めるもの，文として不完金とするものを決めている。しかし，ここではそれによらない。

　　ともかく，幼児の話しことば全部をありのままに扱ってみることにしている。
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うなことに大ざっぱにいうとなるが，それでも決めかねる場合があった。次のようである。

①「でしょ」で文が切れるかどうかの問題。

　○シェナンドデショウ，アト　オクサマハマジョデショウ，アト　プロレスデショウ，ア，ア

　　ト　ケンドウシカミナイ。オトナノモンハ；（自長一b男6：0－21）

　○クマガネー　ネズミノ　トコ　オイカケテ　ドウロマデ　キテネー　ネズミガ　ドウロニ

　　キ　ドウWヲ　ワタル　アノネー　ノ　ドウロ　サーット　トオッタデショ，デ，ネー　ド

　　クマモ　トオッタデショ，ソシテネー　ジロウシャガ　キタラ　パーント　アタッチャッタ

　　ノ。（自中一9女5：0－13）

　ここの「でしょ」では文は切れないようだ。このこ児には，このような話しぐせがある。「と」

　やヂて」で文をつなげてもよい文である。

　②文末か接続助詞かはっきりしない例。

「から」「けど」の類。また終助詞「ね」も。

　○「ボクト　イッショニネ　キョウソウ　シナイカイ」ッテ　ユッテネ　ウサギハ　ピョンピョ

　　ン　イッテルケドネ　カメハ　ノw／v　イッテネ　マケタケドネ〔。〕　ンートネ　「子ウ

　　ガタマデ　カカルダW」ッテ　ユッテ　シトヤスミ　シテネ　カメガネ　ヤマノ　テッペン

　　ネー〔。〕　ウント　ウサギガ　オキタラ　ピョンピョンネ　ヤマノ　テッペンマデ　イッタ

　　ノ。（赤中一s男5：6－16）

　かぎかっこのところで文が切れていいかどうか。次のも「けど」が文末か接続助詞かに迷うも

の。

　○オトウトガマダ　ジガ　ヨメナイカラネ　ヨンデクレルケドネ〔。〕　アタイハ　モウ　ジ

　　ガ　ヨメルノ。ダカラネ　ヒトリデ　ヨメルノ。（赤長一f女5：9－13）

　○ギュウニュウ　ノン　ノンデネ　ウ　ヨルニ　オフロ　イクカラネ〔。）fモウ　ネナサイ」ッ

　　テ　ユッタカラ　ウ　ネルノ。（自長一i男614－11）

「けど」と「から」は終助詞のように思える。次のは「ね」の例。「ウーン」という間があったり

して終助詞のように思えるがどうか。

　○ハジメ　コウ　キテネ　ソレカラ　コウ　マガッテ，ソレカラ　コッチニネ　スグ　ヤレバ

　　クミチャンチノ　オウチダカラ　スグネ〔。〕　ウーン　ジュンチャンチモネ　イッショニ

　　カイルカラ　スーグチカクナノ。〔道順の用例から〕（．赤中一k女5二3－10＞

2．3　幼児の単文の構造

　前にあげた平叙文の中から，幼児がどのような内部構造をもっている単文を使って，自分の霧

わんとすることを表現しているかを概観してみる。以下のように分けて章末に用例をあげた。

2．3－1　省略構文

2．3－2　述語構文　Z，HZ，　RZ，　QZ，　YZ，ほか

2．3－3　主述構文　SZ，　SHZ，　SRZ，　SQZ，　SYZ，ほか

…3一・4翻譲を・蠣文團警

　用例の記録にあたっては，「アノネ」「エート」「ウントネ」の間投詞は省いた。これらの間投詞
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がどのように発話の中に含まれているかは第一部に引用してある幼児の話しことばでみていただ

きたい。文であるかどうかの認定の場合，聞投詞が手がかりになったりして重要な意味をもって

いる場合もあるが，今度の調査研究では取りあげなかった。雷いなおしのためのくりかえしの部

分，ただのくりかえしの部分や言いさしはX一一・一Xであらわした。また，下線のひいてある部分はこ

こでは内部構造を分析しないでおくというしるしである。連体修飾部，複合述語，会話などが入っ

ている。用例は多数の幼児が使用している弓造については全部をあげていない。また，単純な文

構造の例をあげるようにした。このような構造をどのくらい幼児が用いているかをみるために横

に数字をあげておいた。数字をあげた幼児は，年長と年中は同一幼児のもの，年少は神谷，小川

の園児である。⑭は，他の幼児から補充したもので（補助資料と呼ぶ），数字に含まれていない。

一幼児が話した文数を参考までにあげると，平均では，年長88文，年中64文，年少106文であ

る。文の中での文節数の割合は，年長4．4文節，年中3．6文簾，年少2．8文節で，あたりまえの

ことであるが年少が最：も短かい文で話しているのである。（付1参照）

　備考には，きついたことを述べた。また，あげた用例には，どういう幼児が使ったかもわかる

ようにした。特に使用数の少ない構造は，用例を全部あげたので，どういう幼児が用いているか

もわかる。

　章末の用例から応える単文の構造について概略まとめてみると以下のようになる。

2．3－1省略構文

　体欝一語からなる文（一語文）は，年長，年申，年少を問わず多いが，中でも年少児に多い。

醐詞一語からなる文もここに入れた。

　連体修飾語＋体欝止の構造も年少児に多い。体雷＋助詞止，なかでも格助詞止の形式は年長に

多く，体欝が連体修飾語で修飾されている場合の格助詞止の形式は年少児にはなかった。

　並立的に体需を助詞「と」「とか」「や」で並べる構文を幼児はよく使う。（繭にも述べたが質閥

にもよるだろう。）また，「それだけ」という形式で，並立的に並べた語をまとめたりすることもで

きる。（ここにあげた構文を全部省略構文と見るには問題があるかもしれないが，一応そのように

考えた。）

2．3－2　述語構文

　これにはいろいろの構文があるが，述語だけからなる文をみると，動詞述語文が一番多く，つ

いで形容三二容動詞も含む）述語文，名詞述語文となっている。年少児には述語だけの構文が多

い。短い文で話しているわけで，体言一語文，述語一語文が多いのはもっともなことである。述

語文の中には述語一語から成立しているものと，その述語に連体修飾語のつく構文，述語が並立

関係をもつものなどがある。年齢を闘わず少ないが，年少には少ない。以下に述語の部分の体言

止，活用形止の区別なしに，述語構文のさまざまな形式をみていくことにする。

　独立語＋述語の構文のうち，独立語の中には間投詞の類，呼びかけ，応答その他を含む。以後
　　　　（注）
の1・副列からは省いてある。

　接続詞一F述語の構文では，接続詞およびそれに準ずる文脈導入的部分をもつ構文である。以後，

＋の印であるが，こういう順序に並んでいるという意味で深い意味はない。以下醐じ。
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接続詞の部分は独立語と同様に用例から省く。構文として取りあげないことには問題が残るが，

接続詞のついた文については第6章で分析するので，単文の構造からは省いた。

　補語＋述語の構文では，補語を，H，H2H3に分け，　H，には具体的なものや抽象的なことがらの

うち，「なに3（what＞にあたる意味のものを入れた。　H　2は「だれ」（who）にあたる人間，動物，

テレビ漫画の主人公が含まれる。H，は位置とか場所を示す「どこ」（where）をあらわしている。

（この中にも具体的な場所のみでなく抽象的な場所も入れた。＞H2はともかく，H，H3は，非常に

目の荒い大ざっぱなくくりかたで問題が残る。たとえば『話型2諺の「補語ijをここに含めたこ

ととか，（その一部は文末形式のところで多少分析するが。〉厳密に発達をみる場合はHに含まれ

る語彙の語彙論発達もみる必要がある。補語についての細かい研究は今後の課題にしたい。連体

修飾語の内部構造については第4章にくわしいが，ここでは修飾語は被修飾語の一部とみなして

下線をつけ，分析の対象にしていないが，そのようなくみあわせば取り片して数を調べた。補語

1の「を」のつく構造が年齢に関係なく多い。その他，時，場所の修飾もわりにみられる。形式

名詞「とき∫ところ」の修飾である。主語，述語の部分の修飾は少ない。

　H，÷述語の構文の中には，時枝誠記説の対象語も入っているが助詞では，「を」をもつ構造が一

番多い。しかも「を」の助詞が零の形式が多い。特に年少児に多いのが特色である。連体修飾語

をもつH，＋助詞「を」零の形式は前に述べたが年齢に関係なく多い。幼児の使うことばや構造の

特色については章末の用例の備考のところでも述べているので参照されたい。助詞使用の省略や

誤まりの例もあげておいた。話しことばなので，ただの話しあやまりという場合もあろうが，幼

児にとっては，助詞をはっきりと認識して使うことがむずかしいようである。助詞が脱落してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）
るため意味が通じなくなる場合もある。助詞が二つ重なる「でも」「にも」を「も」の助詞だけで

表現しているのに気づいた。また，助詞を正しく使えないとはいっても，そこに何かがあるとい

う自覚はあるのであろう。「オトナノー　ワカンナイ」とか「ウミー　イッタヨ」と長音にのばし

たり，間投助詞の「ね」とか「さ」をはさむ例がみられた。

　H2＋述語の構文では，助詞「に」「と」のつく形式が多い。「と」のつく形式はHIにはみられな

かった。

　H，＋述語の構文では，助詞は，「に」と「で」のつく形式が多かった。ここにあげた「で」に「は」

のついたとりたては述語の部分が体書止か助詞止になっている省略文である。ここまでに使われ

た補語につく助詞を表にしておく。（f名詞の格の用法」として高橋太郎が研究を開始しているの

で，詳細はそれにゆずる）この表を見ると，助詞「を」をつけない形式がH，で一番多く，ついで

fに」のつかない形式がH，で多い。ともになくても意昧が通じる助詞である。

　これらHの部分が節からなる連体修飾語をもっている，つまり補語でなくそこが部（補語部）

（注）外国語にもある。Meayuk　160ぺ　平叙文は次の矢印の順序で発達していくという。

　That　box－That’s　box－That’s　a　box

　Big　boat－That　big　boatsThat’s　a　big　boat

　Rick　go－eRick　going－Rick　Lt　going

　すなわち，おとしやすい語はbe動詞，助動詞，動詞叙法のcan，　dQ，　will，冠詞（a），語形変化（現

　在分詞のおしまいの部分）などであるようだ。
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補語一つにつく助詞の種類と使用数

構文の型
　　　年齢助詞

年　長 年　中　年　少 敵の型扇一壷「箪爾再τ少
が ！8 14 12 （を）　　　1　　　2　1　2　

HIZ （が） 6 4 1 H2Z に　　　　　9　　　！3　　　　8

は 6 11 5 （に）

（は） 4 1 1 にも 1

も 8 6 13 と 7 5 5

を ！1 4 4 から 1

（を） 86 84 88 が 2 1 4

に 7 7 5 H3Z を 2 ！

（に） 8 4 7 （を） 1 5 5

巨　　にも 1 に 12 7 15

で 18 14 13 （に） 6 15 16

でも　　　　1 1 にも 2 3

では　　　　　1 へ
2 3

まで 3 で 1！ 9 8

だって ！ （で） 2

その他 8 19 ll でも
「ト

1

が 3 2 1 まで 2 2

H2Z （が） 4 1 ！ から 2 4 3

も 1 までしか 「
を 2 （かっこのものは，その助詞が脱落しているもの。

をなしている構文も年長にはある。たとえば次のような構文である。（「連体修飾語の形式と用法」

参照）

　○ソィデ　オクジョウデ　アソンデネ，ソイデ　ジュウエン　　レル・　シ　カ　ミエル　ボ

　　立羨Zま潭．立　 ミタノ。（輿長一e男6：1－5）

　○ポパイガネ　ホウレンソウ　タベテネ，ヤL7．ツケル　上量ガオモシロイ。　（赤長一L女

　　5：9－20）

　Hを二つもつ構文はH：sとH，の組んだものとH且とH，，H，とH2，　H2とH3，　H，，とH3の組み合わ

せの構文が使われている。

　Hを三つもつ構文もあるが意味のはっきりしないものもあったりして少ない。

　R（逮用修飾語）がついて，述語文を拡大する文について述べると，いわゆる程度とか情態を

あらわす嗣詞がつく構文が一番多い。音まね語もよく使う。ついで名詞＋助詞の形式とか数詞で，

陳述副詞のつく構文は，半長が年中，年少に比べるとよく使っているという程度。陳述副詞にも

色々あるので，陳述副詞は，幼児にとってむずかしい表現ということは一概に言えない。Rが二

つ以上つく形式は少ない。
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　HZの構文に連用修飾語Rのつく形式ではHRZとRHZの構文をよく使う。その他は少ないが

HやRがその上に加わった構文RHHZとかHRRZなどもある。

　T（時）＋述語の構文。これは述語文を時で限定する構文であるが，年長，年中，年少ともよく

使う。特に年長が多い。HZ文をTで拡大したTHZ，　HTZの構文もよく使っている。　HがH，の

構文をわりに使っている。特にTを最：初にもってくる構文が多い。その他RがついてTRZとな

る構文，HのつくTHRZ，　RTHZの構文など変った．種類も使っているが使用数は少ない。

　Tの部分が一語，たとえば「ヨル」「キノウ」などを使っての構文もあるが，形式名詞「とき」

を連体修飾語で限定した複雑な構文もよく使う。たとえば，ヂニチョウビン　トキjからfハジメ

キタ　ヒニネ　カワニ　イッタ　トキ」というふうに連体修飾語の部分が節になったり，ここで

は霜除がないが節の部分が複文構造の場合もありうる。

　Q＋述語の構文は，Qには，他人の話をそのまま引用して，述語の部分がfと言う」になる直

接話法や，心の中で思っていることを述べ，述語が「と思う」の形式になる構文などを含めたが

Qの内部構造については取りあげなかった。

　Y＋述語の構文は，Yの部分が述語の理由や原因等を述べているもので，つまり，どっかにい

く臼的，たいへんな理由などである。YZ構文は少なかった。幼児は「ヤサシイカラ」という文

を，「ママガ　スキ」と述べたあとに，補足するような形式で使ったり，質問者が「どうして好き

なのか」と聞いたときの返事として，このような構文を使う。これは一応一括して理由文とした。

幼児の場合，複文構造でも，理由などを述べる構文が少なかったが（「複文の構造と用法」参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
接続助詞「から」「けど」などが文末にくる理由文を使回しているからだろう。

2．3－3　主述構文

　助詞「が」が二三につく動詞文を一番よく使っている。その次は強調の意をもつ「は」ギも」の

形式で，この構文は年少児がよく使っている。いわゆる総主文をSZ構文のあとに入れたが，問

題が残ろう。用例が少ない。

　主語＋補語＋述語の構文もよく使う。語順が補語÷主語＋述語となっている構文もそれについ

で使う。後者のように前にくる補語は，場所を示す名詞が多い。fには」の意味で文のはじめにく

る構造も優っている。助詞の整っているものとそうでないものがある。

　補語を二つもつ構文もあるが少なくなる。H3とH，をもつ構文が中ではよく使われる。

　連用修飾語をつけて主影回を拡大した構文ではSRZの構文をよく使う。述語構文のところで述

べたのと同じで，程度，情態の副詞を使う構文が多い。語順がRSZになる構文は少ない。　Rが二

つ：重なる構文はほとんど使っていない。

　SHZの構文に連用修飾語のつく構文は6つのちがった語順全部を使っているが用例は多くな

い。Sが最：初にきて，　R，　Hが交替した構文が，中ではよく使われている。　HやRが二つにふえ

た構文もあるが少ない。

　時で，主述構文が拡大された形式は，T（日寺）がSより前，文頭にあるTSZの構文をよく使う。

　SHZをTで拡大した構文は，匹iつの語願の形式の構文を使っている。その他Hが二つあったり，

Tを二つもつ構文などもあるが，数が少ない。TSHHHZという．構文を年長の一兇（赤長w男〉が

使用していた。
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　主述構文を時と連用修飾語で広げた形式や，主＋補÷述の構文を，時と連用修飾語で広げた構

文も使っているが非常に少ない。

　Qの入っている構文では主述にQの入っている構文が多い。その他RとかTの入る構文は少な

いが，TSHQZの構文を年少の三男が使っていた。

　SYZの構文も兇られるが少ない。これについては述語構文のところで述べた。

　章末の使用例をあげる順序信，主述構文ではSZ，　SHZ，　SRHZ，　TSRHZ，　TSRHYZという構

文が拡大していく方法でなく，SZ，　SRZ，　STZ，　QSZ，　SYZと，まずちがった種類に分類して，

その中での構文拡大という形式をとっている。

2．3－4題囲語をもつ構文

　この構文は絵の説明をするとき，あるいはテレビのお話をする時に，最初に「これは」とか「～の

話は」というふうにもってくる構文で，述語のところが，「～のところだ」の略された「とこ」な

どを文末にもっている。二三語團のほかにZ文の中に主語をもつ構文である。この中には題目語

の略された構文と，Z文の主語の略された構文がある。年齢を問わず用いているが，使用例は少

ない。大部分の幼児が，日常会話では使っていない構文のようである。

2．4　まとめ

　幼児の単文の構造でいえることは，順次述べてきたことにつきるが，全体に，簡単な構文を使っ

て用をたしている。一語文が多かったり，述語だけの述語構文が多かったり，補語のつく形式も

補語一つ，連用修飾語で広げた構文も，それが一つ，時，理由などで拡大した構文もそれが一一つ

というような実態である。使用数の多い構文の型を参考までにあげると次表のようになる。

幼児のよく梗用している購．文

賑孫・輪・埜・・剛砂
一語文 322　　312　　428

Z 麗÷画
珪z ｢87　i166
SZ 14i「而・9
SHZ 89　i　57 65

RZ 72 42 63

H3Z 44 50 65

SRZ 35
！9巨6

HRZ 32 20

HHZ 28 ！6 29

H2Z 25 24 21

TZ 31 17 15

THZ 22　　　26 11

QZ 18 9 30

　　年少が年長や年中より多い構文は，一語文，述

　語だけからなる構文，主語述語からなる構文など

　で，一文節や二文節からなる単純な構文である。

　連体修飾語をもつ構文は少ないのである。（複文の

　ところで述べるが，年中に多い構文は接続助詞一

　つからなる構造で，年長が多く使用するのは，四

　文や五：文からなる接続助詞二つ以上からなる構造

　であることは興味深い）

　　用例をみながら気づくことだが，構文の型が複

　雑に発達していくとともに，助詞のまちがった使

　用，幼稚な語彙使用，その他，動詞の使いまちが

　いなどが少なくなってきている。どのような例が

　あるかは注釈をつけたり，備考欄でも述べたが，

　以下に拾ってみる。ここでは語彙関係のものを主

　としてあげる。述語の部分は「文末の形式と用法」

　のところであげる。

一77一



1）　語彙使用の未熟さ　（ことばたらずの例なども）

　○チ（ス）タイル　チテンノ。（神少一三男4：5－2）

　父親の仕事の説明。洋服メーカー「東京スタイル」の仕事をしているということらしい。

　○ニジュウ　クレルカラ。（神少一高男4：4－！）

　こづかいとして20円くれるから父親が好きだの意。「から」文末の理由文でもある。

　○ハナ〔花3ガ　チャント　ウエニ　ナッテンノ。（神少一寺男4二、4－18）

　「上に向いた」とか，「元気になった」とかとなるべきところ。

　○ジドウチャワタリヲネ　ヒトチュ　ワタッテ　イクノ。（神少一古男4：5－IO）

　．横断歩遵のこと。

　○オチュカイノ　トコ　トオッテ　イク。（神少一坂女4：0－6）

　「お使いに行く場所」あるいは「お使いに行くとき通る道」の意である。ことばたらずの文で

ある。

　○シロバイニ　ナリタイ。（神中一規男4：6－7）

　「白バイのおまわりさん」とかいうべきところ。

　○ドライブイクノ。（小中一篠男5：1－13）

　「ドライブするの」であろう。

　○コノ　コウイウ　ハネネ，（気中一t男5：3－12）

　赤い羽根と書えないで，品物を指示したり，このような表現で代用する。「こういうjという褒

現は多い。

　○タイオンケエ　ハカッタノ。（自虐一一d女5：l！－9）

　体温をはかったのか，体温計ではかったのかわからない。助詞欠娼でより一層わからなくして

いる。

　○ウサギト　カメガ　ヤママデ　ヨーイドン　シタノ。（赤長一v男6ほ一11）

　競走（かけっこ）のことをこのように表現している。

2）副詞のまちがった使胴

　○ナルベクネ　オハナシ　シテ　クレナイケドネ　チーット　オハナシ　シテ　クレル。（神

中一斗男5二1　－23＞

○ダッチ　ナゲテモ　ナゲテモ　ゼンゼン　ホームラン　アタッチャウンダモン。　（赤長一一e男

5　ilO一　7　）

○アンマリモ　タノシク　ナカッタ。（赤長一9男5：10－4）

○チョット　ミタコトハ　ナイ。（赤長一h女6：6－2）

　前者は「も」が不要，後者は「も」が必要のもの。

3）　反対語をまちがえる。

　①ある←→いる生物は大体「いる」を使う。

　○ヨウチエンニ　アル　トリナンカ，（神中一二男5：！－l！）

　○ソコニネ　オオキナ　オオキナ　クマガアッタノ。（赤長一u女5：II－4＞

　②いく←→くる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一78一



　○ヵオ　アラッテネ　ゴハン　タベテ　ホイクエンニ　クルノ。（神中一松女4：8－5）

　○シゴトナンカネ　チュクッタラ　チゴトナンカネ　カエチニ　イッテネ　マタネ　アタラ

チーネ　チゴトヲネ　モラッテ　イクノ。（神少一古男4：5－30）

③あげる←→くれる←→もらう

　0ミーチャン　ヒvチャンカラネ　ツルノネ……オシエテ　2蛇カラ　ダカラ　デキンノ。

（小少一矢女4：0－10）

　f教えてもらった」の意。

　0オカアサンノ　コトヲ　テツダッチ　クレタリネ　オカアサンノ　コトニネ　ナンカ　ァゲ

タリ　スル　コト。（神中一松女4：8－4）

　ほめられるときはどういう時かと聞いた返答。「あげる」の意。

　全く，使えない場合もある。

　○ママニ，カッタノ。（小巾一山崎男4：！！－7）

　「買ってもらった」の意で醤う。
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12
Oオ
マ
マ
ゴ
ト
ガ
　
オ
モ
シ
ロ
カ
ッ
タ
。
「
カ
ラ
ダ
が

抽
象
語
。

一
r女
5：
7
－
5
）

一
m男
4：
10
－
3）

（
ノ
1い
矢
女
4：
餅
4）

オ
ッ
キ
肩

何
（
Wh
a
t）

1
璽
マ
グ
マ
タ
イ
シ
ト
　
ア
ト
　
ウ
ル
ト
ラ

な
ど
も
こ
の

に
あ
た
る
補

マ
ン
ト
　
ソ
レ
ダ
ケ
ガ
　
シ
ュ
キ
ナ

中
に
含
め
て

語
1。

ノ
。
（
自
一
z男
5：
8霞
0
）

あ
る
。

△
2
○
ム
シ
ノ
　
カ
ン
サ
ツ
　
デ
キ
ル
ヨ
。
（
赤
△
1
○
ジ
　
ヨ
メ
ナ
イ
ノ
。
（
自
一
v男
4：
7－
8）

△
印
は
助
詞

＊
格
助
詞
の
種

一
m男
5
：
1
傷
8）

な
し
文
の

類
と
，
あ
る
△
4
○
ウ
タ
ト
カ
　
　
ソ
ウ
イ
ウ
　
モ
ノ
　
ス
△
3
○
ム
シ
　
シ
ュ
キ
。
（
自
純
男
5：
3－
25
）
△
1
○
ゴ
ハ
ン
　
ス
キ
ナ
ノ
。
（
小
一
矢
女
4
1
0
例
。
助
詞
な

な
し
を
こ
こ

キ
。
（
赤
つ
女
6：
2
－
9
）

一
9）

し
文
に
は
意

で
は
述
べ
る

味
の
わ
か
ら

が
以
下
略
は
　
6
○
ゼ
ン
ブ
パ
　
オ
ボ
エ
テ
マ
セ
ン
。
（
赤

8
○
マ
マ
ノ
　
ミ
ル
　
モ
ン
ハ
　
ワ
カ
ン
ナ

5
○
ヨ
ム
ノ
ハ
ネ
ー
　
デ
キ
・
ナ
イ
。
（
神
一
高
な
い
の
も
あ

す
。

～
s男
6：
6－
14
＞

イ
。
　
（
功
ミ
ー
x女
5：
2－
7）

男
4：
4－
18
）

る
。



… o Q ω 一

　
A4

も
　
8

を
10

1

A5
5

A
31 ρ 0 1

こ
‘

○
オ
ト
ナ
ノ
ー
　
ワ
カ
ン
ナ
イ
。
（
嶽
一
U

　
女
6：
5－
l
l）

○
ソ
レ
モ
　
シ
ラ
ナ
イ
。
（
自
一
b男
6：
0

　
－
19
）

○
ジ
ド
ウ
シ
ャ
ヲ
　
ツ
ク
ッ
テ
ル
ノ
。

　
（
五
一
t
　
男
6
：
0－
2）

○
ア
マ
ガ
エ
ル
ガ
　
イ
ッ
パ
イ
　
イ
タ

　
コ
ト
ヲ
　
オ
ボ
エ
テ
ル
。
（
赤
～
w男
6：

　
3－
8）

○
オ
カ
ネ
　
タ
メ
テ
ン
ノ
。
（
混
一
P男
5：

　
6－
1）

○
ウ
サ
ギ
ト
ネ
　
オ
ニ
ワ
ノ
ネ
　
ウ
ラ
ニ

ネ
　
サ
イ
テ
　
ア
ル
ネ
　
ア
ノ
　
ダ
リ

ヤ
　
カ
イ
タ
ノ
。
（
八
一
d女
5：
1
1－
13
）

○
ホ
ン
ニ
　
カ
イ
テ

　
6；
3一
王
8）

○
モ
ト
ノ
　
オ
ハ
ナ
ン

ア
ル
。
（
赤
一
。
男

ナ
ッ
タ
ノ
。
（
赤

一
d男
6：
4－
19
）

3

Al 　
6

xl 　
4

A7
3

Al
l ρ 0 1

○
ド
ウ
シ
テ
ッ
テ
ネ
ー
　
オ
ト
ウ
チ
ャ
ン

　
ハ
　
オ
コ
ン
　
コ
ワ
イ
ノ
。
（
自
一
t男

5：
3－
7）

○
コ
レ
　
ミ
タ
コ
ト
　
ナ
イ
ネ
。
（
赤

　
一
t男
5：
1－
14
）

○
ス
ズ
ワ
リ
モ
　
シ
タ
。
（
赤
一
。
男
5：
3

　
－
3）

○
ナ
ン
ニ
モ
〔
「
～
か
も
」
の
意
〕
ワ
ス
レ

　
チ
ャ
ッ
タ
。
（
今
一
m男
4：
10
－
7）

○
タ
マ
ヲ
　
ナ
ゲ
ル
ノ
。
（
赤
一
。
男
5：
3

　
－
3）

○
オ
シ
ゴ
ト
　
シ
テ
ン
ノ
。
（
赤
一
x女
5：

　
2－
2）

○
テ
ツ
ジ
ン
ノ
　
ゴ
ホ
ン
ト
カ
ネ
　
ビ
ッ

ク
エ
ッ
ク
ス
ノ
ゴ
ホ
ン
ト
カ
ネ
ア

ト
ム
ノ
　
ゴ
ホ
ン
ト
カ
ネ
　
ソ
（
ウ
）

イ
ウ
　
ゴ
ホ
ン
　
ヨ
ン
デ
　
ク
レ
ル
。

（
赤
一
一
　
t男
5：
1－
ll
）

鯵
テ
レ
ビ
ニ

　
一
13
）

○
ソ
イ
デ
ネ

デ
ン
ノ
。
（
赤
一
b男
5：
6

チ
ガ
ウ
　
オ
ハ
ナ
ン

ナ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
一
v男
5：
1－
9）

A1 13 4

A8
2

A6 ×
2 4 1

○
コ
レ
　
ワ
カ
ン
ナ
イ
。
（
ノ
1
い
原
女
3
：
7

　
－
19
）

○
コ
レ
モ
　
ワ
カ
ン
ナ
イ
。
（
小
一
原
女
3：

　
7－
21
）

○
オ
ミ
ジ
ュ
ヲ

　
男
3：
8－
11
＞

ア
ゲ
テ
ン
ノ
。
（
神
一
宮

○
オ
ウ
チ
　
ツ
ク
ッ
テ
ン
ノ
。
（
小
一
佐
男

　
4：
3－
24
）

○
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
ヤ
ネ
　
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
や
不
　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ロ
ボ
ヤ
ネ

ミ
タ
ノ
。
（
神
一
鈴
男
3：
6－
8）

○
オ
マ
ツ
lj
　
一
デ
〔
を
〕
　
ミ
テ
　
ク
ル

　
ノ
。
（
神
一
場
男
3：
10
－
8）

○
コ
レ
ダ
ケ
モ
〔
を
〕
　
ミ
テ
ル
ノ
。
（
神

　
一
三
舎
男
3：
6－
8）

○
オ
ツ
カ
イ
ニ
　
イ
ッ
テ
ル
。
（
ノ
1・
一
藤
女

　
3：
10
－
2）

○
材
キ
イ
サ
ン
リ
ン
シ
ャ
（
！
）
ノ
リ

タ
イ
。
　
ノ
」
・
一
矢
女

「
オ
ト
ナ
ノ

ー
」
と
，
助
詞

の
つ
く
と
こ

ろ
を
長
音
に

し
て
い
る
。

XE
Pは
ll
力
言
司

の
誤
用
。

△
多
し

「
～
ニ
ナ

ル
」
の
場
合

「
に
」
を
「
ん
」

と
発
音
す
る
。



一 c O 恥 一

A8

に
も
×

で
18 ×
1

で
も
／ ×
1

で
は
1

ま
で
3

だ
っ
て

　
　
1

そ
の
他

　
　
8

○
サ
ン
ボ
　
イ
ッ
タ
。
（
自
一
h女
5：
7
－
6）

鯵
シ
ャ
〔
さ
〕
ン
ポ
デ
モ
〔
に
も
〕
　
チ
ュ
レ

　
テ
ッ
テ
　
ク
レ
タ
。
（
自
一
z男
5
：
8－
4）

○
ボ
ー
ル
デ
　
ア
ン
ブ
。
（
赤
一
。
男
6
：
3

　
－
7）

○
タ
イ
オ
ン
ケ
エ
〔
で
〕
　
バ
カ
ツ
タ
ノ
。

　
〔
体
温
を
か
〕
（
自
一
d
女
5：
11
－
9）

○
ナ
ン
デ
モ
　
カ
ッ
テ
　
ク
レ
ル
。
（
自

　
一
t　
男
6：
2－
1）

○
エ
ー
ゴ
モ
〔
で
も
〕
　
カ
ゾ
エ
ラ
レ
ル
。

　
（
赤
一
。
男
6；
3一
一
15
）

○
ホ
ン
デ
ハ
　
ワ
カ
ル
ケ
ド
。
（
月
一
d女

　
5：
11
－
！
1）

○
ヒ
ャ
ク
マ
デ
　
カ
ゾ
エ
ラ
レ
ル
。
（
赤

　
一
〇
女
6：
1
－
13
）

○
ナ
ン
カ
　
セ
ン
セ
イ
ノ
ネ
　
イ
ウ
　
コ

　
ト
ヤ
ナ
ン
カ
　
キ
ク
ノ
。
（
三
一
h女
6：

　
4－
6）

○
オ
カ
ア
サ
ン
ゴ
ッ
コ
ト
カ
　
ヤ
ル
。
（
赤

　
一
〇
女
6
：
1－
9）

○
オ
シ
ゴ
ト
バ
ッ
カ
シ
　
シ
テ
ル
ノ
。
（
赤

　
一
x女
6：
2－
3）

○
デ
モ
　
　
タ
ダ
　
　
セ
ン
ソ
ウ
ッ
テ
　
　
　
ウ

　
ノ
シ
カ
　
オ
ボ
エ
テ
ナ
イ
ヨ
。
（
赤
一
m

　
男
5：
I
O－
16
）

○
キ
ュ
ウ
チ
ャ
ン
ナ
ラ
　
オ
ボ
エ
テ
ル
。

A4

1

14 ×

1

19

Ow
デ
ッ
ト
　
ノ
ッ
タ
ノ
。
（
自
一
P勇
4：

　
7－
6）

○
ゾ
ウ
ノ
　
オ
ス
ベ
リ
ニ
モ
　
ノ
ッ
タ
ン

　
ダ
ヨ
。
（
二
一
f女
4：
10
－
9）

○
テ
レ
ビ
デ
　
キ
イ
タ
　
コ
ト
　
ア
ル
。

　
（
赤
一
m男
4注
墜
9）

鯵
オ
ス
ベ
リ
ダ
イ
ト
〔
で
〕
ア
ン
ブ
。
（
小

　
一
／
」
、
季
雪
男
4：
3－
5）

○
マ
マ
ノ
　
ミ
ル
　
モ
ン
デ
モ
　
ミ
ル
。

　
（
赤
一
x女
5：
2－
7＞

墜
オ
ニ
ン
ギ
ョ
ウ
モ
〔
で
も
〕
　
ア
ン
ブ

　
ノ
。
（
小
一
清
女
4：
8－
4）

○
ビ
ッ
ク
エ
ッ
ク
ス
ナ
ン
カ
　
ミ
チ
ル

　
ヨ
。
（
赤
一
a男
4：
11
－
7）

○
タ
イ
ソ
ウ
ト
カ
　
シ
タ
。
（
赤
・
一
　
s男
5：

　
6－
3）

○
イ
ジ
ワ
ル
　
オ
ネ
エ
サ
ン
ヤ
　
イ
ジ
ワ

ル
　
オ
カ
ア
サ
ン
ノ
　
オ
シ
ゴ
ト
バ
カ

⊥
サ
セ
テ
　
イ
ラ
レ
マ
シ
タ
。
（
赤

　
一
P女
5：
2－
10
）

○
ソ
レ
シ
カ
　
シ
ッ
テ
　
ナ
ィ
ノ
。
（
自

一
τ
女
4：
18
－
15
）

○
テ
ツ
ジ
ン
ノ
ッ
キ
リ
　
ヨ
メ
ナ
イ
ケ
ド

A7 ×
！ 13 ×
1 1

11

○
ジ
テ
ン
シ
ャ

　
新
男
3：
10
－
6）

○
テ
レ
ビ
デ
〔
に
〕

　
4：
2－
7）

ノ
リ
タ
イ
ヨ
ー
。
（
小
一

デ
ル
ノ
。
（
神
一
新
女

○
オ
モ
チ
ャ
デ
　
ア
ソ
ン
ダ
ノ
。
（
神
一
玉

　
男
4：
G－
2）

○
ナ
ン
カ
〔
で
o
r
を
し
て
〕
ア
ソ
ブ
ノ
。

　
（
ノ
J、
一
新
募
ヨ
3：
10
－
4）

○
オ
ウ
チ
ダ
ッ
チ
　
モ
チ
ア
ゲ
チ
ャ
ウ

　
ヨ
。
（
神
一
高
男
4：
4－
13
）

○
ナ
ニ
カ
ネ
　
オ
ヨ
ウ
フ
ク
ナ
ン
カ
　
ツ

　
ク
ッ
テ
ン
ノ
。
（
神
一
：
大
男
3：
11
－
1）

○
オ
ウ
チ
ゴ
ッ
コ
ト
カ
　
シ
テ
ン
ノ
。
（
小

　
一
回
目
男
4：
4－
4）

○
ホ
ン
ダ
ケ

　
一
9
）

ヨ
ム
。
（
神
一
大
男
3：
！
l

「
で
も
」
使
え

な
い
の
か
。

副
助
詞
（
修

助
詞
〉
の
つ

い
て
い
る
形

式
。
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2
・
3
　
H，
　
Z

　
H2
＝
＝
人
間
，

　
動
物
，
怪
獣

　
な
ど
。

　
だ
れ
（
Wh
Q）

　
に
あ
た
る
補

　
語
。

（
自
一
9女
5：
11
－
1
9）

ネ
。
（
赤
一
t男
5：
1－
11
）

○
ヨ
ウ
チ
エ
ン
ノ
　
タ
ノ
シ
　
ネ
ホ
ン
ヤ

プ
　
ア
ト
ネ
　
　
ド
ウ
ブ
ツ
ノ
　
ホ
ン
ヤ

騒
ア
ア
！
　
ソ
レ
ナ
ラ
ネ
　
シ
ッ
テ

が
　
3
○
オ
ニ
イ
チ
ャ
ン
ガ
　
ス
キ
。
（
白
一
b男

2
○
オ
ネ
エ
サ
ン
ガ
　
ス
キ
・
。
（
三
一
r女
4：

1
○
オ
ニ
イ
チ
ャ
ン
ガ
　
ス
キ
。
（
神
～
三
男

6：
0－
5）

10
－
1）

4：
0－
3＞

△
4
○
ア
カ
チ
ャ
ン
ト
ネ
　
二
丁
ア
サ
ン
　
ス
△
1
○
ミ
ー
ン
ナ
　
ス
キ
。
（
赤
一
a男
4：
11
△
1
○
オ
カ
ア
サ
ン
　
ス
キ
ー
。
（
神
一
古
男
4：

キ
。
　
（
脅
一
9女
5：
11
－
2＞

一
！
）

5－
1）

も
1
○
ボ
ク
モ
　
ボ
ク
モ
　
チ
ュ
レ
テ
ッ
テ

ク
レ
ル
。
（
神
一
高
男
4：
4綬
2）

を
△
1
Oマ
ジ
ョ
ノ
　
コ
ド
モ
　
ウ
ン
ジ
ャ
ッ
テ
△
2
○
ダ
レ
カ
ノ
　
ゴ
ト
（
注
）
〔
だ
れ
か
を
〕
ミ

2
○
ネ
ズ
ミ
ヲ
　
タ
ベ
ヨ
ウ
ト
　
シ
テ
ル
。

ン
ノ
。
　
（
自
一
b男
6：
0
－
25
＞

ツ
ケ
テ
ン
ノ
。
（
自
一
P男
4：
7－
16
）

（
神
三
女
4：
0－
8）

△
2
○
ダ
ッ
テ
ー
　
ワ
ル
イ
モ
ン
　
ヤ
ッ
チ
ュ

ケ
ル
ン
ダ
モ
ン
。
（
小
一
金
勇
4：
1絡
）

に
　
4
○
カ
ミ
サ
マ
ニ
　
オ
コ
ラ
レ
タ
ノ
。
（
赤

13
○
ピ
ア
ノ
ノ
　
セ
ン
セ
エ
ニ
　
ナ
リ
タ
イ

8
○
オ
ネ
エ
チ
ャ
ン
ニ
ネ
ー
　
ア
ヤ
〔
ら
ン
ソ

唄
男
6：
5
－
1
3
）

ノ
。
　
（
赤
一
h女
5：
4－
4）

テ
モ
ラ
ッ
タ
ノ
。
（
神
一
二
女
4：
3－
8＞

3
○
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
　
ナ
ン
ノ
。

（
自
一
i男
6：
4
－
14
）

△
1
○
ジ
ド
ウ
シ
ャ
ノ
　
ウ
ン
テ
ン
シ
ュ
サ
ン

ナ
リ
タ
イ
。
（
自
一
v
男
5：
7－
12
＞

に
も

1
○
ダ
レ
ニ
モ
　
オ
ゴ
〔
こ
〕
ラ
ン
ナ
イ
。
（
自

一
P男
4：
7－
3）

に
は

鯵
ボ
ク
タ
チ
ニ
ャ
〔
に
は
〕
　
シ
テ
ク
レ
ナ

イ
。
（
神
一
伊
男
4：
1弓
1）

一
と
　
7
○
ヒ
ョ
ウ
ト
　
タ
タ
カ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
一
“

5
○
ノ
リ
コ
ト
　
ア
ソ
ブ
ノ
。
（
二
一
s男
5：

5
○
オ
バ
ア
チ
ャ
ン
ト
　
ア
ン
ブ
。
（
小
一
神

男
6：
5－
9）

6－
4）

女
4：
1－
5）

か
ら
馨
オ
カ
ア
サ
ン
カ
ラ
ネ
　
キ
イ
タ
　
コ
ト

1
○
イ
チ
バ
ン
　
チ
イ
チ
ャ
イ
　
ヤ
ギ
カ
ラ

ア
ル
。
（
赤
イ
男
6：
3－
1
4）

イ
キ
マ
シ
タ
。
（
神
一
坂
女
4：
0－
9）
〔
物

一
一
ﾍ需
い

さ
し
の
印
。

（
注
）
こ
う
い

う
表
現
を
よ

く
使
う
。
（
第

4
章
参
照
）

「
に
ゃ
」
は
な

ま
り
。
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2・
4
　
H
，
　
Z

　
H，
　
＝
場
所

　
　
と
か
場
函

　
　
（
Wh
er
e
）
．

よ
り

が
2

　
を

Ai

A

に
！
2

A6

に
も
2 十 σ －

“ ×

へ
　
2

へ
も

語
〕

開
戸
イ
ジ
ュ
ウ
ヨ
り
　
ツ
ヨ
イ
。
（
ノ
」
・
一
階

男
4：
9鍍
3＞

ソ
コ
ガ
（
注
）
オ
モ
シ
ロ
イ
ノ
。
（
治
一
9

1
○
ソ
レ
カ
ラ
ネ
　
オ
モ
テ
ガ
　
シ
ュ
キ
。

4
○
テ
ン
シ
ョ
ウ
ラ
ン
　
イ
ナ
カ
ノ
　
（
フ
）
（
注
）
話
の
内

女
5：
U
－
13
）

（
自
一
n男
5：
5－
7）

ク
シ
マ
ケ
ン
ノ
　
イ
ナ
カ
ノ
　
ホ
ウ
ガ
容
を
あ
ら
わ

イ
イ
ナ
ー
。
（
神
一
宮
男
3：
8－
5）

す
場
所
。

2
鯵
ソ
イ
カ
ラ
　
ジ
ド
ウ
シ
ャ
ノ
　
ア
ル

1
○
ド
ウ
ロ
ヲ
　
ワ
タ
ッ
テ
　
　
イ
ク
ノ
。
（
小

ト
コ
ヲ
ネ
　
　
ワ
タ
ル
。
（
赤
一
b男
5：
6

一
矢
女
4：
0－
7）

カ
ミ
チ
　
ノ
ボ
ッ
テ
（
ク
ル
ノ
）
。
（
自

一
6）

△
5
○
オ
チ
ュ
カ
イ
ノ
　
ト
コ
　
　
ト
オ
ッ
テ

一
h女
5：
7－
7＞

△
4
○
ソ
ラ
（
注
）
ト
ベ
ル
。
（
赤
一
u男
5：
6－
4＞

イ
ク
。
〔
お
使
い
に
行
く
と
き
と
お
る

（
注
）
ソ
ラ
ガ
　
　
　
｝

ソ
コ
ー
　
　
ノ
、
イ
ノ
レ
ノ
。
（
赤
一
9
男
5：
10
△
1
○
コ
ボ
シ
テ
ル
　
　
ト
コ
ネ
ー
　
　
ト
ン

道
〕
（
神
一
酌
女
4：
G－
6）

と
も
。

4）
ジ
ャ
ッ
タ
ノ
。
（
自
一
u女
5：
5－
14
）

オ
ニ
カ
イ
ノ
　
　
ト
コ
ニ
　
　
ネ
タ
ノ
。
（
自

7
鯵
ハ
イ
シ
ャ
ニ
　
　
イ
ッ
タ
。
（
三
一
b男
5：

15
○
ソ
ウ
シ
テ
　
ウ
チ
ニ
　
カ
エ
ッ
タ
ノ
。

一
m男
6：
4
－
5
）

6－
3）

（
小
一
二
男
3：
10
－
9）

イ
ナ
カ
　
イ
ッ
タ
ノ
。
（
自
一
k男
5二
8
△
15
○
ソ
ウ
シ
タ
ラ
ネ
　
ア
ナ
ン
　
ナ
カ
　
ハ
△
16
○
ト
オ
イ
　
ト
コ
　
イ
カ
ナ
カ
ッ
タ
。
（
神
△
の
「
に
」

一
3）

イ
レ
タ
ン
ダ
ヨ
ネ
。
（
自
づ
女
4：
7

一
三
男
4：
0－
7）

は
「
へ
」
と
も
。

一
17
）

×
1
○
ヤ
マ
ヲ
〔
に
〕
　
ノ
ボ
ッ
テ
ッ
タ
ノ
。
（
神

％
句
女
4：
3－
17
）

ド
コ
ニ
モ
　
イ
カ
ナ
カ
ッ
タ
。
（
蔭
レ
9

3
○
コ
ッ
チ
ニ
モ
　
デ
キ
テ
ン
ノ
。
（
小
一
竹
助
詞
を
二
つ

女
5：
11
－
2）

男
4
：
H
O）

重
ね
て
使
う

×
繍
ド
ウ
ブ
ツ
エ
ン
モ
ネ
ー
〔
に
も
〕
　
イ
ッ
　
　
　
　
　
　
｝

×
1

○
ド
コ
モ
〔
に
も
〕
イ
カ
ナ
イ
ノ
。
（
小
一
佐
　
　
　
｝

時
に
は
ま
ち

タ
ノ
。
（
神
一
規
男
4：
6－
30
＞

男
4：
3－
3）

が
い
が
多
い
。

ビ
ー
グ
ミ
ノ
　
ウ
エ
ハ
ネ
〔
う
え
に
は

or
で
は
〕
ネ
ナ
カ
ッ
タ
ノ
。
（
自
一
d女

5
：
1
レ
8）

イ
ナ
カ
ヘ
　
イ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
一
x女
6：

麟
ド
ッ
カ
ヘ
　
イ
ク
。
（
小
一
丁
丁
5：
1－
4）

3
○
ヤ
マ
ヘ
　
ィ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
（
神
嚇

2－
5＞

男
3：
7－
9）

曾
ド
コ
ヘ
モ
　
イ
カ
ナ
カ
ッ
タ
。
（
神
婿

女
4：
6－
4）



i o ◎ 秘 1

2t
5　
H，
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Z

で
11
○
ウ
チ
デ
　
ネ
タ
ノ
。
（
自
一
一
t
男
6
：
2

9
○
ウ
ミ
デ
　
オ
ヨ
イ
ダ
。
（
赤
一
〇
女
5：
1

8
○
ア
メ
リ
カ
デ
　
ヤ
ッ
テ
タ
ヨ
。
（
神
一
高

一
23
）

一
5）

男
4：
4－
8）

△
2
○
オ
ク
ジ
ョ
ウ
　
ノ
ン
ノ
。
〔
屡
上
で
馬
な
△
〔
で
〕
が
落

ど
に
乗
る
〕
（
小
一
加
古
4：
1－
3）

ち
る
と
意
味

○
オ
ニ
ワ
〔
で
〕
　
ア
ソ
ン
ダ
。
（
神
一
柿
男
が
よ
く
わ
か

3：
7－
2）

ら
な
く
な
る
。

で
は
×
○
テ
レ
ビ
ハ
ネ
　
マ
ン
ガ
ヤ
ナ
ン
カ
（
自

×
1
○
テ
レ
ビ
デ
ネ
　
ウ
チ
ュ
ウ
パ
ト
ロ
ー
ル

1
一
9女
5：
11
－
9
）

ホ
ッ
パ
。
（
惣
一
t男
5：
3－
16
）
（
注
〉

（
注
）
体
言
止

で
も
1
○
オ
ウ
チ
デ
モ
　
ム
シ
サ
ガ
シ
。
（
自
一
k

1
鯵
ウ
チ
デ
モ
　
ナ
ラ
ッ
タ
リ
シ
タ
ノ
。
（
赤

1
○
ド
コ
デ
モ
　
オ
モ
チ
ロ
イ
。
（
神
一
古
男
の
形
。

男
5
：
8－
5）

一
b男
5：
6－
5）

4：
5－
11
）

4
○
ド
コ
デ
モ
　
オ
モ
シ
ロ
イ
。
憾
一
r女

4：
8－
7＞
〔
同
一
人
〕

ま
で
2
○
イ
チ
バ
ン
　
ウ
エ
マ
デ
　
ア
ガ
ッ
タ

1
○
ソ
コ
マ
デ
シ
カ
　
ワ
カ
ン
ナ
イ
ワ
。
（
赤

2
○
ト
オ
イ
ー
　
ト
コ
マ
デ
　
イ
ッ
タ
ノ
。

ノ
。
（
自
一
v男
5：
7
－
5）

一
P女
5：
2級
4）

（
神
一
狗
女
4：
3－
3）

か
ら
2
○
フ
ト
ン
カ
ラ
ネ
（
注
）
コ
ロ
ガ
ッ
チ
ャ
ッ

4
○
コ
（
ウ
）
バ
ン
　
　
ト
コ
　
（
ア
）
ラ
　
〔
か

3
○
コ
ッ
カ
ラ
　
ハ
イ
レ
ナ
ク
　
ナ
ッ
（
注
）
ベ
ッ
ド

タ
。
（
単
一
m
男
6：
4－
5）

ら
〕
　
ク
ン
ノ
。
（
惣
一
s男
4：
10
－
17
）

チ
ャ
ツ
タ
ノ
。
（
小
一
竹
男
4：
1－
10
）

か
ら
の
意
。

そ
の
他

繭
コ
ウ
エ
ン
ダ
ケ
　
イ
ク
ノ
。
（
小
一
嘉
女

4：
8－
3）

1
○
ソ
イ
カ
ラ
　
テ
ツ
ボ
ウ
デ
ネ
　
サ
カ
ア

1
○
ハ
コ
ボ
ク
デ
ネ
ー
　
エ
ー
　
カ
イ
タ
リ

3
○
チ
ュ
ミ
キ
デ
　
ネ
ー
　
ナ
ン
カ
　
ツ
ク
～
＝
ﾈ
略

ガ
リ
　
ヤ
ル
ノ
。
（
自
一
i男
6：
4－
13
＞

シ
ュ
ル
。
　
（
自
一
1男
5：
5－
5）

ル
ノ
。
（
小
一
藤
女
3：
10
－
2）

…
篇
ﾔ

1
○
ソ
イ
デ
　
ナ
ン
カ
　
（
ハ
ッ
）
ト
　
ホ

×
1
○
テ
レ
ビ
ネ
ー
　
…
…
テ
ツ
ジ
ン
ト
カ
×
1
○
オ
シ
ョ
バ
ネ
　
デ
　
デ
マ
エ
ニ
　
イ
ク
H
1
に
な
る
語

一
…

ネ
ー
～
オ
オ
カ
ミ
シ
ョ
ウ
ネ
ン
カ
ネ
ー

ノ
。
〔
お
そ
ば
の
で
ま
え
に
い
く
意
か
〕
の
発
達
が
年

タ
。
（
三
一
b男
6：
0－
16
）

ソ
イ
カ
ラ
ー
…
…
パ
ピ
ー
ト
カ
ネ
ー

（
神
一
高
男
4：
4－
2）

長
に
な
る
に

一
噛
ア
ミ
モ
ノ
キ
カ
イ
デ
　
セ
ー
タ
ー

…
…
eツ
ジ
ン
　
ジ
ャ
ナ
ク
テ
ネ
　
…

し
た
が
っ
て

ヌ
ッ
タ
リ
　
ス
ン
ノ
。
（
赤
一
〇
男
6：
2

…
ソ
イ
ダ
ケ
デ
〔
を
〕
　
ミ
ル
。
（
自
一
k

5
○
オ
ハ
ナ
エ
　
ミ
ズ
　
カ
ケ
ン
ノ
。
（
小
み
ら
れ
る
。

一
7）

男
4：
8－
9）

一
嵩
男
3：
11
－
7）

×
1
○
オ
ニ
ン
ギ
ョ
ウ
デ
ネ
ー
　
オ
カ
ア
サ
ン

2
○
グ
ズ
ラ
モ
　
テ
レ
ビ
デ
　
ミ
チ
ル
。
（
神

ゴ
ッ
コ
デ
ネ
〔
を
し
て
〕
ア
ソ
ブ
ン
デ

一
宵
男
4：
5ヨ
8）

ス
。
（
赤
一
x女
5：
2－
3）
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○
タ
カ
ラ
モ
ノ
ヲ
ネ
ー

　
ラ
イ
タ

ソ
ー
ノ
ネ
　
ト

ヒ
ト
タ
チ
ニ
　
ワ
ケ
タ
ン

ダ
ッ
テ
。
（
天
一
u
女
6：
5－
22
）

○
オ
ネ
エ
チ
ャ
ン
ト
ネ
　
ヌ
ル
エ
　
ヤ
ッ

　
タ
ノ
。
（
i自
一
n
男
6：
5－
6
）

○
イ
シ
ネ
　
カ
ワ
ノ
ネ
　
ト
コ
ヘ
ネ
　
ナ

　
ゲ
タ
ノ
。
（
二
一
d女
5：
11
－
7）

○
ソ
シ
テ
ネ
　
ピ
コ
ウ
キ
デ
ネ
　
ウ
チ
ヘ

　
カ
エ
ッ
タ
ノ
。
（
自
一
s
男
5
：
9－
22
）

○
イ
ナ
カ
デ
　
ク
ワ
ガ
タ
　
ト
ッ
テ
　
キ

　
タ
。
（
自
一
s男
5：
9－
11
）

○
ボ
ク
ン
チ
デ
〔
家
で
〕
　
ニ
ク
ヤ

　
ヤ
ッ
テ
ル
。
（
自
一
b
男
6：
0－
4）

　
〔
父
親
の
職
業
の
こ
と
〕

○
カ
ッ
チ
ャ
ン
チ
ニ
　
ア
ソ
ビ
ニ
　
イ
ッ

　
タ
ノ
。
（
自
一
e女
5：
7
－
10
）

○
マ
エ
ノ
　
ア
サ
ガ
オ
グ
ミ
デ
ハ
ネ
　
ブ

レ
ー
メ
ン
ノ
ネ
　
オ
ン
ガ
ク
タ
イ
ノ
ネ

　
ニ
ン
ギ
ョ
ウ
ゲ
キ
　
　
ミ
タ
ノ
。
（
三
一
d

　
女
5：
11
－
9＞

○
オ
ト
ウ
サ
ン
ト
　
タ
イ
イ
ク
カ
ン
ニ

　
イ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
一
f女
5：
9
－
5）

○
ソ
ノ
　
コ
ヲ
ネ
　
オ
ウ
チ
デ
ネ
　
カ
ッ

　
ァ
ヤ
ッ
タ
ノ
ネ
。
（
赤
一
s男
6：
6－
16
＞

3 5 2

○
オ
カ
ア
サ
ン
ト
　
ハ
ナ
シ
　
シ
テ
ン
ノ
。

　
（
　
）
’
Al
’
一
m　
ge
v　
4　
：
　
I　
O－
3　
）

麟
オ
シ
ゴ
ト
　
カ
イ
シ
ャ
デ
　
ヤ
ッ
テ

　
ル
。
（
小
一
岡
女
4：
8－
2）

繭
テ
ー
ビ
ハ
　
オ
ウ
チ
デ
　
ミ
タ
　
コ
ト

　
ア
ル
ヨ
。
（
ノ
1・
一
安
男
4：
2－
5）

鱒
ソ
ノ
　
ナ
カ
デ
ネ
　
オ
ト
コ
ノ
　
コ
ノ

　
マ
ン
ガ
ガ
ダ
イ
ス
キ
。
（
赤
一
q女
5

　
　
：
2－
10
）

○
オ
カ
　
〔
「
お
母
さ
ま
は
何
し
て
る
？
」

　
の
答
〕
　
オ
ウ
チ
デ
　
オ
シ
ゴ
ト
　
シ

　
テ
ル
。
（
赤
一
t男
5：
1－
3）

○
パ
パ
ト
　
オ
ソ
ト
デ
　
ア
ン
ブ
。
（
赤

　
一
h女
5；
4－
3）

1 2 ＝ 」 1 1 1 1

○
ク
ラ
ウ
ン
デ
サ
ー
　
ク
ラ
ウ
ン
　
オ
ジ

　
チ
ャ
ン
　
ツ
レ
テ
　
キ
・
タ
　
ツ
レ
テ

イ
ッ
テ
　
モ
ラ
ウ
　
コ
ト
　
ア
　
コ
ト

　
ア
ル
ヨ
。
（
神
一
宮
比
3：
8－
3）

・
オ
カ
ア
チ
ャ
ン
隠
・
xt
・
1寿
）

　
ノ
レ
。
（
／
」
、
一
藤
女
3
：
1
0
－
7
）

○
ガ
ム
ネ
　
フ
ジ
パ
ン
ヤ
サ
ン
デ
　
モ
ラ

　
ツ
タ
ノ
。
（
神
一
三
男
4：
0－
5）

○
オ
モ
チ
ャ
デ
　
オ
ウ
チ
デ
　
ア
ン
ブ

　
ノ
。
　
（
神
一
f子
女
3：
7－
5）

Oウ
チ
デ
　
セ
ン
タ
ク
ヲ
　
シ
テ
　
イ

2
v
　
　
（
ノ
1、
～
福
男
4
：
2
－
2
＞

○
シ
タ
デ
　
チ
ュ
ミ
キ
デ
　
ア
シ
ョ
ン
ダ

　
リ
　
シ
テ
タ
ノ
。
（
神
一
狗
女
4：
3－
5）

○
オ
ヘ
ヤ
カ
ラ
ネ
　
オ
ウ
チ
　
コ
ワ
シ

　
チ
ャ
ウ
ノ
。
〔
意
味
不
明
，
形
式
正
〕
（
小

　
一
千
ケ
男
4：
1－
9）

○
カ
ツ
ノ
リ
ク
ン
ト
ネ
ー
　
ソ
レ
カ
ラ

ボ
ク
ノ
　
オ
カ
ア
サ
ン
ト
ネ
　
カ
ツ
ノ

リ
ク
ン
ノ
　
オ
バ
サ
ン
ト
ネ
　
タ
ケ
ノ

　
プ
ー
ル
　
イ
ッ
タ
ノ
。
（
神
一
秋
男
3：
11

　
－
6
）

○
ソ
イ
デ
　
オ
論
陣
ミ
モ
　
コ
コ
ヘ
ー

H3
の
「
で
」

が
「
で
は
」
に

な
っ
て
い
る

形
式
が
年

長
，
年
中
に

あ
る
。
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1

磐
コ
ッ
カ
ラ
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ン
チ
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ホ
ウ
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イ
ッ
テ
ク
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。
（
自
一
C男
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11
－
6）

○
オ
ユ
ワ
デ
ネ
ー
　
　
‡
‡
　
フ
ト
シ
ク
ン
ト

　
ネ
ー
　
　
mケ
ッ
ト
ゴ
ッ
コ
デ
〔
を
し
て
〕

　
　
ア
紹
・
デ
・
礁
卜
・
男
・
・
4

　
－
5）

○
モ
ッ
ト
　
ア
ル
ヨ
。
（
ピ
1レ
9女
5：
l！

　
一
21
）

○
シ
ュ
ー
ッ
テ
　
デ
ン
（
ダ
）
。
（
虜
一
v

　
男
5：
7－
4
）

○
ジ
ブ
ン
デ
　
　
オ
ボ
エ
タ
ノ
。
（
二
一
C男

　
6：
3－
！
6）

○
ギ
ャ
ク
ニ
　
カ
ゾ
エ
ラ
レ
ル
。
（
赤
一
d

　
男
6：
4－
！
5）

○
ア
ソ
ビ
ナ
ガ
ラ
　
ミ
チ
ャ
ウ
ノ
。
（
赤

イ
レ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
（
小
一
漂
女
3
：
7

一
15
）

愚
工
〔
い
〕
ナ
一
紙
ネ
　
オ
カ
ア
サ
ン
ト

1
○
オ
ウ
チ
デ
　
ヨ
ッ
チ
ャ
ン
ト
　
ア
ソ
ン

イ
ッ
タ
ノ
。
（
神
一
桑
女
4：
10
－
25
）

ダ
ノ
。
（
神
一
三
男
3：
10
喝
〉

1
○
ソ
コ
カ
ラ
　
チ
キ
ュ
ウ
ニ
　
ヤ
ッ
テ

1
○
コ
ッ
チ
カ
ラ
ネ
　
ム
コ
ニ
　
ワ
タ
ッ
テ

キ
タ
ン
ダ
カ
ラ
ネ
。
（
赤
イ
女
4：
10

＿
並
∠
：
』
（
！
」
、
一
盛
女
3：
10
－
5）

一
6）

1
○
ケ
イ
オ
ウ
チ
ェ
ン
デ
〔
京
王
線
「
の
」
　
　
　
　
　
　
　
一

と
も
〕
ト
ン
ネ
ル
デ
　
ウ
タ
（
ッ
タ
）
。

（
／
1・
一
金
男
4：
M）

1
○
ジ
ョ
ウ
ロ
デ
ネ
　
オ
ミ
ズ
　
（
ア
）
ッ
パ
ノ
　
　
　
　
　
　
い

1
○
オ
カ
ネ
ガ
ネ
　
タ
マ
ン
ナ
イ
　
ヒ
ト
ニ

1序
パ
ニ
ネ
・
・
ズ
・
ケ
テ
・
ノ
。
　
（
神
一
ヰ
寸
女
3：
6－
8）

H2
の
部
分

ネ
　
　
コ
ノ
　
　
コ
ウ
　
　
イ
ウ
　
　
ハ
ネ
ネ

が
節
。

｝ コ
コ
ニ
ネ
　
ツ
ケ
ト
ク
ノ
。
〔
赤
い
羽
根

の
こ
と
・
は
っ
き
り
し
な
い
〕
（
自
綬

男
5：
34
2）

「
で
」
が
「
を

し
て
」
の
意

味
の
と
こ

ろ
。
（
前
出
）

31
繍
マ
ー
ス
グ
　
イ
ク
ノ
。
（
赤
一
b男
5：
6
50
○
チ
ョ
ッ
ト
　
ム
ズ
カ
シ
イ
。
（
神
一
渡
女

一
6）

3：
！
0ヨ
0）

○
ガ
オ
ガ
オ
　
イ
ッ
テ
ル
。
（
自
一
i男
5：

○
ド
ボ
ー
ン
テ
　
オ
ト
シ
チ
ャ
ジ
タ
ー
。
音
ま
ね
語
。

5－
7）

（
神
一
三
男
4：
0－
45
）

（
感
じ
音
ま

4
○
ジ
ブ
ン
デ
　
ヨ
ム
ノ
。
（
赤
一
1女
4：
7

3
○
ジ
ブ
ン
デ
　
ヨ
ム
。
（
ノ
1い
原
女
3：
7－
8）

ね
語
）

一
6）

○
ミ
ー
ン
ナ
デ
　
イ
ッ
タ
ノ
。
（
神
一
寺
男
名
詞
＋
助
詞
。

Oハ
ン
ブ
ン
シ
カ
　
オ
ボ
エ
テ
　
ナ
イ

4：
4－
8）

ワ
ー
。
（
坊
い
P女
5：
2－
10
）
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○
ソ
ウ
ネ
　
ニ
カ
イ
グ
ラ
イ
シ
カ
　
ヨ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

f　
ナ
イ
カ
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○
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ボ
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ヌ
ケ
チ
ャ
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タ
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清
女
3：
7－
2）

寃
[
ン
ゼ
ン
　
ア
　
ア
ソ
　
ア
ソ
ビ
タ
ク

数
詞
。

ﾂ
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詞
。
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男
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1
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8
）

寃
W
ュ
ッ
コ
シ
カ
　
ヤ
ス
マ
ナ
カ
ッ
タ
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。
　
（
白
一
9女
5
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1！
－
2）

寃
с
bパ
リ
　
ワ
ス
レ
チ
ャ
ッ
タ
ミ
タ

@イ
。
（
赤
一
m男
5：
10
絡
）

寃
¥イ
デ
　
ス
グ
　
パ
ッ
ト
　
オ
キ
チ
ャ

@
ウ
ノ
。
（
赤
一
m
男
5
：
！
0
－
20
）

寃
}ダ
　
ア
ン
マ
リ
　
ヨ
ク
ネ
　
ワ
カ
ン

@ナ
イ
。
（
泳
一
h女
6二
鋸
6）

　
一
14
）

寃
^ダ
　
ア
ソ
ン
デ
ル
ダ
ケ
ナ
ノ
。
億

@一
〇
男
5：
4－
2）

｣ダ
ン
ダ
ン
　
コ
ン
ナ
ニ
　
オ
ッ
キ
・
ク

@ナ
ッ
テ
　
キ
タ
。
（
神
～
桑
女
4：
10
乏
7）
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7 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r D

　
テ
　
　
イ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
一
w男
6：
3－
28
）

ｱソ
ノ
　
ツ
ギ
　
ス
キ
ナ
ノ
ー
ト
　
ソ
レ

ト
ー
　
オ
モ
シ
ロ
イ
ノ
ハ
　
　
イ
ッ
パ
イ

鯵
オ
カ
ア
サ
ン
モ
　
ト
キ
ド
キ
　
ヨ
ム

@ケ
ー
ド
ネ
。
（
六
一
q女
5：
2－
20
）

寃
Cチ
バ
ン
　
マ
ユ
ミ
チ
ャ
ン
ガ
ネ

@オ
ッ
キ
イ
ノ
。
（
二
一
e女
4：
8－
5）

Uモ
（
ウ
）
ヒ
ト
リ
ネ
　
ジ
ャ
ン
グ
ル
タ
イ

○
ソ
イ
デ
　
ボ
ク
ネ
　
ヒ
ト
リ
デ
　
ネ
テ

@タ
（
ノ
）
。
　
（
神
一
三
男
4：
0～
3）

寃
`
ー
ッ
ト
ネ
　
イ
ナ
カ
ノ
　
オ
バ
チ
ャ

（
注
）
主
部
を

ﾈし
て
い
る
。

ン
チ
ハ
　
　
ト
オ
ク
〔
い
〕
イ
ノ
。
（
神
一
佐

　
ア
ル
。
（
注
）
（
赤
一
a男
5：
9
－
！
3）

寃
Aノ
ネ
　
イ
ッ
パ
イ
　
ミ
チ
ガ
　
ア
ル

@
ケ
ド
ネ
。
（
赤
一
u
勇
6：
5－
7＞

ｱカ
レ
ン
ダ
ー
　
イ
ッ
パ
イ
　
コ
（
ウ
）
イ

　
テ
イ
ノ
ネ
　
オ
ト
モ
ダ
チ
ネ
　
イ
ル
ン

@ダ
ッ
テ
ネ
。
（
赤
一
q女
5：
2級
ユ
）

寃
^ダ
ネ
　
ジ
ブ
ン
ガ
　
ヨ
ム
ダ
ケ
。
（
自

@一
d女
4：
11
－
5）

　
女
3：
7－
5）

寃
l
ジ
ュ
ミ
ガ
ネ
　
ピ
ョ
ン
ッ
テ
　
ト
ン

@ダ
ノ
。
（
神
一
高
男
4：
4尼
3＞

寃
¥
レ
デ
ネ
　
モ
ウ
　
オ
ハ
ナ
シ
ハ
　
ナ

@イ
。
　
（
禍
1一
高
男
4：
4－
6）

ウ
フ
ウ
ニ
　
カ
サ
ネ
テ
　
ア
ッ
タ
。
（
赤

黷
?
男
6：
3－
2）

○
ダ
カ
ラ
　
ボ
ク
　
ガ
イ
シ
ャ
ノ
　
ナ
マ

　
エ
ノ
　
ホ
ウ
ガ
〔
を
〕
　
　
ヨ
ク
　
シ
ッ

@テ
ル
。
（
赤
一
t男
6：
0
－
3）

寃
Kイ
シ
ャ
ノ
　
ホ
ウ
ガ
ネ
　
チ
ッ
チ
ャ

霧
タ
ッ
チ
ャ
ン
ー
オ
エ
カ
キ
〔
絵
〕
ジ
ョ

@ウ
ズ
ニ
　
カ
イ
タ
（
ヨ
）
ネ
ー
。
（
ノ
1い
伊

@男
4：
3－
2）

]ダ
ケ
ド
ネ
ー
エ
　
ソ
ノ
　
コ
ネ
ー
エ

0 乙 　 　 　 　 　 　 　 － 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！

イ
　
ク
ル
マ
ヨ
リ
　
タ
ク
サ
ン
　
ア
ル

ジ
ャ
ン
グ
ル
タ
イ
テ
イ
ニ
　
ノ
ネ
　
オ

　
ネ
。
（
分
一
t
男
6：
0
君
）

寃
¥レ
デ
　
ラ
イ
オ
ン
ガ
　
シ
マ
ウ
マ
ニ

@ト
ビ
ッ
カ
カ
ル
ヨ
ウ
ニ
　
認
　
オ
イ
カ

@ケ
マ
シ
タ
。
（
赤
一
s男
6：
6縫
8）

2

　
カ
ア
サ
ン
ニ
　
ト
ッ
テ
モ
　
ニ
テ
ル

@ノ
。
（
赤
刈
女
5：
2－
11
＞

ｱソ
ウ
シ
タ
ラ
ネ
ー
エ
　
　
ウ
サ
ギ
ガ
ネ

@ト
チ
ュ
ウ
デ
　
グ
ウ
ス
カ
　
ネ
チ
ャ
ッ

@タ
ン
ダ
ッ
テ
ネ
。
（
赤
一
q女
5：
2－
14
）

○
ジ
ョ
ー
ハ
ネ
　
ナ
イ
フ
デ
　
グ
シ
ャ
ッ

@テ
　
ヤ
ッ
チ
ャ
ウ
。
（
神
一
高
等
4
：
4
－
1

@6
）

寃
I
カ
ア
サ
ン
ハ
ネ
　
オ
ミ
セ
デ
ネ
　
タ

@ダ
〔
慧
味
は
っ
き
り
し
な
い
〕
ハ
タ

@ラ
イ
テ
ン
ノ
。
（
ノ
」
・
一
新
男
3：
10
－
2）

寃
¥
ウ
シ
テ
ネ
ー
　
カ
メ
ガ
　
コ
コ
ヘ
ネ

@コ
ウ
ネ
　
無
　
ア
ル
イ
テ
ン
ノ
。
（
小

@一
相
男
4：
4ヨ
7）



SR
HZ

HS
RZ

1　
HR
SZ

g l

RH
SZ

RS
HZ

SR
HH
Z

HS
HR
Z

4 1 1

×

○
ク
マ
ガ
ネ
　
マ
タ
　
ネ
ズ
ミ
ン
　
ト
コ

　
ミ
テ
ン
ノ
。
（
自
一
f女
5：
8
－
12
）

鈎
ド
ウ
ブ
ツ
エ
ン
ニ
ネ
　
ラ
イ
オ
ン
ガ

　
イ
ッ
ピ
キ
　
イ
タ
ノ
。
（
赤
一
u女
5
：
11

　
－
16
）

○
オ
バ
ケ
タ
イ
カ
イ
ナ
ン
テ
　
ヘ
ン
ナ

　
オ
バ
ケ
ガ
　
タ
ク
サ
ン
　
イ
タ
ヨ
ー
。

　
（
赤
一
f女
5
：
9
－
10
）

○
ソ
レ
カ
ラ
サ
ー
ウ
チ
ニ
ハ
イ
ッ
パ
イ

　
モ
ケ
イ
ガ
　
ア
ル
シ
サ
ー
。
（
面
一
w男

　
6：
3－
2）

鯵
ソ
レ
デ
　
オ
カ
ア
サ
マ
ガ
ネ
　
モ
ウ
ネ

　
テ
ン
ゴ
ク
ニ
〔
で
〕
ネ
　
カ
ミ
サ
マ
ニ

　
ナ
ッ
チ
ャ
ツ
タ
ノ
。
（
赤
一
u女
5：
11
－

　
8
）

鯵
ソ
ノ
　
ウ
エ
カ
ラ
　
オ
ト
ウ
サ
ン
ガ

　
フ
ト
ン
　
バ
ッ
サ
ッ
テ
　
カ
ブ
セ
ン

2 2 3 1

○
レ
オ
チ
ャ
ン
　
シ
ト
リ
デ
ネ

　
ネ
ー
　
ラ
イ
オ
ン
ガ
　
キ
タ
ノ

　
ツ
ケ
チ
ャ
ツ
タ
ノ
。
（
赤
一
〇
女
5：
1－
7）

Oオ
カ
ア
サ
ン
ハ
　
マ
イ
ニ
チ

　
チ
ア
ノ
ネ
ー
カ
イ
シ
ャ
イ
ッ
テ

　
ン
ノ
。
（
自
イ
女
4：
9－
2）

○
ウ
ラ
ニ
パ
　
フ
ネ
ガ
　
イ
ッ
パ
イ
　
オ

　
イ
テ
　
ア
ン
ノ
。
（
自
一
t男
5：
3－
5＞

ワ
ル
イ

　
ヤ
ツ

マ
イ
ニ

駿
コ
コ
カ
ラ
　
チ
ュ
ー
ッ
テ
　
コ
ウ
セ
ン

　
ガ
　
（
デ
ル
ノ
）
。
（
ノ
1・
一
藤
男
4：
9－
13
）

鯵
イ
ッ
パ
イ
　
マ
ゴ
チ
ャ
ン
ノ
　
オ
ウ
チ

　
ニ
　
ラ
イ
オ
ン
（
猫
？
〕
イ
ル
。
（
小
一
山

　
崎
男
4：
11
－
8）

麟
ダ
イ
ブ
マ
マ
エ
ホ
ン
　
ヨ
ン
デ

　
ク
レ
ル
ノ
。
（
ノ
1い
窯
女
4：
8弓
8）

○
オ
バ
ア
チ
ャ
ン
ハ
ネ
　
イ
ツ
デ
モ
ネ

　
ネ
コ
ニ
　
ゴ
シ
〔
ち
）
ソ
ウ
　
ヤ
ル
ノ
。

　
（
自
一
a男
4：
9－
3）

鯵
テ
ハ
　
モ
ー
ッ
ト
　
モ
ッ
ト
　
ア
ッ
チ

　
カ
ラ
ネ
　
ア
ッ
　
ア
ッ
チ
〔
こ
っ
ち
〕

　
　
　
　
　
　

　
マ
デ
　
ト
ド
ク
ヨ
。
（
小
一
海
男
4：
3

　
－
12
）

2

×
ユ

1 2 1

○
ダ
ッ
チ
　
マ
マ
　
イ
ツ
モ
ネ
ー
　
ア
イ

　
ス
ク
リ
ー
ム
ト
ネ
　
ラ
ム
ネ
ト
ネ
　
オ

モ
チ
ャ
　
カ
ッ
テ
　
ク
レ
ル
モ
ン
。
（
小

　
一
佐
男
4：
3
－
1）

○
オ
カ
ア
サ
ン
　
イ
ツ
モ
ネ
　
オ
ソ
ウ
ジ

ヤ
ネ
〔
を
し
た
り
〕
ゴ
ホ
ン
。
ン
F

　
（
ン
）
ノ
。
（
ノ
1、
一
佐
男
4：
3～
2）

O
ア
イ
ウ
エ
オ
ノ
　
ホ
ン
　
ミ
ー
チ
ャ
ン

　
ジ
プ
ン
デ
　
ヨ
メ
ン
ノ
。
（
小
一
物
質
4：

　
O－
9）

○
ウ
チ
ニ
ネ
　
ゴ
　
ゴ
ホ
ン
　
タ
ク
サ
ン

　
　
　
　
　
rm

　
ア
ル
。
（
小
一
神
女
4：
1磯
0）

ヨ
シ

ウ
ユ
チ
ツ

ヨ
シ

ン
チ
一

こ 、
○

キ
ウ

コ ㊦
ヒ 研
　 む
デ 女
ン 矢
ブ W
ン ω
シ 。
　 ノ

ヤ ウ

　 ユ
チ
　 ツ

ン
ク
ユ
チ

（
注
）
「
～
た

り
～
た
り
」

で
続
く
構
文

は
整
わ
な
い

構
造
が
多
い
。



一 禽

SH
HR
（
R）
Z

SH
RR
Z

3・
6　
ST
Z

TS
Z

TT
SZ

3・
7　
ST
HZ

TS
HZ

ノ
。
　
（
赤
一
e　
男
5：
10
－
2＞

馨
ダ
ッ
チ
　
オ
ト
ウ
サ
ン
モ
　
オ
カ
ン
ー

@ネ
〔
お
金
〕
マ
イ
ニ
チ
　
ス
コ
シ
　
ク

@レ
ル
モ
ン
。
（
神
一
高
女
4：
10
－
4＞

1
○
デ
　
ア
カ
ネ
タ
イ
ン
ハ
ネ
ー
　
ナ
イ
フ

@
デ
ネ
ー
　
コ
コ
　
オ
ナ
カ
　
オ
ナ
カ

@グ
シ
ャ
ッ
ト
　
コ
ウ
　
〔
身
ぶ
り
で
説

@明
〕
　
ヤ
ッ
チ
ャ
ウ
。
（
神
一
高
男
4：
4－

@1
6）

○
ボ
ク
ネ
　
ボ
ク
ト
　
オ
カ
ア
チ
ャ
ン
ネ

5 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3 　 　 　 　 　 　 1 　 1

○
ソ
レ
カ
ラ
　
ボ
ク
　
ジ
ュ
ウ
イ
チ
ジ
ニ

@ネ
ル
　
　
ト
キ
　
ア
ル
。
（
二
一
t
男
6：
0

@－
14
）

寃
nジ
メ
　
ラ
イ
オ
ン
ガ
　
イ
タ
ノ
。
（
赤

@う
女
6：
4－
12
＞

寃
¥イ
デ
　
イ
チ
バ
ン
　
サ
イ
シ
ョ
ニ

　
ユ
ウ
ガ
タ
　
カ
イ
ン
ノ
。
（
二
一
t男
5：

@ひ
9）

寃
Aツ
イ
　
ト
キ
・
ネ
　
ハ
ナ
ガ
ネ
ー
　
カ

@レ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
一
n男
5：
2－
11
）

ｱモ
モ
グ
ミ
ン
　
ト
キ
　
イ
タ
，
ア
　
モ

○
ラ
ィ
オ
ン
ガ
　
イ
マ
　
キ
タ
ノ
。
（
神

@
一
大
男
3
：
11
－
9）

寃
¥
レ
デ
ネ
　
カ
イ
ジ
ュ
ウ
ガ
　
キ
タ

@ト
キ
　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ガ
　
ク
ン
ノ
。

@（
神
一
大
男
3：
ll
－
7）

ロ
ビ
ン
ガ
　
ハ
イ
ッ
テ
　
ナ
イ
　
ト
キ

モ
グ
ミ
ン
　
ト
キ
ネ
　
ア
タ
シ
ノ
　
イ

Iモ
ッ
タ
ノ
パ
　
オ
バ
キ
ュ
ウ
ナ
ノ
。

i赤
一
r
女
5：
1
0－
8）

タ
　
ト
キ
ネ
〔
r山
隠
に
わ
た
し
が
い
た

р
ﾌ意
な
ら
・
一
つ
〕
ク
・
1只
1ラ
セ
ン
セ
イ
　
ヨ
ン
デ
　
ク
レ
タ
ノ
。
（
神
一
大
女
4：
6級
4）

○
マ
マ
ト
　
ヨ
ウ
コ
ガ
ネ
　
オ
デ
カ
ケ
シ

○
ボ
ク
ネ
　
オ
ト
ウ
チ
ャ
ン
ノ
ネ
　
オ
ー

○
オ
バ
ア
チ
ャ
ン
ガ
ネ
　
ヤ
マ
ヘ
　
イ
ク

タ
　
カ
エ
リ

ト
バ
イ
　
　
ト
リ
ニ
　
　
イ
ク
　
　
ト
キ
ネ

ト
キ
ネ
　
　
リ
ッ
ク
　
　
シ
ョ
ッ
テ
　
　
イ
ク

一 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ よ

ト
デ
ン
ニ
　
　
ノ
ッ
チ
　
イ
ッ
タ
　
コ
ト

　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
タ
ク
シ
ー
テ
　
ノ
ッ

@
チ
ャ
ッ
タ
ノ
ネ
。
（
赤
一
P女
6：
2－
！
8）

寃
Rノ
　
マ
エ
カ
ラ
　
キ
シ
ャ
ガ
　
キ
ュ

　
ア
ル
。
（
自
一
t男
5：
3－
1）
　
一
　
一
　
一

Iコ
ナ
イ
ダ
　
ア
タ
シ
　
ヨ
ウ
チ
エ
ン

@オ
ヤ
ス
ミ
　
シ
タ
ノ
。
（
赤
一
q女
5：
2

○
ヨ
ル
ネ
　
オ
ジ
イ
チ
ャ
ン
ジ
ャ
　
ナ

（
覆
三
）
q女
は

p例
の
引
用

ｪ
多
い
。

N中
で
こ
の

?を
止
め
た

ﾌで
，
年
長

ﾉ
は
出
て
こ

ク
ッ
チ
ャ
　
オ
ハ
ナ
シ
　
シ
テ
　
ク
レ

ウ
コ
ウ
ニ
　
ナ
ッ
タ
ン
ダ
ッ
チ
。
（
自

黷
湯
j5
：
9－
12
）

一
5）
（
注
）

ナ
ィ
。
〔
二
重
否
定
〕
（
神
一
三
男
4
：
0



HT
SZ

S
TH
｝
｛
Z

TS
HH
Z

1 δ の 】
　
TT
HS
Z

TS
TT
HZ

hf
，
・
ST
HH
Z

1
○
マ
マ
ネ
　
ヨ
ル
ネ
　
オ
ソ
ト
ニ
ネ
　
オ

　
バ
ア
チ
ャ
ン
ニ
　
オ
イ
ダ
シ
タ
ノ
。
〔
追

　
い
出
さ
れ
た
〕
（
自
一
一
　
ll
女
5：
7－
9）

1 1 ！ × ！

○
ウ
シ
ャ
ギ
ハ
ネ
ー
　
ト
チ
ュ
ウ
デ
　
ネ

ム
イ
ッ
テ
　
イ
ッ
タ
　
ト
キ
　
カ
メ
ガ

　
ネ
ー
一
　
オ
ヤ
マ
デ
ネ
ー
　
マ
ッ
チ
タ
ン

　
ダ
モ
ン
。
〔
は
っ
き
り
し
な
い
〕
（
自
一
P

　
男
4：
7－
17
）

○
パ
ピ
ー
ニ
　
ズ
ー
ッ
ト
　
マ
エ
ニ
ネ
ー

ア
ナ
ガ
　
ア
イ
タ
ン
ダ
ッ
チ
。
（
赤
一
f

女
4：
10
－
5）

○
ハ
ジ
メ
　
オ
ジ
サ
ン
　
オ
テ
ン
キ
・
ノ

　
へ
が
ノ
　
　
し
ヘ
ハ
リ
ぬ

　
イ
ィ
ヒ
　
オ
ジ
サ
ン
ガ
ネ
ー
　
オ
ハ
ナ

　
ニ
　
ミ
ズ
ヲ
　
カ
ケ
テ
タ
ノ
。
（
歩
一
P

　
女
5：
2－
16
）

爵
イ
ツ
カ
　
ア
タ
シ
ガ
　
チ
ッ
チ
ャ
イ

ト
キ
　
ビ
ョ
ウ
キ
ニ
　
ナ
ッ
タ
　
ト
キ

ネ
　
キ
リ
ス
ト

〔
に
〕
　
カ
ン
ゴ
フ
サ
ン

ー
野
女
4：
9－
11
）

ビ
ョ
ウ
イ
ン
デ
ネ

イ
タ
ノ
。
（
小

○
ソ
レ
デ
ネ
ー
　
　
キ
ノ
ウ
ネ
ー
　
　
…
…
オ

　
ト
ウ
サ
ン
ネ
ー
　
カ
イ
シ
ャ
ネ
ー
　
…

　
…
ヨ
ル
ネ
ー
　
ボ
ク
ト
　
イ
ッ
シ
ョ
ニ

　
ス
ー
パ
ー
ジ
ェ
ッ
タ
ー
　
ミ
タ
ン
ダ
モ

　
ン
。
（
E．
1－
k男
4：
8－
10
）

5 ！ 1

　
一
35
）

○
ア
メ
　
フ
ッ
タ
ヒ
バ
　
カ
エ
ル
ネ

　
ド
ッ
カ
　
イ
ッ
チ
ャ
ウ
ン
ダ
ヨ
ネ
。
（
神

　
一
三
男
4：
0－
！
2）

○
イ
マ
ハ
ネ
ー
　
イ
マ
ネ
ー
　
ト
ー
シ

　
　
　
　
　
　
ヒ

　
チ
ャ
ン
ネ
　
チ
ガ
ウ
ネ
ー
　
ヨ
ウ
チ
エ ン の
べ ト
　 塩
力 女
ン 神

ネ や
　 ω
カ ㌧
ン 殉

ナ シ
ネ ウ
デ ヨ

ン キ ・

○
サ
ッ
キ
ネ
　
ヒ
ロ
コ
ネ
　
ヒ
ロ
コ
ネ

　
　
　
　
　
　
ヘ

　
ダ
レ
ー
モ
　
イ
ナ
イ
　
ト
キ
杢
　
霊
．
壬
一

ユ
ウ
　
イ
ッ
タ
　
ト
キ
ネ
　
マ
イ
ゴ
ニ

ナ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
（
神
一
佐
女
3：
7－
7）

な
い
。

受
身
形
む
ず

か
し
い
。



TS
HH
HZ

3・
8　
ST
RZ

TS
RZ

TR
SZ

1 6 0 1
　
3
・
9
ST
HR
Z

T｝
IR
SZ

TS
RH
HZ

1
○
ア
ト
カ
ラ
（
注
）
　
ボ
ウ
ヤ
タ
チ
ガ
ネ
ー

@カ
ワ
ノ
　
ス
グ
　
ソ
バ
デ
ネ
ー
　
イ
シ

@ヲ
ネ
ー
　
カ
ワ
ニ
　
ナ
ゲ
テ
タ
。
（
赤
一

@w
男
6：
3－
15
）

（
注
〉
「
ア
ト
」

ﾌ意
，
時
間

Iあ
と
な
の

ｩ
は
っ
き
り

ｵな
い
。

3
○
ソ
ノ
　
ア
イ
ダ
ニ
　
カ
メ
ガ
　
ノ
ソ
ノ

@ソ
　
ア
ル
イ
テ
　
キ
マ
シ
タ
。
（
赤
一
s

@
男
6：
6
－
20
）

]デ
モ
　
ソ
ン
　
ト
キ
ハ
　
モ
ゥ
　
ヨ
シ

！

鱒
コ
ノ
　
オ
ハ
ナ
ハ
ネ
　
オ
テ
ン
キ
ダ

@〔
の
〕
　
ト
キ
ネ
　
コ
ウ
（
注
）
　
タ
オ
レ

@チ
ャ
タ
ノ
。
（
神
一
鎌
女
4：
5－
17
）

寃
gラ
ッ
ク
ガ
ネ
　
ハ
シ
ッ
テ
ル
　
ト
キ

1
○
ソ
レ
デ
ネ
　
ボ
ク
　
ネ
ル
　
ト
キ
ネ
　
　
　
　
　
～

@
ボ
ク
　
ヒ
ト
リ
デ
ネ
　
ネ
ン
ノ
。
（
神

@一
古
男
4：
ひ
17
）

（
注
）

gう
こ
と
多

ｵ
。

ノ
ブ
チ
ャ
ン
　
シ
ン
デ
タ
ン
ダ
ヨ
。
（
赤

黶
B男
5：
！
0－
22
）

`ャ
ッ
タ
ノ
。
（
自
一
v男
4：
7－
11
＞

露
ソ
シ
テ
　
　
オ
バ
ア
サ
ン
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第3章　幼児の複文の構造と用法

　幼児の複文の構造と用法をみていく場合いろいろの方法が考えられる。その方法がすぐれたも

のであるかどうかによって，見えるところも見えなくなる恐れがある。ここでは一一応次のような

方法で考えてみたが，問題が多く残っている。まず大きく三つに分ける。

　！　一つの接続助詞によって文が成立している場合

　2　二つ以上の接続助詞によって文が成立している場合

　3　接続助詞「たり」「し」をもつ文

　1の中を1．1　主語一つからなるもの，1．2　主語二つからなるもの，1．3　題口語をもつも

の，と三つに分け，それぞれを，主語のあるもの，主語のあらわれていないもの，に分けた。ま

た，下位分類として，接続助詞によって分類し，「て」は使用が多いので特に意味分類を試みた。

　2については，2．1一つの主語からなるもの，2．2　二つの主語からなるもの，2．3　三つの

主語からなるもの，2．4　四つの主語からなるもの，2．5　五つの主語からなるもの，2．6　題目語

をもつ文　2．7　その他の構造からなる文，2．8　不明文と分けて概観してみた。

　3は前者1，2と質がちがうように見えるが，この二つの接続助詞は並べて述べるところに用い

られ，「て」の意味する内容のうちの並列の意と似ている。この構造は単文と複文の1，2の三つの

文構造のいずれにもかかわるので，どこに属させるとよいか迷い，第3の分類をたててここに入

れた。「たり」が文の一部にある場合は文内部のこととして，3で扱うとともに，複文1，2及び単

文のところでも扱ってある。

　このように分類してみた場合，幼兇の複文の構造にはどのような特色がみられるか，また，年

齢的にはどのような発達があるか，用例をあげながらみていくことにする。用例は章末にあげた。

「単文の構造」で述べた用例のあげ方と間じである。使幣数もあげておいた。

　1の一つの接続助詞によって文が成立している場合と，2の二つ以上の接続助詞によって文が

成立している場合とを比較すると，この調査の場合，年少，年中は1の一つの接続助詞をもつ文

が年長より多く，年長は，2の二つ以上の接続助詞をもつ文が年中，年少よD多く，なっていた。

特に年少は前王1のほうが圧倒的に多い。まだ複雑な長い文は話せないのであろう。以下くわし

くみていくことにする。

3．1一つの接続助詞によって文が成立している場合

3．1－1主恩一つからなる機文（SZZ文）

　これは『話醗2．Sで複合構文と名づけているものに近い。単位文が複合された構文である。こ

の中には1－1．！主語のあるもの　H．2　主語のあらわれていないもの　の二種類があるが，主

語をきちんと使っている構造より，主語を使わないで話す構造が年齢を間わず多い。

　どのような接続助詞を使っているかでは，主語のあるなしにかかわらず次のようである。用例

は章末にあげた。

　原因や理由をあらわす「から」「ので」，仮定をあらわす「たら」「と」「ば」，逆接，否定をあらわす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　108　一



「けど」「ても」「たって」「のに」「じゃなくて」その他，及び「て」が使用されている。このうちよく

使溺されているのは「て」「から」「たら」「けど」の順である。「から］は年少に少なく，「たら」

のほうが多い。「けど」は年中，年少には少なく，年長がよく使っている。「て」はともに多い。

「ので」「ても1は少なく，fても」は年中に用例がなかった。「ても」を使わなければならないと

ころを「て」ですませている誤用もみられた。「単文の構造と用法」のところでもみた。「のに」

はSZZの構文の場合どの年齢にもこの調査の場合みられなかった。「のに」を使うところを「で」

ですませている例が年中にみられた。

　幼児は文を接続する場合「て」をよく使謂する。「て」の使用数は，他の接続助詞を合わせたも

のと年長ではほぼ同じぐらい。年中，年少では「て」を硬いるほうが多い。年長児程も優心して

いる。つまD他の接続助詞の使用が少ないのである。「て」についてはどのような意味で使用して

いるかを調べてみた。「て」は，先行，理由，饅的，場所，状況，状態，様子，方法・手段，並灘，

引粥等の三昧に使っている。（もっと分類できるかもしれないが，今はこの申に含めた。）

　このように分けてみると，「て」の前の部分が「て」のあとの部分より属寺闘的に先に行なわれて

いるという意昧の先行の用側が多くなっている。場所，状態，方法・乎段をあらわしている用例

も年齢を問わず使われている。

　理由の意の「て」はここでは少ないが接続助詞「ので」がよく使えないために「て」ですませ

ているという場合もみられる。

　主語の使われていない文が非常に多いが，この場合の主語は話し手「わたしやぼく」である場
　　　　　　　　　　　　（注）
合がほとんどである。それに天候や時の場合もある。

　その他「て」で接続されている構文に主語のくりかえしがみられた。「SZS｝LZjとなっているの

である。「SZZIの形式とみた。年齢を疑わずみられた。たとえば，次のようである。

　○オバケガ　デテ　キテネ，オバケガ　イタズラ　スルノ。（赤長一a男5：！1－1！＞

　○ソノ　ツギニ　カメガ　イチバン　ウエ（へ）ノボッテ　イッテ，カメノ　カチナノ。（赤

中一一i女5：3－16）

　○ママ　カイシャ　イッテネ，ママハネ　ソイデベンキョウ　シテンノ。（小少一長男3：5tt一
　　　　　　　　　　　　　　　凱
2）

　幼児の発想として，時聞的順序で述べないと話がすすまないという，表環するとすれば「行動型

思考」とも名づけられるような思考のあらわれで，前文の述語の動詞が「来て」「行って」となって，

（注〉三．1：二章『文法ノ1・論集露（1970・くろしお出蔽）の中でギ省略の法llli　」（！55ぺ～）として次の例が

　　あがっている。

　　　⑱三窪三題何々には次の文まで勢力を及ぼすから，第2文以下が略される。

　　　⑭筋文で注意の焦点にあった名詞。

　　　⑱条件旬が三｝三題を形成する場余。

　　　㊥話乎と相手の眼前のもの。

　　　などと，また，無主格文の種類をあげている。

　　　ee暁の副詞句＋デアル。

　　　⑭時間，寒暖，距離を表わすとき。

　　　⑭～ユナルの形は主格（時が，気温が，状態が，事態が）を欠く。

　　　などと。
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次に，主語のくりかえしがくるという構文になっているのではなかろうか。行動にともなってこ

とばが話されるのである。

3．1－2　主藷二つからなる構文（SZ／SZ文）

　この構造は『話型2過で付加構文と名づけているもので，単位文が付加され，のちの主文に対

して，従属文を形成している構文である。主語のあるなしからみると，四つの文の可能性が考え

られる。つまり両方の文に主語があるものとないもの，前文（以下従属文という〉に主語があっ

て，後文（以下主文という）に主語がないものがある。年長はどの構文もよく使っているが，全

体から見ると，この構文は年長より年中のほうがよく用いている。また，年齢を問わず主語のあ

らわれていない構文をよく屠いる。

　どのような接続助詞がよく使用されているかをみると，やはり「から」「たら」で，「ので」「け

ど」「ても」は少ない。ここでは「のに」が少ないが使用されていた。「て」の使用は「SZZ」の構

文と同様，年中，年少とも多い。「て」をみると，爾方の文ともに主語のあるSZ／SZの構造によく

使い，尚方の文ともに主語のない構造と前部分に主語のない構造に少ない。意味的にみると，従

属文は理由，状況，並列が多い。誤まった使用の例もある。

3．1－3題厨語をもつ携文

　絵の説明をする場合に「この絵は」の意で，「これは」と言ったり，テレビの題をあげて，それ

を説明するというもので，題膳語をまずあげて，ついで主語のあらわれる構造である。単文の構

造のところでもみた。この中には題目語のあらわれているものと，題厨語があらわれてなくて，

文末が「ところ」「こと」で終わったり，「俗なの」という形式で終わっているものがある。また，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　題略語はあって，主語のない構造もある。接続助詞は「か

接続助詞の種類と使用数

＼ 年　長｝年
中
　
年
　
少
　
1

から 50 47 12

ので 4 3 2

たら 33 46 33

と 14 10 9

ば 6 2 3

けど 32 7 8

ても 3 0 3

たって 3 2 4

、のに ！　　　0 0

て 95　1　94 8目

じやなくて 2　　　　0 0

ないで 1　　　　4 2

中止形 4 0 0

誤用 12 5 8

（注）中止形も入れた。

ら」「たら」「て」などをもつ構造があるが使用数は少な

い。しかし，年齢を問わず使っている。

　ここで，幼児の使用した一つの接続助詞よりなる構文

の場合の助詞の種類と，年齢による使用数を表にしてあ

げておく。接続助詞とはいえないが，中止形を参考まで

に入れておいた。（鴉表参照）

「て」を一番よく勢い，ついで「から」「たら」「と」と

いう順である。ただし，年中では「から」と「たら」が

同数，年少では「から」が少なくなっている。年少では

前後の文を理由づけることをせず，「て」で状況を説明す

るという割勘をとっているためで，前後の文を関連づけ

て論理的に述べることが十分にできないためのようであ

る。しかし，二つ以上の接続助詞よりなる文の接続助詞

についての分析（後出）がなされていないので，接続助

詞一般がこうだとは，この表からだけでは言えない。

　不整表現とか意味不明文（録音の一部聞きとりにく

かった文）について述べなかったが，そういう構文もあ
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る。年少45と多い。ついで年中21，年長6である。たとえば次のようである。一一f列ずつあげる。

　○ソイデネ　ネジュミヲネ　オコイダチテ　クマガ　オコリダッタノ。（神少一一大男3：11－12）

　○ソシタラネ　アマリ　ハヤスギエネ　デンシャガ　イクノ。（赤中一f女4：10　一一7）

　○ウチデ　ヨンカイデネ　ミナチャンテ　イウ　コトネ　マキチャンテ　イウ　コト　ヨンカ

　　イダケドネ　ソノ　ベランダヨリ　ムコウニネ　スグネ　アサニネ　イルノ。（赤長一k女

　　6：2－！2）

3．2　二つ以上の接続助詞によって文が成立している場合

　これも，主語がいくつあるかによって分けてみた。

　①一つの主語からなる構文　②二つの主語からなる構文　③三つの主語からなる構文　④四つ

の主語からなる構文　⑤五つの主語からなる構文　⑥題R語をもつ構文⑦その他の構造からな

る文⑧不明文

　このように分類した幼児の胴例は「一つの接続助詞によって文が成立している」用例に続いて

章末に備考をつけてあげてあるが，少し解説をしておく。

3．2－1　主語一つからなる構文

　これは，主語一つからなるが，接続助詞は二つ以上もつものである。前に述べた「SZZ」の構造

の複雑になったもので『話型2』の複合構文に当ろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）
　この中は，主語のあるもの，主語のないもの，の二種に分けた。そうすると，主語のない構造

が一番多く，年長で特に多かった。

　用法をみると状況を述べ説明するというのと，目寺間的頴序でできごとを述べるというものが年

齢を誓わず多かった。理由，砂山を述べる矯法は少なく，仮定の意で綾っているのも少ない。

3．2－2　主語二つからなる構文

　これは，二つの接続助詞よりなる文が，主文，従属文のいずれかにある構文で，付加構文と複

合構文の合体したものである。「SZ／SZZ」，「SZZ／SZjの両方の組み合わせがある。

　この構造は，年齢を間わずよく使われる。やはり主語のあらわれていない構造をよく使ってい

る。また，主文がSZZになっている構文が，従属文（前の部分）がSZZになっている構文よりよ

く使っている。両方がSZZの構文は年少に一例みられたのみである。文がより複雑になるからだ

ろう。年中はヨ列である。意味的な使われ方をみると，従属文が主文の理由の意より状況を説明

するとか，結果の前提とかの用い方が多い。しかし，理由，仮定的粥法も使ってはいる，，

3．2－3　主語三つからなる構文

　三つの主語からなる購読および四つの主語，五つの主語からなる構文は，層的に単位文が重なっ

ているので，従属文牽主文の構造が次の主文の従属文になったりというふうで，平TEiで示すのは

むずかしいが斜線を多く引くことによって表わしてみた。（使用例参照）

（注）『話型2』の申では複合構文，付茄構文については，ここで述べるような方法では分析を試みて

　　いないので，厳密には用語の概念がちがっているかもしれない。
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　この構造では前の部分が「～て～て」という時悶的順序で絵のコマを追って述べる状況説明の

文が多くなっている。鳳因や理幽も「ので」「たら」「から」などという接続助詞を使わないでrて」

で述べるという形式もみられる。用例ではかぎかっこをして接続助詞を補っておいた。誤用が多

い。接続助詞の数が増すにともなって誤用も多くなっている。この構造では三つとも主語のある

形式を年長はよく使っている。SZ部分が複合構文SZZとなる構造が年長にはみられた。第1の単

位文の主語と第3の単位文の主語が同じという構文もみられた。

　その他，三つの主語をもつ構文にみられる構造は次のようである。従属文が条件とか，理由に

なって，以下の二つの主語からなる主文が生じたという文は，年少になく，年長，年中にみられ

た。ついで，最初の文が状況説明で，SZZの構文をもち，中聞の文が最後の文の条件とか理由に

なっている構造で，これも年長，年中だけで，年少にはみられなかった。使用例も少ない。

3．2－4　主語四つからなる構文

　四つの単位文ともなると，単位文の組み合わせでできる文の可能性は，主語のあるなしなども問

題にすると，！6あるということになる。幼児が早いた中では，前三つの単位文が付加構文となっ

て，できごとの時間的順序，理由，原因の意味を表わしている場合が年齢を問わず多い。この中

を分けると，最初の単位文と第3番自の単位文の主語が第2の主語と第4の主語と等しいという

構造をよく使う。第1の主語と第4の主語が同じという構造は年少にはみられなかった。その他，

前三つの文をあと一つの単位文がまとめるという構文も年長に二f列ある。主語四つからなる構文

では，その他，酌工つの文が状況を表わし，のちが原因，結果になっている構文，前の文が理由

と結果で，それがまたのちのこ文の理田になっているというような構文もあi）　，だんだん文構造

が複雑になってくる。用例も少なくなる。その他，前の文が状況説明，中本の二つの文が最後の

文の条件になっているという構文。これは年長，年中に一例ずつ。前の一つの文で状況を説明し，

のちの三つの単位文でできごとを述べるという構文もある。年長にみられた。

3．2－5　主語五つからなる構文

　これはもっと複雑な構文で，年少は用いていない。四つの構文の形式がみられた。

　主語六つからなる構文もあったが，「その他の構造からなる文」（後出〉に入れた。

3．2－6　題難語をもつ卑葎＝文：

　これは，前に出た題目語をもつ文と岡様に絵を「これはjと指したり，テレビの漫画の内容を

話す構造で，述語の部分が二つ以上の接続助詞によってつながっている復雑な構文である。年少

に少ない。

3．2－7　その他の構造からなる文

　ここは六つに分けた。そのうち，

　①文中に主語をもつ簾の含まれる文

・れはSZ考一ZZの徽・な・主言吾一つか・な・文・，・z　S多Z／SZのよう蠣文・な・

主語二つ以上からなる構文の二つに分けられる。年少にみられなかった。年中の用例も少ない。

　②提示六単位文をもつ文

　これは，「～というと」という構文を前文にもつ特殊な構文なので用例が少ない。このような言

い方を覚えると，それが話しぐせとなる場合もある。
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③一文で話そうとして「～て～て」となる文，他

　～て～てとなる文は，熱間的川貞序に並べて話すためにできる文で年齢を問わず幼児に多くみら

れる。しかし，年少は少ない。六つの主語あるいは七つの主語からなる文という項欝をたてると

そこに入る文構造も便宜的にこの中に入れた。ここには内容が理解できるものを入れたが，長く

続くため文脈がそれたり，文の意味が理解できなくなった，のちに述べる2．7の「不明文iに入る

構造には，この～て～ての形式をもつ構造の’文が多い。

　④会話文のはいる文

　幼児に物語をさせると表のような直接話法形式の構文がみられる。主語がいくつあるかに

よってこれを分類しようとするとできないわけではないが，特殊なので燐にとりあげた。年少の

用例は次の「物語を一文で長く話す文」の項にもはいりそうである。おもしろい構文があったの

であげておく。

　○キョウハ　カイスィギ　ツレテ　イッテ　ヤロウト　シテ「ハーイ」ッテ　ユッ「ダメダメ

　　キガイ　ナク（シマスワ）「（不明）　シナサイ」「オイオイ　カミト　ハンケチハ？」fアッ

　　ワスレター」「マダ　マダ　ゴアイサツヲjfイッテマイリマス」「チェッ　ツマンナイノ」「オ

　　イシイ　ケーキ・ガ　ノコッテタ　テヲ　アラッテ　（　）」「イタダキマス」「クサッテルワ」

　　「アー　キョウハ　カツラチャント　ワカメチャン　オッコッチャッタノカモカ」（赤中一i

　　女5：3－1！）

　サザエさんのテレビについての話である。

　⑤一つの物語を一文で話そうとして長文になったもの

　年少は例の幼児（三男〉ひとり，年中にはよい例がみられなかったので，補助資料から補った。

このように長い文で話せるというのは一応発達ではあるが，文意識が幼児にないからともいえる。

　⑥挿入文をもつ文

　これには「でしょ」の挿入文をもつ文があるが年中が多く使っている。「だよ」の挿入文は年長

が使っていて，年少の用例はみられない。単語や句を補足する挿入は，年齢を問わず涛）るが節

を挿入する側は年少には見られない。挿入文全体についていえば，挿入の欝い方を好む幼児がい

て何閲も使っている。のちに述べる補足文の構造と似て話しぐせもあるようだ。「だよ」を使用し

ている自9女など一人で右文もこのような構文で話している。年中の「だよ」も同一児二例であ

る。挿入が文中に入ると，挿入のあとの文が乱れ，統一のない文になりやすいようである。年少

では挿入の構文は三男ひとりにのみみられた。

3．2－8　　不明文

　二つ以一しの接続助詞をもつ長い文には，文の内容，つまり意味するところのはっきりしない文

が多いので，不明文として特に用例を分類してあげた。一括してもよいのであるが，八種に分類

してみた。互いに關連があるので，明確に分けられたとはいえないが，どのような不明文がある

か，いくらかでもわかろう。

　①内容不HH　mh漠然と内容のわかるものもあるが，これまでに分類した用例よりはわかりにく

いものがはいっている。年長は年中，年少などに比べて，単位文を接続助詞でつないで，長い文

で話しているので，話している文の中味が聞き手に理解できないという現象を呈している。
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②ごたごた話して統一一性なし一一文の中に三つ以上のことがらを入れて，「～て～て」でつな

いで話しているので，統一しない文がある。わかるようでわからないのが特色である。

　③主語や補語がないため内容不明一幼児が話す内容を大人が前もって知らない場合にはそ

の文が理解できないということが起こる。これまでにあげた例の串にもこのような主語，補語な

しの文はあったが，大人が幼児の話す内容を知って補った場合である。

　④構文はよいが内容のおかしい文一これは年長にはみられなかった。

　⑤前後の文の関連性不明瞭一前文と後文との関係がなく，後文が前文とは全く朋の話になっ

ているものがある。②の統一性なしや⑥の文脈のそれとも関連がある。

　⑥文脈のそれ一文末に近くなって，別の話になってくるもので，年齢を隅わず岡じくらいあ

る。年長にはそれほど多くないということになろう。

　⑦絵に対する解釈ができていない一一一一絵をみて話す話題があったが，その内容については幼児

が絵をみて肖分で理解する以外にない。その絵の理解がこちらの意図するものとひどくかけ離れ

ている文をここに入れた。絵を逆にみて話した場合はここには入れなかった。

　⑧録音の聞きとりにくい箇所をもつ文一一録音した幼児の話しことばを文字化したものがtこ

の調査研究の資料になっているが，幼児の声が小さかったりして，文字化できなかった簡素のあ

る文をここに入れた。年少児に多くみられた。

3．3　接続助詞たり，Lをもつ文

　これは前に，ここに取りあげた理由を述べたが，単文の構造と複文の構造の爾方に関係するの

で，分けて用例をあげないで，ここにひとまとめにして取りあげた。並べて述べる接続助詞であ

る。くわしくは章末の用例を見ていただくことにして，「～したりしてあそぶ」という場合「して」

を省略する形式とか，f～たり～たり」の一方が欠けていたりする構文がある。前者は，年中に一

例のみで，年少にはなく，このような構文は年長しか用いないようである。また，大部分の幼児

は「～たり～たり～たり」という構文で表現するところを，「～て～て～て」という表現ですまし

ているようである。

　「し」については，年少では文末に用いる用例のみであった。「～し～し～し～」という表現は

年長ひとりのみであった。このような表現を用いないで，幼児は「～て～て」で表現するのであ

る。

3．4　まとめ

　このような分類のしかたで大人の複文を分析した研究がないので比較できないが，筆者の話し

方を大人のモデルとして自省しながら幼児の構文を考察してみると，幼児の特色として次のよう

なことがいえるように思われる。

（！＞接続助詞の使い方の誤用がめだつ。なんでも「て」ですませる傾向がみられる。次のようであ

る。

　○ソイデカメガサキニイッテネ「ワーイワーイ」ユッテタラネウサギガサマシテチ

　　ヨット　ウエマデ　イッ五ネ〔けれど〕　カメノ　カチダッタノ。（赤中一9女4：8－12）
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　○ハジメネ　ライオンガネ　「エサハ　ナイカナー」ッテサガシテネ〔てたら〕　シマウマガ

　　イタカラネ　カケテ　イッタノ。（赤長一。男6二3－21）

　前後の関連をつけることができないで，事実を事実のままで述べるという傾向がある。つまり，

「て」で状況説明的に述べて，「から」ヂので」などを使って理由として述べることができないの

である。もう一例。

　○ジャックガ　オオイソギデ　ニゲテネ　キニ　ツカマッチ　ズーット　オリテ　イッテ　ノコ

　　ギリデキッエネ〔たので〕オオオトコガオッコッチャッタノ。（赤長一y男5：7－11）

②～て～て～てでつないでいくつものことがらを一つの文として述べる傾向がある。これも前に

述べたが，発達であるとともに，まだ文意識の確立ができていないからである。大入にも残って

いる人がいる。

（3）　一つの文の中に主語をもつ節を含む複雑な文構造は，年長児のしかも特別の幼児のみが使粥し

て，他は（S）ZZ～Z形式とか，　SZ／SZZ，　SZSZ／SZ文で話すか，不明文を話している。四文，五

文の単位文からなる文は年少児ではほとんど使えない。年少児は一一つの接続助詞よりなる文が多

く，二つ以上の接続助詞よりなる文が少ないこともそのあらわれである。

（4）幼兇は話す場合に剛潤的順序で，しかも，行動したままを話して，端折って話すということが

できない。たとえば，

　○タクシーノ　ドアガ　アイテネ　デママガ　ノッチ～（赤長一P女6：2－8）

　○オマツリニ・イッタラネ　ワタアメガ　アッタカラ　カッテネ　ソレカラ　虹ネ～（自

　　一長一。男6：3－1）

下線の部分である。大人ならもっと簡潔に話せるところである。この種の例は多い。前にも幼児

の行動型思考性について述べた。

（5＞文末のところとも関係するが，時の対応のまちがいが多い。

　○ユメミタラネ　モモタWシャンガネ　ボクンチノネ　トー　アケテ　キテルヨ。〔来てたよ〕

　　（挙申；や一一度男4：6一】．3）

　○ヨウチエンノ　コドモガネ　「アソビマショウ　ライオンサン」ッテ　ユッタラ　シマウマ

　　ガ　ワラッテタノ。〔笑ったの〕（赤長一h女6：6－ll）

（6）次のような表現のしかたもある。家族のことを聞く質間で，「何人いるの～」という問に対する

答。

　○フミエチャン　ヒトリトネ　ソイカラネ　オカアサンネ　オカアサン　ヒトリデネ　ソイデ

　　ハルコチャンモ　ヒトリデネ　ソイカラ　オバアチャンモ　ヒトリデ　アンチャンハ　ヒト

　　リデネ　ソイカラネ　マユミチャンモ　ヒトリデネ　ケイチャンモ　ヒトリ。（自長一e女

　　5i7－1）

何入という腰細者の質問にこだわったのか，かわった表現である。

　六つの例をあげたが，このような側面から幼児の文の形式と爾法をみていくことも可能である。

今度の研究では幼児の文構造の概観を臣視的に調べることをまず第一の琶的としたので，細かい

ところまで分析することができなかった。今後の研究課題にしたい。

　複文の構造と年齢別による使曙数を一覧にしておく。（別表参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　115　一



複文の構造と年齢別使幣数
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接続助詞たり，

もつ文

挿入文をもつ文 24 ！6

内容不明 49 27
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主語や補語のないため内答不明 7 1
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シ
テ
ネ
ー
　
　
ニ
ゲ
テ
　
　
イ
ッ
タ

　
（
ワ
ケ
ネ
）
。
（
赤
一
q女
5：
2－
14
）

鯵
オ
ニ
，
サ
ン
ガ
ネ
　
　
ミ
ヂ
ュ
ヲ
　
　
カ
ン
　
　
カ
ケ

　
ヨ
ウ
ト
　
オ
モ
ッ
タ
ラ
ネ
　
オ
　
オ
ハ
ナ
ガ
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　

　
ネ
　
カ
レ
テ
タ
ノ
。
（
自
一
q男
5：
4－
！
1）

鯵
ダ
ゲ
ド
モ
ネ
ー
　
ダ
イ
オ
ン
ネ
ー
　
イ
ッ
パ
イ

　
シ
マ
ウ
マ
ガ
　
ア
ツ
マ
ル
ト
ネ
ー
　
ダ
〔
ラ
〕
イ

　
オ
ン
ガ
ヤ
ラ
レ
ル
ノ
。
（
犠
rC
場
4：
7－
12
）

○
ス
〔
つ
〕
ト
ム
モ
　
ボ
ク
ガ
　
「
ハ
イ
チ
ャ
ィ
」

　
　
　
ヘ
ハ

　
ッ
テ
　
（
イ
エ
バ
）
　
ス
ト
ム
モ
　
「
ハ
イ
チ
ャ

　
イ
」
ッ
テ
。
（
自
一
s男
4：
10
－
11
）

○
ダ
ケ
ド
ネ
ー
　
オ
ト
ウ
サ
ン
　
ヨ
ン
デ
　
ク
レ

　
ル
　
ト
キ
モ
　
ア
ル
ケ
ド
ネ
　
オ
カ
ア
サ
ン

　
ヨ
ン
デ
　
ク
レ
ナ
イ
。
（
虞
i－
9女
5：
0－
9）

鰯
ソ
ウ
シ
ュ
ル
ト
　
ジ
ャ
ン
グ
ル
タ
イ
テ
イ
ノ

　
オ
カ
ア
サ
ン
ハ
ネ
ー
エ
　
シ
ロ
イ
ノ
ニ
　
ソ
ノ

○
ヒ
ロ
コ
ネ
　
ア
カ
チ
ャ
ン
　
ヒ
ト
（
　
）
ニ
　
ア

　
カ
チ
ャ
ン
　
ウ
マ
レ
ッ
カ
ラ
ネ
　
ヒ
ロ
コ
　
ヒ

　
ト
リ
ジ
ャ
ナ
イ
ノ
。
〔
は
っ
き
り
し
な
い
が
｝
（
神

　
一
一
皆
左
女
3：
7－
！
）

○
ジ
ケ
ン
ガ
　
ア
ッ
タ
ラ
ネ
　
イ
タ
ン
ダ
ヨ
。
マ

　
イ
テ
ィ
ー
；
〔
補
足
〕
（
小
一
福
男
4：
2～
7）

○
ボ
ク
ノ
　
ア
シ
ニ
ネ
ー
　
オ
ベ
ン
キ
ョ
ウ
ノ

　
ド
ウ
グ
ガ
ネ
　
ミ
ー
チ
ャ
ン
　
ユ
ラ
ス
ト
ネ

　
ド
カ
ー
ン
ッ
テ
　
ミ
ン
ナ
　
オ
ッ
コ
ッ
テ
　
ク

　
ン
ダ
モ
ン
。
〔
語
順
〕
（
小
一
佐
男
4：
3－
13
）
（
注
）

爾
ウ
チ
　
カ
ラ
ー
〔
テ
レ
ビ
〕
　
ナ
イ
ケ
ド
ネ
ー

　
オ
オ
モ
リ
ノ
　
オ
バ
ア
チ
ャ
ン
チ
ダ
（
ケ
〉
カ

　
ラ
ー
。
（
赤
一
a女
3：
10
－
17
）

（
注
）
年
少
ら

し
く
な
い
表

現
。



｝ b O 蒔

中
止
形

　
（
注
）

嘲 　
～
て

10
i2
11
　
15

　
イ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
（
ノ
〉
。
（
赤
一
j女
5：
7
－
15
）

馨
ソ
シ
タ
ラ
　
ウ
サ
ギ
ガ
　
ソ
ノ
　
ヘ
ン
デ
　
ネ

　
テ
　
シ
マ
イ
，
カ
メ
ガ
　
サ
キ
ニ
　
イ
ッ
テ

　
シ
マ
イ
マ
シ
タ
。
（
赤
一
A女
6：
1－
l
！
）

○
ミ
ギ
ノ
　
ホ
ウ
ガ
ネ
　
エ
ー
グ
ミ
デ
ネ
　
ヒ
ダ

　
リ
ノ
　
ホ
ウ
ガ
　
ビ
ー
グ
ミ
ダ
ッ
タ
ノ
。
（
自

　
一
d女
5：
11
－
8
）

○
ソ
イ
デ
ネ
　
イ
　
イ
ッ
カ
　
オ
ヒ
サ
マ
ガ
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ね

　
　
　
　
　
ぬ
バ

　
イ
ヨ
ウ
ガ
ネ
　
テ
ッ
テ
ネ
　
ダ
リ
ヤ
　
ヒ
ラ
イ

　
タ
ノ
。
（
自
一
d
女
5：
1
1－
30
）

○
キ
ュ
ウ
チ
ャ
ン
ネ
へ
リ
コ
プ
タ
ー
　
ツ
ク
ロ

　
ウ
ト
　
オ
モ
ッ
テ
　
キ
ュ
ウ
チ
ャ
ン
ト
　
シ
ョ

　
ウ
チ
ャ
ン
ガ
　
ネ
ー
　
ツ
ク
ロ
ウ
ト
　
シ
タ
ン

　
ダ
ヨ
ネ
。
〔
ご
た
ご
た
〕
（
自
一
9女
5：
1
1－
19
）

○
ク
サ
ガ
　
ハ
エ
テ
　
イ
テ
ネ
　
ソ
コ
ニ
　
カ
エ

　
ル
ガ
　
イ
ル
ン
ダ
ヨ
。
（
自
一
k男
5：
8－
4＞

○
ソ
イ
デ
ネ
ー
　
オ
ン
ナ
ノ
　
ホ
ウ
ガ
　
ヨ
ン
カ

　
イ
　
カ
ッ
テ
ネ
ー
　
オ
ト
コ
ノ
　
ホ
ウ
ガ

　
イ
ッ
カ
イ
　
カ
ッ
タ
ノ
。
（
自
一
j
女
5：
7－
5）

オ
ト
モ
：
ダ
チ
　
ク
ロ
イ
ノ
ネ
。
（
赤
一
q女
5：
2

－
12
）
（
注
）

馨
ソ
ノ
　
シ
マ
ウ
マ
ネ
　
ニ
ゲ
テ
　
イ
ッ
テ
ネ

　
ラ
ィ
オ
ン
ガ
　
オ
イ
ツ
イ
タ
ン
ダ
ッ
テ
。
（
赤
一

　
q女
5：
2－
13
）

○
デ
　
シ
　
ヒ
ト
リ
　
ネ
テ
ネ
ー
　
カ
メ
サ
ン
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
イ
ッ
ト
ウ
　
ナ
ッ
チ
ャ
ツ
タ
ノ
。
（
9i
　
一
1男
5：

　
HO
）

霧
ソ
イ
デ
ネ
ー
　
ウ
サ
ギ
サ
ン
ガ
ネ
ー
　
ネ
ム
ッ

　
テ
ネ
　
カ
メ
サ
ン
ガ
　
ナ
ン
カ
　
シ
テ
ン
ノ
。

　
（
神
一
増
女
4：
11
－
17
）

○
シ
テ
ネ
　
オ
ハ
ナ
ガ
　
ナ
ガ
ク
テ
ネ
ー
　
ソ
シ

　
テ
ミ
ミ
ガ
オ
ー
オ
ッ
キ
イ
ノ
。
（
［
1　
一
S

　
　
　
　
　
　
一

　
男
4：
10
－
3）

鯵
ウ
サ
ギ
ガ
　
コ
ッ
チ
ニ
　
イ
テ
　
ウ
　
ウ
　
ヵ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ
ガ
ア
ル
イ
テ
ン
ノ
・
！
赤
一
鵬
5・
6・
一
！
0）

○
ソ
イ
デ
ネ
　
ラ
イ
オ
ン
ガ
ネ
　
ム
コ
ウ
ニ
　
イ
ッ

　
テ
ネ
　
コ
レ
ガ
ネ
　
ワ
ガ
＊
ラ
ッ
チ
ン
ノ
。
（
神

　
一
秋
男
3
：
U
－
1
3
）

○
ハ
ッ
ク
ハ
ネ
ー
　
コ
ウ
　
ナ
ッ
テ
テ
ネ
ー
　
テ

カ
ラ
繊
ド
nt
・
ガ
秀
・
・

　
ノ
。
（
神
一
高
男
4
：
4級
5）

○
ニ
ン
ジ
ャ
ガ
　
デ
テ
　
キ
・
テ
ネ
　
ク
モ
ガ
　
デ

　
テ
ク
ン
ノ
。
（
神
一
秋
勇
3：
！
1－
10
）

（
注
）
年
中
で

は
q女
の
み

が
「
の
で
」

「
の
に
」
を
嗣

い
で
い
る
。

（
注
）
接
続
助

詞
と
は
い
え

な
い
が
こ
こ

に
入
れ
た
。

先
行

理
由

・
ガ
不
胴

1
ヨ
的

状
況

状
態

並
列



閃 き の し n 一

誤
　
用

血

1－
2．
2　
SZ
／
（
S）
Z

　
　
～
か
ら

　
匝
団

～
の
で

皿 ～た
ら

巫

露
ヨ
ル
ネ
　
オ
ト
ウ
サ
ン
ガ
ネ
　
「
ダ
メ
」
ッ
テ
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
「
マ
ン
ガ
　
ミ
チ
ャ
　
ダ
メ
ッ
」
ッ
テ
　
ユ
ッ

　
テ
ネ
　
ア
ト
　
オ
カ
ア
サ
ン
　
rチ
ョ
ッ
ト
グ

　
ラ
イ
　
ミ
サ
シ
　
ミ
サ
シ
テ
　
ア
ゲ
ナ
サ
イ

　
　
　
　
　

　
ヨ
1ッ
テ
　
ユ
ウ
（
カ
ラ
）
。
（
自
一
B
男
5：
7－
2）

○
ソ
イ
デ
ネ
　
カ
メ
サ
ン
ガ
　
テ
ッ
ペ
ン
マ
デ

　
ノ
ボ
ッ
テ
ネ
〔
け
れ
ど
〕
　
マ
ダ
　
ウ
サ
ギ
サ
ン

　
ガ
　
ノ
レ
　
ノ
ボ
レ
ナ
カ
ッ
タ
ノ
。
（
1：
1
レ
n男

　
　
　
へ
　
う
　

　
6：
5－
19
）

○
ゴ
ジ
ラ
ハ
　
ツ
ヨ
イ
カ
ラ
ネ
〔
け
れ
ど
〕
　
ウ
ル

　
ト
ラ
マ
ン
　
コ
ン
ド
モ
　
マ
ケ
ナ
イ
ヨ
。
（
［
1．
1

　
－
sサ
多
5：
9－
19
）

○
カ
メ
ハ
ネ
〔
が
〕
　
「
ウ
サ
ギ
サ
ー
ン
」
テ
　
ヨ
ン

　
ダ
ラ
ネ
〔
の
に
〕
　
ウ
サ
ギ
サ
ン
ガ
　
ド
ッ
ヵ

　
イ
ッ
チ
ャ
ツ
タ
ノ
。
〔
は
っ
き
り
し
な
い
〕
（
赤

　
一
」
女
5：
7－
14
）

○
ダ
ケ
ド
　
モ
ウ
　
オ
カ
ア
サ
ン
ヤ
　
オ
ト
ウ
サ

　
ン
　
モ
ド
ッ
テ
　
キ
．
タ
カ
ラ
　
〔
そ
の
話
は
〕

　
コ
ン
ド
デ
　
オ
ワ
リ
ニ
　
ナ
ッ
チ
ャ
ウ
ノ
。
（
赤

　
一
r
女
5：
1
0－
8
）

○
ソ
シ
タ
ラ
　
ア
ン
マ
リ
　
カ
メ
サ
ン
ガ
　
ノ
ロ

　
イ
ノ
デ
ネ
　
　
〔
う
さ
ぎ
は
〕
　
ス
コ
ー
シ
ネ
　
　
ネ

　
チ
ャ
ツ
タ
ノ
。
（
三
一
r女
5：
1
0－
11
）

○
ワ
ル
イ
　
カ
イ
ブ
ツ
ガ
　
キ
タ
ラ
ネ
　
〔
ア
ト

　
ム
は
〕
　
ヤ
ッ
ツ
ケ
ン
ノ
。
（
自
一
e
女
5：
7－
16
＞

引
用

幽
ソ
ウ
チ
テ
ネ
　
オ
ミ
ズ
ヲ
ネ
　
オ
ミ
ズ
ハ
　
タ
　
　
　
　
　
　
一

@ク
チ
ャ
ン
　
デ
テ
ネ
ー
〔
の
に
〕
　
ダ
レ
カ
〔
も
〕
　
　
　
　
　
　
『

モ
ッ
　
モ
ッ
テ
ナ
イ
ノ
。
（
神
一
村
女
3：
6－
8）

（
ト
ロ
ル
）
ガ
　
ス
ン
デ
　
イ
タ
ノ
。
（
神
一
大
男

3：
1！
－
13
）
〔
物
語
〕

○
タ
ク
シ
ー
ナ
ン
カ
　
コ
ナ
カ
ッ
タ
カ
ラ
　
〔
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

○
ア
メ
　
フ
ッ
タ
カ
ラ
　
〔
ぼ
く
は
〕
　
オ
ウ
チ
デ
　
　
　
　
　
　
…

く
た
ち
は
〕
　
バ
ス
　
ノ
ッ
チ
　
キ
チ
ャ
ッ
タ

ア
ソ
ン
デ
タ
ノ
。
（
小
一
佐
男
4：
3－
3）

ノ
。
（
自
一
s男
4：
10
－
4）

○
シ
マ
ウ
マ
ガ
ネ
　
カ
ク
レ
タ
ン
デ
ネ
　
〔
ラ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

オ
ン
は
〕
　
タ
オ
レ
タ
。
〔
は
っ
き
り
し
な
い
〕

（
赤
一
s男
5：
6畦
5）

○
ワ
ル
イ
　
モ
ノ
ガ
　
キ
タ
ラ
ネ
　
　
ス
グ
ニ

○
ソ
シ
テ
ネ
　
ク
ル
マ
ガ
　
ト
マ
ッ
タ
ラ
　
〔
ぼ

…
一

〔
ビ
ッ
グ
エ
ッ
ク
ス
は
〕
　
ヤ
ク
　
ヤ
ツ
ケ
ル
。

く
は
〕
　
ワ
タ
ル
ノ
。
（
神
一
鈴
男
3：
6－
13
）

一
、

（
自
一
h女
4：
7－
6）



｝ 卜 ⊃ Φ

　
～
と

圃 ～け
ど

囮 　
～
て

画

○
ボ
ク
ガ
ネ
　
ナ
ニ
カ
　
ゴ
ハ
ン
　
タ
ベ
ナ
イ
ト

〔
お
か
あ
さ
ん
は
〕
衡
）
グ
・
・
応

　
ダ
モ
ン
。
（
自
一
b男
6：
0
－
8
）

○
ソ
レ
カ
ラ
ネ
ー
オ
ト
ウ
サ
ン
ガ
イ
ツ
モ

　
ネ
ー
　
ミ
ガ
ィ
テ
ル
ケ
ド
ネ
ー
　
〔
ぼ
く
は
〕

　
ニ
チ
ョ
ウ
ビ
ダ
ケ
　
ト
キ
ド
キ
ネ
ー
　
ガ
ラ
ス

　
ヲ
不
一
マ
ド
ノ
　
ガ
ラ
ス
ヲ
　
フ
ク
　
ト
キ

　
ア
ル
。
オ
ニ
イ
サ
ン
ト
　
イ
ッ
シ
ョ
ニ
；
〔
補

　
足
〕
（
赤
一
k女
6
：
2・
一
6
）

○
キ
ョ
ゥ
ガ
　
ォ
ト
ウ
ト
ノ
　
一
風
ン
ジ
ョ
ウ
ビ

　
デ
コ
ン
ド
　
〔
彼
は
〕
　
ヨ
ッ
ツ
ン
　
ナ
ル
ノ
。

　
（
赤
一
f
女
5
：
9－
7
）

鯵
ニ
チ
ヨ
ウ
ビ
ハ
ネ
　
ニ
チ
ヨ
ウ
ビ
ハ
　
オ
　
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
pm

　
バ
ア
チ
ャ
ン
ガ
　
キ
テ
ネ
　
オ
バ
ア
チ
ャ
ン
ト

　
オ
サ
ン
ボ
ナ
ン
カ
　
イ
ッ
タ
　
ト
キ
ガ
　
〔
ぼ

　
く
は
〕
　
タ
ノ
シ
カ
ッ
タ
。
（
赤
一
R男
5：
11
－
4）

○
ソ
シ
タ
ラ
　
マ
タ
　
コ
ウ
セ
ン
ガ
　
デ
テ

　
〔
そ
れ
は
〕
　
カ
タ
チ
ガ
　
カ
ワ
ッ
タ
　
カ
イ

　
ジ
iウ
ガ
〔
に
〕
　
ナ
ッ
チ
ャ
ツ
タ
ノ
。
〔
は
っ
き

　
り
し
な
い
〕
（
赤
一
a
男
5
：
！
1
－
9）

○
ウ
ッ
ド
ペ
ッ
カ
ー
ッ
テ
　
イ
ウ
ノ
ネ
　
マ
ン
ガ

　
ガ
　
ア
ッ
テ
ネ
　
〔
わ
た
し
は
〕
　
ソ
レ
ヲ
　
ミ

○
ダ
ッ
チ
　
ホ
ン
ガ
　
ナ
イ
ト
　
〔
ぼ
く
は
〕
　
ワ

　
カ
ン
ナ
イ
ン
ダ
モ
ン
。
（
赤
一
s男
5：
6－
11
）

幽
エ
シ
ャ
　
ア
ッ
タ
ケ
ド
　
〔
き
ん
ぎ
ょ
は
〕
　
シ

　
ン
ジ
ャ
ウ
ン
ダ
ヨ
。
（
神
一
渡
男
4：
6－
22
）

○
…
…
ソ
（
レ
）
デ
　
ロ
ボ
ッ
ト
　
キ
・
タ
ッ
チ

　
〔
パ
ピ
ー
は
〕
　
ヤ
ッ
ツ
ケ
ラ
レ
ル
ヨ
。
（
赤
一
f

　
女
4：
10
－
6）

○
イ
ナ
カ
ニ
ネ
ー
　
ハ
タ
ケ
ニ
　
ト
ン
ボ
ガ

　
イ
ッ
パ
イ
　
イ
テ
ネ
　
〔
ぼ
く
は
〕
　
ツ
カ
マ
エ

　
テ
キ
タ
ノ
。
（
自
一
s男
4：
10
－
6＞

○
コ
コ
ジ
ャ
　
ナ
イ
ネ
　
ヨ
ウ
チ
エ
ン
ユ
ネ
ー

　
ハ
タ
グ
ミ
ガ
　
イ
テ
ネ
ー
　
〔
わ
た
し
た
ち
は
〕

○
ケ
ム
シ
　
イ
タ
ケ
ド
ネ
ー
　
〔
ぼ
く
は
〕
　
ツ
カ

　
マ
エ
レ
ナ
カ
ッ
タ
。
（
小
一
佐
男
4：
3－
6）

○
ジ
　
ナ
ク
ッ
テ
モ
　
〔
ぼ
く
は
〕
　
ヨ
メ
ナ
イ
。

　
〔
わ
か
ら
な
い
の
意
〕
（
小
一
岸
男
3：
11
－
8）

麟
ソ
シ
テ
　
ナ
ン
カ
ガ
　
タ
ス
ケ
ニ
　
キ
テ
ネ

　
〔
ね
ず
み
は
〕
　
ウ
エ
ニ
　
ア
ガ
ッ
チ
ャ
ッ
タ

　
ノ
。
　
（
赤
一
e男
4：
1一
一
7＞

○
ア
カ
チ
ャ
ン
ガ
　
ィ
テ
ネ
　
〔
ぼ
く
は
〕
　
ダ
ッ

　
コ
ネ
　
チ
タ
　
コ
ト
　
ア
ン
ノ
。
（
神
一
大
男
3
：

先
行

理
由

状
況



蕊 刈

誤
胴
ロ
エ
L〕

1
－
2
，
3
（
S
）
Z

　
／
sz

　
～
か
ら

嘔 ～の
で

ノ
レ
ノ
。
　
（
三
一
〇
女
6：
1－
15
）

ソ
コ
ヘ
ネ
ー
　
チ
ョ
ッ
ト
ネ
ー
　
イ
ッ
タ
ノ
。

11
－
3
）

（
匠
卜
9女
5：
0ヨ
）

鯵
ソ
イ
デ
ネ
　
ヤ
ネ
　
（
シ
）
ヤ
ネ
（
二
）
ヤ
ネ

状
態

デ
ネ
ー
エ
　
ヤ
ネ
ニ
　
ア
ナ
　
ア
イ
テ
テ
ネ
ー
一
．
鬼
κ
、
酷
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

G　
〔
人
が
〕
　
オ
ソ
ト
　
デ
ン
ダ
ッ
チ
。
（
小

甘
甲
女
5：
1－
18
）

蓼
ナ
ン
カ
　
コ
ス
ル
　
モ
ノ
ガ
　
ア
ッ
テ
　
〔
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

方
法
，
手
段

ば
あ
さ
ん
は
〕
　
ギ
ュ
ギ
ュ
ギ
ュ
ト
　
（
オ
セ
ン

タ
ク
　
シ
テ
タ
ノ
）
。
（
赤
一
L女
5：
9
－
14
＞

o欝
；
訊
麟
ネ
驚

鯵
ラ
イ
オ
ン
ガ
　
オ
ッ
カ
ケ
テ
　
〔
し
ま
う
ま
が
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

@　
ニ
ゲ
テ
ン
ノ
。
（
赤
一
e
男
4
：
1
－
1
0
）

並
列

ッ
テ
ン
ノ
。
〔
は
っ
き
り
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ョ
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ソ
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－
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〕
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ダ
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ボ
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；
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ダ
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。
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6－
2
！
）

○
デ
　
〔
男
の
子
が
〕
　
ミ
ズ
　
ア
ゲ
タ
ラ
ネ
　
オ

　
ハ
ナ
ガ
ネ
　
ゲ
ン
キ
ニ
　
ナ
ッ
タ
ノ
。
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＞
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ダ
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。
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。
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○
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；
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○
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．
；
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．
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ク
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ド
ン

　
ド
ン
　
ナ
ガ
ク
　
ナ
ッ
テ
　
ク
ン
ノ
。
（
神
一
村

　
男
4：
3－
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翻
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・
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佐
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ダ
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コ
レ
　
オ
オ
カ
ミ
ガ
　
キ
タ
カ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

ケ
テ
タ
ラ
ネ
　
ネ
ズ
ミ
ハ
ネ
　
ド
ウ
ロ
ニ
ー

オ
レ
タ
カ
ラ
ネ
　
〔
人
が
〕
　
ミ
ズ
ヲ
　
カ
ケ
ナ

ダ
カ
ラ
　
〔
家
が
〕
　
コ
ウ
ヤ
ッ
テ
　
ナ
ッ
（
テ

ッ
チ
ャ
ッ
タ
。
（
赤
一
f
女
5：
9－
20
＞

カ
ッ
タ
カ
ラ
　
ハ
ナ
ガ
　
オ
レ
チ
ャ
ツ
タ
ノ
。
　
　
　
一

ン
）
ノ
。
〔
は
っ
き
り
し
な
い
〕
（
小
一
原
女
3：
7

（
赤
一
k女
5：
3－
15
）

一
15
）

ま
〕
　
キ
ガ
ネ
　
イ
ッ
パ
イ
　
ア
ッ
テ
ネ
○
ソ
イ
デ
ネ
ー
　
〔
そ
れ
は
〕
　
ウ
サ
ギ
ガ
ネ
ー
○
ソ
イ
デ
ネ
　
〔
そ
れ
は
〕
　
シ
マ
ウ
マ
ノ
ネ
　
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

K　
ア
ル
　
ト
コ
ロ
。
（
自
一
d女
5：
11

ド
ウ
ロ
ニ
　
カ
ケ
ダ
シ
タ
カ
ラ
ネ
ー
　
ク
マ
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

カ
マ
ガ
　
イ
ッ
パ
イ
　
キ
テ
ネ
　
〔
ラ
イ
オ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

、
不
一
　
カ
ケ
ダ
シ
テ
　
イ
ッ
タ
　
コ
ト
。
（
赤

が
〕
　
ビ
ッ
ク
リ
　
シ
タ
　
（
コ
ト
）
。
（
小
冠
左
男

一
k女
51
3ヨ
6）

4：
3－
20
）

2　
二
つ
以
上
の
接
続
助
詞
に
よ
っ
て
文
が
成
立
し
て
い
る
場
合

逮
齢
留
例

用
例

年
　
長
　
　
（
赤
羽
・
自
由
〉

年
中
（
赤
羽
・
自
由
）

年
少
（
神
谷
・
小
川
）

備
考

2－
1主
語
一
つ
か
ら
な
る
構
文

2－
1．
1

SZ
　
一
一
　
／
Z 魎
○
オ
ト
ウ
サ
ン
ハ
　
ア
サ
　
ハ
ヤ
ア
ク
　
オ
キ
タ
○
ソ
ン
　
ナ
カ
ニ
　
テ
ツ
ジ
ン
　
ア
シ
ノ
　
マ
○
サ
ッ
　
エ
　
ウ
ル
ト
ラ
シ
ェ
ブ
ン
テ
ネ
　
シ
ャ
○
説
明
が
多

㎝
ラ
〔
て
〕
　
カ
イ
シ
ャ
　
イ
ッ
テ
／
ヨ
　
ヨ
ル
ニ

（
ン
）
マ
　
ド
カ
ン
ト
　
ハ
イ
ッ
テ
ネ
　
ソ
ィ
イ
シ
ョ
　
ニ
ン
ゲ
ン
　
ナ
ッ
テ
テ
ネ
　
ウ
　
メ
い
が
理
由
も

一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
　
　
　
　
　
w

一
一
　
一

カ
エ
ッ
テ
　
ク
ル
ノ
。
〔
説
明
）
（
自
一
i
男
6：
4

デ
ネ
　
「
ガ
ァ
オ
ガ
ァ
オ
」
ッ
テ
　
ヤ
ッ
テ
モ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ガ
ネ
　
ミ
タ
イ
ノ
　
カ
ケ
ル
ト
ネ
／
ウ
ル
ト
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

あ
る
。

一
12
）

〔
け
れ
ど
も
〕
／
ト
ベ
ナ
ク
　
ナ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
シ
ェ
プ
ン
ナ
ン
ノ
。
〔
説
明
〕
（
神
一
高
男
4
：
4

○
デ
ネ
　
シ
ン
デ
レ
ラ
ヒ
メ
（
は
〕
　
ヒ
ト
リ
デ
ネ
ノ
。
〔
前
提
〕
（
赤
號
男
5：
1母
）

畦
4）

ダ
カ
ラ
ネ
〔
ひ
と
り
な
の
で
〕
　
サ
ミ
シ
ク
テ
ネ
○
パ
ピ
ー
ッ
テ
ネ
　
コ
コ
ニ
ネ
　
ペ
ン
ダ
ン
ト
　
サ
○
ソ
レ
デ
ネ
　
ボ
ク
　
ヒ
ト
リ
　
ネ
テ
ネ
　
ア
サ

｛
　

キ
レ
イ
ナ
　
ヨ
ウ
フ
ク
　
オ
ネ
イ
サ
ン
ノ
　
キ
ゲ
テ
テ
ネ
　
（
ソ
イ
デ
）
　
コ
ウ
　
ヤ
ッ
テ
ネ

ア
サ
　
ボ
ク
ネ
　
ア
サ
　
ア
サ
ネ
　
ボ
ク
ネ

｝
レ
イ
ナ
　
　
ヨ
ウ
フ
ク
ヲ
ネ
　
　
ミ
テ
ネ
／
ナ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

カ
タ
ホ
ウ
ノ
　
ア
シ
　
コ
ウ
　
ア
ゲ
テ
　
カ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

オ
カ
　
オ
カ
ア
サ
ン
ッ
テ
　
ヨ
バ
ナ
イ
デ
ネ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞭
｝

チ
ャ
ツ
タ
ノ
。
〔
理
由
〕
（
赤
一
P
女
6
：
2－
14
）

ホ
ウ
　
ピ
ザ
　
ツ
ケ
テ
／
ソ
シ
テ
ネ
　
コ
ッ
カ
　
　
　
　
　
　
　
皿

ネ
／
オ
キ
チ
ャ
ウ
ノ
。
〔
説
明
〕
（
神
一
古
男
4：
5

ラ
ネ
　
コ
ウ
ッ
ト
　
バ
ケ
チ
ャ
ウ
。
〔
説
明
〕
（
赤

ヨ
8）

一
w男
5：
3－
8）
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2－
1．
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（
S
）
Z
　
一
一
　
IZ

皿
○
〔
わ
た
し
は
〕
　
ソ
ノ
　
ワ
ラ
イ
バ
ナ
シ
　
ヨ
ン

　
ダ
ラ
　
ト
ッ
テ
モ
　
オ
カ
シ
イ
〔
か
っ
た
〕
カ
ラ

　
／
ワ
ラ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
一
r女
5：
10
－
6）

○
〔
ぼ
く
は
〕
　
ナ
ン
カ
　
オ
ツ
カ
イ
　
イ
ッ
テ
ネ

　
ナ
ン
カ
　
ナ
ン
カ
ネ
　
モ
ツ
　
モ
ツ
ト
ネ
／
ス

　
　
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
グ
ホ
メ
ラ
レ
ル
ノ
。
（
赤
一
m男
5：
10
－
3）

○
ソ
ウ
シ
テ
ネ
　
　
〔
ラ
イ
オ
ン
は
〕
　
シ
マ
ウ
マ

　
ガ
　
イ
ッ
パ
イ
　
イ
ル
　
ト
コ
ロ
　
イ
ッ
テ

　
ル
　
…
…
イ
ッ
タ
ラ
　
　
オ
ド
ロ
イ
チ
ャ
ッ
タ

　
ラ
〔
て
〕
／
マ
タ
　
カ
エ
ッ
テ
　
キ
タ
ノ
。
儲

　
一
s参
ji
　
5：
9－
23
）

○
〔
ぼ
く
た
ち
は
〕
　
フ
ク
ロ
ガ
　
ア
ル
　
ト
コ
マ

　
デ
　
オ
　
オ
コ
メ
ノ
　
フ
ク
ロ
ガ
　
ア
ル
　
　
ト

　
　
　

　
コ
マ
デ
　
カ
ケ
テ
ッ
テ
ソ
レ
〔
を
〕
コ
コ
マ
デ

　
ハ
イ
タ
ラ
ネ
　
ハ
タ
ノ
　
マ
ワ
リ
　
ピ
ョ
ン

　
ピ
ョ
ン
　
ト
ン
デ
ネ
／
口
早
ノ
　
マ
ワ
リ
　
マ

　
ワ
ッ
テ
　
ク
ル
ノ
。
〈
赤
一
t男
6
：
0－
5
）

○
〔
ぼ
く
は
〕
〔
レ
コ
ー
ド
を
〕
　
カ
ー
ケ
テ
　
モ

　
ラ
ッ
テ
ネ
　
ソ
イ
デ
ネ
　
ケ
ン
チ
ャ
ン
チ

　
イ
ッ
テ
ネ
／
マ
タ
　
カ
ケ
テ
　
モ
ラ
ッ
タ
ノ
。

　
（
自
一
一
a男
5：
8
－
8）

○
ソ
イ
デ
ネ
　
ア
ト
ハ
〔
ぼ
く
は
〕
オ
フ
ロ
ネ

　
ハ
イ
ッ
テ
ネ
　
オ
シ
ッ
コ
　
シ
テ
／
ネ
タ
ノ
。

　
（
自
一
a男
5：
8
－
6
）

○
ソ
ィ
デ
ネ
　
〔
も
も
た
ろ
う
は
〕
　
ド
ン
ド
ン

　
イ
ッ
テ
ネ
　
ウ
ミ
ニ
　
キ
タ
ラ
ネ
　
ボ
ー
ト
ヘ

　
ネ
　
ィ
ッ
テ
ネ
　
ソ
イ
デ
ネ
　
画
学
ガ
シ
マ
ニ

　
イ
ッ
テ
ネ
　
ソ
イ
デ
　
オ
ニ
ヲ
　
コ
ラ
シ
メ
テ

○
〔
お
兄
さ
ん
は
〕
　
コ
ノ
　
マ
ェ
　
ガ
ッ
コ
ウ

　
イ
ッ
テ
タ
ケ
ド
ネ
ー
　
モ
ウ
　
オ
（
オ
〉
キ
イ

　
ケ
ド
ネ
ー
　
オ
オ
キ
イ
2Z
L2
，
ネ
ー
／
マ
　
モ

　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ウ
　
ガ
ッ
コ
ウ
　
イ
ッ
テ
　
ナ
イ
。
（
二
一
b男

5：
1－
8）

○
〔
ぼ
く
は
〕
　
キ
ノ
ウ
ハ
　
シ
ャ
ム
カ
ッ
タ
ッ
チ

　
ネ
〔
寒
く
て
〕
カ
ゼ
シ
イ
〔
て
）
タ
ケ
ド
モ
／

　
ド
ウ
ブ
ツ
エ
ン
　
イ
ッ
チ
ャ
ツ
タ
ノ
。
（
自
一
s

　
男
4：
！
0－
1）

留
〔
お
母
さ
ん
は
〕
　
ア
ッ
　
コ
ナ
イ
ダ
ネ
　
デ
カ

　
ケ
タ
ン
ダ
ケ
ド
ネ
　
マ
タ
　
キ
ョ
ウ
モ
ネ
　
ア

　
ル
ッ
テ
　
ユ
ッ
テ
ネ
／
デ
カ
ケ
タ
ノ
。
．
（
赤
一
q

　
女
5：
2－
4）

○
〔
わ
た
し
は
〕
　
オ
ジ
イ
チ
ャ
ン
ト
ネ
ー
　
ワ
タ

　
ア
メ
　
カ
ッ
テ
ネ
ー
　
ソ
レ
カ
ラ
ネ
ー
　
オ
ド

　
リ
　
ミ
テ
ネ
ー
　
ソ
イ
デ
　
カ
エ
リ
ニ
　
ホ
ン

　
カ
ッ
エ
ネ
ー
／
ソ
レ
カ
ラ
　
カ
イ
ツ
タ
ノ
。
（
自

　
一
d女
4ほ
ユ
ー
1）

○
〔
ぼ
く
は
〕
　
ハ
　
ハ
タ
グ
ミ
ニ
　
イ
ッ
テ
ネ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
ソ
ィ
デ
ネ
ー
　
オ
ニ
ギ
リ
　
タ
ベ
テ
ネ
ー
　
ア

○
ソ
レ
デ
ネ
　
〔
ぼ
く
ね
〕
　
ア
チ
タ
ネ
　
〔
汽
車
〕

　
モ
ッ
テ
　
イ
コ
ウ
ト
　
オ
モ
ッ
テ
ネ
　
キ
チ
ャ

　
ヲ
ネ
　
オ
カ
ア
チ
ャ
ン
ト
　
チ
ュ
ク
ッ
テ
ネ
／

　
モ
ッ
テ
　
モ
ッ
テ
　
キ
タ
ノ
。
〔
説
明
と
も
〕
（
神

へ
　
一
古
男
4；
5－
33
）

○
〔
お
父
さ
ん
は
〕
　
シ
ゴ
ト
ナ
ン
カ
ネ
　
チ
ュ

　
ク
ッ
タ
ラ
　
チ
ゴ
ト
ナ
ン
カ
ネ
　
カ
エ
チ
ニ

　
イ
ッ
テ
ネ
／
マ
タ
ネ
　
ア
タ
ラ
チ
ー
ネ
　
ネ
ー

　
チ
チ
ゴ
チ
ゴ
ト
ヲ
ネ
モ
モ
ラ
ッ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
イ
ク
ノ
〔
く
る
の
〕
。
（
神
一
古
男
4：
5－
30
）

○
〔
ぼ
く
た
ち
は
〕
　
ワ
ス
レ
モ
ン
　
シ
テ
ネ
〔
の

　
で
〕
　
モ
ウ
　
イ
ッ
カ
イ
　
モ
ド
ッ
テ
　
モ
ッ
テ

　
キ
テ
　
モ
ウ
　
イ
ッ
カ
イ
ネ
　
キ
テ
ネ
／
ソ
イ

　
デ
ネ
　
ト
　
ソ
コ
ニ
　
ト
マ
ッ
タ
ノ
。
（
神
一
三

　
　
　
　

　
男
4：
0－
13
）

○
（
ぼ
く
は
〕
　
オ
ク
ジ
ョ
ウ
　
イ
ッ
テ
　
ア
ソ
ン

　
デ
／
カ
エ
リ
（
ハ
）
　
プ
ラ
モ
デ
ル
ヲ
　
　
カ
ッ
テ

○
原
因
・
理
由

○
説
明

状
況
を
の
べ

て
，
説
明
と

い
う
の
も
あ

る
。

○
鐸
寺
嶺
狛
勺
1
r
贋

序
。



｝ ω ω

／
カ
エ
ッ
テ
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タ
ノ
。
（
自
一
〇
男
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：
3－
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主
語
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つ
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文
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SZ
／
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（
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ZZ
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○
デ
　
シ
マ
ウ
マ
ガ
　
コ
ン
ナ
ニ
　
イ
ル
ン
デ
／

　
ラ
イ
オ
ン
ガ
ネ
ー
　
オ
イ
カ
ケ
テ
　
イ
ッ
テ

　
ネ
ー
　
ピ
ッ
ク
り
　
シ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
〔
理
由
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（
赤
一
w男
6
：
3
－
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○
カ
　
カ
イ
ジ
ュ
ウ
ガ
ネ
　
デ
テ
　
キ
テ
ネ
〔
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ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
で
〕
／
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ヤ
タ
タ
イ
イ
ン
ガ
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〔
は
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ニ
ゲ

　
ヨ
ウ
ト
　
オ
モ
ッ
タ
ケ
ド
ネ
　
ニ
ガ
ナ
イ
カ
ラ

　
ネ
〔
に
げ
ら
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な
い
か
ら
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〕
ペ
ン
デ
ネ
　
ウ
ル

　
ト
ラ
マ
ン
　
ヨ
ン
ダ
ノ
。
（
理
由
で
な
く
状
況
で

　
’
説
縫
月
〕
　
（
巨
｛
一
n男
6：
5－
11
）

○
デ
ネ
　
イ
シ
　
キ
レ
イ
ナ
ネ
　
ア
ノ
　
イ
シ
ネ

　
ハ
タ
グ
ミ
サ
ン
ト
　
ヒ
ヨ
コ
グ
ミ
サ
ン
　
イ
カ

　
ナ
カ
ッ
タ
カ
ラ
ネ
／
〔
ぼ
く
た
ち
は
〕
　
イ
シ
ネ

　
キ
レ
イ
ナ
　
イ
シ
ネ
　
ア
ツ
メ
テ
ネ
　
モ
ッ
テ

　
イ
ッ
テ
　
ア
ゲ
タ
ノ
。
〔
理
由
〕
（
El
　
一
一
　
h女
5：

　
7－
3）

○
ア
ノ
　
ソ
バ
ニ
　
オ
オ
キ
ナ
　
ヤ
マ
ガ
　
ア
ッ

　
テ
ネ
／
〔
ぼ
く
た
ち
が
〕
　
シ
タ
カ
ラ
　
ミ
ル
ト

　
ネ
　
ノ
ボ
レ
ソ
ウ
ナ
　
カ
ン
ジ
デ
〔
だ
け
れ

　
ど
〕
，
ノ
ボ
ロ
ウ
ト
　
ス
ル
ト
　
ノ
ボ
レ
ナ
イ

　
ノ
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〔
状
況
説
明
〕
（
赤
～
u男
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：
5－
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ト イ

ギ
ュ
ウ
ニ
ュ
ウ
　
タ
ベ
テ
ネ
ー
　
ソ
レ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
一

カ
エ
ッ
タ
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ノ
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セ
ン
ベ
エ
ネ
ふ
コ
イ
ダ
ケ
　
タ
ベ
エ
ネ

五
つ
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／
ソ
イ
デ
ネ
　
ソ
イ
デ
ネ
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チ
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エ
ッ
タ
ノ
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（
自
一
k男
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○
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カ
メ
ガ
　
ウ
サ
ギ
ガ
ネ
ー
　
…
…
ヨ
コ
ン

　
ナ
ッ
テ
ネ
ー
／
カ
メ
ガ
ネ
ー
　
サ
キ
ニ
　
イ
ッ

　
テ
ネ
ー
　
ソ
イ
デ
ヤ
マ
ノ
　
テ
ッ
ペ
ン
ニ

　
ア
ガ
ッ
タ
ノ
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況
説
明
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（
自
一
〇
男
5：
4－
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霧
ラ
イ
オ
ン
ガ
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〔
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〕
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マ
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ン
ガ
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ヲ
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ル
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モ
ッ
テ
　
ニ
ゲ
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ャ
ッ
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で

　
な
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で
説
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〕
（
赤
一
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4：
8－
11
）

磐
ソ
ウ
シ
テ
ネ
ー
エ
　
カ
メ
ガ
　
イ
ッ
ト
ウ

　
ダ
ッ
タ
カ
ラ
ネ
一
州
／
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う
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ナ
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ク
ヤ
シ
イ
ト
ネ
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モ
ッ
テ
ネ
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き
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（
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女
5：
2－
15
）

○
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デ
ネ
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チ
ャ
ン
ガ
ネ
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ウ
　
ト
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ク
ニ
　
イ
ッ
テ
ネ
／
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ャ
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ウ

　
チ
ャ
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チ
ャ
ン
ハ
ネ
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ッ
ト
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不
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テ
　
イ
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テ
不
　
イ
ッ
テ
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イ
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タ
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。
〔
状
況
説
明
〕
（
神
一
古
志
4：
5－
20
）
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・
イ
雛
）
・
デ
エ
ネ
〔
・
ら
〕
／
ダ
・
ガ

　
ネ
　
セ
ブ
ン
ニ
　
ナ
ッ
テ
ネ
　
ヤ
ッ
ッ
ケ
ン

　
ノ
。
〔
状
況
説
明
〕
（
神
一
秋
男
3：
H－
9）

○
ナ
ン
カ
　
コ
ウ
イ
ウ
ノ
　
シ
マ
ウ
マ
ガ
　
キ
・
タ
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シ
テ
ネ
ー
　
ヤ
ネ
ノ
ネ
　
ヤ
ネ
ハ
ネ
ー

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ダ
カ
（
ラ
〉
ネ
　
〔
ヘ
ン
デ
ル
た

　
ち
は
〕
ヤ
ネ
ノ
　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
　
タ
ベ
テ

　
ネ
〔
た
ら
〕
／
ソ
シ
テ
ネ
〔
す
る
と
〕
　
マ
ホ
ウ

　
ツ
カ
イ
ノ
　
コ
エ
ガ
　
キ
・
コ
エ
タ
ノ
。
（
自
一
h

　
女
4：
7－
9）

○
ク
マ
ガ
　
イ
テ
ネ
　
ソ
イ
デ
ネ
　
チ
イ
チ
ィ

　
チ
ー
ッ
テ
ネ
　
ネ
ズ
ミ
ガ
　
イ
テ
ネ
／
ク
マ
ガ

　
鴛
ゑ
　
ネ
ジ
ュ
ミ
ヲ
　
ミ
ッ
カ
ッ
タ
ノ
。
（
み

　
つ
け
た
の
〕
（
神
一
大
男
3：
11
－
12
）

○
ソ
ウ
シ
テ
ネ
ー
　
シ
マ
ウ
マ
ガ
　
コ
コ
ヘ
ネ

　
イ
ッ
ピ
キ
　
イ
テ
ネ
　
ラ
イ
オ
ン
ガ
　
コ
コ
ヘ

　
イ
ッ
ピ
キ
　
イ
エ
ネ
ー
／
〔
し
ま
う
ま
は
〕
　
コ

　
ウ
ネ
ー
　
オ
ク
チ
ヲ
ネ
ー
　
ソ
レ
ト
　
エ
ー
ト

　
ア
イ
テ
ン
ノ
。
〔
状
況
説
明
〕
（
小
一
相
男
4
：
4

　
－
16
）

○
ハ
シ
ニ
〔
が
〕
　
ア
ッ
タ
カ
ラ
ネ
ー
〔
や
ぎ
が
〕

　
ワ
タ
ロ
ウ
ト
　
オ
モ
ッ
タ
ラ
ネ
ー
／
シ
タ
ニ

　
ネ
ー
　
ワ
ユ
イ
ネ
ー
　
…
…
ワ
ユ
イ
　
ワ
ユ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ウ
ー
　
（
メ
ヤ
）
ガ
〔
ト
ロ
ル
）
　
シ
ュ
ン
デ

　
イ
タ
ノ
。
〔
物
語
〕
（
神
一
三
女
4：
3－
14
）

○
第
！
と
第

3の
Sが
同

じ
の
も
あ

る
。

O
S
Z
に
は

S
Z
Z
の
場

合
も
あ
る
。



H ω ○ 。 i

sz
（
s）
z／
（
s）
z

圃

（
s）
zs
z／
（
s）
z

［
i
ll
an

（
s）
z　
（
s）
z／
（
s）
z

皿 2－
3．
2

SZ
IS
Z　
SZ

旺

（
s）
z／
sz
　
sz

［
IM
I］

○
ボ
ウ
ヤ
タ
チ
ガ
　
ミ
ズ
ン
　
ナ
カ
ニ
　
イ
タ
Q

　
ラ
　
〔
は
や
た
が
〕
　
ハ
イ
ツ
五
／
〔
そ
れ
は
〕

タ
キ
ノ
　
ミ
ズ
　
ダ
ッ
タ
ン
ダ
ヨ
。
（
赤
一
w男
6：

　
3－
14
）

　 マ
テ サ ト

シ ヒ ン

ソ オ ピ

○
〔
人
が
〕
　
オ
ミ
ズ
　
ア
ゲ
鋤
ネ

ハ
レ
ダ
ッ
タ
カ
ラ
ネ
／
〔
花
が
〕

ナ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
一
r女
5：
1
0－
13
）

○
〔
う
さ
ぎ
が
〕
　
「
ド
ウ
シ
テ
ネ

　
ソ
ン
ナ
ニ
　
ノ
ロ
イ
ノ
」
ッ
テ

　
〔
か
め
が
〕
「
ム
コ
ウ
ノ
　
オ
ヤ
マ
ノ

　
ネ

ソ
イ
ジ
ヤ

キ
イ
タ
ラ
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ワ
リ

　
　
カ
ケ
（
グ
ル
ミ
）
シ
ヨ
ウ
ヨ
」
ユ
ッ
テ
ネ
／

（
ト
）
ネ
〔
二
匹
は
〕
カ
ケ
ッ
コ
シ
タ
ノ
。
（
同

一
〇
男
6：
3－
12
）

○
イ
ヌ
ガ
ネ
　
ネ
ズ
ミ
ノ
　
コ
ト
　
オ
イ
カ
ケ
テ

　
ネ
〔
た
ら
〕
／
ソ
ト
ニ
　
ネ
ズ
ミ
ガ
　
ト
ン
ダ
ケ

　
ド
　
イ
ヌ
ハ
　
ト
ベ
ナ
カ
ッ
タ
ノ
。
〔
前
提
〕
（
赤

　
一
v男
6：
1
－
1
3）

Oム
カ
シ
ム
カ
シ
〔
お
じ
い
さ
ん
と
〕
オ
バ
ア
サ

　
ン
ガ
　
ィ
テ
ネ
／
オ
ジ
イ
サ
ン
ハ
ネ
　
ヤ
マ
ヘ

　
タ
ッ
キ
ギ
ヲ
　
ト
リ
ニ
　
イ
ッ
テ
ネ
　
オ
バ
ア

　
サ
ン
ハ
ネ
　
カ
ワ
ヘ
　
セ
ン
タ
ク
ニ
　
イ
ッ
タ

　
ノ
ネ
。
（
自
一
h
女
5
；
7－
1
1）

○
ニ
ュ
ー
ス
　
ッ
マ
ン
ナ
イ
ノ
バ
ッ
カ
り
　
ヤ
ル

　
ト
キ
ハ
ネ
　
マ
イ
ニ
チ
　
テ
レ
ビ
　
ケ
シ
テ

　
オ
ク
　
ケ
シ
ト
イ
テ
ネ
／
サ
ト
シ
ネ
　
マ
マ
ガ

　
　
　
　
　
　
　
ww
一
　
VV
N

○
ソ
イ
デ
〔
工
匹
が
〕
オ
オ
ド
リ
ニ
デ
タ
ラ
ネ

　
ダ
ン
プ
カ
ー
ガ
キ
テ
ネ
／
〔
二
匹
は
〕
ペ
ッ

　
シ
ャ
ン
コ
　
ナ
（
ッ
チ
ャ
ッ
タ
）
。
（
i午
t男
5：

　
3－
25
）

○
ソ
イ
デ
ネ
　
マ
グ
ネ
ッ
ク
ス
ト
　
テ
ツ
ジ
ン
ト

　
（
キ
ョ
ビ
ー
）

　
　
　
　
　
　
ロ
ボ
ッ
ト
ト
〔
が
〕
タ
タ
カ
ッ

　
（
テ
リ
ー
）

　
タ
ラ
／
マ
グ
ネ
ッ
ク
ス
ト
　
（
テ
リ
ー
）
　
ド

　
ボ
ッ
ト
ヤ
ラ
レ
テ
ネ
テ
ツ
ジ
ン
ダ
ケ
ヘ

　
イ
キ
ダ
ッ
タ
ノ
。
〔
原
LN
｝
（
赤
一
t男
5：
1－
16
）

鯵
ソ
レ
カ
ラ
ネ
　
シ
マ
ウ
マ
ガ
ネ
　
ダ
〔
ラ
〕
イ

　
オ
ン
ニ
ネ
〔
の
〕
　
ソ
バ
ニ
　
ヨ
ッ
テ
ネ
／
ダ
ィ

　
オ
ン
ガ
オ
コ
ル
ト
　
シ
マ
ウ
マ
ニ
ゲ
ン

　
ノ
。
（
自
一
。
男
4：
7－
12
）

○
コ
コ
ニ
ネ
　
ア
セ
モ
ガ
　
デ
キ
・
テ
ネ
　
〔
わ
た

　
し
は
〕
　
カ
イ
ク
ッ
テ
（
モ
）
ネ
　
〔
か
け
な
い

　
よ
う
に
？
〕
　
テ
ー
プ
ヲ
　
（
ハ
〉
シ
テ
　
ク
レ

　
タ
ノ
。
〔
は
っ
き
り
し
な
い
が
）
（
神
一
佐
女
3：
7

　
－
6）

○
第
1の
S

と
第
3の
S

が
同
じ
場
合

も
あ
る
。

os
z＝
＝
s

ZZ
の
場
合

も
あ
る
。



邸 Φ 一

2－
3．
3

s
zz
／
s
z／
st
t

凱

SZ
ZI
（
S）
Z／

sz

SZ
Zf
（
S）
Z／

　
　
　
　
（
s
）
z

ツ
ケ
タ
カ
ッ
タ
ラ
　
マ
マ
　
ミ
テ
テ
　
サ
ト
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ム
コ
ウ
ノ
　
ト
ノ
　
テ
レ
ビ
ノ
　
ア
ル
　
ハ
ン

タ
イ
ガ
ワ
ノ
　
レ
コ
ー
ド
ガ
　
ア
ル
　
ポ
ウ
ニ

イ
ッ
　
イ
ッ
テ
　
ア
ソ
ン
デ
ン
ノ
。
ナ
ン
カ

ぬ
ノ
い
シ
テ
；
〔
孝
甫
足
〕
（
赤
一
a男
5：
！
l一
一
！
8）

〔
前
の
「
サ
ト
シ
ネ
」
は
，
前
部
分
の
Sと
も
〕

○
ク
マ
サ
ン
ガ
ネ
ー
　
ネ
ズ
ミ
ヲ
　
オ
イ
カ
ケ
テ
ネ

　
オ
オ
ド
オ
リ
マ
デ
　
キ
テ
ネ
／
ネ
ズ
ミ
サ
ン
ハ

　
ワ
タ
ッ
タ
カ
ラ
　
ヨ
カ
ッ
タ
（
ケ
ド
）
／
ク
マ
サ

　
ン
　
ブ
ッ
カ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
ジ
ド
ウ
シ
ャ
ニ
；

　
〔
＊
一
ig
’
足
）
　
（
自
一
v男
5：
7－
17
）

○
ウ
サ
ギ
ト
　
カ
メ
ガ
　
ヤ
マ
ニ
　
ノ
ボ
ロ
ウ
ッ

　
テ
　
ィ
ッ
テ
　
キ
ョ
ウ
ソ
ウ
シ
テ
，
／
ソ
シ
テ

　
ウ
サ
ギ
　
ネ
チ
ャ
ッ
タ
カ
ラ
〔
て
〕
　
オ
キ
テ

　
ミ
タ
ラ
／
カ
メ
サ
ン
ガ
　
ノ
ボ
ッ
チ
ャ
ッ
タ

　
ノ
。
テ
ッ
ペ
ン
マ
デ
；
〔
補
足
〕
（
三
一
m男
5：
！
0

　
－
22
）

○
タ
マ
ノ
　
ウ
チ
ニ
ネ
　
ネ
ズ
ミ
ガ
　
キ
テ
ネ
ー

　
ナ
ニ
カ
ネ
　
ト
ッ
テ
　
イ
ッ
テ
ネ
〔
の
で
〕
／
ク

　
マ
チ
ャ
ン
ガ
ネ
ー
　
オ
イ
カ
ケ
テ
ネ
ー
〔
た
ら
〕

　
（
デ
）
ズ
ミ
ガ
ネ
ー
　
　
ド
ラ
ッ
ク
ノ
　
　
ウ
エ
ニ
．

　
ノ
ッ
カ
ッ
テ
　
イ
ッ
チ
ッ
タ
。
（
自
一
h女
4：
7

　
－
15
）

○
ア
ノ
ネ
　
ウ
サ
ギ
ガ
サ
　
カ
メ
ガ
「
ア
ソ
コ
ノ

　
　
　
　
　
鑑
へ
、
戸
L一
一

　
オ
ヤ
マ
マ
デ
」
ッ
テ
　
ユ
ッ
テ
　
キ
ョ
ウ
ソ
ウ

　
シ
タ
ラ
／
ウ
サ
ギ
ガ
　
カ
タ
イ
　
カ
ッ
タ
カ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
ソ
　

　
〔
か
ち
そ
う
だ
っ
た
か
ら
〕
モ
ウ
　
ス
グ
ダ
カ

　
ラ
サ
　
ネ
チ
ャ
・
ソ
テ
　
ソ
レ
デ
　
カ
メ
ハ
　
カ

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヘ
ハ
ノ
ヘ

　
メ
ガ
　
　
ィ
ッ
ト
ウ
ン
　
　
ナ
ッ
タ
ノ
。
（
三
一
〇
女

　
5：
レ
！
0）

鯵
ソ
ウ
シ
テ
ネ
ー
　
オ
ジ
イ
サ
ン
ガ
　
カ
エ
ッ
テ

　
キ
テ
ネ
　
キ
ロ
ウ
ト
　
シ
タ
ラ
／
〔
桃
は
〕
　
ヒ

　
ト
リ
デ
ニ
　
ワ
レ
テ
　
モ
モ
タ
ロ
ウ
ガ
　
デ
テ

　
キ
タ
ノ
。
（
赤
一
e女
4：
9－
6）

霧
ソ
レ
デ
ネ
　
オ
バ
ア
サ
ン
モ
　
ホ
チ
イ
ト
　
オ

　
モ
ッ
テ
ネ
　
イ
ッ
タ
ラ
ネ
／
〔
お
ば
あ
さ
ん
は
〕

　
ウ
ソ
チ
ュ
キ
ダ
カ
ラ
ネ
，
ダ
カ
ラ
〔
舌
切
雀
は
〕

　
オ
バ
ケ
　
オ
バ
ケ
　
ハ
イ
ッ
テ
ル
ネ
　
ハ
コ
ヲ

　
　
　
か

　
ク
レ
〔
あ
げ
〕
タ
ノ
。
（
赤
一
9女
4：
8－
9）

○
は
じ
め
の

文
は
状
況
の

説
明
多
し
。

中
間
の
部
分

が
後
の
文
の

理
由
に
な
っ

て
い
る
。

os
z＝
：
s

ZZ
の
場
合

も
あ
る
。

○
第
1と
簗

3の
Sが
岡

じ
の
も
あ

る
。



（
S）
ZZ
／
SZ
／

圃
sz

（
S）
ZZ
／
（
S）
Z／

　
　
　
　
s
z

虹

○
タ
ク
シ
ー
　
　
ノ
ッ
テ
ネ
　
デ
ン
〔
ぼ
く
は
〕
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
　

　
ノ
　
マ
エ
　
イ
ッ
タ
　
ト
キ
ネ
　
デ
ン
シ
ャ

　
ノ
ッ
テ
テ
ネ
　
ド
ッ
チ
〔
？
〕
　
イ
ッ
テ
ネ
／
パ

　
パ
ネ
　
オ
ウ
　
カ
イ
シ
ャ
ノ
　
オ
ウ
チ
　
ハ
イ

　
ッ
テ
ネ
／
ボ
ク
　
シ
ャ
　
シ
ャ
シ
ン
　
ト
ッ
テ

　
モ
ラ
ッ
タ
ノ
。
（
自
一
a男
5
：
8
－
2）

○
ソ
レ
デ
〔
男
の
子
が
〕
ア
ッ
タ
カ
イ
　
ト
コ

　
ニ
　
イ
ッ
エ
　
オ
ヒ
サ
マ
デ
　
ア
　
タ
マ
セ
ル

　
カ
ラ
／
〔
木
は
〕
マ
タ
　
ド
ン
ド
ン

キ
レ
イ
ナ
　
オ
ハ
ナ
ガ

の
〕
（
赤
一
f女
4：
10
－
12
）

　
　
　
　
　
ノ
ビ
エ

サ
イ
タ
ノ
。
〔
咲
く

一 憲 O

2－
4

2－
4．
1

s
z　
sz
　
s
z／
sz

2－
4．
1．
1

國主
語
四
つ
か
ら
な
る
構
文

図

2－
4．
1．
2

そ
の
三 一

○
ウ
サ
ギ
サ
ン
ガ
　
サ
キ
ニ
　
ハ
シ
ッ
テ
テ
ネ

　
カ
メ
サ
ン
ガ
　
ア
ト
カ
ラ
キ
テ
ネ
　
ウ
サ
ギ
サ

　
ン
ガ
ネ
チ
ャ
ッ
テ
ネ
／
カ
メ
サ
ン
ガ
ネ

　
カ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
一
x女
6：
2－
1
8）

・
ラ
イ
…
　
ホ
ウ
頻
㌃
）
・
イ
・
ニ
ネ

　
〔
く
て
〕
　
コ
ッ
チ
ガ
　
ヨ
ワ
イ
ノ
ニ
ネ
　
〔
ラ
イ

　
オ
ン
ガ
〕
　
ニ
ゲ
テ
　
　
イ
ク
カ
ラ
／
〔
し
ま
う
ま

　
が
〕
　
ワ
ラ
ッ
テ
ン
ノ
。
（
自
一
b
男
6：
0－
29
）

○
ソ
イ
デ
ネ
　
（
コ
ウ
シ
）
ッ
テ
　
ウ
マ
ガ
　
ナ
イ

　
テ
ネ
　
イ
ヌ
モ
　
ナ
イ
テ
ネ
　
ネ
コ
モ
　
ナ
イ

○
ソ
コ
ニ
　
シ
マ
ウ
マ
サ
ン
ガ
　
キ
テ
ネ
　
ハ
ッ

　
ト
　
ラ
イ
オ
ン
サ
ン
ガ
　
キ
・
ガ
ツ
ク
ト
　
シ
マ

　
ウ
マ
ガ
　
ウ
マ
ガ
　
ニ
ゲ
テ
ネ
／
コ
ン
ド
　
ラ

　
イ
オ
ン
サ
ン
ガ
ネ
　
オ
イ
カ
ケ
タ
ン
デ
ス
ッ

　
テ
。
（
赤
一
P女
5：
2－
9）

○
ラ
イ
オ
ン
ガ
ネ
　
シ
マ
ー
ヲ
ネ
　
シ
マ
ウ
マ
ガ

　
ノ
〔
の
〕
　
ト
コ
　
イ
コ
ウ
ト
　
シ
タ
ラ
ネ

　
シ
マ
ウ
マ
ガ
　
ワ
ラ
ッ
テ
ネ
　
ソ
レ
デ
　
〔
ラ

　
イ
オ
ン
が
〕
　
イ
ッ
タ
ラ
ネ
／
〔
し
ま
う
ま
が
〕

　
オ
イ
カ
ケ
テ
　
キ
タ
ノ
。
〔
逆
か
ら
絵
を
み
て
い

　
る
〕
（
赤
～
o女
5：
1－
9）

○
カ
メ
ガ
ネ
　
ウ
サ
ギ
ガ
　
サ
キ
ニ
　
ド
ン
ド
ン

　
イ
ッ
テ
ネ
　
ソ
イ
デ
　
カ
メ
ガ
ネ
　
ノ
ロ
ノ
n

　
イ
ッ
テ
ネ
　
ソ
イ
デ
　
ナ
ン
カ
ネ
　
ウ
サ
ギ
ガ

　
ド
ッ
カ
デ
　
ヒ
ト
ヤ
ス
ミ
シ
テ
ネ
／
カ
メ
ガ

　
ザ
キ
．
ニ
　
イ
ッ
テ
ネ
　
イ
ッ
ト
ウ
シ
ョ
ウ

　
ナ
ッ
チ
ャ
ウ
ノ
。
（
神
一
三
男
4：
0－
39
）

○
ソ
レ
デ
ネ
　
〔
男
の
子
が
〕
　
ミ
ジ
ュ
　
ア
ゲ
テ

　
ネ
　
〔
花
が
〕
　
カ
レ
テ
ネ
　
〔
男
の
子
が
〕
　
ミ

　
ズ
　
ア
ゲ
ル
ト
ネ
／
マ
タ
ネ
　
〔
花
が
〕
マ
ッ

　
チ
ュ
グ
ニ
　
ナ
ン
ノ
。
（
神
一
古
男
4：
5－
21
＞

○
主
語
の
そ

ろ
っ
て
い
る

も
の
多
し
。

O
l
l
寺
慣
j
白
勺
川
頁

序
，
理
由
・

原
因
な
ど
も

あ
る
。

O
S
！
と
S

3
＝
S
2
と

S4 0主
語
の
い

ず
れ
か
が
あ

ら
わ
れ
て
い

な
い
も
の
。



一 国

2－
4．
2

SZ
SZ
　
IS
Z　
S
Z

剛

s
z　
sz
／
sz
　
sz

皿

2－
4．
3

sz
／
s
z　
sz
　
sz

晒

SZ
／
SZ
SZ
SZ

　 山

テ
ネ
／
ミ
ン
ナ
　
ナ
イ
タ
ノ
。
（
惣
一
d
女
5：
11

互
1）

○
ソ
イ
デ
ネ
　
オ
セ
ン
タ
ク
　
オ
ワ
ッ
テ
〔
お
ば

　
あ
さ
ん
が
〕
　
カ
エ
ッ
テ
　
キ
・
テ
　
オ
ウ
チ
X

　
イ
ッ
テ
ネ
　
ソ
イ
デ
　
オ
ジ
イ
サ
ン
ガ
ネ
　
ヤ

　
マ
カ
ラ
　
カ
エ
ッ
テ
キ
テ
ネ
／
ワ
ロ
ウ
ト
　
シ

　
タ
ラ
ネ
　
ア
カ
ン
ボ
ウ
ガ
　
ウ
マ
レ
タ
ノ
。
（
自

　
一
〇
勇
6
：
3
－
8）
〔
二
人
で
？
〕

○
ソ
ン
デ
モ
　
〔
桃
太
郎
は
〕
　
イ
ク
ッ
（
テ
〉
ッ

　
タ
ラ
ネ
　
オ
ジ
ィ
サ
ン
ト
　
オ
バ
サ
ン
ハ
　
ォ

　
バ
ア
サ
ン
ハ
ネ
「
ソ
ン
ナ
ラ
　
イ
ッ
テ
ラ
ッ

　
シ
ャ
イ
ッ
」
チ
ュ
ッ
テ
／
オ
バ
ア
サ
ン
ハ
　
キ

　
ミ
ダ
ン
ゴ
ヲ
　
ツ
ク
ッ
テ
　
オ
ジ
イ
サ
ン
　
モ

　
モ
タ
ロ
ウ
ノ
　
ハ
タ
ヲ
　
ツ
ク
ツ
タ
ノ
。
（
自

　
一
u女
6：
5－
19
）

・
・
陽
・
骸
サ
・
ガ
ー
1
・
ケ
ッ
コ
シ

　
ヨ
ウ
1ッ
テ
　
ユ
ッ
エ
サ
／
ウ
サ
ギ
サ
ン
〔
ノ
〕

　
ガ
　
ィ
チ
バ
ン
　
ハ
ヤ
ク
ッ
テ
サ
　
カ
メ
サ
ン

　
ノ
mッ
ペ
デ
サ
（
の
に
〕
ウ
サ
ギ
ガ
　
ヒ
ル
ネ

　
シ
ュ
ル
　
ア
イ
ダ
ニ
サ
　
カ
メ
サ
ン
ガ
サ
　
テ

　
ッ
ペ
ン
マ
デ
　
ノ
ボ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ン
ダ
モ
ン
。

　
（
自
～
t
夢
5
6：
2－
26
）

○
デ
ネ
　
カ
ッ
　
ネ
ズ
ミ
ヤ
　
ウ
マ
ヤ
ネ
　
カ
ボ

　
チ
ャ
ヤ
　
ソ
（
ウ
）
イ
ウ
ノ
ガ
　
ア
ッ
テ
／
カ

　
ボ
チ
ャ
ハ
　
バ
シ
ャ
ニ
　
カ
ワ
ッ
テ
ネ
　
イ
ヌ

　
ハ
ネ
　
ウ
マ
ニ
　
カ
ワ
ッ
テ
　
ネ
ズ
ミ
ハ

○
カ
メ
サ
ン
ト
　
ウ
サ
ギ
サ
ン
ガ
ネ
ー
　
ア
ッ
テ

　
不
一
　
カ
メ
サ
ン
ガ
ネ
ー
　
カ
　
ム
コ
ウ
ノ

　
オ
ヤ
マ
マ
デ
　
カ
ケ
ッ
コ
　
シ
ヨ
ウ
ッ
テ

　
ユ
ッ
テ
／
デ
　
カ
メ
サ
ン
ニ
　
ス
コ
シ
　
ウ
サ

　
ギ
サ
ン
ノ
　
ホ
ウ
ノ
ガ
　
カ
ッ
タ
ケ
ド
ネ
ー

ト
チ
ュ
ウ
デ
　
ウ
サ
ギ
サ
ン
　
ネ
チ
ャ
ッ
タ
カ

ラ
　
カ
メ
サ
ン
ノ
　
（
ホ
ウ
）
ガ
　
イ
ッ
ト
ウ
ニ

ナ
ッ
タ
ノ
。
（
護
i一
一
d女
4：
1！
－
11
）

○
オ
カ
ア
サ
ン
ガ
ネ
　
ゴ
ハ
ノ
ネ

　
／
シ
ュ
ー
パ
ジ
ェ
ッ
タ
ー
ガ
ネ

　
ネ
　
ソ
ノ
　
チ
ュ
ギ
ネ
　
パ
ピ
ー
ガ

　
マ
ッ
テ
ネ
　
パ
ピ
ー
ネ
ー

　
オ
ト
ウ
チ
ャ
ン
ト

　
カ
弓
　
（
自
一
｝
く
写
34
：
8－
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）

タ
イ
テ
テ
ネ

オ
ワ
ッ
タ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ジ

　
　
バ
ピ
ー
ト
　
〔
を
〕

ミ
タ
ノ
。
〔
開
連
お
か
し
い

○
前
の
部
分

力
ご
状
況
，
後

が
原
因
，
結

果
。

○
主
語
な
し

も
含
む
。

○
前
の
部
分

が
理
由
と
結

果
，
そ
れ
が

ま
た
後
の
文

の
理
由
に
な

っ
て
い
る
。

○
前
の
部
分

が
状
況
説

明
，
中
間
の

部
分
が
最
後

の
文
の
条

件
。



置 ひ ○

ギ
ョ
シ
ャ
ニ
　
カ
ワ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
づ
）

『
女
5：
2－
！
3）

2－
5

sz
sz
sz
／

　
　
　
s
zs
z

工主
言
吾
五
つ
か
ら
な
る
季
黄
：
文

sz
／
sz
sz

　
　
　
sz
fs
z

皿

SZ
／
SZ
SZ
I

　
　
　
sz
s
z

皿

○
ウ
サ
ギ
サ
ン
ト
　
カ
メ
ト
ネ
　
カ
ケ
ア
シ
シ
テ

　
ネ
／
ウ
サ
ギ
サ
ン
ガ
　
サ
イ
シ
ョ
　
イ
テ
ネ

　
カ
ッ
テ
　
カ
メ
サ
ン
　
オ
ソ
イ
ノ
デ
ネ
　
ウ
サ

　
ギ
サ
ン
ネ
　
ヒ
ト
ヤ
ス
ミ
シ
テ
タ
ラ
ネ
／
カ
メ

　
サ
ン
ガ
ネ
　
サ
キ
ニ
　
イ
ッ
チ
ャ
ッ
テ
ネ
　
カ

　
メ
サ
ン
ガ
　
カ
ッ
タ
ノ
。
（
自
一
j
女
5：
7－
12
＞

○
ボ
ウ
ヤ
ガ
ネ
ー
　
オ
ハ
ナ
ニ
ネ
　
ミ
ズ
　
ア
ゲ

　
テ
ネ
／
〔
＊
〕
チ
ッ
ト
　
タ
ッ
タ
ラ
ネ
　
オ
ハ
ナ

　
コ
ノ
　
ミ
ズ
ガ
ネ
　
ア
ッ
ク
　
ナ
ッ
テ
ネ
〔
の

　
で
〕
／
マ
タ
　
ソ
コ
ニ
　
オ
イ
テ
　
ア
ッ
タ
　
ミ

　
ズ
ヲ
　
〔
男
の
子
が
〕
　
カ
ケ
タ
カ
ラ
　
〔
花
が
〕

　
カ
レ
チ
ャ
ッ
タ
ン
。
〔
は
っ
き
り
し
な
い
〕
（
自

　
一
v男
5：
7－
17
）

○
ウ
サ
ギ
ト
　
カ
メ
ガ
ネ
　
カ
ケ
ッ
コ
シ
テ
ネ
／

　
ウ
サ
ギ
ガ
　
カ
ッ
テ
　
カ
メ
ガ
　
マ
ケ
テ
ネ
／

　
ウ
サ
ギ
ガ
　
ネ
タ
ラ
ネ
　
カ
メ
ガ
ネ
　
ド
ン
ド

　
ン
　
イ
ッ
チ
ャ
ッ
テ
，
カ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
一
n
男

　
6i
2－
12
）

○
コ
コ
ニ
　
ラ
イ
オ
ン
ガ
　
イ
テ
ネ
，
ソ
シ
テ

　
シ
マ
ウ
マ
ガ
　
キ
テ
，
シ
マ
ウ
マ
ノ
　
ア
ト
ネ

　
ラ
イ
オ
ン
ガ
　
オ
イ
カ
ケ
テ
／
シ
テ
ネ
　
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
オ
ン
ガ
　
ピ
ッ
ク
リ
ガ
エ
ッ
テ
ネ
　
シ
マ
ウ
マ

　
ル
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
ガ
　
タ
ク
サ
ン
　
ア
　
シ
マ
ウ
マ
ガ
　
タ
ク
サ

　
ン
　
イ
ル
ノ
デ
ネ
　
ラ
イ
オ
ン
　
ピ
ッ
ク
リ
ガ

　
エ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
一
w男
5：
3－
9）

○
ガ
リ
バ
ー
ガ
ネ
　
サ
ン
ニ
ン
ノ
ネ
　
コ
ド
モ
ヲ

、
ツ
レ
ァ
　
フ
不
ニ
　
ノ
ッ
ァ
不
　
ガ
リ
バ
ー

　
ネ
ム
ク
　
ナ
ッ
テ
ネ
〔
ね
て
〕
／
〔
人
が
］
オ
モ

　
タ
イ
カ
ラ
ネ
　
フ
ネ
ガ
シ
ズ
ン
ジ
ャ
ッ
テ
ネ
／

　
コ
ド
モ
ハ
ネ
　
ナ
カ
デ
　
シ
ン
ジ
ャ
ッ
テ
モ
ネ

　
ガ
リ
バ
ー
ダ
ケ
ネ
　
ム
コ
ウ
デ
　
ネ
チ
ャ
ッ
タ

　
ノ
。
　
（
二
一
n男
5：
2－
6）

OS
の
あ
ら

わ
れ
て
い
な

い
構
文
も
含

む
。

○
前
の
部
分

が
状
況
説
明

で
後
の
部
分

力
t
’
原
因
，
　
糸
二

二
を
あ
ら
わ

す
も
の
。
ま

た
，
前
の
部

分
が
時
間
的

順
序
を
あ
ら

わ
す
も
の
な

ど
が
あ
る
。

○
主
語
六
つ

か
ら
な
る
構

文
1
；
ヒ
2
－
7
．
3

に
入
れ
た
。

〔
＊
）
：
＝
天
候
，

時
を
あ
ら
わ

す
。
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バ
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ガ
　
シ
テ
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ト
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ー
　
ム
コ
ウ
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ホ
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マ
ケ
テ
テ
ネ
／
ソ
イ
デ
ネ
　
ウ
サ
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カ
ラ
　
モ
モ
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ナ
ガ
レ
テ
　
キ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ネ
ー
　
ネ
ー
　
ネ
ム
ク
テ
ネ
ー
　
　
ヒ
ル
ネ
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
…
…
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オ
バ
ア
サ
ン
ガ
　
ヒ
ロ
ッ
テ

xテ
　
ミ
ル
ト
ネ
　
オ
イ
シ
カ
ッ
タ
カ
ラ

テ
ネ
ー
／
ソ
レ
デ
ネ
ー
　
カ
メ
ハ
　
サ
キ
・
二
一
イ
ッ
テ
　
カ
メ
ノ
　
ホ
ウ
ガ
　
カ
ッ
タ
ノ
。
（
自
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一
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@
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ジ
イ
サ
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ッ
ト
イ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
黷
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一
／
〔
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タ
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ー
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

チ
ャ
ン
ガ
　
デ
テ
　
キ
（
テ
）
G鉦
h女
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（
タ
）
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2
－
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選
璽
目
語
を
も
つ
構
文

冠 ω

語 の
目 も Z

題 つ ～

－ も S

ε を2

η
／
S
　
Z 脇
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6．
2テ
題
薩
欝
吾

を
も
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な
い
も
の

○
コ
レ
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ケ
ッ
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キ
テ
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ー

○
シ
エ
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ン
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ウ
）
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ウ
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ン
ナ
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с
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ラ
サ
／
ト
ラ
ッ
ク
ガ
　
ト
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ー
ッ
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イ
シ
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ダ
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プ
カ
ー
ニ
　
ヒ
カ
レ
ソ
ウ
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ナ
ッ

@タ
ノ
。
（
赤
一
w男
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ネ
ズ
ミ
サ
ン
ガ
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テ
ネ
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ン
ド
　
ク
マ
サ
ン
ガ
　
キ
・
テ
　
ネ
ズ
ミ
サ
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ア
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リ
　
オ
オ
キ
イ
ノ
デ
ネ
　
ラ
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ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W
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ト
　
オ
モ
ッ
チ
ャ
ッ
テ
　
ニ
ゲ
テ
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＿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

@ド
　
ク
マ
サ
ン
ガ
　
オ
イ
カ
ケ
テ
　
キ
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ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酊
㌔

@ラ
ッ
ク
ガ
　
キ
テ
ネ
ー
　
キ
ャ
ー
ッ
テ
　
ネ
ズ
　
　
　
　
　
　
一

@ミ
サ
ン
ガ
　
イ
ッ
テ
　
ウ
シ
ロ
カ
ラ
　
ク
マ
サ
　
　
　
　
　
　
　
一

@ン
ノ
　
ウ
シ
ロ
カ
ラ
　
ト
ラ
ッ
ク
ガ
　
ド
カ
ァ

@ン
ト
　
プ
ツ
カ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
一
P女
5：
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）

○
ズ
ッ
ト
　
マ
エ
ネ
　
ボ
ク
ガ
　
オ
ウ
チ
ニ
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

@テ
ネ
　
ズ
ッ
ト
　
マ
エ
　
ノ
　
ユ
メ
ネ
〔
は
〕

@ボ
ク
ガ
　
オ
ウ
チ
ニ
　
イ
テ
／
ヤ
マ
ガ
　
ミ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＿
　
『

G　
カ
ザ
ン
ガ
　
ア
ン
ノ
。
〈
小
一
編
曲
4：
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○
暢
z
の

`式
に
は

r～
Z，
S～
Z

@
Z
ﾌ形
式
も
含

ﾜれ
る
。

宦
uこ
れ
は

o
」
と
い
う

ｿ問
に
対
す

體
嘯
ｪ
多

｢o



　
　
S～
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○
〔
そ
こ
は
〕
　
キ
ガ
ネ
　
イ
ッ
パ
イ
　
ア
ッ
テ
ネ
／
○
ソ
シ
テ
ネ
〔
こ
れ
は
〕
シ
マ
ウ
マ
ハ
ネ

ヨ

…
赫

z
ハ
ヤ
シ
ガ
　
ア
ル
　
ト
コ
ロ
。
（
自
一
d女
5：
11

ヨ
ロ
コ
ン
デ
ル
ケ
ド
ネ
／
ダ
イ
オ
ン
ガ
ネ
　
　
　
　
　
『

ツ

睡
一
10
）

マ
ン
ナ
カ
ッ
タ
カ
ラ
ヒ
ト
リ
デ
ネ
ド
ツ

○
〔
こ
の
絵
は
〕
　
ソ
シ
タ
ラ
　
ラ
イ
オ
ン
ガ
　
タ

カ
ヘ
　
イ
イ
ー
ク
ト
コ
。
（
赤
一
s男
5：
6

ベ
ヨ
ウ
ト
　
シ
タ
ラ
ネ
ー
　
〔
し
ま
う
ま
が
〕

一
15
）

　
　
　
　
　
一
7ニ
ゲ
テ
　
イ
ッ
エ
不
一
　
ソ
レ
デ
　
ィ
ッ
パ
イ
繭
〔
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の
話
は
〕
シ
ョ
ウ
チ
ャ
ン
ガ
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ー
ト

イ
ル
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ッ
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シ
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ウ
マ
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ル
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イ
サ
ン
ガ

一
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一
“
　
　
騨
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ア
ア
　
　
｝
ト
オ
カ
ア
サ
ン
モ

一
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Aア
ク

イ
オ
ン
は
〕
　
ビ
ッ
ク
リ
シ
テ
ネ
ー
　
ア
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ノ
レ
ノ
。
　
（
坊
ミ
ー
1女
5：
3－
14
）

ソ
イ
デ
ネ
ー
　
ト
バ
サ
レ
チ
ャ
ッ
テ
（
の
で
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ワ
ー
ッ
テ
　
　
イ
ッ
タ
ラ
ネ
ー
　
　
ソ
シ
タ
ラ
　
シ

マ
ウ
マ
ガ
　
ワ
ラ
ッ
タ
　
ト
コ
ロ
。
（
赤
心
〇
女
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ぱ ぶ 1
　
　
　
2－
7、
1　
文
中
‘
こ

　
　
　
主
語
を
も
つ

　
　
　
節
の
含
ま
れ

　
　
　
る
文

　
　
2－
7．
1．
！
　
主
言
再

　
　
　
一
つ
か
ら
な

　
　
　
る
文

　
　
　
　
旺

そ
の
他
の
構
造
か
ら
な
る
文

麟
ボ
ク
　
オ
マ
ツ
リ
ニ
　
イ
ッ
タ
ラ
ネ
　
ワ
タ
ア
メ

　
ガ
　
ア
ッ
タ
カ
ラ
ネ
　
カ
ッ
テ
ネ
，
ソ
レ
カ
ラ

　
イ
ッ
テ
ネ
　
キ
ン
ギ
ョ
ツ
リ
　
ヤ
ッ
テ
カ
ラ
ネ

　
イ
ッ
テ
，
ソ
イ
カ
ラ
　
キ
ャ
ラ
メ
ル
ガ
　
ノ
ッ

　
カ
ッ
テ
テ
　
ソ
レ
ガ
　
マ
ワ
ッ
テ
テ
ネ
　
テ
ッ

　
ポ
ウ
デ
ネ
　
ウ
ッ
テ
ネ
，
ボ
ク
　
イ
ッ
コ
ダ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
キ
ャ
ラ
メ
ル
　
ト
ッ
タ
ケ
ド
　
ア
ト
　
ハ
ズ
レ

　
ダ
ッ
タ
。
（
自
一
。
男
6：
3－
1）

○
〔
わ
た
し
た
ち
は
〕
　
ウ
タ
ヲ
　
ウ
タ
ッ
テ
ネ

　
ソ
レ
カ
ラ
ネ
　
オ
ユ
　
ハ
ジ
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ハ
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ー
　
オ
ハ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
ウ
ゴ
ッ
コ
　
シ
テ
　
ソ
レ
カ
ラ
ネ
ー
　
セ
ン
セ

　
イ
ガ
　
キ
タ
ラ
ネ
ー
　
シ
マ
ッ
テ
ネ
ー
　
ソ
レ

鯵
ソ
ィ
デ
ネ
　
〔
ぼ
く
が
〕
　
ブ
ー
　
ナ
ラ
シ
テ
モ

　
ネ
　
〔
友
だ
ち
が
〕
　
デ
テ
　
コ
ナ
イ
カ
（
ラ
）

　
モ
ィ
チ
ド
　
ヤ
ッ
テ
　
ミ
タ
ラ
ネ
　
マ
ダ

　
〔
友
だ
ち
が
）
デ
テ
　
コ
ナ
イ
カ
ラ
　
カ
イ

　
シ
ャ
イ
ッ
タ
ノ
カ
ナ
ー
ト
オ
モ
ッ
テ
サ

　
（
ッ
）
キ
　
ア
ノ
　
カ
エ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
〔
帰
っ

　
て
き
た
〕
（
赤
一
1男
4：
8－
3）
（
注
）

○
ソ
レ
デ
ネ
ー
　
〔
こ
れ
は
〕
　
オ
オ
カ
ギ
　
オ
オ

　
カ
ミ
ガ
ネ
ー
　
オ
オ
カ
ミ
ノ
　
シ
ッ
ポ
ニ
ネ

　
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ガ
　
ノ
ッ
カ
ッ
テ
ネ
　
ク
チ
ュ
ク

　
チ
ュ
　
シ
テ
／
〔
お
お
か
み
が
〕
　
ワ
ラ
ッ
テ
ル

　
ト
コ
。
〔
は
っ
き
り
し
な
い
が
〕
（
小
一
神
女
4
ほ

一
13
）

○
磐
を

含
む
も
の
。

○
主
語
の
あ

ら
わ
れ
て
い

な
い
構
文
も

含
む
。

（
注
）
問
題
が

あ
る
が
こ
こ

に
入
れ
て
み

た
。
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レ
ナ
ラ

マ
ッ
　
ト
ッ
ト
ト
　
キ
エ
ウ
セ
ロ
ー
」
ッ
テ

イ
ッ
テ
ネ
　
コ
ン
ド
　
ニ
バ
ン
メ
ヤ
ギ
ノ
　
ガ

ラ
ガ
ラ
ド
ン
ガ
　
ヤ
ッ
テ
　
キ
テ
ネ
，
ソ
イ
デ

「
ダ
レ
ダ
　
オ
レ
ノ
　
ハ
シ
ヲ
　
カ
タ
コ
ト

ガ
タ
ゴ
ト
　
サ
セ
ル
　
ヤ
ツ
ハ
？
」
チ
ュ
ウ
テ

ネ
　
「
チ
ビ
ヤ
ギ
　
ニ
バ
ン
メ
　
ヤ
ギ
ノ
　
ガ

ラ
ガ
ラ
ド
ン
ダ
ー
」
チ
ュ
ウ
テ
　
「
ソ
ノ
　
ヒ
ト

モ
　
ヒ
ト
ノ
ミ
エ
　
シ
テ
ヤ
ル
ゾ
」
ッ
テ

ユ
ッ
テ
ネ
　
ソ
イ
デ
ネ
　
「
モ
ッ
ト
　
オ
オ
キ

イ
　
ヤ
ギ
ノ
　
ガ
ラ
ガ
ラ
ド
ン
ガ
　
ク
ル
ッ
」

チ
ュ
ッ
テ
ネ
　
「
ト
ッ
ト
ト
ネ
　
キ
エ
ウ
セ
ロ
」

チ
ュ
ウ
テ
ネ
　
ド
ン
ド
ン
　
イ
ッ
テ
ネ
　
コ
ノ

ア
ト
デ
モ
ウ
　
ヤ
ッ
テ
　
キ
タ
ノ
ガ
ネ
　
オ

オ
キ
イ
　
ヤ
ギ
ノ
　
ガ
ラ
ガ
ラ
ド
ン
ガ
ネ
　
　
キ

テ
ネ
　
「
イ
ッ
タ
イ
ゼ
ン
タ
イ
　
ナ
ニ
　
モ
ノ

ダ
ー
」
ッ
テ
ネ
　
ユ
ッ
テ
ネ
　
ト
ロ
ル
ガ
　
ド

ナ
リ
ツ
ケ
タ
ラ
ネ
　
オ
オ
キ
イ
　
ヤ
ギ
ノ
　
ガ

ラ
ガ
ラ
ド
ン
ダ
ー
」
チ
ュ
ウ
ト
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ソ
レ
ハ

テ
テ
ネ
　
ソ
…

○
デ
パ
ー
　
ウ
チ
　
オ
ヤ
ス
ミ
ダ
カ
ラ
ネ
　
　
　
、

〔
わ

○
ハ
ナ
ヤ
ガ
　
ア
ッ
テ
　
ト
リ
ヤ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
一

ア
ッ
テ
　
一

尤
上
録
．
た
し
た
ち
は
〕
　
デ
パ
ー
ト
　
イ
ッ
テ
ネ
ソ
ソ
ノ
　
ヨ
ウ
フ
ク
ヤ
ガ
　
ア
ッ
テ
ソ
ノ
　
　
ツ

イ
ノ
。
（
赤
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

Rニ
　
コ
ウ
エ
ン
ガ
　
ア
ン
デ
シ
ョ
ウ
　
一

@ ソ ： コ ，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Mニ
　
タ
　
ト
リ
ヤ
ノ
　
マ
エ
ニ

タ バ コ ヤ ド

デ
ネ
　
ア
ソ
ン
デ
ネ
　
デ
パ
ー
ト
デ
ネ
ナ
ン
サ
ン
ガ
　
ア
ル
デ
シ
ョ
，
ソ
コ
ー
ネ
ソ
コ
ノ

カ
　
オ
ヨ
ウ
フ
ク
　
カ
ッ
テ
　
キ
タ
ノ
。
（
i自
　
ネ
　
ソ
ノ
　
ト
ナ
リ
ガ
ボ
ク
ン
チ
。
〈
神
一
三

あ
げ
た
。

（
注
）
糸
冬
ズ
つ
り

の
ほ
う
主
語

欠
文
。

○
「
会
話
文

の
は
い
る

文
」
と
も
琶

え
る
。

○
文
の
み
で

な
く
，
単
語

や
節
を
含

む
。



謀 G Q

○
ソ
レ
デ
　
ソ
ノ
　
オ
ト
コ
ノ
　
コ
ノ
　
マ
マ
ガ

@サ
　
イ
ナ
ク
　
ナ
ッ
チ
ャ
ッ
テ
　
マ
マ
ガ
　
イ

　
烈
女
5：
5－
2）

寃
eレ
ビ
ネ
　
ア
カ
チ
ャ
ン
ガ
　
イ
ル
カ
ラ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

@ア
ル
ク
ン
ダ
ヨ
，
　
ソ
レ
デ
　
　
モ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

@タ
ン
ダ
ヨ
ネ
　
シ
ン
デ
タ
ン
ダ
ヨ
ネ
　
ソ
（
イ
）

@デ
　
ニ
ン
ゲ
ン
　
モ
ド
シ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
（
自

@一
9女
5：
1！
－
14
）

寃
Lュ
ウ
チ
ャ
ン
ガ
ネ
　
シ
ョ
ウ
チ
ャ
ン
ニ
ネ

@「
テ
レ
ビ
ガ
　
キ
タ
ヨ
ー
」
ッ
テ
　
ミ
テ
テ
ネ
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

@フ
タ
リ
デ
，
ソ
ン
デ
ネ
ー
　
キ
ュ
ウ
チ
ャ
ン
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ
キ
イ
　
　
一
　
　
　
　
　
、

@カ
ブ
不
　
ソ
コ
ヘ
　
シ
タ
ニ
　
オ
ィ
ト
ク
ト
ネ
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

@サ
ワ
ル
カ
ラ
ネ
　
タ
カ
イ
　
ト
コ
ニ
　
ア
ゲ
テ
　
　
　
　
『

@ミ
テ
ン
ノ
。
（
赤
一
a男
4：
11
－
7）

ﾖク
マ
サ
ン
ガ
ネ
　
ネ
ズ
ミ
　
ミ
ツ
ケ
テ
ネ
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

@コ
ニ
　
キ
タ
ラ
　
ネ
ズ
ミ
ガ
ネ
　
ト
ビ
ダ
シ
タ

@　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
マ
　
ク
マ
サ
ン

　
男
4：
0－
30
）

寃
¥イ
デ
　
オ
ネ
エ
サ
ン
ガ
　
イ
テ
ネ
，
ヒ
ュ
ウ

2－
7．
6
，
2「
だ

@よ
」
挿
入

@國
＝
1

Q－
7．
6
．
3単
語

@や
句
を
補
足

@す
る
挿
入
M 2 － 7 。 6 ． 4 節 を 　 挿 入 圃

　
オ
ト
ウ
サ
ン
ガ
ネ
　
「
ダ
メ
ダ
」
ッ
テ
　
ユ
ッ
テ

@サ
ン
ガ
　
チ
ュ
ウ
イ
　
シ
タ
ン
ダ
ッ
テ
サ
。
〔
後

@
文
そ
れ
〕
（
琶
i
－
h
女
5：
7
－
8
）

寃
¥シ
タ
ラ
ネ
　
ス
グ
　
ソ
バ
ニ
　
パ
ン
ヤ
サ
ン

@　
　
　
　
　
榊

@ガ
　
ア
ル
カ
フ
　
　
　
　
　
　
　
パ
ン
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
㎝
　
「
　
｝

@カ
ラ
　
　
ジ
ド
ウ
シ
ャ
ニ
ネ
　
．
剛
～
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

@ガ
　
ネ
ズ
ミ
ヲ
ネ
　
タ
ス
ケ
ヨ
ウ
ト
　
シ
テ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

@ト
ビ
ダ
シ
タ
ラ
ネ
　
ジ
　
ジ
ド
ウ
シ
ャ
ニ
　
ブ
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
w

@ツ
カ
ッ
チ
ャ
ッ
テ
ネ
　
ネ
ズ
ミ
ガ
　
ト
ビ
ア
　
　
　
　
　
　
　
㎝

@ガ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
一
e女
4：
9－
15
）

]ソ
ノ
　
カ
エ
リ
ニ
　
　
ミ
ツ
コ
シ
　
　
ヨ
ッ
テ
，
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

@ノ
　
カ
エ
リ
ニ
ネ
ー
　
ウ
チ
ビ
　
ウ
チ
　
ア
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

}ク
ン
ニ
，
ソ
ノ
　
ヒ
ト
ガ
ネ
　
イ
ツ
モ
ネ

Cツ
モ
　
デ
テ
　
キ
テ
ネ
　
オ
ワ
リ
ノ
ネ
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
ー

^ン
　
ト
キ
ハ
ネ
　
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
ネ
　
ナ
ン
デ

a@
ワ
ッ
タ
リ
ナ
ン
カ
　
シ
テ
ン
ノ
。
（
神
一
三

j4
：
0－
33
）

○
欠
け
て
い

髏
ｬ分
の
補

ｫ，
言
い
な

ｨし
。

i
注
）
一
文
と
一
　
　
　
　
　
、
醤
え
る
か
疑

竅
B

〔
ぼ
く
は
〕
　
　
　
　
　
カ
ッ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

@　
オ
ウ
チ
　
カ
イ
ッ
タ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
一
シ
ノ
　
オ
ウ
チ
　
コ
ワ
シ
テ
ネ
　
ビ
ル
　
ツ
ク

ネ
　
サ
キ
　
タ
ベ
テ
　
　
　
　
　
　
　
ー

Xグ
ネ
　
オ
フ
ト
ン
　
ヒ
イ
エ
，
オ
フ
ロ
（
搬

Cク
　
ト
キ
モ
　
　
　
ク
　
ト
キ
モ
　
ア
ル
ヨ
，

¥ン
デ
　
ネ
テ
ネ
　
マ
マ
タ
チ
ハ
　
ジ
ュ
ウ
イ
　
　
　
　
　
ー

`ジ
　
ジ
ュ
ウ
ニ
ジ
マ
デ
　
オ
キ
テ
ン
ノ
。
（
自

黷
撫
翌
U：
5－
9）

ル
ノ
，
／
そ
う
。
／
ソ
ノ
　
ビ
ル
ニ
　
　
ヨ
ル
ノ
，

?ッ
タ
ノ
。
（
小
一
痴
女
4：
餅
5＞
（
注
）

2－
8不
明
文

2－
8．
1内
容
不

　
明 4
91
27
1
17

○
…
…
デ
ン
シ
ャ
デ
ネ
　
ウ
チ
　
カ
エ
ッ
テ
　
キ

　
タ
ラ
ネ
…
　
ボ
ク
ガ
ネ
　
マ
ド
ノ
　
ホ
ウ
デ
ネ

　
デ
ン
シ
ャ
ガ
　
キ
タ
ラ
ネ
　
ボ
ク
ネ
　
ス
ワ
ッ

　
テ
　
タ
ッ
テ
タ
ラ
ネ
　
ス
ワ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
。
（
自

　
一
1男
6：
0－
5）

○
ソ
シ
テ
ネ
ー
　
コ
ウ
　
イ
ウ
　
セ
ミ
ヲ
　
キ
ッ

　
テ
ネ
　
ソ
シ
テ
　
ア
メ
　
コ
ウ
　
イ
ウ
　
フ
ウ

　
ニ
　
ヤ
ッ
テ
　
マ
ッ
チ
ノ
　
ボ
ウ
　
ウ
ラ
ニ

　
ツ
ケ
テ
　
ポ
ン
ト
　
ヤ
ッ
タ
ラ
ネ
ー
　
ハ
イ
ル

　
ヤ
ツ
。
（
一
一
s男
5：
6－
7）

○
ウ
（
ル
）
ト
ラ
セ
ブ
ン
　
ア
レ
　
ツ
ク
ッ
テ
ネ

　
タ
イ
ア
ン
モ
　
チ
ュ
ク
ッ
テ
　
テ
ネ
　
ア
レ

　
ビ
ー
ポ
ー
　
ビ
ー
プ
ネ
　
i
f
　
一
ブ
ネ
　
デ
ン
キ

　
ジ
ュ
ウ
ト
　
シ
ュ
ウ
ッ
ト
　
ア
レ
　
ア
　
ハ
シ

1 　
ン
　
ド
ゴ
ア
レ
ハ
ネ
　
フ
タ
ガ
ナ
ク
ッ



2－
8
．
2ご
た
ご

　
た
と
話
し
て

　
統
一
性
な
し

　
酊
差
響
1

　
　
2－
8．
3主
語
や

　
　
　
補
語
な
し
の

　
　
　
た
め
内
容
不

1　
　
明

謀
　
　
皿
［

ゆ f

2－
8
．
4構
文
は

　
よ
い
が
内
容

　
の
お
か
し
い

　
も
の ［
巫

2－
8
．
5前
後
の

　
文
の
関
連
控

　
不
明
瞭
（
注
）

　
匪
，

○
オ
カ
ヤ
マ
デ
ネ
　
ナ
ン
カ
ネ
　
ド
ッ
カ
　
イ
ッ

　
タ
　
　
ト
キ
ネ
ー
　
　
ソ
レ
デ
ネ
　
　
キ
ノ
ウ
ハ
ネ

　
〔
わ
た
し
は
〕
　
オ
　
オ
カ
ヤ
マ
ヘ
　
イ
カ
ナ
イ

　
　
　
　
　
　
リ

　
デ
　
ア
サ
ク
サ
ニ
　
イ
ッ
テ
ネ
　
ソ
レ
デ
　
ゴ

　
ル
フ
ノ
　
ツ
ギ
　
ア
サ
ク
サ
ヘ
　
イ
ッ
テ
ネ

　
ア
サ
ク
サ
ノ
ネ
ー
　
オ
マ
イ
リ
ス
ル
ト
コ
ガ

　
イ
ッ
ト
ウ
　
オ
モ
シ
ロ
カ
ッ
タ
。
（
赤
一
1く
女
6：

　
2－
7）

○
デ
ネ
　
　
コ
　
モ
ウ
　
　
ヒ
ト
リ
ネ
　
　
テ
キ
ガ

　
〔
正
ち
ゃ
ん
に
〕
イ
テ
ネ
　
ソ
ノ
　
ヒ
ト
モ
ネ

　
オ
ト
コ
ノ
　
コ
ガ
　
　
ヒ
ト
リ
　
イ
テ
　
　
ソ
レ
デ

　
〔
正
ち
ゃ
ん
は
〕
　
ア
i・
　
ミ
ン
ナ
　
ア
ツ
メ
テ

　
キ
テ
ネ
　
ソ
レ
デ
　
ズ
ッ
ト
　
マ
エ
ハ
　
〔
二

　
人
は
～
〕
　
ケ
ン
カ
シ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
一
P女

　
6：
2－
11
）

○
カ
ッ
チ
ャ
ン
ガ
　
ボ
ク
ー
　
ボ
ク
ガ
ネ
ー
　
シ

　
タ
オ
リ
テ
　
カ
ッ
チ
ャ
ン
ガ
　
ス
ッ
テ
ン
コ
ロ
リ

　
ン
　
シ
タ
カ
ラ
　
ナ
ー
ン
ダ
ト
　
オ
モ
ッ
タ
ラ

　
カ
ッ
チ
ャ
ン
ガ
　
ネ
テ
タ
ノ
。
〔
合
宿
の
ベ
ッ
ド

　
で
〕
（
自
一
k男
5：
8－
8）

○
〔
お
ば
Qは
〕
　
ピ
ー
コ
ノ
ネ
　
ウ
チ
ノ
　
オ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　

　
チ
ニ
　
イ
ッ
テ
ネ
　
オ
ッ
コ
チ
ソ
ウ
ニ
　
ナ
ッ

　
テ
／
ソ
イ
デ
サ
　
　
ホ
イ
デ
　
　
ツ
リ
ー
　
　
シ
タ
リ

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
シ
タ
ノ
。
（
降
一
s男
5；
9．
　
一
・
21
）

○
シ
ョ
イ
デ
ネ
　
ス
イ
ト
ウ
　
モ
ッ
テ
　
イ
ッ
テ

　
ネ
　
コ
ン
ド
ネ
　
ス
イ
ト
ウ
　
モ
ッ
テ
　
イ
ッ

　
テ
ネ
　
マ
タ
ネ
　
コ
ン
ド
　
ド
ッ
カ
ヘ
　
ア
ス

　
キ
ノ
ウ
ネ
　
ド
ッ
カ
ヘ
　
イ
ク
カ
ラ
ネ
　
チ
ュ

　
ン
デ
ネ
　
コ
ウ
ラ
ク
エ
ン
（
へ
）
イ
ッ
テ
　
キ

　
タ
ノ
。
（
i．
ti
　
一
1女
4：
7－
！
3）

○
〔
寸
心
〕
　
「
チ
ョ
ッ
ト
　
コ
マ
ル
ッ
」
チ
ュ
ッ
タ

　
ラ
ネ
　
コ
ン
ド
　
オ
ウ
ジ
ョ
　
オ
ッ
キ
イ
　
オ
’

　
ウ
ジ
ョ
　
マ
デ
ネ
　
チ
ッ
チ
ャ
ク
　
ナ
ッ
チ
ャ

　
ッ
タ
カ
ラ
ネ
　
フ
タ
リ
ノ
　
オ
ウ
ジ
ョ
ニ
ネ

　
タ
ノ
ン
ダ
ノ
。
（
自
一
j女
4：
7－
17
）

○
シ
ン
ダ
ラ
　
ニ
ュ
ウ
イ
ン
　
シ
テ
　
モ
ウ
　
ナ

　
ォ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
ド
コ
モ
；
（
自
一
s男
4：
10

　
－
！
2）

　
チ
ャ
ー
ネ
　
ア
レ
ハ
　
ハ
シ
ン
ナ
イ
ノ
。
（
神

　
一
場
男
3：
10
－
9）

○
ダ
ッ
　
チ
　
チ
カ
イ
ン
，
チ
ョ
ッ
ト
　
チ
カ
イ

　
ケ
ド
サ
ー
一
Hダ
ケ
ド
　
コ
ウ
エ
ン
　
イ
ク
ト
キ

　
ハ
サ
ー
　
ハ
イ
ル
　
ト
キ
ハ
　
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ

　
ダ
ケ
ド
サ
ー
　
オ
フ
ロ
ヘ
　
イ
ッ
テ
サ
　
マ
ル

　
フ
ロ
ニ
　
ガ
ッ
コ
ウ
ノ
サ
ー
　
ト
コ
　
ト
オ
ル

　
ト
サ
　
オ
フ
ロ
　
イ
ク
　
ト
キ
　
マ
ル
ブ
ロ

　
イ
ッ
タ
ラ
サ
　
カ
エ
ル
　
ト
キ
ガ
　
ト
オ
ク

　
イ
ン
ダ
モ
ン
。
（
神
一
三
男
4：
0一
一
31
）

○
〔
：
主
語
〕
　
オ
ワ
レ
テ
ネ
　
ボ
ッ
カ
ー
ン
ッ
テ
　
ラ

　
イ
ヨ
ン
ガ
　
キ
テ
　
オ
オ
カ
ミ
ト
　
ラ
イ
ヨ
ン

　
ト
　
ケ
ン
カ
シ
タ
ノ
。
（
ノ
」
・
一
加
男
4：
1－
10
）

○
ソ
レ
デ
ネ
　
ア
ミ
モ
　
ア
ッ
テ
ネ
　
オ
シ
オ
ガ

　
ハ
イ
ッ
テ
テ
ネ
　
ア
マ
イ
ノ
。
（
神
一
古
男
4
：
5

－
5）

○
ブ
ウ
ブ
ウ
ニ
　
ジ
イ
チ
ャ
ン
ト
　
バ
ア
チ
ャ
ン

　
1・
　
オ
ベ
ベ
　
キ
テ
／
ソ
シ
テ
ネ
　
ソ
シ
タ
ラ

　
ネ
　
ソ
シ
タ
ラ
　
コ
ウ
イ
ウ
　
コ
ニ
　
ト
ビ
ダ

　
シ
テ
　
「
ア
ブ
ナ
イ
」
ッ
テ
　
イ
ッ
タ
ノ
。
ヒ
ロ

　
コ
ガ
；
（
神
主
左
女
3：
7－
15
）

（
l
i
！
1
）
「
文
1
派

の
そ
れ
」
に

も
は
い
り
そ

う
。



δ O

2
－
8．
6
文
脈
の

○
ソ
シ
テ
ネ
　
ワ
ル
モ
ン
ガ
　
キ
タ
ラ
ネ
　
ス
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

○
〔
わ
た
し
は
〕
　
ソ
ノ
　
シ
ー
ソ
ニ
　
ノ
ッ
テ
ー
○
ム
カ
シ
ネ
ー
　
ハ
ッ
パ
ガ
〔
に
〕
　
コ
コ
へ

（
注
）
統
一
性

そ
れ
（
注
）

ニ
　
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ト
ッ
テ
　
　
イ
ウ
ノ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

Rン
ド
ハ
　
ブ
ラ
ン
コ
ニ
　
　
ノ
ッ
テ
ー
　
　
ソ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

〔
咳
）
デ
ン
デ
ン
ム
シ
ガ
　
イ
テ
　
ワ
ン
コ
ガ
な
し
に
も
は

匝
コ
コ
ノ
　
ボ
タ
ン
　
オ
ス
ト
　
ピ
ー
チ
　
ア
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

カ
ラ
　
コ
ン
ド
ハ
　
ア
タ
ラ
シ
イ
　
ノ
リ
モ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

Cッ
パ
イ
　
イ
テ
ー
　
ア
ッ
　
コ
ッ
チ
ニ
モ
　
　
　
　
　
一

い
り
そ
う
。

テ
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第4章　連体修飾語の構造と用法

　連体修飾語を，幼児は大体2歳爾後の時期から使用しはじめる。そして，大人ほどではないが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注1）
一応就学前には，ある程度複雑な構造も使えるようになる。ただ連体修飾語は，その他の文の：要

素も同じであるが，語彙と密接な関係をもっているので，語彙の十分な習得が連体修飾語の発達

に関連してくる。それ故，形式のみから発達はみられないが，構造の複雑さも発達のめやすとし

て考えられるので，構造と意味の二方画から幼児の連体修飾語の特色をみていくことにする。

　この一部は，『前立國語研究所年報！9』（！968）で報告した。

　構文論的な齎から連体修飾語をみた研究は成人の場合にも少ない。しかし，連体修飾語は，体潜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注2）

　　（注1）大久保愛は『幼児のことば』（国土社）に，一一児の連体修飾語の発達の過程を述べた。それに

　　　　よると，1歳8か1．1に準体勤詞を闇吏って，パパのものかママのものかの意で，「パパノ？jlママ

　　　　ノ？」と欝つた。連体修飾語の発芽である，、次1歳10か月にも準体助詞的｛吏川がある。i…○○（自

　　　分の名，以下準じ）ノヨ」。そして1歳Rかllに所有所属関係をあらわす「○○ノ　シャシンキ」

　　　　fOOノ　ママ」と使っている。このjlにはまた，属性を示す形容詞ri勺修飾il吾がはじめて硬われ，

　　　　「アカイノ　ツクッテ」。2歳になると盛んに使う。「才オキイ　バス」等と。また，この時期に

　　　は，節を含む露い方も使っている“tlOOノ　ジジ　カク　モノー1　。2歳1か）／には「コノ　ズボ

　　　　ン」とこそあどの修飾が娼たり，「ガッコウノ　センセエ」という名詞による修飾も喰われる。ま

　　　た，「タンポポノ　オベベ」と偶性を示す名詞修飼iが1：i：｝てくるt，t　2歳2かljには「アカチャンノ

　　　　トキ」と時の修飾があらわれ，2歳3か月になるとジチガウ　オバチャン」と動詞をもつ修飾形

　　　式がはじめて綾われ，「ニャンコガ　ヒッカイタ　トコ」と節をもつ連体修飾構造で形式名詞を修

　　　飾する形をしきりに使うようになる。二議以．ilの修飾諜1をもつ形式は「ヨソイキノ　ユウエンチ

　　　　ノ　オベベ」（2歳7か月）「ウラシマサント　イウ　コエ」（2歳8か月）という事序で使ってい

　　　　る。単純な構造が多いが，形式は3歳までにはほとんど出ているといえる。

　　（注2）lii田孝雄は次のように醤っている。細本文法学概論』753～773ぺ

　　　　「すべて連体格の語はその対象たる体需に対してその観念を限定してその意義をば明確にせむが

　　　　ために附加せしめたる1｛捌眼的観念をあらわす語にして之が附加せられたるによりて，その対象た

　　　　る語とこの連体格の語とが一団となりて更に大なる観念団をなすものなり」

　　　　　また，大久保丁子は「修体文素の指導過程をさぐる」（児喬研国語No．3　1965・2）に，連体修

　　　飾語を五つの基礎的な型に分けている。

　　　　（！）形容詞’文からの変型とみられるもの（形容動詞を盆む）

　　　　　（イ）形容詞について　いい天気　しんけんな顔

　　　　　（ロ〉名調〈三i三語〉十一三舞司について　月のいい晩　運動がよいため

　　　　（2働詞．文からの変型とみられるもの

　　　　　（イ）動詞について　ぬかる道

　　　　　（W）名詞（三1三語）＋動｝li彗について　みんなのいるへや　わたしが買う品物

　　　　（3）名詞文からの変型とみられるもの　この形が一番多いとしている。

　　　　　　うなぎの頭　もずの声

　　　名詞のいくつも重なった形もある。
　　　　　あ盆．並～そとの莫一の墓＿の一L

　　　　この名詞文では

　　　　　（A）単位文に還元できるもの　ひとつのふとん

　　　　　（β｝単位文に還元できないもの　川の中　の形式の二種がある。これら五つの型が派生。複合

　　　　されて複雑な遮体修飾語をつくるという。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　！53　一



の意味をより明確に精密に表現するのだし，そこで一つの判断が成り立っているのだから，その

能力がどのように幼児の場合発達していくかを調査してみることは大切なことと思える。また，

連用修飾語とちがって，修飾，被修飾の関係を文の分析とは独立に研究できるので，とりあげて

みた。もちろん文の中における連体修飾語の位置，つまり，連体修飾語が補語を修飾するか，主

語を修飾するか，述語を修飾するかそのどちらが幼児の場合に多いか，その年齢的発達はどうか

などと調査の対象となる問題もあるが，こんどはその点は調査しなかった。連体修飾語の内部購

造をみたにとどまった。

4．1　連体修飾語の構造

4．1－1　一誘よりなる連体修飾語の構造

　これは注1のところでも述べたが最初にあらわれる構文である。どのようであるかをあげてお

く。

　　　　　　　　　　　　　　　　一語からなる連体修飾語の例
　　　用例形式

年　長（5：5～6：6） 年　中（4：1～5：6） 年　少（3：3～4：7）

ヒマワリノ　ハナ オネエサンノ　フク チカテツノ シャショウ

体轡→体言 ネズミノ　コト オマツリン　トキ オハナノ トコロ

コノ　オウチ
コノ　ライオン■　．一

．ソノ　クギ

ワルイ　ビョウキ キイロイ　レッシャ アブナイ ハナビ

形容詞→体言
一丁クサンノ　シマウマ 一丁ワインウナ　コト

イジワルナ コ

他 イロィロナ　オハナシ コンナ　ゴホン オオキナ チャワン

ショウドクシタ　　スプーン コマツテル　カオ アソンダ ユメ
動詞→体言

ネル　トキ ワラウ　トコ コマッタ コト

圃詞→体言 ズツト　マエ チョット　ウエ 茎イプン マエ

　数はあげなかったが、年長，年中，年少にかかわらず体言（名詞・代名詞・数詞など）が体讐

を修飾するという形式が一番多く，次は修飾部分が形容詞類，動詞，講詞という順になっている。

形容詞類はこの．種の語彙が幼児の年齢を問わず少ないことが影響して，「わるい」「おつきい」「ち

いさい」のことばのみが多くなっている。年少の場合は形容動詞による修飾が少ない。岡じ理由

と思うが，「この」「こんなjfこういう」などで表現をすます傾向も見られる。劇詞は慣用的なも

のに終わっている。

　被修飾語である体言には，形式名詞である「ときj「ところ」「こと」がよく使われている。

4．1－2　二語以上よりなる連体修飾語の構造

　問題の残るところもあるが大きく四つに分け幼児の使用する二語以上よりなる連体修飾語の構

造と発達を調べてみる。それぞれに所属する贋例は章末に示した。用例は補助資料も含めて，適

当なものをあげた。

　1口→⊆1三団の構造

　これは修飾語の部分が二語以上よりなるが，まず被修飾語に近い修飾語が被修飾語を修飾し，

次にその全体を他の修飾語が修飾するという構造である。三種類に分ける。
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　Ll□→画　　　［三三凶の部分が「オトコノ　コ」「オトコノ　ヒト」のように一語的であ

る。語彙不足のため二語を重ねていうf列もある。fエイゴノ　カイ」と。これは英語塾の意か。年

少ではその例だけだった。口の部分には名詞，こそあどと形容詞のもの（形動を含む，以下問じ）

がある。

　1．2もやはり1．！と同じ構造で，近い修飾語と被修飾語とが結びついて，その全体を遠い修飾語

の名詞，こそあど，形容詞，副詞，動詞が修飾するというもの。

　近い修飾語と被修飾語の結びつきが密接で，遠い修飾語と近い修飾語との位置を転換すること

ができない。この場合も年少児では三男とb女と鈴男と佐男の四人が使用しているだけである。

このうち形答詞的修飾をもつ組み合わせば年少では三男と佐男のみである。年長児には被修飾語

に近い修飾語が二語からなるものがある。近い修飾語が副詞や動詞のものは年齢を問わず少ない。

年少は三男のみ。「こんなjfこういう」か形容詞→名詞を修飾する構造は年畏，年串に多い。「こ

んな」にういう」は，ヂその」「この」とちがって指示的であるよ1）属性的である。そのせいか年

少は三男と佐男のみ。ここで，年少でよく顔を出す三男について注釈をつけておく。年少児であ

りながら，しゃべったことばは年長兇よりも多い。（第1部に全用例出）このような幼児なので，

三男しか使えない構造は，年少では使えないかあるいはほとんど使えないとみてもよいのではな

かろうか。佐男も複雑な用例のときにあがる幼児である。

　遠い修飾語の部分が二語よりなる構造もある。副詞＋名詞，名詞÷名詞，こそあど＋名詞で，

前者の例，たとえば「モウ　セン」と「フルイ」は似た意味をもっているものだし，年少の例「ジャ

イアント　ロボン　トコノ」は「トコ」が不幣で遠い修飾語が「ジャイアント　ロボノ」の～つ

とみてもよいものである。こそあどの例「コノ　オハナシノ……」は年長にしかない。ともに語

彙使用の来熟さがめだち，修飾語の部分を三語以上話すことが少ないことを示している。

　！．3も樹じ構造であるが，被修飾語に近い修飾語が形容詞か，名詞でも形容詞的な性質をもって

いるものである。すなわち，「オモチャノ　プラモデルノ　センシャ」は「おもちゃの戦車はプラ

モデル製だ」と醤えるし，「オネエサンノ　き：レイナ　ヨウフク」は「お姉さんの洋服はきれいだ」

という文の変換とみられるものである。遠い修飾語には名詞，こそあど，および二語よりなるも

のがある。この構造は例にあげただけで少ない。年少，年中では形容動詞が十分に使えないで，わ

ずかな形容詞で話しているからでもあろうか。また・近い修飾語，遠い修飾語の都下が二語のもの

が年長にあるが，年中，年少にはない。その二語も，こそあどとか，名詞も「アパートノ　トコ」

（「トコ」は幼児がよく使用する形式的なもの）のような雪い方だったりする。

　2　〔：］→［ユ→Nの構造

　これは修飾語の部分が二語以上からなり，1とちがって，この二語以上の部分が全体で修飾語

となる構造である。

　N一→N→囲の構造のうち，修飾語の部分のN→Nが一語的な形式は年少児にない。これは一語

的と述べたが，子どもと大人の区別を意識したり，男と女を区燐してことばで示しているので，

むしろ発達であろう。前にも働かあった。

　その他，修飾の部分の構造が，K→N，　A→N，　Ad→N濡ムd→A，　V→Nとあり，年長，年

中，年少を聞わず非常に多く使っている。特にN→N，K→N，　Ad→Nの構造は多い。△→旦の
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構造もわりに使用しているが，年少の場合は形式名詞を修飾する構造（形式名詞を修飾する構造が

いずれの場合も多い。この構造が先に出るようである。）で，下女ひとりのみ。V→Nの構造は，

年長のみ三例で，年中，年少は使用していない。動詞連体形の使用は一一語の修飾語の場合も少な

かったが，そこでは年少も使用していた。

　前の部分が三語からなっている構造「オトウサンノ　オトモダチノ　オジサンノ　ジドウシャ」

などは，年長，年中，年少でも使用しているが，用側は採集したのが全部である。年長はわりに

使っている。年少では二人。そのうちひとりの例はおかしい。

　3　Cをもつ構造

　これは，節（文の一部分で，しかも，それ［kら（主）述をもっているもの）とか，「～っていう」

という慣用的労い方などを修飾部分とする（それをCと名づけた〉構造をもつ形式である。

　3．1　C→囎一一一これは節が名四を修飾する構造で（1）C・＝～という，（li）C＝単文よりな

る，（　iii）C篇複文よりなる，．という三つの構造がある。（ii）には，（イ）主骨のととのっているもの，

（m）その他のもの，（この各々を，④動詞文，（b）形容詞文に分けた）の複雑な形式のもの，がある。

（iii　）には，（イ）ただ一つの接続助講をもつもの，（ロ）二つ以上の接続助詞をもつもの，のたり～たり

の形式をもつもの，がある。このように分類してみると，（1）の形式と（li）のくイ）（V）のものは年齢

を間わず非常に多く使用している。（ロ）のうち述語の部分が動詞のものと形容詞のものとがあるが，

動詞のものが非学に多い。形答詞のものは数が少ないので矯例を全部あげておいた。年長2例，

年中1例，年少には晃られなかった。のの複雑な構造は年長児にしかみられなかった。用例を全

部あげた。（iii）の複文の構造をもつ形式は，採集用例を全部あげた。（K）の一つの接続助詞をも

つものはわりに使っているが，年少児の例にはおかしいのもある。（ロ）二つ以上の接続助詞をもつも

の，ののたり～たり形式をもつものは，補助資料の例のみ。それも形式名詞の修飾が多い。年少

児には常例がない。

　3．2　C→四一　この構造は口の部分がNとAの場合がある。年長はわりに使っている

が，年中，年少は少ない。C一・塵ご劃構造を年中ではt男，年少では三男が使っている。あと部

分が画は年痢，年少は使用していない。あと部分が二語以上よりなるという構造はむずかし

いようである。たとえばfミンナノネ　ハイッテルネ　アタラシイ　オウチ」。Cの部分が形答

詞述語文の例は少ない。年少の三男，三女にみられた。

　3。3　C→O→蘭…一・この構造には（1）C一→N→圓と（2）C→A→四がある。（！）には（1）Cが単

文よりなるもの（ii）複文よりなるものの二種がある。（i＞は年中児にもみられ年長も多く使って

いるが（ii）は年長児のみ。ともに補助資料に多い。年少には使用例がない。（2）の形式は年少補助

資料に一例あった。棲文をもつ修飾語はむずかしいからだろう。

　3．4　被修飾語の部分が節をもつもの一この構造は少ない。年長二例，年少一側。近い修飾語

の部分，あるいは被修飾語の部分が二語以．しの構造はむずかしいようである。

　4　並立関係をなす二単語が〈1）被修飾語の部分になるものと（2＞修飾語となる部分をなすものの

二つの構造がある。（Dの形式は，年少では三男と金勇が使っている。あと部分の重い言い方は前

にも娼たがむずかしいのだろうか。（2）のほうは年齢を問わずある。
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　4．1－3　まとめ

　以．Lを：大ざっぱにまとめてみると，①四語以．．hの名li司よりなる修飾語をもつ構造は年巾，年少

に少ない。②あと部分（被修飾語に近いところ）に修飾語をもち，その全体を前部分（修飾ll吾に

遠いところ）が修飾する構遺（1の例）は，前部分が重い修飾語（2の例）の構造よりむずかし

いようである。1より2の構造を年少児がよく使っていることからも類推される。3の節をもつ構

造についてもこのことがいえる。③野末の蓑に印をつけた脳列のその部分は，意味がはっきりし

ないので，かかり方があいまいであるが，ともかく分類をしてみたものである。備考をつけてお

いた。年中，年少に多い。たとえば「カゼデ　アタッテネ　コワレナイ」の下線の部分は否定形

で結ぶとき助詞は「ても」になるが，この接続助詞が言えないために「て」と使用したのだろう

か。また，fカゼデ」の「デ」は「二」でなければおかしい。助詞の誤りも多い。その他「桑コウ

∠Aト1一　Kト・・」などはrム・ウ」と「財イ」は【昨の鰍・を勲て表現したとも取れそ

う．rヤマ・サ憂工テ・ぺ・」の「チ・・ト」傭昧は何かわからない訟どe　・5・．だ汁

分にことばが駆使できないためであろう。年長にも年少，年中よりは少ないがある。④Cが複文

とかあるいは単文でも複雑な形式のものは，年長，年中にあるが数が少ない。年少には特に少

ない。⑤子どもからみていくと，文節数の多いもの，すなわちよくしゃべった子どもが，複雑な

構造の連体修飾語を使っているようで，その閲に関連が深そうである。（これだけの胴例では確儒

をもっていえないが推察される。）⑥V・わゆる準体助詞「の」を修飾する構造はここで省いたが多

い。たとえば補助資料の例であるが（補助資料のほうに複雑な構造のものが多かった〉「オリョウ

リ　ックッタリ　スルノヲ～（二一〇女6：！－2）」とか，「ソノ　ツギニ　オモシロカッタノハ

～（赤一D男5：11－5）」などである。これも分析調査する必要のある課題である。⑦ここでは

文の中から連体修飾語の部分を特別に取り朝して研究対象にしたが，その．連体修飾語が文の成分

の中の主語の修飾であるか，補語の修餓であるか，述語の修飾であるか，また，幼児の場合はどの成

分に修飾語がつくのが多い（補語修飾が織そうである）か，などについては分析を試みなかった。

残された課題である。

4．2　連体修飾語の修飾，被修飾の意味的関係

　これまでは，彰式から連体修飾語の構造をみてきたが，ここでは，連体修飾語のうち名詞と名

詞のくみあわせの場合，幼児はどのような語のくみあわせをよく使うか，どのような語のくみあ

わせばi’・1：手かをみていくことにする。4．1でもみたように名詞→名詞の関係のくみあわせが多いの

で，その中を分析してみた。連体修飾語の構1宣でなく，構法である。

　．文構造の範顯からはみだし，語彙的なものにも近いが，この睡からの幼児の傾向がみられるの

で，軽く扱ってみることにする。軽くと書いたが，語の意昧がかかわってくるので問題が多い。

今後の課題にしたい。大きく五つに分けた。章家の用例を見られたい。

（注）鈴木康之r名詞と名詞のくみあわせ」（東京成徳短期大学紀要2　！968）ここでは大人の場倉

　　をみている。大きく1属性の規定，2所属の指定，3関係の基準の指定．4主体の指定，5対象

　　の指定，6内容の規定，7状況の指定と分け，下位分類を試みている。資料は文学作品である、
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4．2－1　修飾語が被修飾語の所有老あるいは所属を規定する

　これは修飾，被修飾の関係を転換した場合「のだ」という関係になる類である。たとえば「パ

パノ　オクツ」という場合は「そのお靴はパパのものだ」となる所有，所属をあらわす類である。

この類は幼児が一番多く使用している。八つに下位分類した。

　　1．1　関係を規定する　　　　　　　　　1．4　欝途を規定する

　　1．2　所有者を規定する　　　　　　　　1．5　作品の内容を規定する

　　！．2－！具体物の所有者　　　　　　　　！．6　場所を規定する

　　i．2－2　空聞の所有者　　　　　　　　　1．6－1生物の所属する場所

　　1．2－3　現象の所有者　　　　　　　　　1．6－2　具体物の所属する場所

　　1．3　所属を規定する　　　　　　　　　1．6－3　空間の所属する場所

　　1．3－！生物の所属　　　　　　　　　　1．6－4　現象の所属する場所

　　1．3－2　具体物の所属　　　　　　　　　L7　本体を規定する

　　1．3－3　空間その他の所属　　　　　　　　1．7－1　所属する本体

　　1．3－4　行為の所属　　　　　　　　　　　L7－2　部分の所属する本体

　　L3－5　誘語作品の所属　　　　　　　　1．7－3　現象の所属する本体

　　1．3－6　その他の所属　　　　　　　　　1．8　所属する職業，職場などの種類を規定する

　このうち，生物には人閾，動物などがはいるが，それでは怪獣やロボットは生物かということ

になると，簡単に分類できない。「会社」ということになると，事務をとる場所であるとともに，

むずかしくいうと，企業体でもあるわけで，語のどの面を分類の対象にしてよいか迷う。語の意

味分類のむずかしさである。とともに，これは大人の感覚で，幼児はどうなのかとなると，類推

する以外にない。それでは全く分類できないかというとそうでもない場合もある。この一下位分類

には，いろいろと問題が残っている。

4．2－2　修飾語が被修飾語の位置や時間，順序，数量を規定する

　この関係のものは，年少においては，この種の語彙，すなわち，時，順序，数量に関する語彙

が少ないことから，それにともなって，この用法は少なくなる。五つに下位分類した。

　　2．！　ものや場所の位置関係の規定　　　2．4－2具体物の数の規定

　　2．2　ものの縛の規定　　　　　　　　　2．4－3　空間の数の規定

　　2．3　ものの順序の麗定　　　　　　　　2．4－4　その他の数の親定

　　2．4　数の規定　　　　　　　　　　　　2．5　澱の規定

　　2。掛1　生物の数の規定

4．2－3　修飾語が被修飾語の属性を規定する

　これは修飾，被修飾の関係を転換したばあい，修飾語の部分が「だ」になる類で，修飾語の性

質が形容詞的なものである。「ダイダイイロノ　テツ」は「その鉄はだいだい色だ」となる。属性

を述べる一W現（k（所有している語彙も少ないこともあって）贋例が少ない。三つに下位分類した。

　　3．1　種類を規定する　　　　　　　　　3．1－3　空闇の種類

　　3．1－1　生物の種類　　　　　　　　　　3．！－4　その他の種類

　　　3．1－2　具体物の種類　　　　　　　　　3．2　材料を規定する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　158　一



　　　3．3　属性を規定する　　　　　　　　3．3－2　具体物の属性

　　　3．3－1　生物の属性　　　　　　　　　3．3－3　その他の属性

4。2－4　修飾語が被修飾諾の成立に関与する度含の強いもの

　これは被修飾語に形式名詞も含まれているが，修飾語がないと意味がとれない場合である。連

体修飾語がどうしても必要なため，年少，年中，年長を惑わずこのくみあわせばよく使われる。

七つに下位分類した。ここでも数量とか抽象的なことばとのくみあわせの場合は用例が少なく

なっている。

4．1　位践関係の成立に関係する

4．2　時間関係の成立に関係する

4．3　順序関係の成立に関係する

4．4　数量関係の成立に関係する

4．5　抽象的なことばの成立に関係する

4．6　形式名詞の成立に関係する

4．6－i　とこ

4．6－2　とき

4．6－3ほう，他

4．7　行為の対象を示して成立に関係する

　このうち4。1～4．6までの部分は，前の分類の1．7－1，2．1，2．2の項にもはいる用例がある。

4．2－5　修飾語と被修飾語が同格の関係になっているもの

　この解髪例は少ないが，年少，年中，年長とも使用している。

4．2－6　まとめ

　以上のように分類してみた結果を述べまとめにかえる。章宋用例からいえることは，！の所有

者あるいは所属を規定する修飾語が他のものに比べて多い。この中で，年齢を問わずよく使用し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）
ているのは「具体物の所有者」とか，「生物や具体物の所属を規定する修飾語」である。調査の質

問内容にもよるが，「言語作品の所属を規定する修飾語」やf作劇の内容を規定する修飾語」もよ

く使っている。また，「生物や具体物の所属する場所」をあらわしたり，f所属する本体」を規定

する形式もよく使用している。使嗣の少ないものは，「空間とか現象の所有者あるいは所属の規定」

で，これらは，空間や現象に属する語彙が幼児の身近かにないか，あるいは抽象的な語彙なので

所有している数が乏しいからだろう。「用途を規定する」修飾語が少なかったが，調査法によるた

めかもしれない。幼児がよく使う修飾語の形式には，これもやはり語彙不足のあらわれと思うが，

名詞一語であらわせるところを，修飾語＋名詞であらわすのがある。たとえば，ワンコノ　オウ

チ（犬小市），ジドウシャドウWノ　ミチ（車道），キンギョノ　イレモノ（金魚鉢〉，ともに年少，

フネノ　オジサン（船長）これは年長，など。かっこの中のことばを知らないからだろう。その

他，二語以上からなる修飾語も年長にみられた。たとえば，「ウチノ　トウサンノ　イトコ」とか，

「オトウサンノ　オトモダチノ　オジサンノ　ジドウシャ」など。

　2の位1置や時間，順序，数量を規定する修飾語では，「場所の位置の規定」は年少にもみられる

が，その他は年少からはほとんど採集できなかった。「キノウノ　ヨル」という時の規定が補助資

料から一一例みられたのみである。順序とか数をあらわす語彙がこの年齢の幼児では十分に使えな

いのだから当然である。量についての用例は年齢を問わずなかった。

（注）一幼児を調査したものからも所有関係がまず最初にあらわれることが畠ている。前出（！53ぺ）
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3　属性を規定する修飾語は，形容詞，形容動詞によっても修飾されているが，それらも名詞に

比較すると非常に少なかった。それでは名詞による属性規定はどうであろうか。「種類を規定」す

る中では，「具体物の種類」が年齢を問わずわりに多くみられたが，「生物の種類」とか「空間の

種類」を規定する修飾語は少なく，年少ではみられなかった。「材料を規定する」修飾語は少ない

がどの年齢にもあった。「属性を規定する」修飾語では，生物，具体物の属性規定についてはいく

らかあった。しかし，全体に言えることは，採集例が少ない。語彙の不足によるためであろう。

4　被修飾語の成立に修飾語が関与する度合の強いものでは，どうしてもなければならない「位

置関係の成立に関するもの3とか，「形式名詞につくもの」がもっとも多い。形式名詞では，意味

もなく「こと」「とこ」「とき」をつける言い方を愛用していた。たとえば次のようなものがある。

「シマウマガ　イテ　トラン　トコニ　カカッテ　キタカラ～」これは「虎に」でもよいわけで

ある。その他「オジイチャンノ　コ1・　ブッタラ～」「ムカシノ　トキニ　カワガ　アッテ～」こ

れは「おじいちゃん」「昔1でよいのである。

　この中でも，「順序」「数量」「抽象白勺なことば」の成立に関係する形式は少なく，「数量」につい

ては年中，年少では採集できなかった。年長には，「行為の対象を示す」修飾語，すなわち「ママ

ノ　オテツダイ」「ミンナノ　セワ」などの言い方がわりに多く犯られた。年少は少ない。

5　修飾語と被修飾il器｛が伺格の関係にある言い方も少ないが見られた。

　全体にいえることは，この五種類の関係を幼兇は使用しているのであるが，幼稚な表現が多い

ということである。＊印で示し，かぎかっこで注をつけた部分である。

　連体修町営の修飾，被修飾の意味的関係をみるには，名詞と名詞のくみあわせをみるだけでは

片手落ちであるが試みてみた結果である。
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ダ
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・
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ボ
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縷
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ボ
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ソ
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］
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］
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デ
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／
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一
箆
女
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7－
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ビ
ョ
ウ
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ッ
テ
ネ
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（
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爵
ケ
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＊
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ダ
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－
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ワ
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ユ
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＊
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＊
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。
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テ
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。
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ネ
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ソ
ン
ダ
リ
ネ
　
オ
ウ
チ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

Aカ
チ
ャ
ン
ト
　
ア
ソ
ン
ダ
リ
シ
窯
　
LL
惑

i赤
一
1女
5
：
掛
5
）

○
ド
ロ
ン
パ
ッ
テ
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ウ
ネ
　
じ
τ
ン
亡
⊥
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ノ
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○
ニ
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ゲ
ン
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ッ
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ラ
イ
オ
ン
ノ
カ
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獲
］
（
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一
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1－
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寃
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チ
ャ
ン
テ
　
血
　
ア
ノ
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索
窪
三
下

（
自
一
之
男
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3－
！
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○
オ
ニ
イ
チ
ャ
ン
ガ
　
イ
ル
ネ
　
［
巫
之
ヤ
サ
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＝
〔
コ
（
神
一
三
男
4：
0－
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チ
ャ
ン
ノ
2
幽
（
赤
イ
女
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9－
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○
オ
ニ
イ
チ
ャ
ン
ガ
　
イ
ッ
テ
ル
ネ
腹
∠
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ジ
パ
ン
ヤ
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（
神
一
三
男
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レ
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ミ
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［
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リ
ノ
ネ
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ジ
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］
（
赤
一
w男
6：
3－
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寃
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1
－
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マ
ノ
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ー
・
⊥
＿
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エ
ノ
室
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モ
ダ
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（
前
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。
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．
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－
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－
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］
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齢
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規
定
す
る

1．
2－
1具
体
物

　
　
の
所
有
者

○
キ
ュ
ウ
チ
ャ
ン
ノ
　
オ
ト
ウ
サ
ン
（
自
一
h女
5：

　
7－
8）

○
パ
パ
ノ
ネ
　
シ
ャ
チ
ョ
ウ
（
赤
一
m勢
5二
10

鯵
ウ
チ
ノ
　
ト
ウ
サ
ン
ノ
　
イ
ト
コ
（
自
一
d男
6：

　
レ
8）

○
ノ
x
oノ
ぐ
ノ
　
オ
ク
ツ
（
赤
一
t男
6：
0
－
4
）

○
ハ
ル
チ
ャ
ン
ノ
ネ
ー
　
ヨ
ウ
フ
ク
（
自
純
男
6：

　
2－
7＞

三
下
ト
ウ
サ
ン
ノ
　
オ
ト
モ
ダ
チ
ノ
　
オ
ジ
サ
ン

○
パ
ピ
ー
ノ
　
ナ
カ
マ
（
赤
一
f女
4：
！
0－
6）

○
オ
ト
モ
ダ
チ
ノ
　
オ
カ
ア
サ
ン
（
赤
一
u男
5；
6

　
－
5）

態
1ボ
ク
ノ
ネ
ー
　
イ
モ
ウ
ト
（
自
一
。
男
4：
7－
2）

○
オ
ネ
エ
サ
ン
ノ
　
タ
ン
ス
励
ξ
一
P女
5：
2－
1！
）

○
ボ
ク
ノ
　
ブ
ユ
ズ
ボ
ン
（
自
一
s男
4：
10
一
ユ
4）

懇
オ
ト
ウ
サ
ン
ノ
　
ジ
テ
ン
シ
ャ
（
神
一
正
男
4：
10

　
－
8＞

○
シ
マ
ウ
マ
ノ

鯵
ク
マ
サ
ン
ノ

翻
ユ
ウ
チ
ャ
ン
ノ

ナ
カ
マ
（
小
一
佐
男
4：
3－
20
）

コ
ド
モ
　
（
赤
一
e男
4二
！
－
9）

　
ア
カ
チ
ャ
ン
（
幽
一
a
男
4
：

！
0－
7）

○
オ
バ
チ
ャ
ン
ノ
　
ユ
ビ
ワ
（
ノ
1・
一
丁
女
3：
7－
26
）

○
オ
バ
ァ
チ
ャ
ン
ノ
　
メ
ガ
ネ
（
神
一
狗
女
4
：
3

　
一
7＞

釜
ジ
ブ
ン
ノ
ホ
ン
（
赤
一
▽
女
4：
0－
6）

（
年
長
多
し
）

（
多
し
）



筍 ㎝

！
．
2－
2　
空
間
の

　
　
所
有
者
（
注
）

1．
2－
3　
現
象
の

　
　
　
所
有
者

！
．
3　
勝
属
を
規

　
　
　
陣
す
る

｝
．
3－
！
生
物
の

　
　
　
所
属

！
．
3－
2　
　
参
冬
｛
本
物

　
　
　
の
所
属

1．
3－
3空
間
そ

　
の
他
の
所
属

　
ノ
　
ジ
ド
ウ
シ
ャ
（
赤
一
E女
5：
8
－
32
）

盤
テ
ジ
ナ
シ
ノ
ネ
　
ド
ウ
ク
ツ
（
自
一
1男
6：
5

　
－
！
6）

○
ア
i・
ム
ノ
　
エ
ネ
ル
ト
ギ
ー
〔
エ
ネ
ル
ギ
ー
〕

　
（
自
一
］
女
5：
7
－
7）

＠
ボ
ウ
ヤ
ノ
ネ
　
ビ
ョ
ウ
キ
（
赤
一
h女
6：
6－
17
＞

鯵
パ
ピ
ー
ノ
　
Kリ
ョ
ク
（
自
一
1劣
5：
7－
！
4）

○
ガ
ッ
コ
ウ
ノ
　
ヒ
ト
（
赤
磁
女
6
：
2
－
2
3
）

○
フ
ネ
ノ
ネ
　
オ
ジ
サ
ン
＊
〔
船
長
の
こ
と
〕
（
赤
一

　
〇
女
6：
］
一
2ユ
）

○
「
オ
ク
サ
マ
ハ
　
マ
ジ
ョ
」
∠
　
ト
モ
ダ
チ
ノ

コ
ド
モ
（
自
一
b男
6
：
0
一
・
2
3）

○
テ
キ
ノ
ネ
　
ピ
コ
ウ
キ
（
赤
一
m男
5：
10
－
！
5＞

○
セ
ン
ス
イ
カ
ン
ノ
　
ギ
ョ
ラ
イ
（
自
一
b夢
多
6：
0

　
－
5）

Oヨ
ウ
チ
エ
ン
ノ
　
コ
ウ
エ
ン
＊
〔
腿
の
意
か
側
に

　
あ
る
公
園
か
〕
（
赤
一
a男
5
：
1
1－
！
1）

愚
マ
マ
ノ
　
オ
ミ
セ
（
神
一
堀
女
4：
1－
2）

○
マ
ホ
ウ
ツ
カ
イ
ノ
　
コ
エ
（
自
一
h女
4：
7－
9）

○
オ
ウ
サ
マ
グ
ミ
ノ
　
フ
ミ
チ
ャ
ン
（
自
一
r女
4：

　
8一
ユ
9）

○
ボ
タ
ン
チ
ノ
”
〔
ぼ
く
の
と
問
じ
意
か
〕
オ
カ
ア

　
サ
ン
（
自
一
b男
5：
！
－
9＞

鯵
キ
mジ
ン
ノ
　
ホ
シ
ノ
　
コ
ド
モ
（
神
一
規
勇
4：

　
6－
12
）

○
ハ
イ
シ
ャ
サ
ン
ノ
　
ハ
コ
（
自
～
1＃
35
：
1－
5）

○
ウ
チ
ノ
　
ジ
ド
ウ
シ
ャ
（
赤
一
t勇
5：
1－
5）

○
ナ
ツ
ノ
　
ボ
ウ
シ
（
自
一
s男
4：
10
－
14
）

○
イ
ッ
ト
ウ
シ
ョ
ウ
ノ
　
ハ
タ
（
赤
一
m男
4：
10

　
－
9）

○
ボ
タ
ン
チ
ノ
　
カ
イ
シ
ャ
（
惣
一
t男
5：
3－
5）

魯
ヨ
ウ
チ
エ
ン
ノ
　
ウ
ン
ド
ウ
ジ
ョ
ウ
（
ノ
」
・
一
箆
女

　
4：
7－
l！
）

麟
マ
マ
ノ
ヘ
ヤ
（
赤
w女
4：
0－
5）

馨
ボ
ク
ノ
　
コ
エ
（
涜
ミ
ー
d男
4：
2－
9）

○
ウ
チ
ノ
　
オ
バ
ァ
チ
ャ
ン
（
小
一
神
女
4：
／
－
！
0）

○
ボ
タ
ン
チ
ノ
　
オ
ジ
イ
チ
ャ
ン
（
神
一
三
勇
4
：
0

　
－
！
8）

○
ヨ
ソ
ノ
　
オ
ネ
エ
チ
ャ
ン
（
神
一
佐
女
3：
7－
18
）

懇
ジ
ド
ウ
シ
ャ
ノ
　
オ
ジ
サ
ン
（
赤
一
P
男
3
：
7

　
－
4）

○
ボ
タ
ン
チ
ノ
　
ジ
ド
ウ
シ
ャ
（
神
一
古
男
4
：
5

　
ヨ
0）

○
ワ
ン
コ
ノ
　
オ
ウ
チ
（
小
一
長
勇
3：
5－
！
3）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

馨
ウ
チ
ノ
饗
で
行
く
〕
　
デ
パ
ー
ト
（
赤
一
a
女
3
：

　
10
－
9）

（
注
）
空
間
は

場
所
も
含
む
。

（
多
し
）

・
印
の
と
こ

ろ
は
幼
稚
な

表
現
な
の

で
，
注
を
か

っ
こ
で
つ
け

た
。
く
み
あ
わ

せ
の
意
味
の

は
っ
き
り
し

な
い
場
合
が

あ
る
。

（
多
し
）

（
注
）
具
体
物

の
範
闘
を
ど

の
程
度
に
す

る
か
問
題
。

犬
小
屋
と
み

る
。



1
．
3－
4
　
行
為
の

　
　
　
　
所
属

1．
3－
5　
　
需
言
吾
｛
乍

　
　
品
の
所
属

L3
－
6　
そ
の
他

　
の
所
属
（
注
）

1 ま l
　
L4
　
用
途
を
規

　
　
　
　
　
　
定
す
る

！
．
5作
品
の
内

　
容
を
規
定
す
る

○
オ
ト
ウ
サ
ン
ノ
　
オ
シ
ゴ
ト
（
自
一
v男
5：
7

　
－
！
！
）

鯵
ウ
ン
ド
ウ
カ
イ
ノ
　
カ
ケ
ッ
コ
（
三
一
k
女
5：
8

　
－
3）

○
オ
ト
ナ
ノ
　
バ
ン
グ
ミ
（
自
一
f女
5：
8－
8）

○
コ
ド
モ
ノ
　
　
ニ
ュ
ー
ス
　
（
功
ミ
ー
t男
6
：
e
－
17
）

○
オ
ト
ウ
ト
ノ
　
オ
タ
ン
ジ
ョ
ウ
ビ
（
赤
一
f女
5：

　
9－
7）

○
オ
ヤ
ツ
ノ
ネ
・
　
メ
ロ
ン
〈
自
一
d女
5：
11
一
・
IO
）

鯵
ク
ス
リ
ノ
　
ビ
ン
（
赤
一
1女
5：
8－
32
）

爾
ア
ミ
モ
ノ
ノ
ネ
　
キ
カ
イ
（
赤
一
J女
5：
8－
3）

○
ム
シ
ノ
　
ホ
ン
（
自
一
s男
51
9一
ユ
0）

○
キ
カ
イ
ノ
　
ズ
メ
ン
（
赤
一
a男
5：
！
l－
1＞

○
イ
ナ
カ
ノ
　
オ
ハ
ナ
シ
（
自
一
k
男
5：
8
－
15
）

鯵
ウ
ォ
ー
ル
ト
デ
ズ
ユ
ー
ノ
　
エ
エ
ガ
（
赤
一
F男

5：
9－
12
）

鯵
パ
パ
ノ
　
オ
シ
ゴ
ト
（
赤
づ
女
5：
3－
2）

鯵
チ
ャ
ッ
ピ
ー
ノ
　
オ
ド
リ
（
小
一
村
男
4：
9－
14
）

○
イ
チ
ガ
ツ
ゴ
ウ
ノ
ネ
　
ア
ン
デ
ル
セ
ン
（
赤
一
s

　
男
5：
6－
12
）

鯵
オ
ト
ナ
ノ
　
マ
ン
ガ
（
神
一
永
勇
4：
1－
2！
）

愚
オ
ト
コ
ノ
　
コ
ノ
‡
〔
む
き
の
〕
マ
ン
ガ
（
小

　
一
窪
女
4：
8－
27
）

鯵
コ
ド
モ
ノ
　
エ
イ
ガ
（
小
一
成
男
4：
3－
20
）

簿
オ
ジ
イ
サ
ン
ノ
　
オ
ミ
ヤ
ゲ
（
赤
一
i勇
4：
8

　
－
8）

饒
｝
セ
ン
セ
エ
ノ
ネ
　
ゴ
メ
イ
レ
イ
（
ノ
1・
一
野
女
4：
9

　
－
4）

轡
オ
シ
ロ
ノ
　
パ
ー
チ
／
（
／
jい
窪
女
4：
8一
・
11
）

○
オ
カ
ネ
ノ
覧
に
な
る
〕
　
シ
ゴ
ト
（
自
一
n男
5：

　
5－
1）

○
ム
シ
ノ
　
ズ
カ
ン
（
自
一
t男
5：
3－
20
）

○
オ
バ
ケ
ノ
　
ハ
ナ
シ
（
自
一
e女
4：
8－
1）

○
ビ
ッ
ク
エ
ッ
ク
ス
ノ
　
ホ
ン
（
自
一
s男
4：
！
0

　
－
21
）

麟
カ
イ
ブ
ッ
ク
ン
ノ
　
ユ
メ
（
小
一
成
男
4：
7－
！
0）

○
カ
イ
シ
ャ
ノ
　
矛
チ
〔
し
〕
ゴ
ト
（
小
一
原
女
3
：

　
7－
2）

○
ガ
ッ
コ
ウ
ノ
　
エ
イ
ガ
（
神
一
折
女
4：
3－
1！
）

鯵
ヨ
ウ
チ
xン
ノ
　
ホ
ン
（
赤
一
t
女
4
：
4
－
8
）

禽
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
ノ
　
オ
シ
ラ
セ
（
二
一
d
男
4
：

　
2－
10
）

鯵
マ
マ
ノ
　
オ
ミ
ヤ
ゲ
（
赤
一
a
女
3
：
1
0
級
3
＞

○
オ
ベ
ン
キ
ョ
ウ
ノ
　
ド
ウ
グ
（
小
一
佐
男
4
：
3

　
－
13
）

○
ケ
ン
ド
ウ
ノ
　
カ
ブ
ル
モ
ノ
（
小
一
神
女
4
：
1

　
－
8）

○
述
製
ウ
mノ
＊
ミ
チ
〔
車
道
の
こ
と
）
．

　
（
ノ
1、
一
菊
了
与
3
3
：
l
e
－
7
）

鯵
キ
ン
ギ
ョ
ノ
　
イ
レ
モ
ン
梗
金
魚
鉢
〕
（
三
一
a

　
女
3：
！
0－
！
0）

○
ウ
サ
ギ
ノ
　
オ
ハ
ナ
シ
（
神
一
三
男
3：
！
0－
13
）

○
ア
イ
ウ
エ
オ
ノ
　
ホ
ン
（
小
一
矢
女
4：
0－
9）

○
カ
イ
ジ
ュ
ウ
ノ
　
ユ
メ
（
小
一
相
男
4：
4－
8）

鯵
オ
ヤ
マ
ノ
　
　
エ
　
（
自
一
d男
3：
10
－
！
）

（
注
）
「
そ
の

他
」
の
部
分

は
，
語
彙
が

豊
か
に
な
る

に
つ
れ
て
ふ

く
ら
み
，
細

分
化
で
き

る
。

（
少
な
し
）

（
注
）
年
少
の

2
例
は
語
彙

不
足
の
た
め

か
。

（
年
齢
を
間

わ
ず
多
し
。

質
問
に
も
よ

る
）



自 国

1．
6場
所
を
規

　
　
　
敵
す
る

1
．
6－
1
　
生
物
の

所
属
す
る
場
所

L6
－
2　
具
・
体
物

　
の
所
属
す
る

　
場
所

！
．
6－
3
　
空
間
の

　
所
属
す
る
場
所

！
．
6
－
4現
象
の

　
所
属
す
る
場
所

1．
7
本
体
を
規

　
　
　
定
す
る

1．
7－
1所
属
す

　
　
　
る
本
体

L7
－
2　
部
分
の

所
属
す
る
本
体

○
ム
ラ
ノ
ネ
ー
　
ヒ
ト
ビ
ト
タ
チ
（
赤
一
〇
女
6：
1

　
－
20
）

○
ヨ
ン
ジ
ュ
ウ
ニ
ゴ
ウ
カ
ン
ノ
　
コ
（
赤
一
w
男
6：

　
3－
9）

○
ド
コ
カ
ノ
　
ク
ニ
ノ
　
オ
マ
ワ
リ
サ
ン
（
赤
一
s

　
男
6
：
6－
1
5）

馨
サ
ン
ジ
ョ
ウ
ノ
　
テ
レ
ビ
（
赤
一
d男
6：
4－
13
）

鯵
．
ウ
ミ
ノ
　
　
カ
イ
ガ
ラ
　
（
尺
一
B男
5
：
7－
7
）

駿
ハ
ズ
レ
ノ
　
ホ
ウ
ノ
　
ニ
カ
イ
ノ
　
マ
ン
ナ
カ

　
ノ
　
オ
ウ
チ
（
赤
一
n男
6：
2－
8＞

翻
オ
オ
テ
マ
チ
ノ
　
ザ
イ
ム
キ
ョ
ク
（
注
）
（
赤
一
v

　
男
6：
5－
3
）

鶴
ナ
ゴ
ヤ
ノ
　
エ
キ
（
赤
一
e男
5：
1
0～
9
）

禽
シ
ゲ
ミ
ノ
　
ミ
ズ
（
注
〉
（
自
一
t女
6：
4－
3）

○
タ
ク
シ
ー
ノ
　
ド
ア
（
赤
一
P女
6：
2－
18
）

馨
マ
チ
ノ
　
ヒ
ロ
バ
（
赤
一
m女
6：
3－
17
）

幽
キ
シ
ャ
ノ
　
ヤ
ネ
（
赤
一
a男
5：
9－
1
0）

露
ヘ
エ
キ
シ
ョ
ウ
ノ
　
ミ
チ
（
自
一
x男
6
：
1－
9）

○
ヒ
ト
ノ
　
カ
オ
（
自
一
d女
5：
11
－
11
）

馨
テ
レ
ビ
ノ
　
ス
イ
ッ
チ
（
自
一
w女
6
：
5－
7
）

○
イ
ナ
カ
ノ
　
エ
ッ
チ
ャ
ン
（
自
一
a男
4：
9－
6）

鯵
エ
〔
い
〕
ナ
カ
ノ
　
オ
カ
ア
サ
ン
（
神
一
桑
女
4：

　
工
0－
26
）

鯵
ロ
ウ
カ
ノ
　
オ
ス
ベ
リ
ダ
イ
（
小
一
有
男
4：
7

　
－
4）

露
オ
ニ
ワ
ノ
　
テ
ツ
ボ
ウ
（
神
一
一
井
男
5：
0－
3）

○
ヨ
コ
ハ
マ
ノ
　
ド
ウ
ブ
ツ
エ
ン
〈
自
一
s男
4：

　
10
－
4）

鯵
ウ
ミ
ノ
　
オ
ウ
チ
（
小
一
押
女
5：
1－
6）

麟
ハ
ネ
ダ
ク
ウ
コ
ウ
ノ
ネ
　
シ
バ
フ
（
小
一
川
場
4：

　
！
0－
5）

○
オ
シ
ロ
ノ
　
マ
ド
（
赤
一
P女
5：
2－
12
）

○
ト
ラ
ッ
ク
ノ
　
コ
コ
（
自
一
a男
4：
9－
13
）

鯵
デ
パ
ー
ト
＿
∠
　
オ
ク
ジ
ョ
ウ
（
小
一
川
勇
4：
10

　
－
8）

○
マ
ッ
チ
ノ
　
ボ
ウ
（
赤
一
s男
5：
6－
7）

禽
ア
カ
チ
ャ
ン
ノ
　
ケ
（
ノ
1い
窪
女
4：
8－
1）

○
オ
ウ
ジ
ノ
　
オ
ジ
イ
チ
ャ
ン
ト
　
オ
バ
ァ
チ
ャ

　
ン
ト
　
ボ
ク
（
神
一
三
男
4：
0－
4）

鯵
イ
ナ
カ
ノ
　
カ
ッ
チ
ャ
ン
（
赤
一
P
男
3
：
7
－
6
）

○
イ
ナ
カ
ノ
　
オ
ウ
チ
⇔
旺
三
男
4
：
0
－
1
8
）

○
ギ
ン
ジ
ャ
〔
ざ
〕
ノ
　
デ
パ
ー
ト
（
小
畔
I
I
男
4
：

　
！
－
3）

○
コ
ウ
エ
ン
ノ
　
ミ
チ
（
神
一
玉
勇
4：
0－
4＞

○
オ
ウ
チ
ノ
　
ヘ
ヤ
（
小
一
原
女
3：
7－
25
）

○
．
オ
オ
カ
ミ
∠
　
シ
ッ
ポ
（
小
一
神
女
4：
1－
！
3）

○
ボ
ク
ノ
　
ア
シ
ー
（
ノ
jw
佐
男
4：
3－
13
）

（
補
助
資
料

の
み
）

（
注
）
圃
有
名

詞 （
注
）
水
を
現

象
と
し
た
が

問
題
’
が
の
こ

る
。



嵩 ○ ○

鯵
カ
イ
ノ
　
カ
ケ
ラ
（
赤
一
m女
6：
翫
6
）

鯵
カ
イ
ジ
ュ
ウ
ノ
ネ
ギ
ザ
ギ
ザ
〔
1．
73
と
も
〕
○
エ
ン
ト
ツ
ノ
ア
ナ
（
小
一
竹
男
4：
1－
10
）

！
．
7－
3　
現
象
の
○
エ
ン
バ
ン
ノ
　
　
ヒ
カ
リ
　
G
カ
≒
一
。
男
6：
3－
12
）

　
（
神
槻
勇
4：
6－
！
7）

寃
Eシ
ノ
チ
チ
（
自
一
r女
4：
8－
14
）

○
カ
イ
ジ
ュ
ウ
ノ
オ
ト
　
（
ノ
」
・
一
長
男
3
：
5
－
7
＞
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第5章 文末の形式と用法

　日本語の文では文末まで話（文）がすすまないと，話し手（書き手）の書わんとすることが通

じないと言われているように，文末の機能は，文の陳述面に重要な役目を果している。文の陳述

をあらわす文末の部分をどこからにするかには，説が分かれているが，ここでは述語の自立語の

部分からあとということに一応しておく。そして，動詞述語文，形容詞（形答動詞）述語文，名

詞述語文のうち，動詞，形容詞（形容動詞），名詞の自立語を除いた部分をここでは主として取り

扱うことにする。

　これまでにあげた幼児の資料を使って，幼児がどのような文末で話しているかをみていくこと

にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　この調査の資料は調査者と被調査者の問答形式なので，平叙文が大部分で，疑問文，命令文は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）

　　（注）国立1端語研究所報告18『話しことばの文型（1ト対話資料による研究』（1960）のうち，宮地裕

　　　　担当の部分によると，文末に話し手の表現意図があらわれるとして，その表現意翔を以下のよう

　　　　に分類している。

○表現意図

A　相手に対して，あ

　らたに何かを表現
　しょうとする意図

a　相乎に雌して求
　めるところのな・・

　い表規意図

一・
o撫ll

　　　　　　聖断既定の表現

②判叙表現

a　相手に黒して求
　めるところのあ一一　・③要求表現
　る表現意図

B欝霧辮b難購…．鵬。

e・1－2

　断定の様相

＠・1・1・1

　態の表現
②・ユ・1・2

　様の表現
②・1・レ3

　時の表現
e・1・2・1

　断定の画調
＠・1　ny2・2

希求の表現
＠・1・2　ny3

　推定の表現
e・1・2・4

　意志の表現

②編定。。現｛8：1耀灘棄念

③・o未分化的表現（疑問兆候）

＠・1

　質聞的表現

＠・2

　命令的表現
④妹分化賑現｛

④・2やや分化し

　た表現

　　　　　　＠・1・1・1
③・1・1　　　確認要求の表現
　肯否要求　　③・1・1・2

　　　　　　　判定要求の表現

③邊遙・口軽鷺

③・2・1港極的行為要求の凸面
③・2・2稜極的行為要求の表現

④1・1声的受け
④・1・2語的類型を持ったsE：答詞

∫④・2・1指示講（一i・文宋9力辞）

し④・2・2その他の類型的衰現

　平叙文はこのうち，判叙表現のうちの判断既定の表現をあらわす文末をもつ文と一致するし，

疑問文は判断未定の表現と要求表現のうち，未分化的表現，質問的表現をあらわす文末をもつ文

と一致している。また，命令文は命令的表現を文末にもつ文と一致するし，感嘆文は，詠嘆表現

と応答表現を文末にもつ文と一致している。儲しことばの文型（瑚は大人の文末形式が調べてあ

るので，幼児の文末をみる場合の参考になる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　184　一



直接話法の中に出てくる用例ほか多少あるが少ない。感嘆文としては、「あ！」などの驚きの表現

その他あるが，主として「うん」「そう」などの応答形式であるので，ここでは取りあげない。

また，あらたまった場面なので平叙文には相当複雑な形式がみられるが，日常会話に比べると，文

の種類が少ないと思われることなどによって，自由の場での調査資料を補充した。「自幽の場jで

の調騰の幼児については前にも述べたが，W男は5歳2～3か月で年長児相勤，王女は4歳0～5

か月で年中児相当，M女は3歳！～4か月で年少児相当である。自民の場といっても，これら幼

児の撮親に委託してことばを採集したので，岡一の遊びの場での録帝ではないし，問答形式のや

り方もまざっていて，任意のものである。以下「自幽の場jと呼び使用する。なお，文宋が補足

形式になっているものについては「補足文の構造と胴法」として，付録で扱う。

5．1　平叙文の文末形式

　平叙文の中で一番よく鎮用している文末は（文というべきか），いわゆる一語文である。たとえ

ば，「ニュース」「オXイシャン」「オミセ」「オリガミ」ドカケッコ」「ボクj「イツツ」などのよう

な名詞，代名詞，数詞などの一…語からなるものである。この体欝一語からなるものと，捧書一語

糊応とここでは見なしている並立関係をもつもの，連体修飾語をもつものと，これら体書に助詞

のついた省略文，すなわち，助講1とか」iに銅もjl”だけ」「まで！などが文末にきている形式を

省くと，幼児の率叙文の文末形式には次のものがある。

　（！）肯定形，否定形……ワカル，ワカラナイの類。

　（2）現在形，過去形一一アル，アッタの類。ω②が以下の活用の部分につくのはいうまでもな

　　い。のちに綱示する。

　（3）　動詞，形容詞，形容動詞，体言一雪無からなるもの，，　　ミル，タノシイ，スキ，花の類。

　（4）（3＞に文末助詞のついた形式一一アソブノ，カワイイカラ，キレイネ，花ヨの類。

　（5＞（3＞に助動詞のついた形式一一タノシソウダ，イルンデス，スキナンダ，花ダの類。

　（6）（3）に助動詞と文末助詞のついた形式一一…アルクンダヨ，ヒカレチャッタンダヨ，オンナジ

　　ダナ，花ダヨの類。

　（7｝動詞に補助動詞のついた形式一一．補助動詞としては次のようなものが菱）る。

　　①て（い）る，てある，ちゃう（てしまう），てくる，ていく，ておく（とく’），てみる

　　②てくれる，てあげる，てやる，てもらう

　（8）（7）に助動詞のついた形式一一オシエテモラウンダ，オソクナッチャッタンダ，カレチャウ

　　ンアス，オボエアマセン。

　（9）（7）や（8＞に文末助詞のついた形式一一．モッテルヨ，ウタッテクレルノ，ハイツテッタヨ，カッ

　　テクレナインダモノの類。

　（10）特殊な文末衰現形式のもの一一

　　①受身，可能，使役，希望の助動詞一一ホメラレル，カゾエラレル，ツケサセル，ナリタイ

（注）鈴木重幸細本、多1を文法・形態1絹麦書房（1972）（373ぺ～）によると，すがた　　～ている，

　　～てしまう，～てある　もくろみ一一一一一．一～てみる，～てみせる，～ておく　やりもらい一…てや

　　る，～てもらう，～てくれる、と三種の命名のもとに分けている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一工85・・一



　　　などの類。

　②補助動詞の複合した形式一イレテキチャウ，アゲテミテル，ツレテイッテクレル，モラ

　　　ッテルの類。

　③「なる」のついた形式一形（形動）＋なる，こと・よう・そう＋なる，動否＋なる一

　　　オオキクナル，ヨマナクナル，ジョウブニナル，オモシロイコトニナルの類。

　　④～たりする，～たりして～一シマッタリスル，ツクッタリシテアソブの類。

　　⑤～とする，～と言う，～と思う一三ベヨウトスル，イイナートオモウの類。

　　⑥とき・と・…÷あ・・一・・蹴でき・一一林ケタトキアル・キエル・トモデキル

　　　の類。

　　⑦～てもいい，～ばいい，～ほうがいい一一アソンデイテモイイ，マガレバイイ，ツクッタ

　　　ホウガイイの類。

　　⑧その他

　（l！）⑯に文末助詞のついた形式

　（i2）文末助詞一使用数の多いものからあげると，次のようになる。の（ん），よ，から，もの

　　（もん），けど，ね，わ，よね，って，っけ，さ　など。

　このような観点からみていくと，章末の，「平叙文の文末形式」（1＞の用例のようになる。これら

は使用例のほんの一部である。以下に表の解説もかねて幼児がどのような文末を使用しているか

を述べてみる。

5．1－1　平叙文の文末形式（1／

　動詞述語文では，動詞一語からなる形式を幼児は使うが，中では現在形文末をよく使う。年長

では「シラナィ」「ワカラナイ」の否定文を肯定文よりよく使っている。問答形式の調査によるのだ

ろう。しかし，年少は否定文は少ない。一語以上よりなる肯定文では，現在形が年齢を問わず多

く，中でも年長に多い。現在形，過去形ともに助詞なしの文末形式より，終助詞「の」のついた

形式が多い』特に過去形文末に「の」のつくものをもっとも多く使っている。年中，年長共にそ

うだが，年少では現在形に「の」のつく文末形式を多く使っている。糠由の場」の調査でも，「の」

のつく形式が多いのは変わらないが，文末に「よ」のつく形式が問答形式の場合より多くなって

いるのが年齢を問わずきわだってめだっている。会話の部分が多いからだろうか。特に女兇に多

い。（文末の形式のみでなく，「問答形式」と「自田の場」の場面のちがいとことばの関係を調査

することも今後に残された課題である。）

　補助動詞のついた形式ではf～て（い〉る」というものごとの継続を示す文末がよく使用されて

いるが，これは現在形に終助詞「の」のついた形式が年齢を問わず多く，六義形は少ない。つい

で完了をあらわす文末の「～てしまうjの東京方言では「～ちゃう」という文末が多く使われて

いる。これは年齢を問わず終助詞「の」が過去形についた形式「～ちゃったの」をよく使ってい

る。「～てある」という結果が残っている状態をあらわす文末や「～ておく」「～てみる」という

試みをあらわす文末は金体に少ない。f～てある」は琉在形，過去形とも年中，年長で二例ずつ，

年少は補助資料に一一例。「～てみる」は年長三例，年少一例，年中は補助資料にあった。「～てお

く，～とく」も年齢を問わず少ない。「霞由の場」でのほうがこれらはよく使われている。しかし，
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「～てみる3隊少ない。移行をあらわす「～ていく」「～てくる」は過振形が多く，助詞「の」の

ついた形で文・・’．に使っている。「～てきたの」のほうを「～ていったの」よりょく使っている。隙

由の場」では　一ていく」は現在形が多く，「～てくる」は過去形，現在形とも同じくらい使われ

ていた。

　他人に何かを，てあげたり，他人から何かをしてもらう「やりもらい」の関係を示す補助動詞

では，「一一てくt、も」の形式を現在形で使っている。終助詞「の」のつく形式もある。「～てもら

う」の形式は割判・形＋「の」でいくらか優っているが多くない。しかし年齢を間わず使っている。

「～てあげる」トてやる」は用偶が少ない。櫓下の場」では逆に「～てあげる」「～てやる」が

これらの串ではいttらか多い、

　助動詞では現在，　「の（ん）だ」に助詞「よ」とか「もの（ん）」のついた形式と，助詞のない形

式，過去形「たんた　に助詞「よjと「って」のつく形式とか，ていねい体「ます」，過玄形の「ま

した」のつく文末ナ轟弐が年齢を問わずある。「自顔の場」では「んだ」の現在形が多い。fます」

「ました」もよく使～ている。

　形容詞では一語の掛式と一語以上よDなる文の形式のうち，助詞のつかない形式が多く，現在

形では助詞のつく形式がめだち，串では「の」が多い。また「～がいい」という形式もある。形

容詞の否定形は現在形では「ない」があるが、年少では過去の否定形はみられなかった。形容詞

に助動詞「んだ」のつ・文末もある。

　形容動詞は現在形でL語幹比のもの（スキ，ダイジョウブ）が多く，終助詞「の」，助動詞「だ」

のつく形式もある。「で一」の過去形の「でした」のつく文末が年長に一例あった。「ダイキライ

デシタ。」

　体雛に助動詞のつく形：式では，一語に斜地のj「よjのつく形式の9一だの」「だよ」　i’なの」の文

末がいくらかあった。ていねい体の「です」は少ない。過去形では「だった」がいくらかあった。

　助動詞文末では推量，推定の助動詞の「～だろう」「～らしい」があるが非常に少ない，、「らし

い」は年長児に…一興見られたに過ぎない。意志を表わす文末「～う」も少ないが見られた。

　受身，可能，使役の文末表現は、1層話しことばの文型（1）』で縫われていることと似ている。つまり

「～案外に少なく，使役の装現のごときはまったくあらわれなかった。～受身では，いわゆる「迷

惑の受刎（「なぐられる」「おこられる」の類）がほとんどであt）　，また受身にくらべれば可能表

現の数のほうがずっと多かった～」ということである。幼児の場合は可能表現の数のほうがずっ

と多いとはいえず，どちらかというと「迷惑の受身」のほうが多かった。「せる∬させるjの使

役の助動詞の使用はむずかしいようである。文中にも使われている場合があるので、文末にあら

われなかったから幼児は優用できないとは必ずしもいえないが，少なく誤まった使用をしている。

使役動詞は使っている。

　可能の表現には動詞「できる」とか可能動詞「読める」などによる衰現もあるが，ここではと

りあげていない。のちに「～こともできる」の例をあげておいた。希望の助動詞「～たい」の文

末もある。
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5．1－2　平叙文の文末形式②

　平叙文の文末形式（1＞では，補助動詞や助動詞からなる文末について述べた。終助詞のつく形式

としては，主として断定の気持を軽く表現すると欝われ，非常によく使う「の」のついた用例を

あげており，接続助詞が文末につく形式などはとりあげなかった。そこで，ここでは，（1＞で述べ

られなかったより細かく言いわける文末形式を取りあげ，幼児がどのようにこれら陳述形式を使

用しているかをみていくことにする。章末「平叙文の文末形式（2）」に使用例の一部をあげておい

た。

　こちらは以下のように意味で分けてみた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注〉
（！）原因・理由の意をあらわす文末

　終助詞の「～から」「～もの」「～けど」「～のに」のつく形式がある。この中では動詞，形容詞，

名詞述語文に「から」の文末のつく形式，「～もの」のつく形式が多い。「～もの」のつく形式は文

頭に「だって」「でも」「どうしても」がついて文末と呼応している。「～のに」の文末は少ない。

「漁由の場」に一鯛。

（2）推定の意をあらわす文末

　「～だろう」「～らしいjr～そうだ」という推定の助動調とか，「かもしれない」という達語な

どからなっている。助動詞については（1）で述べた。これらの使絹は非常に少ない。補助資料で補っ

て種類はふえたが一一一一一，二例である。年少・年中では使えない文末形式もある。「～きがする」「～よ

うとする」「～と思うjという文末形式は中ではわりに使っている。

（3）意志の意をあらわす一文末

　意志の意をあらわす副い方としては，動詞のままで．たとえば「行く」「あそぶ」あるいは助詞

をつけて「行くそ」などを，イントネーションで文末を強めて欝うことによって成立するが，こ

こではそれはとりあげなかった。助動詞「～う」のつく形式は（！）で述べた。その他の文末として

は「～いいjのつく消極的意志表現形式がある。「～ればいい」「～てもいい」「～のがいい」など。

この形式は年少ではほとんど使っていない。

（4）断定の意をあらわす文末

　平叙文の文末形式α）のところに助動詞の例をあげておい．た。ここには主として連語から成って

いる断定の意をあらわす文末形式をあげる。たとえば，「～なければならない」「～しょうがない」

「～ことがある」これらもやはり表現が微細になってくるので，使用している幼児は少なくなる。

（5）伝聞の意をあらわす．文末

　助動詞「そうだ」であらわす形式は見当らなかった。「～だって」という他のことを伝える形式

は年少ではあまり使わず，年長に多かった。灘接話法の入る「「　」ッテ　ユッタンダッテ」とい

う言い方も年長には多かった。この課｝い方は女児に多く，よく使う話しぐせの幼児もいた。てい

ねいな「～ですって」の形式を使用した幼児は採集例のうち，用例にあげた（赤一p女）のみで

あった。

㈲変化の意を表わす文末

　　（注）　『話しことばの文型（編（前出）および，「小説会話文における炎現類型形式絹例集」（話しこと

　　　ば研究室資料・謄写葺曲ilDを参考にし，適宜つけ力IIえた。
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　これには「なる」のつく文末をあげた。年少には形容動詞につく「キレイニ　ナリマシタ」と

いう文末形式が少ない。形容動講の少ないことは藩に述べた。否定形＋なるの形式は年少には補

助資料の用例一例であった。その他胴例は少ないが，「～ことになる」「～のようになる」「～そう

になる」の例をあげておいた。ともに使用例が少ない。

（7）その他

　一つの動作をあげて，他のものを醤外に暗示する言い方薪～たりする」文＊はよく使っている。

しかし，そのあとに動詞のつく，たとえば，1オヤマツクッタリ　シテ　アソンダ」という憎い方

は年長：にしか見られなかった。

　可能の意をあらわす「～こともできる」の雷い方は，年長，年中では補助資料にみられたが，

年少では使っていない。

5．2　疑問文の文末形式

　疑問文の文末や命全文の文末をみるには，イントネーションが重大な役屈をしているので，そ

れを記録しなければ調査したことにならないが，疑聞文文末には？印をつけ，命令文文末はその

ままにして取り扱った。問題の残るところである。

　そのようにして見た疑問文の文末形式を章末に幼児の鱒棚列としてあげるが，以下の形式を使

用している。

（1）説明を求める質間形式

　これは疑問詞を使う質問形式であるが，疑問講「どうして～」「だれ？」の形式から，それに助

講のつく形式もある。その他，「なに～」という意味で，ぞんざいな言い方「ん？」「え1）　一iなど

の形式もある。これらは用綱にあげなかった，、摺誘の現在形，過去形が．文末になっていて昇調の

形式，終助詞「の」の昇調の形式，いわゆる疑i謡1詞の「かj，その他「だjfだいj「いい？」など

のつく形式がある。「のjの昇調の彰式を一番よく｛吏っている。

（2）yesかROの判定を求める丈短形式

　これは疑承応を使わないで，主としてジそうだ」とか「そうでない」とかの答えを求める質問

形式である、，茸の」の昇調の形式が多い／／tその他，ここではあげていないが、体濡の昇調の彫式、

体誘に格助詞その他の助詞のついた形式がある。すなわち「やま？」とか「いなかで？」「ひるや

すみだけ？」。その他，副詞，形容講，接続詞の昇調の形A’，「ず一つと？」「これ　大きい？」「そ

れから？」などの形式もある。これらは省略文とも謡えるが，疑賜文の文末の一種でもある。

「～か？jの形式が少なく，あっても直接同法で使用しているのは問答形式の調査のためである。

（3＞自閥自答II雛11筒lf多式

　これは自分で自分に間いを誹している形式の自間的質閥形メ℃と，自分で自聞自啓している形式

と，｝ll間的閥投1；1q的形式の三種の形式がある。

　3ユ　自閥的質間形）’℃には（D疑悶詞のつくものと（2＞つかないものとがある。二間詞に推量グ）助動

講「だろう」のついた文末形式は年少にはみられなかった。「～かな」の形式がこの種の形式の中

ではどちらかというとよく使われている。年少は使えないわけではないが用例は少ない。その地

「～っけ」「～かしら」があるがともに少ない。F～かしら」は年少にはない。（2凝問詞グ）つかぬ
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ものでは，やはり「一一かな」がどちらかというと多い。「～かしら」は女児のみである。やはり年

少にはない。

3．2　一答的聴聞形式では，「～か」「～のか」が燐いられているが，知っている答を質問形式でい

う言い方で，一ひねりした表現なので使用働は少ない。

3．3　漕船的間投詞的形式では「～なんだっけ」がある。次に話すことを考えている場合もあろう

が，「あのね」「うんとね」などと同じように話しぐせの場合もある。年少では使用する幼児が少

ない。「なんだっけ」を話の間に入れるには，いくらかのゆとりが必要なのだろうか。

（4）念押し文末形式

　「～でしょ」「～だろうj「～じゃない」の昇調の文末形式である。「～でしs？」の言い方が多

い。これもやはり話しぐせの幼兇がいる。話す場合倒薄紗の文を好む幼兇がいるのと似て，「～で

しょ～」を口ぐせ的に使う幼児がいるのである。疑問形の「？」印をつけるより昇調の財」印

でも使用したほうがいいように，質問をするわけでなく，自己の知っていることを念押しの形で

話の中で述べるという形式である。時には自分の話を理解してくれないのをなじる調子も「～じゃ

ない」のほうには含まれている。「じゃない」の形式はどちらかというと年長のほうがよく使用す

る。

（5）選択の文末形式

　この形式はこんどの調査では，「丁令形式」で一綱，「自由の場」で一例しか採集できなかった。

幼児が使用しないのか，この形式を使胴する場面が少なかったのか，これだけではわからない。

（6）その他

　6．！　さそいの表現の文家計式としては，「～か」6．2すすめの表現文末としては「～ないか」

「　一一かい」「～ないかい」の形式があったが，すすめの表現文末は年少児からは採集できなかった。

否定形を使ってのひねった表現はむずかしいのだろう。

5．3　命令文の文末形式

　幼児の命令文の文末形式としては，次のようなものがある。章末に用例をあげておいた。

（1＞命令形

　動詞の命令形とそれに終助詞のついた彩式である、，調査が問答形式のため霞台話法の場合にし

か出ていない。年少児は直接話法の形が少ないのか採集例がない。「自由の場」では年齢に関係な

く多い。

（2）たのみ表現

　「～して」「～してくれ」とていねいな「～してください」などの文末形式を使用している。消

極的なたのみの表規「～してくれない」とか「～しないでjの否定形をもった言い方は年少に少

ない。疑問形の文末と同じである。たのみ表現としては，「ちょうだいj「ください」などの表現

もあったり，動詞に「～たら」のついたf待ってったら」などの言い方もあるがこの調査では少

なかったし，屠例としてあげなかった。

（3）さそい表現

　助動詞「～う」，ていねいの形式の「ましょう」「～ばいい」その他たとえば「泊っていけば］
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の「ば」などの興隆の言い方もあるが少ない。

（4）すすめ表現

　ヂ～ていらっしゃい」「～なさい」「～てごらん」「～ておいで」などの形式があるがこの調査で

は瞳接話法の場合以外では使われていないので少ない。「～なさい」「～ごらんj以外は女児のみ

使っている。

5．4　まとめ

　以上をまとめてみると，幼児は幼稚圏年齢の時期1こは，基礎的な文末形式が使えるようになっ

てきていることがわかる。ただ，より細かく言いわける種々の文末表現については，まだ不十分
　　　　　　　　　　（注）
であり，幼児により差がある。また，大入と比べてみると，たとえば，次のような文末が幼児に

出てこなかった。場麟にもよるので，使えないと言い切ってよいか疑問ではあるが。

　しはじめる　しつづける　しあげる　してみせる　しかける　しかかる　べきだ　きまってい

　る　はずだ　わけだ　など。

　また，文末は述語の部分であるが，主語との薄応ができていなかったり，使役形，可能形，自

動詞，他動詞のまちがいがあったりする例もみられた。以下に気づいた例をあげる。（陳述劇詞の

まちがい，「あげるj「くれる」「もらう」のまちがいは「単文の構造と爾法」の章にあげた）

1）受身形・使役形をまちがえる

　○オオカミガネ　アカズキンチャン　「アウー」ッテ　タベラレチャウノ。（小少一原女3：7－

　29）「食べちゃう」の意。

　○シカレタ　コト　ナイ。（神1†：一遠男5：1－8）

　「叱られた」の意。

　○コッカラ　カケテネ　ソイデ　コッカラ　シ〔ひ〕カラレチャッタノ。（小少一竹男4：1－8）

　「眉かれちゃった」というところ。

　○ママネ　ヨルネ　オソトニネ　オバアチャンニー　オイダシタ。楠長一h女5：7－9）

　「追い出された」の意。

　○ラィオンガネ　オナカ　スガ　スイテネ　アルイテ　キタノ。ソシテ　オナカガ　スイテ　アル

　　イテ　キタラネ　シマウマガ　イ八白ラ　「コリャ　オレサマノネ　オヒルゴハンニ　イイ

　　ヤ」ッテ　オイカケタノ。（赤長一m女6：3－24）

　お腹を［空かせて」の意。

　○ソウシタラネ　モウネ　フルイ　オウチデネ　スンダホウガ　イイナト　オモッテネ　ミン

　　ナデネ　イッショニ　クラセラレタノ。（赤長一u女5：！1－15）

　「暮らしたの」の意。

2）可能点をまちがえる

（おi三）大久保愛ぎ幼児露語の発達．1（前出）に，一幼児の発達であるが，助動詞，助詞の初出時期が述

　べてある。それによると，ここで述べた助詞，助動詞は，3歳過ぎには一部分を除き，使贋まち

　　がいは問題にしないとすると，もう十分に使用できているのである。助動詞でおくれるのは，「ら

　　しいj4歳，「ぬ」4歳2，「ず」5歳3，「べし」6歳などである。誤用についても述べてある。
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　「れる」「られる」がついて可能形になる。それにひかれて動詞の欝字形「よめる」ギいける」

　ですむところをまちがえる。

　○ヨメラレナイ。（小申一関男5：0－7）

　○パンヤサンノ　トコヲネ　マガッテネ　イケライル　トコw。（白長一d女5：！！－13）

　可能形を使うとよいと思うところに使わない例もある。

　○ヒャクサンジュウイチマデ　カゾエルノヨ。（小中一伊男4：3－7）

　「数えられる」の意。

3＞自他の使嗣をまちがえる

　○チビッチャイ　ネコ　オリランナイノ。ヒトリデ；ダカラネー　オッキイ　ネコガ　オリラ

　シテ　アゲルンダヨ。（神中一渡男4：6－13）

　前の「降りられない」にひかれて「おDる」（自動詞）を使役形にしょうとしてまちがえている。

他動詞のr降ろす」にするところ。

　○ウルトラマンガネ　ココカラ　ムネニ　マルイノナンカ　ツイテンノネ。（神中一遠男

　5：1　一19）

他動詞の「つけてる」となるところ。

4）形容調活用のまちがい

　（ta）○アマイーク　ナイ。（神少一古男塩5一一6＞

　　○トオイク　ナイヨ。（小申一藤男4：9－9）

　（b）○タカーイカッタヨ。（神少一繋駕4：3－5＞

　　○ウンドウカイガ　タノシイーカッタ　　（赤申一一x女5：2－3）

　（c）○イナカノ　オバチャンチハ　トオクイノ。（神少一佐女3：7－5）

　　○カンジガ　i・オクイト　オモッチャウ。（神少一三男4：0－32）

　など。．興味深い使用をしている。

（注）高橋太郎が「動詞の形態」「形容詞の形fL4」というテーマで研究している。そこでは文末以外のそ

　れらの形態も調査の対象になっている／．iT国立悶語研究所孟1三報／9』ほ9681に中間報告がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　19．　2一
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ボ
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キ
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ン
ギ
ョ
ウ
デ
ネ
ー
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カ
ア
サ
ン
ゴ
ッ
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デ
ネ
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ソ
ブ
ン
デ
ス
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一
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yワ
タ
シ
ガ
　
ヤ
ル
ン
デ
ス
ヨ
ー
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一
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－
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シ
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ウ
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ヨ
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－
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ェ
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－
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－
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。
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。
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を
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］
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／
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○
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。
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パ
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レ
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男
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－
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シ
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カ
ズ
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ー
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デ
　
カ
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レ

　
ル
。
（
赤
一
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鯵
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シ
マ
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マ
ガ
　
タ
ク
サ
ン
　
イ
ル
カ
ラ
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オ
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カ
ケ
ラ
ン
ナ
イ
ノ
。
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自
一
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8
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）
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ボ
ク
　
ナ
ン
カ
　
カ
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タ
ン
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ツ
ケ
ラ
レ

　
ル
。
（
W
男
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レ
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サ
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カ
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。
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ミ
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オ
カ
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イ
ッ
パ
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カ
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シ
テ
　
ク
レ

　
ル
カ
ラ
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霞
一
r
女
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：
7－
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【
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レ
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モ
　
マ
タ
　
ツ
ケ
サ
セ
ル
ヨ
。
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W男

○
「
ユ
ウ
ガ
タ
マ
デ
　
カ
カ
ル
ダ
ロ
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赤
一
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－
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6－
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6）
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「
イ
カ
セ
テ
　
ア
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ウ
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（
赤
一
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2

　
－
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レ
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ニ
　
シ
テ
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ウ
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1女
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－
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ン
カ
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モ
ツ
ト
ネ
　
ス
．
グ
　
ホ
メ
ラ
レ

　
ル
ノ
。
（
赤
一
m男
5：
10
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3＞
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ホ
イ
ク
エ
ン
ニ
　
キ
テ
テ
　
ハ
ネ
ラ
レ

　
チ
ャ
ツ
タ
ノ
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一
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）
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ブ
ッ
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ラ
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カ
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レ
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。
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．
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。
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．
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。
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ボ
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レ
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一
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。
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。
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タ
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パ
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カ
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リ
タ
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ボ
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コ
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簗
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叙
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②
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璽
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〕

〔
～
の
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～
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〕
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．
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す
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○
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．
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第6章　接続詞の用法

　接続詞は，第3章で述べた！複文の構造と用法」のところで重要な役』をした接続助詞ととも

に，話を展開発展する上で欠くことのできない成分である。

　第2章で幼児が馨本語の文を1響得していく過程を述べたが，その中では，文と文をつないで文

章を構成していく接続詞が一番駕得がおくれ，飽の成分よりのちに出ていた。それが，5，6歳

児になったらどんなふうな実態を示すようになるだろうか。この章でみていくことにする。この

一部は，「幼児の接続詞の用法」として，【乱立国語研究所年報22（1971）に中間報告をした。

6．1　接続詞の種類

　最初に，幼児がどんな種類の接続詞を使用写るかをみる。以下にあげたパーセ／トは前章など

と同じく年中，年長七一幼児，年少は神谷，小川幼稚園の幼児を対象にしている。ここでは，道

順について話した用例も含めた。

接続詞の種預による使用数（％）
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うだから，そだから」。「それなら」は　「そんなら1。
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したら」の願である。
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　次に，接続詞の主な種類とそれを使素月した人数をパーセントで示すと，蓑（213ぺ）のようにな

る。年長，年中児では「それで」「それから」「そして」「そしたら」がベスト4位の中に入ってい

ることなど順位においては前の使用数とそう変らない。

　しかし，このようなことを繰返して調べてみても，これ以上のものが出そうもないので，次に，

幼児がこれら接続詞を，現笑の話しことばの場ではどのように使摺しているかを用例をみながら

検討していくことにする。その前に個人別使用状況をしらべてみる。（別表参照）のちにも述べる

ように幼児はあやまった使い方もしているので，このような傾向があるというに過ぎない。接続

詞をたくさん使った幼児から並べる。一例という意味で年中，年長岡一一兇のうち赤羽幼稚國の

もの，年少として神谷保育園のものをあげた。参考として質問者と話した分量（ここでは文節数）

もあげておく。長くしゃべっている幼ldが，接続詞をたくさん1署いているとはいえないが，少な

くしゃべっている幼児は接紅血を少ししか用いていないということはいえる。また，接続詞の使

用騒数は多くても，接続詞の種類の少ない幼児もいる。

　幼児は接続詞を使う場合，気密な意味内容で使用していないで，話しぐせもある。ある幼児は，

文をつなぐ場合，「それで」で「そして」の代用をさせるとか，あるいは逆だとか，「で」を磯投

詞的に使用するとか，「そしたら1が1：：iぐせだったt｝　，「だって」がll．llぐせだったDする。

6．2　接続詞使用の案態

　これまでに述べた接続詞を．幼児はどのように現実の話しことばの場で使用しているのだろう

か。使用の実態をみることにする。幼児の話しことばはこれ塞でにもたびたび述べてきたが，一

文が長くなればなるほど前後の因果関係が鼠れて意味の把握かできなくなる。大人には，なんと

なく理解できても，その説明はしにくい場合もあるし．全くわからない文などもある。そのよう

な文章が非常に多いことをはじめに記しておく。そ．iしで，文の意味のはっきりしているものの中

から主として引用することになる。したがって，幼児の中でも高いレベルの幼児の例がとりあげ

られることが多くなるのである．

　実催としては，まず一例をあげ，必要に応じて随時つけ加えることにした。○印のあとに書か

れたものが対象幼児の例で，補充した例は㈱で示した。接続詞を使用の多いものから順に，以下

のように分類した。章末の「幼児の接続詞の使用例」をみられたい。

　！　発話のはじめ（話頭）
　　　　　　　　（注i）
　1．1　間投詞的使川一一一質問者の質問に答えるとき，まず，接続詞をもってくる。その場合，幼
　　　　　　　　（注2｝
児の頭の中には筋に話した残像があって，その継続と思って接続詞でつなぐ場合もあるかもしれ

ないが，客観的にみると無意昧な接続詞なのである。次のことばがと無ないので，中つなぎに「ア

ノネ1「ウントネ」をもってくるのと岡様な感じで接続詞を使っているととれるものである。

　（注エ）大石初太郎「1鰹1揺炎話の接続詞」ぎ、；舌しことば論爵（秀英出版・！971）｝り†収によると，対話に

　おいての話し手のしゃべり出しにおかれる接続詞をi’話頭」の分類に入れ，B常談話にはr話頭」に

　おかれる接続詞の形式が多いと薦う。

　（注2）岡じく大石氏は注／の書で，この類を「遊びことば」「場つなぎことば」と命名している人も

　いると紹介して，おとなの場合，日常il炎話では「で」が多く，ついで1’それで」「だから」「でも∬だ

　けど」「だって」であると述べている。
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　！．2　反復　　質間者の問の接続詞をまず反復，模倣して，それから答える。

　1．3　その他　一質問指の発話がはさまるが，幼児の文がつながっていると思われるもの。質問

者の発話は問でなくて感想的な言い方である。ヂ鴎つたわね」緬1由かったね」など。

　2　発話中

　2．1　文頭　　文＋文＋文……と長い発話をするとき，二番目の文以下の文頭が接続詞で始まる

もの。

　2．1－1　間投詞的｛吏絹一話頭の場合と同様に，口ぐせなどもあって，「遊びことば」「二つなぎ

ことば」的である。繭文とのつながりについての意識は，文頭よりあるかもしれない。

　2．1－2　iEしく使用

　2．1－3　他の意味のところに使用　　誤用の一種である。

　ここには「それから」「そして」「そしたら」「それで」「その他jの意昧で使われているものが

含まれている。

　2．2　文串一接続助詞（て，から，たら，で，活用の中止形など）÷接続詞の形式のものと，

その他の場合（語願など）のものがある。文頭と同じく次のように分類される。

　2．2－1　欄投詞的使用一一…前文と関係なく「て，それで」で後文をつないでいる。

　2．2－2　一応正しく使用　　一応というのは，「て÷それで」の形式のところは，接続助詞「の

で」に変換しても文が成り立つし，「て」のところで「たの。jとして文を切り，あとをfそれで」

ではじめることもできる．溝い方のところなので，「て，それで」でなければならないというわけで

はない。また，「他の意味に使用」のよう1こrそれで」の使い方がまちがっているわけではないの

で，「…応距しく使用」ということばを使ったのである。

　2．2－3　他の意味のところに使用一一これは文頭の場合と同じ。

　一文末一一のちに文を続けるつもりだったのが中断したともみられるが，考え中ともとれる。と

もかく文末に接続詞がきている形式である。

　章末の「幼児の接続詞の使用例」の111緒の欄に気づいたことを述べたが，ここでは，年齢によっ

てどんなふうに使われているかを表の順に接銃詞の種類別にみていく。

6．2－1　それで

　これは，年長，年中，年少ともよく使用している，、「発話のはじめ」，「発話申の文頭」などでの

「間投詞的使用」が多い。「発話中の文頭」で正しく使用しているのも，年齢の別なく多い。f他

の意味のところに誤って使用」する場合では，年少は「そして」の意味のところに「それで」を

使用する例が多い。fそれで」の接続㍊ま，脅1∫文が原因（条件）で，後文がおきるという意味があ

るのを厳密に意識して使っていないためだろう。年喪にも多いが，年少には特にめだつ。｛それか

ら」「そしたら」の意味のところに「それで」を使う例は年長に多いが年少には補助資料以外にはな

い。また，「一方」とか，「それなのに」「だけど」の意味のところに「それで」を使う例は年少に

は全くなかった。このような文脈で話すことが少ないためだろうか。

　文中の「て＋それでjの使幣は年長，年中に多いが年少には少ない。文を長く続けて話すこと

が，年少児ではまだできないからだろう。fて＋それで」以外の接続詞による「から，たら，で÷

それで」の形式も補助資＊斗以外にはない。しかし年長には非常に多く，幼児が文を長く統けて話
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す場合に愛用している。とはいっても，そのような文は前後の蘭係がはっきりしなかったり，主

述の対応ができていなかったり，意味することが理解できなかっ、たりする文が多いのである。3

章の「複文の構造と用法jのところで，接続助詞について述べたが，接続助詞「ので」を年長に

なっても・幼児はほとんど使用しない。それを，「て＋それで1の形式ですませているように思われ

る。「ので」などで接続できる形式を習得するまでの過渡的現象だろうか。Fから」は幼児はわり

に使っている。しかし「て＋それで」の影響か「から＋それで」の形式もある。「それで」は不用

の語である。この形式も年少はほとんど使っていない。小学校段階では「ので」の使用，「て÷そ

れで」の形式がどう展開していくか調べてみたい課題である。この形式については，次のように

も考えられる。幼児は前因果的思考をするため，原因，理由を示す「ので」を使用せず「て3で

すませるというところがある。第3章でみた。そこで，「て＋それで」というふうにまとめた形で

考えないで，「て」を以上のように考え，「それで1は文をつなぐ形式として，ただつけ燦えたに

過ぎないとみることもできる。あるいは幼児は思考の蒔間のテンポが大入に比べてゆっくりして

いるので，「それで」で間をもたせて考えをすすめているのではないかなどというふうにも考えら

れるのである。ともに推察にすぎない。

　発話中の文中では，やはり「間投詞的使用」が多Y㌔「一応正しく使用」は年長に多い。f他の

意味のところに使用」については，「そしたら」が年少では補助資料以外になく，年中は引用した

例のみである。「その他」の例は年少には全くない。

　「たら，から，で他＋それで」は年少には補助資料以外にない。年中には一例のみである。

　次のような補助資料が年中にみられた。「サクラ（人名）チッチャイデネ　ソイデサクラ　オッ

キイヨッテ　イッテンノ。」（小一谷男4：U－9）これは接続助詞「のに」の使用ができないため

のようである。3章で述べたが接続助詞「のに」は使用数も少ない。幼児にとってはむずかしい

蓑現らしい。

　「文中の例」としては，文頭でなく，文中に語順が移動したもので，間投詞的用法と正しい使

用のものがある。また、あとに話が続かないで，「それで」が文末の位麗になった形式がある。こ

れは，次に話すことばが出ないで，ここで中断したもので，年少にはない。

　「で」を独立の接続詞とすべきかどうか問題は残るが，ここでは，「それで」の「それ」の省略

されたものとして，あげておいた。年齢を問わず，「発話のはじめ」「発話中」の別なく「間投詞

的屠法」が多い。年長，年中では岡一幼児が7回～！2回も使っている。年少でもひとりで3團使っ

ている幼児がいた。どうも話しぐせのようで，意味もなく，間投詞的に使っているのである。前

に述べた『談話語の実鯛によると大人の話しことばでは使用数の多い順に「それで」「だから」

についで第3位を占めている。しかし，幼児の場合，年少は，使屠数も使用人数も少ない。

6．2－2　それから

　「それで」に比べると使用数は約3割ほど少ない。これも「間投詞的用法」が多い。「発話申」

の文頭，文中の別なく，「他の意味」のところに使矯のものは少ない。使用するときにはほぼ正し

く使評しているのである。年少にはfそれで」と使用する例はなかった。文中の場合は並列の意

で使う。中でも語と語を接続する言い方が年齢を問わず多い。年長は特によく使っている。「て＋

それから1の使用例は年少には少ない。r他の意味」のところに使用では「そしたら」の意のとこ
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うに「それから」を使用している例が年長に一一例みられた。「から＋それから」の言い方も年長に

一例みられた。

　「それから」を略して「から」という言い方もあるが，使用数は少ない。

6．2－3　そして

　「発話のはじめ」に間投詞的に使う言い方が，年齢を卜わず多いが，特に年中，年少に多い。

「発話中」，文頭で「聞投詞的」に使＃」する綱は年長にも多い。「正しくj使用する桝が少ないく

らいである。「他の意味」のところに使用の例では，「それから」の意のところに「そして」を使っ

ているのが・年齢を問わずある。｝i寺闘的経過の意識が幼児の場合おくれるということもあるが，「そ

して」と「それから」は意味が似ていて論じように使われているからでもある。「そしたら」の意で

「そして」を使っている例は年少には兇られなかった。年中では「そして」と台紙してのち，「そ

したら」と訂正して，正しく使う例がみられた。年少にはこのような例はもちろんない。といっ

ても年少で，接続詞「そしたら」が使えないというわけではない。12％の人が使っている。ただ

し，正しく使胴しているのはもっと少ない。これらのことから，幼児に「そしたら」の接続詞の

意識がよりはつきりして使えるようになるのは，平均的にではあるが年中を過ぎてからではない

かと思われる。　「他の意味jに使用では「そして」を「だけど，それなのに」の意味のところに使っ

ている舗が年中に二側みら難した。「だけど」を使用している幼児は年中で5人に過ぎないので，fそ

して」で代溺して使っている場合があるのだろう。「だけど．1は年長で，7人，年中で5人，年少

で4人の幼児しか使用していない。逆接の醤い方は幼児にはむずかしいのであろう。「それでjの

意に使う場合も年少では補助資料にみられたのみである。理由づけをすることも年少にはむずか

しいようである。

　文中の「て＋そして」の言い方はどうであろう。年少はこれまでの接続詞と同様，この形式は

少ない。「て＋そして」の碧い方は，「て」で文をつないでも闇に合うところに同じ意味の「そし

て」が聞投詞的に入っているとみられる例で，話の間をとっているのだろうか。年長に多い。「他

の意味」に使用では，fそれから」「そしたら」「それで」の意のところに使用するのが年長，年中

ではみられるが，年少にはほとんどない。全体に少ないといえる。むしろ問投詞的使嗣が多いの

である。

　「たら，からその他＋そして」の角い方は年齢を聞わず使1舅しているが用例は少ない。

　「そして」の使用を一言でいうと，間投詞的用法か並列の意である。

　「そして」を略して「して」と使う聡い方は少ない。

6．2－4　そしたら

　年摂は使用している幼児が多い。ただし，fそして」「それで」の意昧のところに使っている場

合とか難しぐせもある。年少は使用する幼児が少ないが，使っている幼児は口ぐせのように使っ

ていたりする。文中の「て＋そしたら」の場合は年少にはない。年長，年中にはfそれから」の

意で使う例があった、，「たら＋そしたら」の使用は年齢を問わずみられる。これは，「そしたら」

がなくても「たら」で閤に合う文である。幼児は，文をつなぐ場合，接続詞を必ず入れなければ

ならないというふうに考えているのだろうか，接続助詞のみでつなげることのできるところにも

このように接続詞を用いている。接続詞を使用することによって聞をもたせ，次の発話を考えて
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いるのだろうか。文とは何かの意識が弱いからだろうか。前にも述べたが非常に興昧深いところ

である。なお，「そしたら」については，6．2－3「そして」のところでも述べた。

　「そしたら」を略して「したら」という欝い方も少ないがある。

6．2－5　だカ’ら

　「AのようなわけだからBjという幼児には苦手な理由を述べる接続詞なので，使用数は年長，

年中，年少とほぼ似ているが，年長のほうが正しく使用している数が多い。「て＋だから」は年齢

を問わずあるのだが，意昧不明の例である。「て」と「だから」の結びつきがそもそもおかしいの

である。「て＋接続詞」の形を誤萌しているのだろう。

　「から＋だから」は，接続助詞「から」で十分なところに，「だから」をつけ加えている。「だ

から」は不屠である。年少に多く使われている。

6．3－6　だって

　これは理由（反対）の意味をもつ接続詞であるが，幼児は年齢を問わず発話のはじめに「間投

詞的」に使用している。「どうして」の質間者の質問に対して，答えるときの話の文頭に口ぐせ的

につく辛い方で用いている。年少が特に多く使っている。

6．2－7　　だけど

　これは反対の意味をもつ接続詞である。年齢を問わず少なかった。年長で7人，年中で5人，

年少で4人の幼児のみが使用していた。幼児と質曝者の問答という調査の形式によるのかもしれな

い。このような雷い方が幼児には苦手であるかどうかを知るための調査を実験的にやってみる必

要のある接続詞である。

　「だけど」を略した「けどjの例が年少にみられた。

6．2－8　でも

　これも反対の意味の接続詞であるが，年少はこの幼児一人で，しかも間投詞的幣法である。補

助資料からは正しく使用の例もみられたが，ほとんど使っていないといえる。年中は3人で年長

は9入である。

6．2－9　そうすると

　Aの当然の結果としてBになったという場合に使う接続詞であるが年長3人，年中3人，年少

1人が使っていた。非常に少ない。

6．2畦0　その他

　その他の中には，幼児があまり使用しなかった接続詞を一括入れた。接続詞は指示代名詞に助

詞とか助動詞がついて派生してできた形式とか，接続助詞が転化した形式が多いが，それらがこ

の中に入っている。いろいろの形式を使っているが，使っている幼兇はそれぞれに少ない。まち

がった言い方もある。「それでも」というべきところを「そしても」，「それから」というところを

　「そしてから」あるいは「そしてっから」と。幼児はこのように言い誤まる傾向があるのだろう。

6．3　まとめ

　全体を通していえることは，これまでにも述べてきたことであるが，まとめてみると次のよつ

である。
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　（1＞発話のはじめ，発話中の文頭に期いられる場合は聞投詞的用法が多い。

　（2）文中では「て」で前文を中止して，接続詞でつなぐ形式があるが，この形式は年少に少なV㌔

年長のも間投詞的用法が多い。

　（3）「それから」「そして」「そしたら」の意味のところに「それで」を使ったり，「それで」「そ

れから」の意味のところに「そして」を使ったり，「そして」の意味のところに「それで」「それ

から」「そしたら」を使うとか，「だけど」「一方」「それなのに」の意味のところにfそれで」「そ

して」を使うという誤まりが年齢を問わずみられる。

　（4）接続詞「そしたら」を使う幼児が年少に少ない。そのためか，年中，年長にみられた「そし

たら」の意味のところに「それで」「それから」「そして」を用いる例が少ない。

　（5）「だけど」「でも」などの反対をあらわす接続詞は年齢を問わず少ない。

　（6）「その他」のところにも，いくらか使R’lf列はあがっているが，幼児はさまざまな接続詞を使

1：消せずに，N常よく使う接続詞ですませている。

　（7）幼児全体をみると，よくしゃべる幼児が接続詞の種類も多いといえる。

　（8＞幼児によって好きな接続詞があり，それが話しぐせになって問投詞的に出てくるという現象も

みられる。ある幼児は「それで」であり，別の幼児は「そしたら」というふうにeその他「それ

から」「そして」「だけどj「でも」などほとんど用いられている。

　（9）大部分の幼児は，日常会話の場合，長い話をしないので，接続詞をあまり使わないのである。

その点，話題を決めて話させた速答形式は成功であった。絵をみての話，道順，テレビ，物語に

ついて話した部分に間投詞的でない用例が，あやまった例もあるがみられた。

一　22！　一
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そ
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か
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○
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レ
カ
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。
〔
お
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○
ウ
サ
ギ
サ
ン
ガ
キ
ノ
　
ウ
Xニ
　
ノ
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マ
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タ
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ソ
イ
カ
ラ
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メ
サ
ン
モ
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ウ

　
ト
　
シ
マ
シ
タ
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オ
ッ
コ
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チ
ャ
ウ

　
〔
い
〕
マ
シ
タ
。
（
小
一
佐
男
4：
3－
2！
）

○
「
ソ
イ
カ
ラ
ネ

　
ア
ノ
ネ
　
ソ
イ
カ

　
ラ
」
と
か
「
ソ
レ

　
カ
ラ
ネ
　
ウ
ン
ト

　
ウ
ン
ト
」
の
需
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方
も
あ
る
。
多
し

○
「
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う
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が
え
し
」
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。
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に
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し
。
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意

○
ウ
サ
ギ
ハ
　
ツ
カ
レ
タ
ノ
デ
～
　
ネ
テ
　
シ

　
マ
イ
マ
シ
タ
。
ソ
レ
カ
ラ
　
カ
メ
ガ
　
ム
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ゥ
ノ
　
ヤ
マ
マ
デ
　
イ
ッ
テ
　
シ
マ
イ
マ
シ

　
タ
。
（
赤
一
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女
6：
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1
5＞

○
ク
マ
ガ
　
ネ
ズ
ミ
　
オ
イ
カ
ケ
テ
　
ソ
レ
カ

　
ラ
ネ
　
オ
オ
ド
オ
リ
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デ
　
デ
チ
ャ
・
・
テ

　
ダ
ン
プ
カ
ー
ガ
　
　
キ
テ
　
　
ダ
ン
プ
カ
ー
ニ

　
ネ
ズ
ミ
　
ブ
ツ
カ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
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（
自
一
一
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夢
多
6：
4－
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○
～
マ
ッ
ス
グ
　
イ
ッ
テ
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バ
ス
ノ
　
シ
ャ
コ
ガ

　
ア
ル
　
ト
コ
ロ
ヘ
　
コ
ン
ダ
マ
ガ
ツ
テ
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マ
ッ
ス
グ
　
イ
ッ
テ
　
ソ
イ
カ
ラ
　
ズ
ッ
ト

　
マ
ッ
ス
グ
　
イ
ッ
テ
，
ソ
イ
デ
　
モ
ウ
　
ヨ

　
ウ
チ
mン
ニ
　
ク
ル
ノ
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（
l
f
l－
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4－
7＞

○
イ
チ
バ
ン
　
サ
イ
シ
ョ
ハ
　
キ
テ
カ
ラ
　
タ

　
イ
ソ
ウ
シ
テ
　
ソ
レ
カ
ラ
　
オ
ヘ
や
X　
ハ

　
イ
ッ
テ
　
ミ
ン
ナ
デ
　
ア
ツ
マ
ッ
チ
～
（
赤

　
一
s
　
男
6：
6－
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○
フ
ラ
ン
ス
ヘ
　
イ
キ
ナ
サ
イ
ッ
テ
　
イ
ッ
テ

　
フ
ラ
ン
ス
ヘ
　
イ
ッ
テ
　
ソ
イ
カ
ラ
　
フ
ラ

　
ン
ス
ニ
　
マ
マ
ガ
　
イ
テ
　
シ
ヤ
ワ
セ
エ

馨
カ
メ
ガ
ア
ル
イ
テ
ン
ノ
。
ソ
イ
カ
ラ
　
ア

　
シ
ア
ト
ガ
ツ
イ
テ
ル
ノ
。
（
赤
一
b勇
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6
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＞

○
オ
ジ
イ
チ
ャ
ン
ト
ネ
　
ワ
タ
ア
メ
　
カ
ッ
テ

　
ネ
　
ソ
レ
カ
ラ
　
オ
ド
リ
　
ミ
テ
ネ
　
ソ
イ

　
デ
　
カ
Xリ
ニ
　
ホ
ン
　
カ
ッ
テ
ネ
　
ソ
レ

　
カ
ラ
　
カ
イ
ツ
タ
ノ
。
（
自
一
d女
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－
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○
サ
キ
　
キ
レ
ー
ナ
　
ミ
チ
　
ト
オ
ッ
テ
　
イ
ッ

　
テ
　
ソ
レ
カ
ラ
　
ガ
タ
ガ
タ
ミ
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ト
オ
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テ
イ
ク
ノ
。
（
赤
一
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鯵
～
チ
ャ
ン
ト
　
マ
ッ
チ
ュ
グ
　
ィ
ッ
テ
ネ

　
オ
オ
ダ
ン
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ド
ウ
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ト
オ
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ソ
シ

　
タ
ラ
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マ
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ダ
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ホ
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○
ジ
ュ
ウ
エ
ン
　
ヒ
ト
ツ
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ソ
レ
カ
ラ
　
ア
イ
ス

　
ノ
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（
宇
申
一
ま
反
女
4
：
0
－
3
）

モ
ッ
テ
　
イ
ッ

カ
ッ
テ
（
）

○
コ
ウ
　
ヤ
ッ
テ
　
ハ
イ
ッ
テ
　
ソ
レ
カ
ラ

　
ヒ
ン
　
ナ
ヵ
ヘ
　
ィ
レ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
〔
入
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た
の
意
？
〕
（
ノ
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一
佐
男
4：
3－
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馨
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コ
ン
ド
ハ
　
ソ
イ
デ
ネ
　
コ
ウ
エ
ン
ノ

　
ト
コ
ロ
　
イ
ッ
テ
ネ
　
ソ
イ
カ
ラ
　
オ
ウ
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。
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一
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；
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；
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ダ
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○
ツ
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ソ
レ
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ー
　
バ
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リ
○
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ト
　
ソ
レ
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レ
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ボ
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カ
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ハ
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サ
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ノ
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○
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ボ
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ボ
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概
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○
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ソ
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／
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／
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／
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司
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。
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ダ
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－
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ダ
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○
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i∠
シ
zニ
　
オ
ワ
ッ
タ
ト
キ
　
キ
タ
ナ

　
ク
　
ナ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
デ
シ
ョ
ウ
。
（
赤
一
x
女

　
6：
2－
！
l）

醗
ソ
レ
ハ
ネ
　
ク
マ
ガ
ネ
　
ネ
ズ
ミ
ガ
〔
を
〕
ネ

　
オ
イ
カ
ケ
テ
ル
ノ
。
ソ
ウ
シ
テ
ネ
　
ク
ル
マ

　
ナ
／
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ダ
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ボ
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。
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ボ
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シ
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ユ
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。
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。
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ヒ
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ワ
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。
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。
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句
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○
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○
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。
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シ
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7－
！
3）

○
イ
チ
ュ
カ
ネ
　
オ
ー
ワ
ダ
ニ
　
イ
ッ
タ
　
ト

　
キ
ハ
ネ
　
カ
エ
ル
　
オ
ッ
キ
イ
ノ
　
イ
タ
デ

　
シ
ョ
。
　
ソ
シ
テ
　
ニ
ゲ
ラ
イ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。

　
〔
だ
け
ど
〕
（
自
一
P男
4：
7－
8）

○
カ
メ
サ
ン
ガ
　
ノ
ソ
ノ
ソ
　
キ
タ
ノ
。
ソ
シ

　
テ
　
カ
メ
サ
ン
ガ
　
イ
ッ
ト
ウ
　
ナ
ッ
テ

　
ソ
レ
カ
ラ
　
キ
タ
　
ト
キ
ニ
ハ
　
カ
メ
サ
ン

　
ガ
　
テ
ッ
ペ
ン
ニ
　
イ
タ
ノ
。
〔
だ
け
ど
，
そ

　
れ
な
の
に
，
そ
れ
で
も
〕
（
赤
一
w男
5：
3－
IO
）

i

○
年
中
の
例
は
，
「
そ

　
し
て
」
と
言
っ
て

　
の
ち
「
そ
し
た
ら
」

　
と
訂
正
し
て
い

　
る
。



2ユ
ー
3－
5
「
そ
れ

　
で
」
の
意

2．
2文
中

て
，
そ
し
て
の

　
場
合

2
．
2－
1
間
投
詞

　
的

正
応
一
遡
逸
2

使
く

、 し

一 い ○ 恕 一

2．
2
－
3
他
の
意

　
味
の
と
こ
ろ

　
に
使
用

2．
2－
3－
3「
そ
し

　
た
ら
」
の
意

○
ソ
シ
テ
　
ウ
サ
チ
ャ
ン
ガ
　
コ
コ
ン
　
ト
コ

　
m　
ネ
チ
ャ
ッ
テ
ネ
　
サ
キ
　
カ
メ
サ
ン
ガ

　
イ
ッ
チ
ャ
ツ
タ
ノ
。
ソ
シ
テ
　
ウ
サ
チ
ャ
ン

　
ガ
　
オ
ソ
ク
ナ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
（
f
l　
一
r
女

　
5i
7
－
！
7）

鯵
ミ
ズ
マ
コ
ウ
ト
　
シ
タ
ラ
　
カ
レ
テ
　
ソ

　
シ
テ
ネ
　
マ
タ
　
オ
ミ
ズ
マ
イ
タ
ラ
　
カ

　
レ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
〔
「
そ
し
て
ま
た
」
ロ
ぐ

　
せ
。
文
意
も
お
か
し
い
〕
（
臨
x男
6：
1－
4）

○
パ
ー
テ
ィ
ダ
　
チ
ュ
ッ
テ
　
ジ
ュ
ー
ス
ヤ
　
イ

　
ロ
ン
ナ
　
モ
ノ
　
タ
ベ
タ
リ
　
ノ
ン
ダ
リ

　
シ
テ
　
ソ
シ
テ
ネ
ー
一
一
　
オ
ド
リ
ヤ
　
セ
イ
ブ

　
ゲ
キ
ヤ
　
　
ヤ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
一
w男
6：
3－
！
6）

○
ニ
ジ
ュ
ウ
ヨ
ン
ゴ
ウ
カ
ン
テ
　
イ
ウ
ト
ッ
ヵ

　
ラ
　
ソ
シ
テ
　
：
コ
ウ
　
イ
ッ
テ
　
ソ
シ
テ

　
マ
タ
　
マ
ガ
ッ
テ
　
ソ
シ
テ
　
コ
コ
ラ
ヘ
ン

　
ヨ
ウ
チ
エ
ン
ダ
カ
ラ
　
ス
グ
ニ
　
ツ
イ
チ
ャ

　
ウ
ノ
。
〔
道
順
）
（
赤
一
m
男
5：
10
－
11
）

○
～
ラ
イ
オ
ン
ガ
　
シ
マ
ウ
マ
　
オ
イ
カ
ケ
テ

　
ン
ノ
。
ソ
シ
テ
ネ
一
一
　
コ
ド
モ
タ
チ
　
ミ
テ

　
タ
ノ
。
〔
そ
れ
を
〕
（
自
一
a男
4：
9－
10
）

○
シ
オ
レ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
ソ
シ
テ
　
ミ
ズ
　
カ

　
ケ
テ
　
コ
ウ
　
イ
ウ
　
ハ
ナ
ニ
　
シ
タ
ノ
。

　
（
今
一
w勇
5：
3－
！
0）

○
パ
ピ
ー
ッ
テ
　
コ
コ
ニ
ペ
ン
ダ
ン
ト
　
サ
ゲ

　
テ
テ
　
ソ
イ
デ
　
コ
ウ
　
ヤ
ッ
テ
　
カ
タ
ホ

　
ウ
ノ
　
ア
シ
　
コ
ウ
　
ア
ゲ
テ
　
カ
タ
ホ
ウ

　
ピ
ザ
　
ツ
ケ
テ
　
ソ
シ
テ
ネ
　
コ
ッ
カ
ラ

　
コ
ウ
ソ
ト
　
バ
ケ
チ
ャ
ウ
。
（
赤
一
w男
5：
3

　
－
8）

○
ソ
シ
テ
　
ヤ
ネ
ハ
　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ダ
カ
ラ

　
ヤ
ネ
ノ
　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
　
タ
ベ
テ
　
ソ
シ

　
テ
ネ
　
マ
ホ
ウ
ツ
カ
イ
ノ
　
コ
エ
ガ
　
キ
コ

　
エ
タ
ノ
。
（
自
一
h－
女
4：
7－
9）

○
コ
ウ
　
イ
ッ
テ
　
ソ
シ
テ
サ
　
コ
コ
ニ
　
コ

　
ノ
　
ク
ラ
イ
ノ
　
ミ
チ
　
ア
ル
デ
シ
ョ
。
コ

馨
タ
イ
ヨ
ウ
ガ
　
コ
コ
ニ
，
オ
シ
〔
ひ
〕
サ
ン

　
ト
コ
Wニ
　
キ
タ
ノ
。
ソ
シ
テ
ネ
　
タ
　
ハ

　
ナ
ガ
ネ
　
タ
オ
レ
タ
ノ
。
〔
は
っ
き
り
し
な

　
v、
〕
　
（
自
一
k男
3：
4－
7）

○
タ
ベ
テ
　
ソ
ー
シ
テ
ネ
ー
　
ソ
ー
シ
テ
　
ネ

ノ
レ
ノ
。
　
（
牲
｝
ト
桶
i
男
3
：
7
－
2
）

○
マ
エ
ノ
　
ホ
ウ
　
コ
ウ
　
ヤ
ッ
テ
　
ミ
テ
タ

　
ラ
　
ブ
ツ
カ
ッ
チ
ャ
ッ
テ
　
ソ
シ
テ
ネ
　
ヒ

　
wコ
ガ
　
断
機
レ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
〔
文
お
か
し

　
い
〕
（
神
イ
八
女
3：
7－
15
）

○
指
示
代
名
詞
を
使

　
う
と
こ
ろ
を
「
そ

　
し
て
」
で
す
ま
せ

　
て
い
る
。

○
年
長
多
し

○
間
投
詞
的
と
も
。

○
理
由
の
意
昧
の
場

　
合
年
少
な
し
。



卜
。 ﾖ α

コ
カ
ラ
　
セ
ン
セ
エ
ト
　
ナ
ラ
ン
デ
　
ク
ル

ノ
。
〈
赤
一
w男
5：
3－
6＞

2．
㍗
3－
5「
そ
れ

馨
ソ
ウ
シ
タ
ラ
　
カ
ゼ
ガ
　
ブ
イ
テ
　
キ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

で
」
の
意

ソ
ウ
シ
テ
　
オ
ウ
チ
　
ハ
イ
ツ
タ
ノ
。
（
神

一
師
女
4：
1レ
10
）

2．
2－
3－
6「
そ
の
○
ダ
ラ
ネ
　
ミ
イ
ラ
ダ
ト
カ
　
ガ
イ
コ
ツ
ダ
ト

他
」
の
意

カ
　
カ
イ
ブ
ツ
ノ
　
ブ
ネ
ダ
ト
カ
　
ア
ッ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ソ
シ
テ
　
ミ
ン
ナ
　
ミ
テ
　
キ
タ
ノ
。
〔
そ
れ

を
）
（
赤
一
w男
6：
3
～
2
5）

た
ら
じ
し

○
ニ
ジ
ュ
ウ
ヨ
ン
ゴ
ウ
カ
ン
テ
　
　
イ
ウ
ト
ッ
ヵ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
○
コ
ノ
　
オ
ハ
ナ
ガ
　
カ
レ
チ
ャ
ッ
テ
　
ミ
○
ヒ
ダ
り
か
ワ
ニ
　
ニ
ゲ
ヨ
ウ
ト
　
オ
モ
ッ
タ
○
「
そ
し
て
」
不
用
。

劣
二
他
1場
舎
て
の

}タ
　
マ
ガ
ッ
テ
　
ソ
シ
テ
　
コ
コ
ラ
ヘ
ン

ジ
ュ
　
カ
ケ
タ
ラ
　
ソ
シ
テ
　
オ
テ
ン
キ
ニ

iッ
テ
　
ソ
弄
　
マ
ッ
ス
グ
ン
　
ナ
ッ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

堰
@ソ
シ
テ
　
ソ
シ
テ
　
ブ
ツ
カ
ッ
タ
ノ
。
｝
（
神
一
佐
女
3
：
7
－
1
5
）

ヨ
ウ
チ
エ
ン
ダ
カ
ラ
　
ス
グ
ニ
　
ツ
イ
チ
ャ

ノ
。
　
（
自
一
s　
男
4：
10
－
26
）

ウ
ノ
。
〔
道
順
〕
（
赤
一
m
男
5：
10
－
11
）

○
ソ
シ
テ
　
コ
ゴ
〔
こ
れ
P〕
ガ
　
チ
ュ
ウ
シ
ャ

○
ナ
ン
カ
　
エ
　
カ
イ
タ
リ
　
ソ
ウ
シ
テ
ネ

デ
　
ソ
シ
デ
〔
て
〕
　
コ
ゴ
ニ
　
シ
ロ
イ
　
ク

㎜
一

ア
ト
　
ホ
ン
　
ヨ
ン
ダ
リ
　
ア
ト
　
ネ
ン
ド
ス
リ
ガ
　
チ
ィ
ー
ッ
ト
　
ハ
イ
ッ
テ
テ
　
ク

デ
　
ナ
ン
カ
　
ツ
ク
ッ
タ
リ
　
ス
ン
ノ
。
〔
並
ロ
イ
ノ
ガ
　
チ
ィ
ー
ッ
ト
　
ハ
イ
ッ
テ
　
ヤ

列
〕
（
赤
一
m男
5：
10
－
6）

ル
ト
　
　
イ
タ
イ
ノ
。
（
自
一
P男
4；
7－
！
2）

そ
の
他
の
場
合

醗
工
一
口
キ
ト
ネ
　
ソ
シ
テ
ネ
　
ツ
ミ
キ
デ
／
で
　
ど
う
な
っ
た
の
P／
○
シ
ョ
シ
テ
　
カ

ア
ソ
プ
ノ
ト
ネ
ー
　
シ
ュ
ウ
カ
イ
。
〔
並
列
）

メ
ガ
　
ソ
シ
テ
　
コ
ウ
　
ナ
ッ
テ
ン
ノ
。
〔
く

（
神
一
村
男
4：
3－
10
＞

り
か
え
し
〕
（
神
一
高
男
4
：
4－
22
＞

2．
3文
末

○
～
オ
イ
シ
ャ
サ
ン
ナ
ノ
。
ソ
シ
テ
ネ
…
（
赤

一
x女
6：
2
－
2
＞

く
し
て
（
そ
し
て
の
略
）
＞

2発
話
中

2．
1文
頭

2．
2文
中

○
ラ
イ
オ
ン
ガ
ネ
　
ヒ
ト
ー
リ
ボ
ッ
チ
ニ

　
ナ
ッ
チ
ャ
ッ
テ
ネ
　
ン
ァ
不
　
コ
コ
マ
ア

○
～
キ
パ
　
フ
タ
ツ
　
ア
ル
ノ
。
シ
ァ
不
　
オ

　
ハ
ナ
ガ
　
ナ
ガ
ク
テ
　
ソ
シ
テ
　
ミ
ミ
ガ

　
オ
ッ
キ
イ
ノ
。
（
霞
一
s男
4：
IO
－
3）

鱈
ボ
ウ
ヤ
ダ
チ
ガ
ネ
　
エ
ン
ソ
ク
ニ
　
キ
テ

　
ネ
ー
　
シ
テ
ネ
ー
　
オ
ウ
マ
ガ
　
イ
ッ
パ
イ

○
～
カ
イ
ジ
ュ
ウ
　
ヤ
ッ
チ
ュ
ケ
チ
ャ
ウ
。
シ

　
テ
ネ
　
ハ
ッ
ク
ダ
ッ
テ
　
デ
ル
ヨ
。
〔
間
投
詞

　
自
勺
〕
　
（
神
一
高
男
4：
4－
15
）



ア
ル
イ
テ
　
　
キ
テ
ネ
～
〔
間
投
詞
的
〕
（
赤
一
x
キ
テ
ネ
　
ラ
イ
才
ン
ノ
　
コ
ト
　
ヤ
ッ
ツ
ケ

女
6
：
2ヨ
7
）

タ
ノ
。
〔
一
方
～
〕
（
小
一
村
男
4：
9－
17
）

爵
「
〔
略
〕
」
　
ッ
テ
　
ユ
ッ
テ
ネ
　
　
シ
テ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

@「
〔
略
〕
」
　
ッ
テ
　
ユ
ッ
テ
「
〔
略
〕
」
ッ
テ
　
ィ
ッ

タ
ノ
。
〔
そ
れ
で
，
そ
し
た
ら
〕
（
神
一
関
女
5：

0－
21
＞

4　
そ
し
た
ら

1発
話
の
は
じ

　
め

1．
1聞
投
詞
的

1　
1・
2
反
復

1 ｝ l

1

1。
3そ
の
他

2発
話
中

2．
1文
頭

2
．
1
－
2一
応
正

　
し
く
使
用

そ
い
で
？
　
　
○
ソ
シ
タ
ラ
ネ
　
オ
ッ
カ
ケ
タ

　
ノ
。
　
（
坊
そ
一
r女
5：
！
0－
10
）

そ
し
た
ら
？
　
○
ソ
シ
タ
ラ
ネ
　
ボ
ウ
ヤ
ガ

　
ミ
ズ
　
オ
ハ
ナ
ニ
　
ア
ゲ
ニ
　
キ
タ
ノ
。
（
自

　
一
m
男
6：
4－
14
）

○
～
ヨ
ウ
チ
エ
ン
ダ
カ
ラ
　
ス
グ
ニ
　
ツ
イ
チ
ャ

　
ウ
ノ
。
／
い
い
ね
近
く
て
／
○
ソ
シ
タ
ラ

　
ミ
ン
ナ
デ
　
ム
シ
ト
カ
　
ソ
ウ
イ
ウ
ノ
　
ツ

　
カ
マ
エ
ニ
　
イ
ク
。
（
赤
一
m男
5
：
10
－
2）

○
～
ミ
ン
ナ
　
ナ
イ
タ
ノ
。
ソ
シ
タ
ラ
　
ド
ロ

　
ボ
ウ
タ
チ
ガ
　
ビ
ッ
ク
リ
シ
テ
　
コ
ノ
　
オ

　
ウ
チ
カ
ラ
　
ニ
ゲ
ダ
シ
タ
ノ
。
（
自
一
d女
5：

　
11
－
21
）

○
オ
ジ
イ
サ
ン
ガ
　
キ
ッ
タ
ン
ダ
ッ
チ
。
ソ
ウ

　
シ
タ
ラ
　
カ
ワ
イ
イ
　
ア
カ
チ
ャ
ン
ガ
　
ウ

　
マ
レ
タ
ン
ダ
ッ
チ
。
（
自
一
u女
6
：
5－
18
）

そ
れ
か
ら
？
　
○
ソ
シ
タ
ラ
ネ
　
ゴ
ハ
ン
　
タ

　
ベ
サ
シ
テ
　
ウ
エ
デ
　
タ
ベ
ナ
イ
デ
　
シ
タ

　
デ
　
タ
ベ
タ
ノ
。
（
自
一
a男
4：
9－
1）

○
シ
マ
〔
う
ま
〕
ガ
ネ
　
ハ
シ
ッ
テ
　
イ
ッ
タ

　
ノ
。
ソ
ウ
シ
タ
ラ
　
ト
ラ
ガ
　
イ
タ
ノ
。
（
赤

　
一
v男
5：
1－
7）

○
ク
マ
ガ
　
ネ
ズ
ミ
ヲ
　
ミ
テ
　
ソ
シ
テ
ネ

　
オ
イ
カ
ケ
タ
ノ
。
ソ
シ
タ
ラ
　
ダ
ン
プ
カ
ー

　
ガ
　
キ
・
テ
　
ハ
ネ
ト
バ
サ
レ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。

　
（
赤
一
u男
5：
6－
10
）

そ
ん
で
？
　
○
ソ
シ
タ
ラ
ネ
　
コ
ド
モ
ガ
　
ヒ

　
ト
リ
デ
イ
ッ
タ
ラ
マ
イ
ゴ
ニ
ナ
ッ

　
チ
ャ
ウ
カ
ラ
　
ダ
メ
。
〔
そ
し
た
ら
が
口
ぐ

　
せ
〕
（
神
一
佐
女
3：
7－
12
）

そ
し
た
ら
？
　
○
ソ
シ
タ
ラ
ネ
　
キ
リ
ン
ガ

　
デ
テ
　
　
キ
テ
　
　
キ
リ
ン
ガ
　
　
フ
タ
ツ
　
　
イ
ル

　
ノ
。
（
神
一
鈴
男
3：
6－
ll
）

○
エ
ン
ト
ツ
ノ
　
ア
ナ
ガ
〔
か
ら
〕
ハ
イ
ッ
テ

　
ク
ル
ノ
。
ソ
シ
タ
ラ
　
ア
ッ
チ
ッ
チ
ッ
チ
ッ

　
チ
。
（
小
一
竹
男
4：
！
－
10
）

○
バ
ク
ダ
ン
？
　
バ
ク
ダ
ン
サ
ー
。
ソ
シ
タ
ラ

　
シ
ュ
グ
　
ニ
ゲ
チ
ャ
ウ
モ
ン
。
（
神
一
一
高
男
4：

　
4－
8）

○
前
文
に
つ
づ
い
て

　
い
る
の
が
は
っ
き

　
り
し
て
い
る
の

　
で
，
そ
の
他
に
入

　
れ
た
。

○
年
長
に
多
し
。



2ほ
一
3他
の
意

　
味
の
と
こ
ろ

　
に
使
用

2．
1－
3－
2
「
そ

　
し
て
」
の
意
、 そ
「
5
　 　
3
　 一
1
2

意
の
ヨ
で
れ

ー ト の ω 四 一

2．
2文
中

て
，
そ
し
た
ら

の
場
含

2
．
2－
2
一
一
応
正

　
し
く
使
用

○
シ
マ
ウ
マ
ガ
　
ア
ン
ナ
ニ
　
イ
タ
ノ
。
ソ
シ

　
タ
ラ
ネ
　
コ
ン
ド
　
シ
マ
ウ
マ
ガ
　
ワ
ラ
ッ

　
テ
タ
ノ
。
〔
は
っ
き
り
し
な
い
〕
（
赤
一
r女
5

　
10
－
10
）

翻
～
モ
モ
ガ
　
ナ
ガ
レ
テ
　
キ
タ
カ
ラ
ネ
　
ヒ

　
ロ
ッ
テ
ネ
　
オ
バ
ア
サ
ン
ハ
ネ
　
ウ
チ
ニ

　
カ
エ
ッ
タ
ノ
ネ
。
ソ
シ
タ
ラ
　
モ
モ
　
タ
ベ

　
ヨ
ウ
ト
　
シ
テ
ネ
　
ナ
カ
ヲ
　
ポ
タ
ト
　
ア

　
ケ
タ
ラ
　
カ
ワ
イ
イ
　
ア
カ
チ
ャ
ン
～
（
赤

　
一
L
女
5
：
9－
1
1）

○
～
カ
エ
ッ
テ
　
キ
タ
ノ
ネ
。
ソ
シ
タ
ラ
　
「
オ

　
ソ
カ
ッ
タ
ネ
ー
」
ッ
テ
　
イ
ッ
タ
ラ
　
「
ウ

　
ン
」
テ
イ
ッ
テ
ソ
レ
デ
ヨ
ク
ナ
ッ

　
タ
ラ
　
モ
ウ
　
オ
ワ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
（
赤

　
一
〇
女
6：
1－
2
2）

○
～
ミ
チ
カ
ラ
　
デ
テ
　
イ
ッ
チ
ャ
ッ
テ
　
ク

　
ル
マ
ガ
　
ト
オ
ル
　
ミ
チ
ニ
　
イ
ッ
テ
　
ソ

　
シ
タ
ラ
　
ト
ラ
ッ
ク
ト
　
ク
マ
ガ
ブ
ツ

　
カ
ッ
チ
ャ
ッ
テ
　
ソ
レ
デ
　
オ
オ
ケ
ガ
ヲ

　
シ
タ
　
ト
コ
ロ
。
（
赤
一
〇
女
6：
1
－
31
）

○
シ
マ
ウ
マ
ガ
　
イ
ッ
ピ
キ
　
イ
テ
　
ラ
イ
オ

　
ン
ガ
　
オ
イ
カ
ケ
テ
　
イ
ッ
テ
　
ソ
シ
タ
ラ

　
ア
ン
マ
リ
　
オ
オ
ゼ
イ
ニ
　
ナ
ッ
チ
ャ
ッ
タ

　
リ
　
シ
テ
　
ビ
ッ
ク
リ
　
シ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。

○
ネ
ズ
ミ
ガ
　
イ
テ
　
ク
マ
ガ
　
イ
タ
ノ
ネ
。

　
ソ
ウ
シ
タ
ラ
　
ク
マ
ガ
　
ネ
ズ
ミ
ノ
　
コ
ト

　
オ
イ
カ
ケ
タ
ノ
ネ
。
（
赤
一
〇
女
5：
1－
11
＞

○
ウ
サ
ギ
サ
ン
ガ
イ
ッ
ト
ウ
ハ
ヤ
イ
デ

　
シ
ョ
。
ソ
シ
タ
ラ
　
ウ
サ
ギ
サ
ン
　
オ
ヤ
マ

　
ノ
チ
ョ
ッ
ト
　
テ
ッ
ペ
ン
マ
デ
〔
で
〕
ヒ
ル

　
ネ
　
シ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
（
赤
一
f女
4：
10
－
！
1）

鯵
～
ト
ッ
テ
　
ウ
サ
ギ
ガ
サ
キ
ニ
　
ソ
イ
デ

　
ト
チ
ュ
ウ
デ
　
ナ
カ
ナ
カ
　
カ
メ
　
コ
ナ
イ

　
ノ
デ
　
ネ
チ
ャ
ッ
テ
　
ソ
ウ
シ
タ
ラ
　
カ
メ

　
ガ
サ
キ
ニ
　
イ
ッ
テ
　
カ
ケ
テ
　
イ
ッ
ト

　
ウ
シ
ョ
ウ
ニ
　
ナ
ッ
チ
ャ
ツ
タ
ノ
。
（
小
一
久

　
女
4：
7－
29
）

○
～
ヒ
ト
リ
デ
イ
ッ
タ
ラ
　
マ
イ
ゴ
ニ

　
ナ
ッ
チ
ャ
ウ
カ
ラ
　
ダ
メ
。
ソ
シ
タ
ラ
　
オ

　
カ
ア
サ
ン
　
イ
ッ
シ
ョ
ニ
　
イ
ク
ノ
。
（
神

　
一
一
｛
左
女
3；
7
－
1
2
）

○
佐
女
は
「
そ
し
た

　
ら
」
が
口
ぐ
せ
。



さ
。 ﾖ o Q

2．
3－
3他
の
意

　
味
の
と
こ
ろ

　
に
使
用

2．
2
－
3－
1「
そ

　
れ
か
ら
」
の

　
意

2．
2
－
3－
4「
そ

　
の
他
」
の
意 た 場
し の
そ ら 合
一ら 、 り
た か て そ
の
他
の
場
合

（
自
一
」
女
5：
7－
11
）

○
ネ
テ
　
ア
サ
ニ
　
ナ
ッ
テ
カ
ラ
　
ゴ
ハ
ン
ヲ
鯵
～
チ
ャ
ン
ト
　
マ
ッ
チ
ュ
グ
　
イ
ッ
テ
ネ

タ
ベ
テ
　
ソ
シ
タ
ラ
　
ア
タ
〔
さ
〕
ハ
ヲ
　
一

オ
オ
ダ
ン
ホ
ド
ウ
ヲ
　
ト
オ
ッ
テ
　
ア
ノ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ミ
ガ
イ
テ
　
タ
ベ
タ
ラ
　
ソ
イ
デ
　
ニ
コ

ソ
シ
タ
ラ
　
マ
タ
　
オ
オ
ダ
ン
ホ
ド
ウ
ガ

ト
マ
ッ
テ
，
〔
意
味
不
明
〕
（
自
一
b男
6
：
0
－
2）

ア
ル
　
　
ト
コ
ヲ
　
ト
オ
ッ
テ
　
ソ
レ
カ
ラ

ア
ソ
コ
ニ
　
モ
ン
ガ
　
ア
ル
デ
シ
ョ
。
（
赤

一
9女
4：
8唱
〉

麟
オ
バ
ア
サ
ン
ノ
　
ト
コ
ロ
ヘ
　
オ
オ
キ
ナ

モ
モ
ガ
　
ナ
ガ
レ
テ
　
キ
テ
　
ソ
ウ
シ
タ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

オ
バ
ア
サ
ン
ガ
　
ヒ
ロ
ッ
テ
　
オ
ウ
チ
へ

モ
ッ
テ
ッ
テ
～
〔
そ
れ
で
，
そ
れ
を
〕
（
神
一
師

女
4：
1レ
7）

○
「
カ
イ
モ
ノ
　
イ
ッ
タ
ン
ダ
ヨ
」
ッ
テ
　
オ
翻
～
「
ド
ウ
　
ヤ
ッ
テ
　
ハ
イ
ル
ノ
カ
」
　
ッ
テ
○
コ
レ
ハ
　
ア
タ
マ
ト
　
ブ
ッ
ト
（
　
）
ト
ッ
○
「
そ
し
た
ら
」
不

シ
エ
タ
ラ
　
ソ
シ
タ
ラ
　
オ
ト
ウ
サ
ン
ガ

ハ
イ
ッ
テ
　
イ
ク
ノ
　
オ
シ
エ
テ
　
モ
ラ
ッ
テ
ッ
タ
ラ
　
ソ
シ
タ
ラ
バ
ネ
　
イ
タ
イ
ッ

用
。

＿
　
　
　
　
　
　
齢
へ
」
P　
．
．
一
．
「
　
　
　
．
．
一

オ
コ
ッ
テ
　
キ
デ
　
ソ
イ
デ
　
ウ
マ
ゴ
ヤ
ガ
タ
ラ
　
　
ソ
シ
タ
ラ
　
オ
シ
リ
ヲ
　
オ
シ
テ

テ
。
〔
意
味
不
明
）
（
小
一
藤
女
3：
10
41
）

ア
ラ
サ
レ
テ
タ
ノ
。
〔
意
味
不
明
〕
（
赤
一
〇
女
ソ
ィ
デ
　
オ
ウ
チ
ヘ
　
八
十
レ
タ
ッ
チ
　
ィ

6：
レ
20
）

ウ
ノ
。
〔
「
ヘ
ン
デ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
話

省
略
が
あ
る
〕
（
赤
一
i女
5：
3－
8）

鯵
ウ
サ
ギ
ガ
　
コ
ウ
フ
ニ
　
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン

ハ
ネ
テ
　
イ
ッ
タ
カ
ラ
　
ソ
シ
タ
ラ
　
ク
モ
ノ

『
ワ
タ
ガ
ネ
　
フ
ワ
リ
ッ
ト
　
ク
ラ
ク
　
ナ
ッ

チ
ャ
ツ
タ
ノ
。
（
神
一
遠
男
5：
1－
28
）

〔
は
っ
き
り
し
な
い
〕

○
～
タ
イ
チ
ョ
ウ
ガ
　
rム
コ
ウ
　
イ
ッ
テ

ク
ダ
サ
イ
」
ッ
テ
　
ユ
ッ
タ
ラ
　
ム
コ
ウ

イ
ッ
テ
　
ハ
ヤ
ト
〔
た
〕
ガ
　
ダ
レ
カ
ニ

ハ
ナ
ヲ
　
モ
ラ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
ソ
シ
タ
ラ
；

〔
語
順
〕
（
赤
一
m男
5
：
1
0－
1）



〈
し
た
ら
他
（
そ
し
た
ら
の
略
）
〉

○
ク
マ
ガ
　
ネ
ズ
ミ
ヲ
　
オ
イ
カ
ケ
テ
タ
ラ
ネ
鯵
～
ヂ
ク
マ
ー
」
ッ
テ
　
ナ
イ
タ
ノ
。
シ
タ
ラ

／
そ
し
て
P／
轡
シ
タ
ラ
ネ
　
カ
ワ
ガ
〔
に
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

ネ
ズ
ミ
ハ
　
　
ド
ウ
ロ
ヲ
　
ワ
タ
ッ
テ
ネ
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

シ
マ
ウ
マ
ガ
　
キ
・
テ
ネ
　
カ
ケ
ッ
コ
　
シ
ヨ
ネ
　
ド
ブ
ン
テ
　
ハ
イ
ツ
チ
ャ
ツ
タ
ノ
。
（
間

ラ
ネ
　
ダ
ン
プ
カ
ー
ガ
　
ボ
カ
ー
ン
テ
　
キ
ウ
カ
～
（
赤
一
i女
5：
3－
14
）

投
詞
的
〕
（
自
一
1女
3：
3－
5）

万
　
ク
マ
ト
　
ブ
ッ
ツ
カ
ッ
タ
ノ
。
〔
間
投

詞
的
〕
（
赤
一
。
男
6：
3－
24
）

5　
だ
か
ら

1発
話
の
は
じ

　
め

1．
1　
惜
i投
霊
目
白
勺

E EB
　
L3
そ
の
他

ゆ 1 　
　
2発
話
中

　
　
2．
1文
頭

　
　
2．
1
畦
聞
投
詞

　
　
　
的

2．
1－
2
正
し
く

　
使
用

ど
う
し
た
の
？
　
○
ダ
カ
ラ
ネ
　
ダ
カ
ラ
ネ

　
ダ
カ
ラ
　
ダ
カ
ラ
ネ
　
ダ
カ
ラ
　
ア
タ
シ

　
オ
ワ
リ
ノ
　
ホ
ウ
デ
「
オ
ト
ウ
サ
ン
ナ
ン

　
カ
　
ア
ン
ナ
　
コ
ト
　
シ
ナ
イ
ヨ
ネ
」

　
ダ
ッ
チ
。
（
自
一
9
女
5：
1
1－
6）

○
～
ヨ
ン
ジ
ュ
ウ
ニ
ゴ
ウ
カ
ン
ノ
　
コ
ガ
（
ト

　
ブ
バ
イ
）
ス
ル
カ
ッ
テ
キ
タ
ノ
ネ
ー
。
ダ

　
カ
ラ
　
ソ
レ
デ
　
ダ
マ
ッ
テ
　
カ
ズ
マ
サ
ク

　
ン
テ
　
イ
ウ
　
コ
ヲ
　
ヨ
ビ
ニ
　
ィ
ッ
タ
ノ

　
ネ
ー
。
〔
訂
：
正
〕
（
赤
一
w男
6：
3
－
1
0
）

○
コ
レ
ハ
タ
イ
ヨ
ウ
ニ
バ
ッ
カ
シ
ア

　
タ
ッ
チ
ル
ト
　
シ
オ
レ
チ
ャ
ウ
デ
シ
ョ
ウ
。

　
ダ
カ
ラ
　
ミ
ズ
ヲ
　
ス
コ
シ
ヤ
ン
ナ

　
キ
ャ
ー
　
ダ
メ
。
（
三
一
w男
6：
3～
30
）

○
ウ
サ
ギ
ハ
　
イ
ネ
ム
リ
シ
テ
ン
ノ
。
ダ
カ
ラ

　
カ
メ
ノ
　
ホ
ウ
ガ
　
イ
ッ
ト
ウ
ニ
　
ナ
ッ
タ

だ
か
ら
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の
ど
こ
が
好
き
？
　
○

　
ダ
カ
ラ
ネ
ー
ヤ
ッ
パ
リ
ィ
チ
バ
ン
サ

　
イ
シ
ョ
。
（
病
一
d女
4：
ll
－
6）

露
ダ
カ
ラ
　
コ
ン
ナ
（
二
）
タ
オ
ル
　
オ
イ
テ

　
ア
ル
ノ
？
（
小
一
窪
女
4：
8畦
7＞

○
ラ
イ
オ
ン
ガ
　
タ
ベ
ヨ
ウ
ト
　
シ
タ
ノ
。

　
ダ
カ
ラ
ネ
ー
　
シ
マ
ハ
　
ニ
ゲ
チ
ャ
ッ
テ

　
ラ
イ
オ
ン
ガ
　
オ
イ
カ
ケ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。

　
〔
は
っ
き
り
し
な
い
〕
（
赤
一
n男
5：
2－
8）

ど
う
い
う
の
？
　
○
ネ
　
ダ
カ
ラ
ネ
　
ネ
　
イ

　
ワ
ナ
イ
ノ
。
（
神
一
古
男
4：
5－
29
）

○
ウ
チ
ニ
　
オ
カ
シ
　
ア
ル
ン
ダ
。
ダ
カ
ラ

　
コ
ン
ド
　
ウ
チ
　
シ
ッ
テ
ル
P
（
話
題
の
変

　
更
。
そ
の
他
に
行
く
べ
き
か
〕
（
小
一
神
女
4
：

　
1－
4）

○
～
ミ
ズ
ヲ
　
オ
ハ
ナ
ニ
　
カ
レ
テ
ル
カ
ラ

　
カ
ケ
テ
ン
ノ
。
ダ
カ
ラ
ネ
　
ハ
ナ
ガ
　
チ
ャ

　
ン
ト
　
ウ
エ
ニ
　
ナ
ッ
テ
ン
ノ
。
（
神
一
寺
男

　
4：
4－
18
）

○
前
の
文
を
ひ
き
つ

　
い
で
，
そ
の
た
め

　
と
使
っ
て
い
る
。

○
年
長
に
多
し
。



1 隠 O

2．
2文
中

て
，
だ
か
ら
の

場
合

2．
2
－
2一
応
正

　
し
く
使
絹

か
ら
，
だ
か
ら

の
場
合

2．
3文
末

6　
だ
っ
て

1発
話
の
は
じ

　
め

1．
1間
投
詞
的

ノ
。
（
赤
一
b男
6：
5－
18
）

繍
ア
サ
ン
　
ナ
ッ
テ
　
ア
タ
シ
　
イ
チ
バ
ン

　
ハ
ヤ
ク
　
オ
キ
テ
ネ
　
ダ
カ
ラ
　
オ
カ
ア
サ

　
ン
ハ
　
ヨ
ル
　
ミ
ル
ク
ネ
　
ア
ッ
タ
カ
イ

　
ト
コ
（
ロ
）
ヘ
　
オ
イ
ト
ク
ノ
。
〔
意
味
不
明
〕

　
（
赤
一
E女
5
：
8
－
35
）

○
～
ゼ
ン
ゼ
ン
　
ト
レ
ナ
カ
ッ
タ
カ
ラ
　
ダ
カ

　
ラ
　
ミ
ツ
ケ
ヨ
ウ
ト
　
オ
モ
ッ
テ
　
イ
ナ
ク

　
ナ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
カ
ラ
　
オ
サ
ン
ポ
カ
ラ
　
カ

　
エ
ッ
チ
　
キ
・
タ
ン
ダ
ヨ
。
ホ
イ
ク
エ
ン
ニ
；

　
〔
意
昧
不
明
〕
　
（
自
一
k男
5：
8－
1
2）

○
ナ
ニ
カ
ガ
　
ツ
カ
マ
ッ
タ
　
ト
キ
　
ツ
カ

　
マ
ッ
タ
ッ
チ
　
イ
ウ
デ
シ
ョ
ウ
。
ダ
カ
ラ
；

　
〔
は
っ
き
り
し
な
い
〕
（
赤
一
x
女
6：
2－
15
）

ど
う
い
う
と
こ
い
い
の
？
　
○
ダ
ッ
テ
ネ
ー

　
ア
ン
マ
リ
　
オ
コ
ラ
ナ
イ
　
ト
コ
。
（
赤
一
m

　
男
5：
10
－
2）

ど
う
し
て
や
な
の
？
　
○
ダ
ッ
テ
サ
　
ス
ワ
ル

　
ン
ダ
モ
ン
。
（
赤
一
v
男
6
：
1－
3
）

○
～
ク
マ
ガ
　
オ
ッ
コ
ッ
チ
ャ
ッ
テ
　
ダ
カ
ラ

○
オ
テ
ン
キ
ガ
　
ア
ル
カ
ラ
　
ハ
ナ
　
モ
ウ

@オ
レ
ナ
イ
デ
　
ア
タ
ラ
シ
イ
　
ハ
ナ
ト
　
ト

@リ
カ
エ
テ
　
ダ
カ
ラ
　
コ
コ
ニ
　
オ
イ
テ

@ア
ン
ノ
。
〔
意
味
不
明
）
（
赤
一
1（
女
5：
3－
16
）

@　
　
　
ビ
ン
ボ
ト
カ
ラ
　
ダ
カ
ラ
ネ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

@ク
マ
ハ
　
（
　
）
　
ト
ラ
ッ
ク
　
ナ
ッ
チ
ャ
ウ

@ノ
。
〔
意
味
不
明
〕
（
神
一
折
女
4：
3級
5）

寃
Rレ
パ
　
オ
オ
カ
ミ
ガ
　
キ
タ
カ
ラ
　
ダ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

○
誤
用
で
あ
る
。

宦
u
か
ら
」
だ
け
で

@十
分
な
の
に
「
だ

@か
ら
」
を
口
ぐ
せ

@的
に
入
れ
る
。
年

@
少
に
め
だ
つ
。

　
　
　
一

Zウ
チ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

@ウ
シ
ノ
　
チ
チ
　
シ
ボ
ッ
テ
　
カ
ア
サ
ン

@ガ
，
／
大
き
い
声
で
い
っ
て
／
（
自
一
r女
4：

@8
－
14
）

ﾙ～
ハ
ジ
メ
　
ハ
ヤ
カ
ッ
タ
ノ
ニ
　
ウ
サ
ギ

@オ
ヒ
ル
ネ
　
シ
チ
ャ
ッ
タ
カ
ラ
　
ダ
カ
ラ

@カ
メ
ガ

　
2　
コ
ウ
　
ヤ
ッ
テ
　
ナ
ッ
テ
ン
ノ
。
（
小

@源
女
3：
7－
15
＞

寃
Nマ
ガ
　
ネ
ズ
ミ
　
キ
ラ
イ
ダ
カ
ラ
　
ダ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酊

@　
　
　
ハ
ヤ
ク
　
ナ
ッ
チ
ャ
ツ
タ
ノ
。
（
神

齊
t女
4：
11
畦
1）

　
ラ
ネ
　
ホ
エ
ツ
ケ
テ
ン
ノ
。
（
ノ
1・
一
矢
女
4：
0一

@一
13
）

寃
Tリ
ー
チ
ャ
ン
テ
ノ
ハ
　
マ
ホ
ウ
ツ
カ
イ
ダ

@カ
ラ
　
ダ
カ
ラ
　
ナ
ン
ダ
ッ
チ
　
コ
コ
　
キ
・

p　
チ
ャ
ウ
ノ
。
（
神
一
折
女
4：
3－
10
）

ア
リ
バ
バ
の
お
話
聞
か
せ
て
く
れ
る
？
　
○

　
ダ
ッ
チ
　
ワ
カ
ン
ナ
ク
　
ナ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
。

　
（
赤
一
u男
5：
6－
8）

ど
う
し
て
お
父
さ
ん
い
い
の
～
○
ダ
ッ
チ
　
ハ

　
タ
ラ
イ
テ
　
オ
カ
ネ
　
イ
ッ
パ
イ
　
モ
ッ
テ

よ
く
お
ぼ
え
て
い
た
わ
ね
。
○
ダ
ッ
チ
　
ボ
ク

　
ズ
ー
ッ
ト
　
マ
エ
ニ
　
ガ
ラ
ガ
ラ
ド
ン
　
ヨ

　
ン
ダ
カ
ラ
　
オ
ボ
エ
タ
ノ
。
（
神
一
三
男
4：
0－

　
46
）

ど
う
し
て
～
　
○
ダ
ッ
テ
ー
　
ワ
ル
イ
　
モ
ン

○
「
ど
う
し
て
」
の

　
質
問
に
対
し
て
，

　
答
の
文
頭
に
つ
く

　
口
ぐ
せ
的
用
法
。

　
間
投
詞
的
と
名
づ



2発
話
中

Q
ユ
文
頭

Q．
レ
2一
亦
正

@し
く
使
用

○
ソ
レ
モ
〔
遊
星
仮
面
の
こ
と
〕
　
シ
ラ
ナ
イ
。

@ダ
ッ
テ
ネ
　
テ
レ
ビ
ダ
カ
ラ
　
ワ
カ
ン
ナ
イ

　
ク
ン
ダ
モ
ン
。
（
自
一
〇
男
5：
4－
3）

ﾙデ
モ
　
カ
タ
ツ
ム
リ
ハ
　
ヘ
イ
キ
ダ
ヨ
。
ネ

@ラ
レ
ル
ヨ
。
ダ
ッ
テ
サ
　
ア
タ
マ
ヤ
ナ
ン
カ

ヤ
ッ
チ
ュ
ケ
ル
ン
ダ
モ
ン
。
（
小
一
金
男
4
：
1

|6
）

ﾇう
し
て
P　
Oド
ウ
シ
テ
モ
。
然
　
ダ
ッ
チ

け
て
よ
い
か
疑
問

ｾが
。

ノ
。
　
（
痛
一
b男
6：
0－
19
）

　
　
　
　
　
　
　
」
　
…

@ヒ
ッ
コ
ン
デ
サ
　
ア
レ
　
ネ
ラ
レ
ル
ジ
ャ
ナ

@イ
。
　
（
！
三
、
一
2妊
男
4：
3－
17
）

ｱワ
カ
ン
ナ
イ
ゾ
ー
。
ダ
ッ
チ
　
イ
マ
　
ヤ
ッ

　
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
ノ
　
ホ
ウ
ガ
　
ツ
ヨ
イ
モ

@ン
。
（
神
一
宮
男
3
：
8
－
6
）

Mキ
ッ
ト
　
ソ
ウ
ダ
ヨ
。
ソ
ウ
ダ
ヨ
。
ダ
ッ
チ

テ
　
ナ
イ
ン
ダ
モ
ン
。
（
小
一
上
男
4；
7－
8）

カ
オ
ガ
サ
　
ラ
イ
オ
ン
ノ
　
カ
オ
ジ
ャ
　
ナ

Cン
ダ
モ
ン
。
（
赤
一
d男
4；
2－
12
）

　
　
7　
だ
け
ど

　
　
1発
話
の
は
じ

　
　
　
め

1　
　
1ユ
間
投
詞
的

震 い 1

2発
話
中

2．
1文
頭

2．
1－
2
一
応
正

　
し
く
使
摺

2．
2文
頂

け
ど
，
だ
け
ど

の
場
合

な
ん
で
つ
な
ひ
き
お
も
し
ろ
い
？
　
○
ダ
ケ
ド

　
ボ
ク
　
ヤ
ダ
ナ
　
ツ
ナ
ヒ
キ
。
（
勇
い
v男
6：

　
1－
3）

○
オ
カ
ア
サ
ン
ヤ
　
オ
ト
ウ
サ
ン
　
イ
マ
マ
デ

　
タ
タ
カ
ッ
テ
タ
ノ
。
ダ
ケ
ド
　
モ
ウ
　
オ
カ

　
ア
サ
ン
ヤ
　
オ
ト
ウ
サ
ン
　
モ
ド
ッ
テ
　
キ

　
タ
カ
ラ
　
コ
ン
ド
デ
　
オ
ワ
リ
ニ
　
ナ
ッ

　
チ
ャ
ウ
ノ
。
（
赤
一
r女
5
：
1
0－
7）

ダ
レ
モ
　
オ
ト
モ
ダ
チ
　
イ
ナ
ィ
ノ
。
／
だ
っ

　
て
幼
稚
園
に
い
っ
ぱ
い
い
る
で
し
ょ
。
／
○

　
ダ
ケ
エ
モ
　
ア
ン
ブ
　
ヒ
ト
　
イ
ナ
イ
ン
ダ

　
モ
ン
。
（
自
一
r女
4：
8－
8＞

○
シ
ン
デ
レ
ラ
モ
　
fイ
キ
・
タ
イ
ナ
ー
」
ッ
テ
。

　
「
ダ
ケ
ド
　
ア
タ
シ
パ
　
オ
カ
ア
サ
ン
カ
ラ

　
イ
ッ
パ
イ
　
オ
シ
ゴ
ト
ガ
　
イ
イ
ツ
ケ
ラ
レ

　
テ
ン
デ
ス
モ
ノ
」
ッ
テ
　
ユ
ッ
テ
　
オ
シ
ゴ

　
ト
ヲ
　
ヤ
ッ
テ
タ
ラ
～
（
赤
一
P女
5：
2－
12
）

三
匹
の
山
羊
の
が
ら
が
ら
ど
ん
の
お
話
で
き

　
る
～
　
や
っ
て
み
て
。
○
ダ
ケ
ド
　
ゴ
ホ
ン

　
ナ
ク
ッ
チ
ャ
　
ダ
メ
。
（
神
一
場
男
3：
10
－
16
）

○
デ
　
ア
レ
ネ
　
ダ
ケ
ド
ネ
　
ボ
ク
　
サ
イ

　
シ
ョ
ハ
ネ
　
ボ
ク
ネ
　
ア
レ
ネ
　
ア
ノ
　
ヒ

　
ト
ダ
ト
　
オ
モ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
。
（
神
一
三
男
4
：

　
e－
25
）

○
マ
ダ
　
ア
ル
ノ
。
〔
い
ち
ご
〕
／
そ
う
／
ダ
ケ

　
ド
ー
　
タ
ベ
ナ
イ
ノ
。
（
神
一
寺
男
4：
4－
7）

○
チ
ョ
ッ
ト
　
チ
カ
イ
ケ
ド
　
ダ
ケ
ド
　
コ
ウ

　
エ
ン
　
イ
ク
　
ト
キ
ハ
　
ハ
イ
ル
　
ト
キ
ハ

　
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
ダ
ケ
ド
　
オ
フ
ロ
ヘ
　
ィ
ッ

○
質
問
と
か
前
文
に

　
つ
な
が
っ
て
い
る

　
と
い
う
意
識
が
幼

　
児
に
あ
る
の
だ
ろ

　
う
か
。
む
し
ろ
，

　
「
そ
の
他
」
の
項

　
に
入
れ
る
べ
き

　
か
。



一 節 戯 さ ○ …

2．
3文
末

テ
　
ガ
ッ
コ
ウ
ノ
　
　
ト
コ
　
　
ト
オ
ル
ト
　
マ

ル
プ
ロ
　
イ
ッ
タ
ラ
　
カ
エ
ル
　
ト
キ
ガ

ト
オ
イ
ン
ダ
モ
ン
。
〔
「
け
ど
」
文
末
と
も
。

意
味
は
っ
き
り
し
な
い
〕
（
神
一
三
男
4
：
0

一
31
）

鯵
ソ
シ
タ
ラ
ネ
　
ア
ナ
ボ
コ
ニ
　
ハ
イ
ツ

チ
ャ
ッ
タ
。
フ
カ
イ
ヨ
，
ダ
ケ
ロ
。
〔
語
順
〕

（
神
一
渡
男
4：
6－
7）

〈
け
ど
（
だ
け
ど
の
略
）
〉

お
と
う
さ
ん
の
仕
事
知
っ
て
る
～
　
○
ウ
ン
。

シ
ッ
テ
ル
。
／
ど
う
い
う
仕
事
し
て
る
の
P

／
オ
シ
ゴ
ト
P／
ん
P／
ド
ウ
　
ヤ
ッ
テ

エ
イ
コ
ラ
　
シ
テ
ル
。
／
ん
～
／
ケ
ド
ネ
，

シ
ラ
ナ
イ
。
（
神
一
場
男
3ほ
0－
4）

rバ
ゲ
㍗
．
、
ぼ
　
　
　
　
㌧
　
鱗
「

麟
オ
ヨ
ガ
ナ
カ
ッ
タ
。
ミ
タ
ダ
ケ
。
／
良
か
っ

た
ね
／
ケ
ド
　
ウ
ミ
ン
　
ト
コ
ニ
　
ボ
ー
ト
　
　
『

デ
　
ワ
タ
ッ
テ
　
ミ
タ
ノ
。
（
赤
一
e
男
4
：
1

一
2）

8で
も

1　
発
話
の
は

　
じ
め

し
1間
投
詞
的

2発
話
中

2．
1文
頭

2上
1間
投
詞

　
的

聞
か
せ
て
ち
ょ
う
だ
い
／
萄
デ
モ
　
イ
イ
ヨ
。

　
（
ノ
」
、
一
学
毎
男
4；
3－
15
）

璽
イ
ナ
カ
。
／
そ
う
。
／
デ
モ
　
サ
　
カ
ボ
チ
ャ

　
オ
イ
シ
イ
カ
ラ
　
カ
ボ
チ
ャ
　
ツ
ク
ッ
テ

　
ク
レ
タ
ノ
。
（
神
一
桑
女
4：
10
－
26
）

幼
稚
．
園
の
お
休
み
の
臼
ど
っ
か
行
く
？
　
○
デ

　
モ
不
一
　
イ
ッ
コ
ダ
ケ
　
イ
ッ
タ
　
コ
ト

　
ア
ル
。
〔
口
ぐ
せ
〕
（
小
一
神
女
4：
1－
6）

A子
ち
ゃ
ん
の
カ
バ
ン
に
は
ど
ん
な
．
模
様
が
つ

　
い
て
る
？
　
○
ツ
イ
テ
ナ
イ
。
デ
モ
ネ
　
ワ

　
ン
ワ
ン
ノ
　
エ
ガ
　
ツ
イ
テ
ル
。
〔
口
ぐ
せ
〕

　
（
小
一
二
女
4：
　
｝
12
）



2．
1－
2
正
し
く
い
つ
も
な
に
か
い
て
る
の
P　
Oイ
ッ
ツ
モ
○
ソ
レ
ガ
　
コ
ワ
イ
ノ
ヨ
。
　
グ
ル
グ
ル
　
マ

／
い
い
お
母
さ
ん
じ
ゃ
な
い
。
／
鯵
ウ
ン
。
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

使
用

ヤ
ッ
テ
　
ナ
イ
カ
ラ
ナ
ー
。
デ
モ
ネ
ー
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
一

Pッ
ト
ト
カ
　
ジ
ド
ウ
シ
ャ
。
（
赤
一
s男
6：

ワ
ッ
テ
　
メ
ガ
　
マ
ワ
ル
ノ
。
デ
モ
　
ア
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

}リ
　
コ
ワ
ク
　
ナ
カ
ッ
タ
ヨ
。
（
赤
一
f女
^こ
わ
く
な
か
っ
た
P／
鱒
コ
ワ
ク
ナ
イ
。
エ

6－
7）

4：
10
－
9）

楽
し
か
っ
た
P　
O
ウ
ン
。
デ
モ
　
ツ
ナ
ヒ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
　
｝

麟
イ
ツ
モ
。
／
そ
う
。
／
デ
モ
ネ
　
ミ
タ
ク
ナ

ン
　
　
ト
キ
　
　
コ
ロ
ン
ジ
ャ
ッ
タ
。
（
赤
一
と
劣
イ
　
モ
ノ
ハ
　
ミ
ナ
イ
。
（
小
一
覧
女
4：
7

6：
0－
8）

一
18
）

○
ネ
ナ
ヵ
ッ
タ
ラ
　
ゴ
ー
ル
ニ
　
ツ
ィ
チ
ャ
爵
～
ト
ベ
ナ
ク
ナ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
デ
モ
　
カ

ウ
。
デ
モ
ネ
　
ネ
チ
ャ
ッ
タ
カ
ラ
　
カ
メ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
τ

^ツ
ム
リ
ハ
　
ヘ
イ
キ
ダ
ヨ
。
　
不
フ
レ
ル

ン
ガ
　
イ
ッ
ト
ウ
ニ
　
ナ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
。
（
赤

ヨ
。
　
（
ノ
」
、
一
汀
扉
男
4：
3－
17
）

烈
男
6：
5樋
8）

　
　
9そ
う
す
る
と

　
　
1発
話
の
は

1　
　
じ
め

潔
　
　
1．
3そ
の
他

ゆ …

2　
発
話
中

2．
1文
頭

2．
1畦
聞
投
詞

　
的

2．
1－
2一
応
正

　
し
く
使
用

○
～
オ
イ
テ
　
オ
ク
ノ
。
ソ
シ
テ
ネ
　
ソ
ウ
ス

　
ル
ト
　
ユ
ウ
ガ
タ
ノ
　
ク
ジ
ン
　
ナ
ッ
テ

　
ミ
ル
ト
～
〔
「
そ
し
て
jで
よ
い
〕
（
自
一
s
男

　
5
：
9－
7）

○
～
イ
チ
バ
ン
　
マ
エ
ガ
　
コ
ロ
ブ
デ
シ
ョ
。

　
ソ
ウ
ス
ッ
ト
　
ダ
ン
ダ
ン
ニ
　
コ
ロ
ン
デ

　
イ
ク
デ
シ
ョ
。
（
赤
一
t
男
6：
0
－
8）

○
イ
チ
バ
ン
（
コ
レ
〉
。
（
ソ
ウ
ス
ル
ト
）
　
コ
レ

　
ナ
ニ
カ
　
ト
ラ
エ
タ
カ
ラ
　
（
キ
テ
）
　
オ
ッ

　
カ
ケ
テ
ン
ノ
。
〔
意
味
不
明
〕
〔
聞
投
詞
的
〕

　
（
赤
一
d萎
弓
5：
4－
13
＞

（
テ
ー
プ
）
裏
返
し
に
し
て
ま
た
入
れ
る
の
よ
。

○
ソ
ウ
ス
ル
ト
　
ド
ウ
　
ス
ン
ノ
〔
な
ん
の
〕
？

　
（
ノ
ト
ー
f左
男
4
：
3
－
1
8
）



卜
○ ~

2．
ユ
ー
3他
の
意

味
の
と
こ
ろ

に
使
用

2．
！
－
3－
1「
そ

鯵
～
ズ
ッ
ト
　
マ
ッ
ス
グ
　
イ
ッ
チ
ャ
ウ
ノ
ネ
。

れ
か
ら
」
の

ソ
ウ
ス
ル
ト
ネ
　
コ
ッ
チ
ヘ
　
マ
ガ
ル
ノ
。

意
ヒ
ダ
リ
ニ
；
（
小
一
狂
女
5：
1－
7）

2．
1－
3－
2　
「
そ
○
～
ッ
ク
ッ
テ
　
オ
ク
ノ
。
カ
：
ゴ
ノ
　
ワ
ナ
ヲ
；

し
て
」
の
意
ソ
ウ
ス
ッ
ト
ネ
　
　
ク
ダ
モ
ン
モ
　
オ
イ
ト
イ

テ
ネ
　
ソ
ウ
ス
ル
ト
ネ
　
タ
ベ
ヨ
ウ
ト
　
シ

テ
　
ハ
イ
ツ
タ
ラ
　
パ
ッ
テ
　
ツ
カ
マ
エ
ル

ノ
。
　
（
，
巨
｛
一
s　
男
5：
9－
9）

○
ダ
ン
ダ
ン
ニ
　
コ
ロ
ン
デ
　
イ
ク
デ
シ
ョ
。
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

ウ
ス
ル
ト
　
コ
ロ
ン
ジ
ャ
ウ
ノ
。
　
ミ
ン
ナ
；

（
赤
一
t男
6：
0
－
8）

2．
2文
中

て
，
そ
う
す
る

と
の
場
合

2．
2－
2一
応
正

○
ク
ダ
モ
ン
モ
　
オ
イ
1
・
イ
テ
　
ソ
ウ
ス
ル
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

麟
ソ
コ
ヲ
ネ
　
ワ
タ
ッ
テ
　
ソ
ウ
ス
ル
ト
　
ボ

㎝
し
く
使
用

ネ
　
タ
ベ
ヨ
ウ
ト
　
シ
テ
　
ハ
イ
ツ
タ
ラ

ク
ン
チ
ヘ
　
チ
ュ
ク
ノ
。
（
ノ
1い
永
男
4：
4－
6）

一 パ
ッ
テ
　
ツ
カ
マ
エ
ル
ノ
。
（
自
一
s男
5
：
9

一
9
）

1
0そ
の
他

じ
ゃ

○
コ
レ
デ
　
イ
イ
ノ
～
／
そ
う
。
／
ジ
ャ
ネ

　
シ
マ
ウ
マ
ノ
　
ト
コ
　
イ
ッ
タ
ノ
。
ミ
ツ
ケ

　
タ
ラ
；
（
赤
一
r
女
5
：
10
－
10
）

／
田
舎
で
も
い
い
し
／
○
ウ
ー
ン
　
ジ
ャ
ー

　
イ
ナ
カ
ノ
ネ
。
（
治
一
k男
5
：
8－
4
）

／
こ
っ
ち
が
一
番
よ
。
／
○
ウ
ー
ン
　
ジ
ャ
ー

　
ド
（
ウ
）
シ
テ
　
コ
コ
　
サ
ン
ッ
テ
　
カ
イ
テ

　
ア
ル
ノ
？
　
（
赤
一
d男
5：
4－
16
）

鯵
ジ
ャ
　
ミ
レ
バ
　
イ
イ
ジ
ャ
ナ
ィ
。
（
神
一
規

　
男
4：
6－
1！
）

持
っ
て
な
い
ん
だ
も
ん
。
○
ジ
ャ
　
カ
ッ
テ

　
ク
レ
バ
。
〔
間
投
詞
的
・
口
ぐ
せ
〕
（
小
源
女

　
3：
7－
26
）

○
～
ウ
チ
　
シ
ッ
テ
ル
？
／
知
ら
な
い
。
／

　
ジ
ャ
　
コ
ン
ド
　
ウ
チ
ニ
　
ク
ル
　
ト
キ
ニ

　
ハ
　
オ
シ
エ
テ
　
ア
ゲ
ル
。
（
小
一
神
女
4
：
1

　
－
4）

死
な
な
い
よ
。
勉
強
し
な
い
だ
っ
て
。
○
ジ
ャ

○
話
題
の
転
換



そ
れ
に

そ
れ
と

、 b
か
だ
れ
そ

一 さ ⊃ ホ ー

そ
れ
で
も

／
交
逓
；
事
故
な
ん
て
見
た
こ
と
あ
る
？
／
○

　
～
ト
ラ
ッ
ク
ニ
ネ
ー
　
ホ
ラ
　
シ
タ
ニ
　
ハ

　
イ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
リ
ネ
ー
　
タ
ク
シ
ー
ニ
　
ブ

　
ツ
カ
ッ
タ
リ
不
一
　
ソ
レ
ニ
冬
一
　
ス
ピ
ー

　
Fイ
ハ
ン
ダ
ッ
タ
リ
。
（
赤
一
〇
女
6：
1
－
25
）

／
そ
れ
か
ら
？
／
鯵
ソ
レ
ニ
　
ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ

　
ク
。
（
自
一
t
女
6：
4
－
12
）

麟
オ
ハ
ナ
　
カ
レ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
ソ
ン
ダ
カ
ラ

　
ミ
ジ
ュ
　
カ
ケ
ヨ
ウ
ト
　
モ
ッ
タ
ノ
。
（
E，
1
　
一
　
z

　
男
5：
8
－
15
）

鯵
ソ
イ
デ
ネ
　
ソ
レ
ダ
カ
ラ
ネ
　
モ
ウ
ネ
　
ユ

　
カ
チ
ャ
ン
チ
　
イ
カ
ナ
イ
ノ
。
（
自
一
〇
女
6：

　
！
－
6）

○
オ
ジ
イ
サ
ン
モ
　
ユ
ッ
タ
ノ
。
　
ソ
ン
デ
モ

　
イ
ク
ッ
テ
ッ
タ
ラ
　
オ
ジ
イ
サ
ン
ト
　
オ
バ

　
ア
サ
ン
ハ
「
ソ
ン
ナ
ラ
　
ィ
ッ
テ
ラ
ッ
シ
ャ

　
イ
ッ
」
チ
ュ
ッ
テ
～
（
自
一
u女
6：
5－
19
）

た
の
し
い
こ
と
は
。
　
○
ア
ノ
　
ナ
イ
ケ
ド

　
ネ
ー
。
　
ソ
イ
デ
モ
ネ
ー
　
ボ
ー
ル
ナ
ン
ヵ

　
ア
ソ
ブ
ノ
ガ
　
タ
ノ
シ
イ
。
（
赤
一
a男
5：
11

　
－
12
）
〔
間
投
詞
的
〕

馨
ナ
ン
ダ
カ
　
チ
ン
ナ
イ
ケ
ド
　
ソ
レ
デ
モ

　
ガ
マ
ン
シ
テ
モ
　
ナ
ン
ダ
カ
　
ケ
ン
カ
シ
タ

○
ハ
タ
グ
ミ
ニ
　
イ
ッ
テ
　
ソ
イ
デ
　
オ
ニ
ギ

　
リ
　
タ
ベ
テ
　
ア
ト
　
ギ
ュ
ウ
ニ
ュ
ウ
　
タ

　
ベ
テ
　
ソ
レ
ニ
　
オ
セ
ン
ベ
エ
　
コ
イ
ダ
ケ

　
タ
ベ
テ
，
（
自
一
k男
4：
8－
！
）

鯵
タ
ン
ポ
ポ
ノ
　
ハ
ナ
ヤ
。
／
そ
う
。
／
ソ
レ

　
ニ
　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
　
ア
ル
デ
シ
ョ
。
（
神

　
一
桑
女
4：
10
－
！
1）

○
ホ
イ
ク
　
タ
イ
ソ
ウ
ト
ネ
　
ナ
ガ
グ
ツ
ヲ

　
ハ
イ
タ
　
ネ
コ
ト
ネ
…
…
　
カ
ケ
ッ
コ
デ

　
シ
ョ
。
ソ
レ
ト
ネ
ー
　
ハ
ト
ポ
ッ
ポ
タ
イ
ン

　
ウ
1・
ネ
…
…
（
赤
一
r女
4：
10
～
3）

ん
汐
ヤ

コ
睦
二 ー
ズ 7

ミ ー 1
　 7

ラ
カ
ダ
レ
ソ

彊
タ
成
ト
↑

　
ナ
ニ
ガ
　
シ
ム
〔
死
〕
ノ
？
（
小
一
佐
男
4
：
3

　
－
7）

鯵
バ
ッ
タ
ダ
ッ
チ
　
ダ
レ
カ
ニ
　
ヤ
ッ
タ
　
コ

　
ト
　
ア
ル
ン
ダ
カ
ラ
。
ソ
レ
ニ
ネ
　
イ
W
ノ

　
ツ
イ
テ
ル
　
バ
ッ
タ
ミ
タ
イ
ナ
　
カ
タ
チ
ノ

　
ボ
ク
　
ミ
ツ
ケ
タ
ン
ダ
カ
ラ
ナ
ー
。
（
赤
畷

　
男
4：
2－
14
）

○
～
オ
テ
テ
デ
　
ヤ
ッ
タ
ノ
。
ソ
イ
ダ
カ
ラ
ネ

　
ア
ー
カ
イ
ヤ
ッ
テ
　
ヤ
ッ
テ
ン
ノ
。
〔
意
味
不

　
明
〕
（
ノ
1・
一
矢
女
4：
0－
15
）

○
累
加
の
意

○
累
加
の
意

○
条
件
，
展
開

○
条
件
，
逆
接



そ
ん
な
ら

（
そ
れ
）
だ
っ
た

　
ら

｝ 譲
　
そ
う
す
れ
ば

ゆ ｝

そ
う
い
え
ば

そ
れ
と
も

と
こ
ろ
が

じ
ゃ
な
く
て

　
イ
ノ
。
〔
間
投
詞
的
〕
（
自
一
y
男
6：
0－
15
）

○
ソ
ン
デ
モ
　
イ
ク
ッ
テ
ッ
タ
ラ
　
オ
ジ
イ
サ

　
ン
ト
　
ォ
バ
ア
サ
ン
ハ
「
ソ
ン
ナ
ラ
　
イ
ッ

　
テ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
ッ
」
チ
ュ
ッ
テ
　
オ
バ
ア
サ

　
ン
ハ
　
キ
ミ
ダ
ン
ゴ
ヲ
　
ツ
ク
ッ
テ
　
オ
ジ

　
イ
サ
ン
　
モ
モ
タ
ロ
ウ
ノ
　
ハ
タ
ヲ
　
ツ

　
ク
ッ
タ
ノ
。
（
91
］
　
一
一
u女
6：
5－
19
）

○
ウ
サ
ギ
サ
ン
ネ
　
カ
メ
ヨ
リ
　
ハ
ヤ
イ
カ
ラ

　
ジ
マ
ン
シ
テ
ネ
　
ダ
ッ
タ
ラ
ネ
　
カ
メ
ク
ン

　
ガ
ネ
　
ム
コ
ウ
ノ
　
ヤ
マ
マ
デ
　
キ
ョ
ウ
ソ

　
ウ
シ
テ
　
ミ
ヨ
ウ
ッ
テ
　
ユ
ッ
テ
～
（
赤
一
U

　
男
6：
5－
17
）

○
～
コ
ン
ド
ハ
　
コ
ッ
チ
イ
　
マ
ガ
ッ
チ
ャ
ヘ

　
バ
　
イ
イ
ノ
ネ
。
　
ソ
ウ
ス
レ
バ
　
ツ
タ
ノ
。

　
（
萌
≒
一
a
男
5
：
ll
－
14
）

鯵
ゴ
カ
ラ
　
ギ
ャ
ク
P／
そ
う
。
／
ソ
ン
ナ
ラ

　
ゴ
ー
　
ヨ
ン
サ
ン
ニ
イ
　
イ
チ
ゼ

　
τ
コ
。
　
（
神
一
井
男
5：
0－
15
）

鯵
～
ハ
ネ
ナ
ガ
ラ
　
ニ
ゲ
タ
ノ
。
ト
コ
Wガ
ネ

　
イ
シ
ニ
　
ブ
ツ
カ
ッ
テ
ネ
　
カ
メ
ノ
　
ホ
ウ
ガ

　
イ
チ
バ
ン
　
ハ
ヤ
ク
テ
ネ
　
ウ
サ
ギ
ハ
ネ

　
タ
オ
レ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
。
（
神
一
規
男
4：
6－
20
）

○
「
ソ
ン
ナ
ラ
　
オ
マ
エ
ヲ
　
タ
ベ
チ
ャ
ウ
ゾ
」

　
〔
物
語
〕
（
神
一
高
男
4
：
4－
25
）

鯵
ア
ー
　
ソ
ウ
イ
エ
バ
サ
ー
一
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お　わ　り　に

　　　　　　一まとめと将来への考es一一

　幼児の話しことばの文構造の研究は，現代語を研究するものにとって，興味深い研究対象では

あったが，なかなか荷の重い仕事でもあった。十分に調査研究がなされたとはいえない。問題を

残したままの段階でまとめたような状態である。しかし，この調査からでもわかったことは多い。

本文で述べてきたわけだが，ここに箇条書きにして気づいたことを要約する。

　①3歳から6歳の幼児は，年齢を問わず，わりによくしゃべB，不整文もあるとはいえ，いろ

いろの構文を使用している。

　②とはいっても，このような調査では，上位の幼児の用例が取られるきらいがあるので，全体

からいうと，単文では五つ以上の文節からなる文，複文では主語五つ以上からなる構文は十分に

使えないといえそうである。年少，年中は全体の幼児からいうと単純な文構造の文で話している

のである。

　③具体的な用例はそれぞれの使用例をみていただくことにして，構文の上では，年少と年長の

間に一段のめざましい違いがあt）　，年中が，その橋渡しの役目をしているといえる。したがって

年少では使用できない構文が年中でよく使用されているというような場合もみられる。特に複文

のうち，接続助詞を二つ以上もつ形式で主語四つからなる文までについては，年少の使用数が少

なく，年中はよく使用している。また，連体修飾語の節をもつ購文は年少にほとんどなく，これ

は年中でも少ない。年長にならないと使えないのである。複文構造では特に年少において前後の

関係をはっきり理由づけて話せず，「から」よりむしろ「て」を用いて並列的に述べる傾向がみら

れる。「から」をもつ文は「から」文末の省略文あるいは補足文ともいえる文に多い。

　④文末形式では，使溺のまちがいも少しはみられるがほとんどの年少児が簡単な形式は用いて

いる。使役の助動詞については逆にほとんどの幼児が使えない。推定の「らしい」もむずかしい

ようである。

　⑤接続詞については，fそれで」「そして」を間投詞的に愛用している。接続助詞fて」と結び

ついた「て，それで」「て，そして」などの言い方を好む。文を連接して話す時，幼児はまだ簡潔

な要領のよい複文構造の話し方ができないからだろう。「～て～て」で連接する複文構造で話す傾

向もあるが，これらとともに，文意識の未発達のためと思われる。

　⑥言入別文節数を調べたが，長く話すことと，きちんとした構文を話すこととの相関はどうで

あろうか。数字であらわせないが，少ししか話せない幼児は問題外にして，きちんとした購文で

話している幼児は中以上の長さの話をしているようである。

　用例によく登場してくる幼児は，文節数の多いほうに属する幼児であることはもちろんである

が，整わない話し方として用例にあがる幼児と，整った話し方をして登場する二種の幼児群があ

る。年長でみると自S男と自1女は前者の例で，赤W男と赤0女は後者の例である。年少では神

三男が前者で，小佐男が後者といえる。しかしこれとて厳密な結果ではない。このような面から

の資料の用い方もあるのである。

一249一



　次に思いつくままに調査の反省も含めて今後の研究課題について述べる。

　（1適例をあげるときに，必要に応じて主語の欠けたものはかぎかっこで補い，補語については

一部を補った。格助詞，副助詞の欠けているものは内容の理解できるものは補わなかった。接続

助詞の「て」の意味がfので」となるところは，幼児が「ので」をうまく使用できないので補っ

たところもある。（「ので」の使用数は少ない〉これらについては問題もあるが，構文の分析をす

る場合，幼児の深層に入って分析したほうが，わかDやすいと思ったからである。深層に入った

つもりが，そうなっていないことを恐れる。

　②数をあげたことについて　　この調査は数を調べるのが臼的でなく，幼児の文の構造とその

発達をみることをめざしており，もともと時間制限をせずに話題をいくつか決め，幼児に自由に

話させたものである。しかし，どのくらいの数が使えるものかを知りたくなり，調査者の心覚え

にメモしておいたものをそのまま原稿にのせた。そのような数字である。

　（3）どのような方法論で分析調査をやるかということは何よりも大切なことで，ここでは調査者

の文法観が問われるだろう。その点反省することが多いが，今後すぐれた現代語文法が確立され

た時点で，そのような観点から調査してみたいと思う。今兇えなかった幼児の文構造の特色もそ

こでは見えてくるかもしれない。

　しかし，そのような本質論にさかのぼらないでも，この幼児の話しことばの資料を使ってさま

ざまな概究をすることができる。たとえば次のようである。

　話題として，幼児の家族について「おうちにだれとだれがいますか」という質問をした。それ

の答の構文はさまざまであった。この一問答からも文の構造の発達が兇られるのである。

　この質問に対する答は大体fAト　Bト　Cjという並立構文が多い。その他，「Aト　Bト

ソレダケ」の構文。これらは年齢を問わずある。そのほかの構文をあげて，年齢的発達を見ると，

数字を入れたり，文末に動詞を入れる構文を使っている。4歳以前に比べると表現に発達が見ら

れるのである。語彙の発達とも密接に関連している。

　○コドモガ　オネエサンガネ　サンニンデネ　ヨウチエンガ　ヒトリデネ　オジイチャンガネ

　　シンジャッテネ　ショウ（この中は聞きとれなかった）ガネ　イテネ　オトウサンモ　イテ

　　オカアサンモ　（イル）。（小少一稲男4二4＞

　年中になると自分も家族のメンバーになる。「あたし」「ぼく」が醤える。年齢でいうと5歳前

後からである。たとえば，

　○ノリコトネ　ママト　オトウサント　ボク。（赤酒一s男5：6）

　○イモウトトネ　オカアサント　オトウサント　アタシシカ　イナイ。（赤中一q女5：2）

　次のような構文も出てくる。

　○カゾクデ～／そう〔質問者の返答〕／パパト　ママト　オaイチャン　イマス。（赤中一P女

　　5：2）

　「家族」などということばや「います」とていねい語を使う幼児もでてきている。年長には次

　　のような感文もある。

　○イマハネ　オトウサン　シッチョウ　シテルノ。　イマハネ　オカアサント　オネエサント

　　ネ　ボク。（赤長一。男6：3）
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　「今はね」と限定して答えているところなど，なかなか正確である。こんなふうに問への反応

の発達を見ることによって，幼児の言語の発達の様相もみることができるのである。その他質問

者の質問に二つのことがらがあった場合，はじめに反応：するのでなく終わりの部分に反応すると

か，どのような質問に対してはどのような反旛がかえってくるかとか，という伝達の問題もある。

文構造の発達研究についても調査し残したことは多い。本文でそれぞれ述べた。今後の課題にし

たい♂
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付1　幼児の話す長さ

　問答形式によって，話題をきめて幼児と話した場合，幼児はどれくらいの話をするものか調べ

てみた。

　調べかたにいろいろの方法があるが，ここではまず次のようなものの平均数をみた。幼児はこれ

までと同様，年中，年長同一幼児，年少は神谷，小川の幼児である。（1）文節数，②文数，㈲発話数，

（4）一文中の文節数，（5）一発話中の文節数（6）アノネ，ウーーントネ数（7）アノネ…を一文節として

数えた場合の全文節に対する割合。次表がそれである。

　　　　　　　　　　　　　　種々の方法でみた幼児の話す長さ

露性別 ω文節数 （2）文数
　　　　　（4）一文中の（3）発話数　　　　　　文節数 ㈲一発話中

@の文節数
（6）アノネ～

@の数
（7）アノネの

@割合

男 400．55 91．64 66．14 4．37 6．G6 49．91 12．46％
年
　
長
女 378．69 82．38 57．75 4．60 6．56 32．69 8．63％

計 39L34 87．74 62．61 4．46 6．25 42．66 10．90％

男 221．05 6636 45．27 3．33 4．88 29．45

　
1
3
．
3
3
％
「

年
　
中
女 236．94 60．31 43．94 3．93 5．39 28．1gill．90％

計 227．74 63．82 44．71 3．57 5．09 28，92i12．70％

男 335．18 112．14 72．32 2．99 4．63 46・27｝13・81％
年
　
少
女 266．77 94．54 64．！5 2．82 4．16 28．00　　10．50％

計 309．77 ！05．60 69．29 2．93 4．47 39．49 12．75％

　年中と年長は同一幼児なので比較できる。平均的にみると，文節数も文数も発話数もともに年

齢があがるにしたがって多くなっているのがわかる。年少児が年中児より数が多くなっているの

は，たまたま調査時に先生から聞いていた物語を長く話していたことと，一人の幼児が特別にお

しゃべりで，年長児よりも多く（採集例の中でトップ）話していたことなどの影響である。

　一文申の文節数をみると，年少児は，話した文数も文節数も年長児より多いにもかかわらず少

なくなっている。短かい文をたくさん話していることがわかって面順い。

　「アノネ」「ウーントネ」の数を調べたり，文節中の割合をみたのは，次のような理由による。

　①これら間投詞を幼児が非常によく使う。②これら間投詞があることによって幼児の切れない

長い文も理解できるとか，文が飛躍しても理解できるなどのこともある。これら間投詞は別に研

究してもよい問題である。③しかし，この調査では，用例として幼児の話しことばを使用する場

合，紙面には煩雑ということなどもあって，必要な場合以外は省略した。

　そこで，なんらかの形で，このような形式のあることを残すために，調査してみたわけだが，

全文節に対する割合は約一割ということになる。年齢を問わず女児より男児にいくらか多い。

　次に，最：高，最低の文節数と発話数その他をみると次表のようになる。
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最趨，鍛低文節数他

年　　　　長 年　　　　中 年　　　　少

男 女 男 女 男 女

文　節　数 780～159 724～！41 605～56 550～112 1，496～34 647～10

文　　　数 ／41～57 138～33　　　169～32 94～37 430～24 321～9

発　話　数 92～38 80～32　　　70～29 76～30 ！42～20 ユ85～10

アノネ…数 98～10 108～5　i130～l　　　　　i

86～4　　　174～0 65～1

　文節数では年齢を問わず男児が最高文節数で話している。年長児は最高780，最低141文節を話

し，年中児は最高605，最低56，年少児は最高1，496，最低leという数字が出ている。最高はとも

かく，最低数では，年少児から年中，年長へと話す数がふえていることがわかる。その他につい

ては表をみていただきたい。ここにあげた数は，なんらかの話をした幼児のもので，全くしゃべ

らない幼児が一クラスに一，二名はいるのである。

　なお，個人別文節数については第！部で述べておいた。

　この調養では，話題をきめて幼児に答えてもらったが、これら話題についての幼児の反応を文

節数で調べてみた。以下の表のようである。

話題別にみた文節数（平均）

　　謡
N齢ど　題
@性別

①親の
@仕事

②生猛
@報告

③テレ

@ビ
④お話 ⑤道関脇

⑥ライ　オン

⑦かめ ⑧花 ⑨熊

年長 ユ3．08 67．08 65．03 47．32 17．52 25．34 29．87 16．05 ！5．53

年中 8．71 38．16 25．42 26．18 11．95 20．18 22．18 12．89 15．26

年少 10．25 45．71 28．1！ 8．40 9．51 il．7！ 13．14 9．74 10．？4

男 13．14 53．45 42．20 24．68 13．違！ 21．06 2L33 12．67 13．21

女 7．07 46．02 36．35 33．29 12．62 16．66　22、89 13．44 14．98

全体 10．67 50．44 39．83 27．81 13．09 ！9．28 21．96 12．98
　　一
P3．93

　九つの話題について平均文節数をみたことになるが，幼児が一番長く話してくれた話題は，②

の生活報告と③のテレビで，ついで④のお話という順である。⑤は道順，⑥以下は絵をみての話

である。年齢別にみても，生活報告，テレビ，ついで物語の順で，性別からみても同じである。

生活報告とテレビとお話の差は，年長にいくほど話す長さが接近している。年少はテレビとお話

を話す長さが，生活報告よりうんと短かく，年中は，テレビとお話は短かくなっているが，年少

がお話がうんと短かいのに比べて，テレビより少し長く話している。（年中の女児にお話を長く話

した幼児がいたので平均に響いているのかもしれない。）

　もう一一一一つ興味のあることは，男児はテレビでみた漫画などを長く話し，女児は聞いたり読んだ

りした物語を長く話していることである。また，年少では，物語を話すよりも，テレビで視聴し

た話をするほうが長かったということである。その他，①親の仕事については，父親の仕事を知っ

ている幼児は少なかったが，それでも長く話したほうは男児で，女児が短かいのが年齢を間わず
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めだっていた。⑤道順もむずかしい。この報告書では用例としては，接続詞のところで主として

用いた。絵をみての話では⑦⑥⑨⑧の順序で文節数は短くなっている。これら話は，理解して話

すというのでなく，絵があるから，描かれているままを順々に話せばよいというような傾向がみ

られた。深く追求しなかったが，絵を用いての調査は今後の課題にしたい。

　次に話題別の最高，最低文節数をみると，その話題について全くしゃべらなかった幼児のある

ことがわかる。

話題別最高，最低文節数

　　話
N齢と　題
@性別

①親の
@仕事

②生活

@報告
③テレ

@ビ
④お話 ⑤道順

⑥ライ　オン

⑦かめ ⑧花　　⑨熊

年長 0～71 ！1～241 6～261 0～238 0～78 11～57 9～142 9～35 7～37

年中 0～99 0～164　0～！18 0～173 0～62 0～56 3～52 0～26 0～48

年少 1～61 1～126 2～158 2～68 1～63 1～43 2～35 3～23 5～47

男 1～99　　0～241 0～190 0～161 0～78 0～57 2～68 0～32 0～48

女 0～25　　1～170 2～26！ 0～238 0～62 0～53 2～142 0～35 0～47

全体 0～99 0～241 0～261　0～238 0～78 0～57　2～142 0～35 0～48
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付2 補足文の構造の分析

2．1補足文の構造

　文の中では，述部が最後にきている構造が普通であるが，話しことばのため，（1）文の成分の欠

けているものを追加補充した構文と，②内容の追加や成分の訂正補充をした構文，その他に大き

く分けられる文の構造がある。補足した成分をもつ文というわけで，ここでは補足文と名づけた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注1）
この補足文をなお細分化して，幼児にはどのような構造が多いか以下にみていくことにする。矯

例に使った幼児は，これまでと同様に年長，年中は同一幼児，年少は神谷，小川の幼児である。

なお，補助資料の用例も⑳であげておいた。章末には使用例をあげる。

2．1－1　文の成分の欠けているものの追加補充

　　これはいわゆる倒置といわれる形式のものを多く含んでいる。この中を13に細分化して用例

　をあげる。

　1．1　主語の補充

　！．2　補語の補充

　　文の成分のところで述べた（第2部第2章）補語1，補語2がこの中に入る。

（注1）国立国語研究所報告！8『話しことばの文型（琳（70～80ぺ）によると，宮地裕氏は倒置の表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　規として扱っている。そして，倒概の表現は，間に無理がなく，後薦成分の可逆性のものに限定

　　している。ついでにいうと似た形態をとっても不可逆性のものは，その後置成分を単独の省略文

　　または独立の一文と認めるとして，倒置文では扱っていないのである。また別のところで「文＋

　　省略の不完全文」を名づけて補充の表現というほうがよいかと思うが，名称のことはしばらくお

　　くと述べている。そして，大人の話しことばでは，概括的に言えば，後置部分は“単純な連用修

　　飾格に立つ成分一つのものが多い”といってよいと述べ，数と用例をあげている。数をあげてお

　　く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例数

歯293例

1

I
I
III

1成分後置240例

（1）主格後訟…………・…・…・…………・…・・……………89

（2＞　用｛【多格ぞ麦置・・一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一・・・・…　一・・一・・・…　一・・143

　　　　（うち）副　詞……・・……・……・・…………・…（52）

　　　　　　数　 言論・・一・一・・・・・・・・・・・・・… 一・・・…
@一◎・・。・・（4）

　　　　　　その他………………・・………・………（87）

（3＞体修格後禮・……………・・……………・…・・…………6

（4）独立格後置…………………………・・………・・……・・2

　　　　（うち）接続詞…………・・…・・…・……………・（2＞

2成分後鷺……………◎◆……………・…曹………・…・……・…………∴……・…・…28

kEil・・・・…一…一・…一・・…一・・・・・・・・・・・・…一・i・・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・・・・…一…一・・・・・・・・・・・・・・・・・…25

（くりかえし的表現のもの）

　ま
（☆）　ここに述べてある間についてであるが，幼兇の資料は質問者（筆者）が幼児に話しよい場をつ

　　くってやるために「そう」とか「うん」とかで合つちをうった。（紙函では然で代表してある。）

　　そのため，不必要に合つちが多い。そこで，この種の合つちは全部取ることにした。そのため，

　　間が引用例には見られないのである。もっと厳密に補足文の研究をする場合は，録音文字化の段

　　階で，間かどうかの区別をすべきであろう。
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　1．3場所の補充

　　補語3に相当するものの補充である。

　1．4　連用修飾語の補充

　　この中には，節の補充とか，単位文の補充がある。

　1．5　時の補充

　1．6　理由の補充

　1．7　連体修飾語の補充

　L8　接続詞の補充

　1．9　独立語の補充

　1．10題目語の補充

　1．11成分の一部の追加補充

　1．12これらの成分の：重なっている補充

　1．13文中に挿入しての成分補充

　　「て＋それで」「から＋それから」他で連接している文の「て」と「それで」の中間に前文の

　補足として追舶されるもの。主語，補語，連用修飾語，理由の成分補充がある。

2．i・一2　内容の追加や成分の訂正補充

　2．1　文や文中に内容を追加補充

　　これは，一応文が完成したのち，文の内容の不十分さや，内容を豊かにするために追加補充

　するもので，以下の二種類の形式がある。

　2．1－1内容の追加補充

　　この中には，節を含む文の追加もある。

　2．1－2文中に挿入しての内容の追加補充

　2．2　前に話した成分の訂正補充

　前に話したことばの不十分さを訂正して，正確なことばで伝えようとするのだとか，ただ訂正

という場合もある。前のことばが形式としてあらわれているもので，それにも傍線をつけた。成

分に分けてどのことばの訂正が多いかみた。

　2．2－1　主語の訂正補充

　2．2－2　補語の言了正補充

　2．2－3　場所（補語3）の訂正補充

　2．2－4　連用修飾語の訂正補充

　2．2－5　時の訂正補充

　2．2－6　理由の訂正補充

　2．2－7　連体修飾語の訂正補充

　2．3　文末部分の訂正補充

　　この中には訂正のみでなく，内容の補充も入っている。位置が文末の場合である。

　2．4　成分および内容など二重の追加補充

　　成分と内容の補充だったり，補足文をまた補足するというものだったりする。
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2．1－3　くりかえしての追加

　　これは，文の中で大事だと思われるところをもう一度くりかえして話しているようにもとれ

　るが，それほど深い意味でなく，反復に過ぎないもののようでもある。数は多くない。

2．1－4　意味不明のもの

2．2　まとめ

　幼児の補足文がどのような割合を示しているか数字をあげてみると別表のようである。（数字に

ついては前に述べた参考程度とみていただきたい）

　1の文の成分の欠けているものの追加補充が年齢に関係なく多い。特に年少に多い。中でも主

語，補語の補充が多いのは，大切な成分で，それを補わないと意味がとれないと自覚しているの

だろうか。年少児には主語補充が多い。但し，話しことばなので，いつも倒置的な文で話す幼児

も（大人にもある）いるわけで，話しぐせということもあるので，そのように言ってしまってよい

か疑問がのこる。年長児は理由の補充が多く，年少児は場所の補充とか連用修飾語の補充が多く

なっているのがめだっている。連用修飾語補充は年中も多い。連用修飾語補充が節をなしたり，

つまり，連用修飾部になっているのは全体に少ない。時の補充は年齢を問わず少ないが，年長の

例は用例をみるとわかるように，「ヒチジハン」などと数字をくわしくあげている。（語彙の発達

ともみられる）成分の一部の追加補充は，姓名のうち姓を追加したり，並列してあげなければな

らないうちの一方をのちに追加するもので例は少ない。補助資料にあった。文中に挿入しての成

分補充は，年少に見られなかった。

　2のうち，内容の追舶補充をみると，全体には！のように多くないが，年長，年中が多く，年

少は少ない。2．1の内容の追加は，前文の内容の不十分さを補充したりするもので，馬鎧高いレベ

ルの知能が要求されるからだろう。年少にはなかった。文中挿入の内容追加補充の例は年長のみ

に二例みられた。

　「前に話した成分の訂正補充」はただの訂正もあるが，そればかりでなく正確な内容に訂正す

るための補充もあるので年少は少ない。成分を細分化してみるとどうであろうか。時，理由の補

充は年中，年少ともない。連体修飾語，連用修飾語の補充は年長でも補助資料にみられたに過ぎ

ない。訂正されることばの中には，「これ」とか「ここ」とかの指示代名詞のものがめだつ。

　文末部分の訂正補充も，年少に少ない。成分および内容などの二重追加補充は，正確に表現し一

ようとする意図のあらわれで，高度のレベルに属している。そのため全体に使用数も少ないし，

年少では特に少なく，使っている幼児も限られている。

　3のくりかえしの補充は，強調の意味もあるかもしれないが，あまり好ましい現象ではない。

　4意味不明のもの一この中には録音不明瞭で意味不明のものは入っていない。意味のとれな

いもののみである。

　全体の文（きめのあらいものであるが調査した文数付1にあげたもの）に対して補足文がどの

くらいの割合であるかを参考のためあげておいた。補足文がめだつのに比して，3～5％という

割で少ないことがわかる。

　幼児の補足文には成分追加の補足文，いわゆる倒置文が多く，内容追加，訂正補充の補足文は
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非常に少ないこと，年少でそれが特に顕著であることがわかった。また，文の成分の西からみる

と，1，2に関係なく，時の補充，理由の補充，挿入的補充が全体に少なく，特に年少では少な

いこともめだっ現象であった。これは第2部の文構造の分析のところでも述べたことで，幼児の

文構造の特色と言える。この種の語彙の発達も関係しているだろう。

　前にも述べたが補足文が話しぐせの幼児がいることもみられた。補助資料から年少児の一例をあ

げてみる。1の主語補充（8），補語補充（4），場所補充（1），時の補充（1），理由の補充（1），連園修飾語

補充（2），成分の重なっている補充（1），2の内容追加（2），訂正補充（1），計21回にもなっている。

幼児の補足文の形式の割合

年　　齢 年長 年中 年少

補足文の形式　　　　割　合 ％ ％ ％

1文の成分の欠けているものの追加補充 65．7 55．8 82．4

L1主語の補充 8．4 12．5 15．2

1．2補語（補語L2）の補充 14．5 2．9 13．6

1．3場所（補語3＞の補充 72 8．7 16．8

L4連用修飾語の補充 7．7 11．5 17．6

L5時の補充 3．9 1．9 3．2

1．6理由の補充 15．5 7．7 7．2

L7連体修飾語の補充 0．7 4．8 3．2

1．8接続詞の補充 L3 0 2．4

1．9独立語の補充 0 0 0．8

L10題目語の補充 0．7 LO 0

1．11成分の一部の追擁補充 0．7 0 0

1．！2これらの成分の重なっている補充 1．9 2．9 2．4

1．13文中に挿入しての成分補充 3．2 1．9 0

2内容の追加や成分の訂正補充 25．2 25．0 7．2

2．！文や文中に内容を迫加補充 6．5 4．8 0

2．1－1内容の追加補充 5．2 4．8 0

2．1－2文中に挿入しての内容の追加補充 ！．3 0 0

2．2前に話した成分の訂正補充 9．0 10．6 4．0

2。2－1主語の訂正補充 1．3 2．9 0．8

2．2－2補語の請正補充 3．2 4．8 3．2

2．2－3場所（補語のの訂正補充 1．9 2．9 0

2。2畷連潮修飾語の訂正補充 0 0 0

2．2－5時の訂正補充 0．7 0 0

2．2－6理由の訂正補充 L9 0 0

2．2－7連体修飾語の訂正補充 0 0 0

2．3文末部分の訂正補充 8．4 7．7 L6
2．4成分および内容など二重の追加補充 L3 ！．9 1．6

3くりかえしての追加 5．8 11．5 5．6

4意味不明のもの 3．2 7．7 4．8

使用した全体の文数に対する割合 4．7 4．3 3．4
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　　現代雑誌九十種の用語用字（1）

　　現代雑誌九十種の用語用字（2＞

　　話

　　横組の字形に関する研究
　　現代雑誌九十種の用語用字（3＞
　　　　一分　　　 折一

　　小学生の言語能力の発達

　　共通語化の過程　　　　一北海滋における親子三代のことば一

　　類義語の研究　　戦後の国民各層の文字生活

30－1日本言語地園30－2　　H　　　　　本：　　　　言　　　　　言吾　　　　ま也　　　　　［匁　　　　　（2）

30－3　　日　　　　本　　　　欝　　　　言吾　　　　士也　　　　図　　　　（3）

30－4　　El　　　　本　　　　雷　　　　言吾　　　　士也　　　　EX　　　　（4）

丈島の雷語調糞
　語　生　活　の　実　態
一白河市および付近の農村における一

代語の助詞・助動詞一用法と実例一

　人　雑　誌　の　用　語
一現代語の語魏調嶽一

班社会の言語生活一鶴岡における実態調蒼一

　　年　　 と　　新　　聞
一小学生・中学生の新聞への接近と理解一

門期の言語能力　話　　語　　の　　実　　態

みの実験的研究一国読にあらわれた読みあやまりの分折一

学年の読み書き能力
　語と敬語意識
合雑誌の燭三揃編〉
一一ｻ代語の語奨調盛一

合雑誌の屠語（後編）
一現代語の語彙調査一

学生の読み口き能力
治初期の薪聞の周語
法方書の記述的研究
学年の読み書き能力
しことばの文型（1）一三談費料による研究一

　合　雑　誌　の　用　字
　音　　語　　の　　研　　究

一総記および譜彙表一

一漢　字　表一

しことばの文型（2｝一独譜資料による研究一

　　秀英出版刊　　品切れ

　　　〃　　　　　　　　ノ1

　　　〃　　　700跨

　　　〃　　　500霞

　　　〃　　　600跨

　　　〃　　　！80円

　　　〃　　　200円
　　　〃　　　品切れ
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　　　Jl　lt

　　　ti　tl
　　　〃　　　400円
　　　〃　　　品切れ
　　明治書院刊　　　　〃

　　秀英出版刊　　　　〃

　　　〃　　　800円

　　　〃　　　贔切れ

　　　〃　　　550円
　　　〃　　1，000円

　　　〃　　1，0GO円

　　　〃　　　品切れ

　　　〃　　　350円
　　　〃　　1，0GO円

　　明折台図書干lj　　2，100円

　　秀英出版刊　　品切れ

　　　〃　　　750円
　　　〃　　　400円
（1）大蔵省印欄局刊　最切れ
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日置雷語地図（5）
刷子計算機による国語研究
明会構造と言語の関係についての基礎的研究（1）
　　　一親族細節と祉会構造一

家庭における子どものコミュニケーション意識

電子計算機による蟹語研究（王1）
　　　一新醗の用語湧字調査の処理組織一

二会構造と言語の関係についての基礎的研究②
　　　一マキ・マケと親旅呼称一

串学生の漢字習得に関する研究
電子計算機による新聞の語彙調査
電子計算機による新聞の語彙調杏（II）

電子計算機による雛；語研究（III）

送t）がな意識の調査
待遇表現の実態　　　一松江24時間調査資群から一

電子計算機による薪聞の語彙調査（III）

動詞の意味・用法の記述的研究
形容詞の意味・燭法の記述的研究

幼児の読み書き能力
電子計算機による国語研究（IV）
社会購造と言語の関係についての基礎的研究（3＞

電子計算機による新聞の語彙調査（N）

電子言筆算機による国譜研究（V）

幼児の文構造の発達　　　一3－6才児の場合一

国立圏語研究所資料集

　　圭　煽語関係
2

　　　　　　デlj　イテ　重量；　貝　 （ヨ窪孝…［117～24年〉
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